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図表５－４　「共有すべき事例」　2013年１２月分（html形式）
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図表５－５　「共有すべき事例」　2013年12月分（PDF形式）

※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。
※この情報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読みやすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「公開データ検索」で閲覧でき
る事例の内容等と表現が異なる場合がありますのでご注意ください。

2013年12月 事例１

（事例番号 ： 000000034945）

【事例の内容】
ターミナルケアの在宅患者様の処方せん。訪問して介護者である奥様への服薬指導から服用方法と違う処方
内容であることが判明。疑義照会して、従来の用法に変更になった。

【背景・要因】
主治医の記載間違い。

【薬局が考えた改善策】
交付時の服薬指導は、従来の用法と違いがあるかよく確認する。

疑義照会、用法変更に関する事例

● 在宅介護の患者の自宅を訪問して、薬を届けるという業務は今後増えると想定される。
● 訪問した際には、患者の状態や処方せんの内容、服用状況の確認などを十分に行う必要がある。

処方された医薬品：オキシコンチン錠５ｍｇ
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２）「共有すべき事例」の選定状況

　平成21年から平成25年に取り上げられた「共有すべき事例」199件について「事例の概要」「発
生場面」について集計した。

　ヒヤリ・ハット事例全体の集計（77ページ）と比較して、疑義照会に関する事例が31.7%（63/199
件）と多く取り上げられていた。また、医薬品の販売に関する事例は、報告件数は少ないが、「共有
すべき事例」として２件取り上げられていた。特定保険医療材料については０件であった。
　これらの事例を調剤、医薬品の販売に関する事例の「事例の内容」や、疑義照会に関する事例の「変
更内容」について集計した。

図表５－６　「共有すべき事例」の「事例の概要」「発生場面」と報告件数
（単位：件）

事例の概要 発生場面 報告件数

調剤

調剤

内服薬調剤 86   （43.2%）

外用薬調剤 17  　（8.5%）

注射薬調剤 4  　（2.0%）

その他の調剤に関する場面 10  　（5.0%）

管理
内服薬管理 2  　（1.0%）

外用薬管理 1  　（0.5%）

交付 交付 14  　（7.0%）

疑義照会 63   （31.7%）

特定保険医療材料 0  　（0.0%）

医薬品の販売 2 　 （1.0%）

合　　計 199（100.0%）

図表５－７　「共有すべき事例」の「事例の内容」「変更内容」と報告件数
（単位：件）

事例の概要
および発生場面

事例の内容
または変更内容

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年 合計

調剤 調剤 調剤忘れ 0 5 0 0 0 5

処方せん監査間違い 1 3 6 4 7 21

秤量間違い 0 0 1 1 0 2

数量間違い 1 2 2 3 3 11

分包間違い 0 1 2 1 0 4

規格・剤形間違い 6 5 4 7 6 28
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　平成21年から平成25年に「共有すべき事例」として取り上げられた事例は、調剤に関する事例では、
「薬剤取違え」が32件、「規格・剤形間違い」が28件と多かった。平成25年ヒヤリ・ハット事例全体
の集計（78ページ）では、調剤に関する事例の内容は、「数量間違い」が多く、次いで、「薬剤取違え」
であるが（その他を除く）、共有すべき事例の選定は、そのような件数とは異なる傾向であった。
　また、疑義照会に関する事例は、変更内容が「薬剤変更」の事例が28件と多く、平成25年ヒヤリ・
ハット事例全体の集計（79ページ）の疑義照会に関する事例の件数と同様であった。

 
３）「共有すべき事例」の再発・類似事例

　平成25年に「共有すべき事例」の中で多く選定されていた「疑義照会、薬剤変更」「調剤、処方せ
ん監査間違い」「調剤、規格・剤形間違い」の事例の中からそれぞれ具体事例を選定し、それらの再発・
類似事例を検討する。

⑴　再発・類似事例の考え方
　先述したように、一度注意喚起を行った事例であっても、再度同じような事例が報告されること
がある。「事例の内容」または「変更内容」が同じ事例であり、かつ、事例の内容や背景・要因の

事例の概要
および発生場面

事例の内容
または変更内容

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年 合計

薬剤取違え 5 4 3 15 5 32

薬袋の記載間違い 0 1 3 2 0 6

その他 0 4 1 1 2 8

管理 充填間違い 1 0 1 1 0 3

交付 患者間違い 1 2 2 2 3 10

説明間違い 0 0 1 0 0 1

交付忘れ 0 0 0 1 0 1

その他 1 1 0 0 0 2

疑義照会 薬剤変更 4 3 6 4 11 28

用法変更 0 0 0 0 1 1

用量変更 1 0 0 0 1 2

分量変更 1 4 1 4 4 14

薬剤削除 1 3 4 1 3 12

その他 1 1 2 1 1 6

医薬品の販売 説明間違い 0 0 1 0 0 1

その他 0 0 0 0 1 1

合　　計 24 39 40 48 48 199
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中で記述されている内容のうち、特に注目する点が類似している事例を再発・類似事例とした。例
えば「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬が処方さ
れていることに気付き疑義照会した事例」の再発・類似事例は、「変更内容」が「薬剤変更」の事
例であり、かつ記述されている内容の中に、医療機関がかわったことや、誤った薬が処方されたこ
とが記述されているものを再発・類似事例とした。

⑵�　疑義照会、薬剤変更に関する事例（患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から
薬が処方された際、誤った薬が処方されていることに気付き疑義照会した事例）
　平成25年に選定された「共有すべき事例」の中で、「疑義照会、薬剤変更」に該当する事例は
11件であった。その内容は、禁忌薬が処方されていたので疑義照会した事例や、光に不安定な薬
が半錠指示で処方されていたので疑義照会した事例など様々であった。それらのうち、本分析では

「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬が処方されて
いることに気付き疑義照会した事例」について再発・類似事例を検討する。

ⅰ　共有すべき事例
　「共有すべき事例」（患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、
誤った薬が処方されていることに気付き疑義照会した事例）を以下に示す。

「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬が処方されているこ
とに気付き疑義照会した事例」（事例番号：000000031904）

医薬品情報

（処方された医薬品）ルボックス錠75（精神神経用剤）

（変更になった医薬品）ルポック錠75mg（解熱鎮痛消炎剤）

事例の内容等

（事例の内容）
　いつも受診されている医院から患者が処方せんを持参したが、新規の薬が３種類処方されており、日
数も30日分処方されていた。お薬手帳から他院で処方されていた薬か確認すると、１種類効果の全く
異なる薬が処方されていた。
　患者に他院の処方薬と同じものを処方してもらったのか確認すると、「同じものをお願いした」との
ことであり、医院に問い合わせしたところ、ルボックス錠75からルポック錠75mgに変更になった。
（背景・要因）
　未記載
（改善策）
　未記載

事例のポイント

●�医療機関が変更になった場合、採用薬の違いで規格等が変更になる場合や、紹介状そのものに記載ミ
スがある場合がある。

●�医薬品の名称が類似していても、薬効が全く違う場合もあり、誤った医薬品を患者が服用することは
大変危険である。

●�お薬手帳等で、過去に処方されていた医薬品を確認するとともに、医薬品を渡す際には、患者に対し
て医薬品の内容がそれまでと同じであるか確認する必要がある。
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ⅱ　再発・類似事例
　平成25年に報告されたヒヤリ・ハット事例の中から、再発・類似事例を検索したところ、６
件あった。

①　処方された医薬品と疑義照会の結果変更になった医薬品の組み合わせ
　平成25年に報告された再発・類似事例６件に「共有すべき事例」を含めた７件について、
処方された医薬品と疑義照会の結果変更になった医薬品の組み合わせおよび主な薬効を整理し
て次に示す。７件のうち１件は、処方された医薬品と変更になった医薬品の組み合わせが２通
り報告されていたので、処方された医薬品と変更になった医薬品の組み合わせは合計８通りで
ある。

　処方された医薬品と、疑義照会の結果変更になった医薬品の組み合わせおよび主な薬効を集計し
たところ、８通りのうち３通りは主な薬効が異なる組み合わせであり、いずれも名称が類似してい
る組み合わせであった。残りの５通りは主な薬効が同じ組み合わせであり、そのうちの４通りは規
格違いの医薬品の組み合わせであった。

②　疑義があると判断した理由
　疑義があると判断した理由は、「当該処方せんのみで判断」が０件（0.0%）、「当該処方せん
と薬局で管理している情報で判断」が１件（14.3%）、「上記以外で判断」が６件（85.7%）
であり、ヒヤリ・ハット事例全体の集計（79ページ）と比較して、「上記以外で判断」の割合
が多かった。

図表５－８　処方された医薬品と変更になった医薬品の組み合わせおよび主な薬効

処方された医薬品 主な薬効 変更になった医薬品 主な薬効

主な薬効が異なる組み合わせ

アタラックス錠10mg 精神神経用剤 マグラックス錠500mg 制酸剤

オメプラール錠10 消化性潰瘍用剤 オルメテック錠10mg 血圧降下剤

ルボックス錠75 精神神経用剤 ルポック錠75mg 解熱鎮痛消炎剤

主な薬効が同じ組み合わせ

アマリール1mg錠 糖尿病用剤 アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤

チラーヂンS錠25μg 甲状腺、副甲状腺ホル
モン剤

チラーヂンS錠50μg 甲状腺、副甲状腺ホル
モン剤

ビオフェルミンR散 止しゃ剤、整腸剤 ラックビー微粒N 止しゃ剤、整腸剤

メバロチン錠10 高脂血症用剤 メバロチン錠５ 高脂血症用剤

リピトール錠10mg 高脂血症用剤 リピトール錠5mg 高脂血症用剤
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③　疑義があると判断する契機となった情報
　「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」と「上記以外で判断」を選択した事例には、
薬剤服用歴（薬歴）やお薬手帳の活用、患者へのインタビューから得られた情報の活用等、処
方せん以外の何らかの情報が契機となって疑義照会が行われた内容が報告されている。そこで、

「疑義があると判断した理由」の項目で、「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」ま
たは「上記以外で判断」が選択されていた7件について、事例報告項目のテキスト内容である「事
例の内容」「背景・要因」「改善策」の記述から、疑義があると判断する契機となった情報が分
かるものを検索した。その内容を次に示す。

　疑義があると判断する契機となった情報のうち、「お薬手帳の情報」が５件と最も多かった。
次いで「患者から得た情報」が２件であった。

図表５－９　疑義があると判断した理由
（単位：件）

疑義があると判断した理由 件数

当該処方せんのみで判断 0　  （0.0%）

当該処方せんと薬局で管理している情報で判断 1（  14.3%）

上記以外で判断 6（  85.7%）

合　　計 7（100.0%）

図表５－10　疑義があると判断する契機となった情報
（単位：件）

疑義があると判断する契機となった情報 件数

お薬手帳の情報 5

患者から得た情報 2

合　　計 7
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④　主な再発・類似事例の紹介

再発・類似事例「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬
が処方されていることに気付き疑義照会した事例」

○お薬手帳の情報から疑義があると判断した事例

【事例１】（事例番号000000033041）

（処方された医薬品）オメプラール錠10（消化性潰瘍用剤）
（変更になった医薬品）オルメテック錠10mg（血圧降下剤）

（事例の内容）
　処方薬の入力間違い。
（背景・要因）
　他科診療の患者が転院のため、当該の診療所にて同一薬剤の処方を行ってもらい、当薬局に来局
した。お薬手帳持参から処方せんとの内容の照らし合わせを行ったところ、処方意図の不明瞭な点
があり、患者に確認ののちに診療所へ疑義照会を行った。その際、名称類似品による処方の入力間
違いであることがわかり、医薬品の変更が行われた。
（改善策）
　お薬手帳持参のために、わかったことから、お薬手帳の普及が効果的と考えられる。

○患者から得た情報から疑義があると判断した事例

【事例２】（事例番号000000033603）

（処方された医薬品）アタラックス錠10mg（精神神経用剤）、ビオフェルミンR散（止しゃ剤、整
腸剤）

（変更になった医薬品）マグラックス錠500mg（制酸剤）、ラックビー微粒N（止しゃ剤、整腸剤）

（事例の内容）
　処方せんにRp.ムコスタ錠100mg１日用量３錠、ビオフェルミンR散１日用量3g、アタラックス
錠10mg1日用量３錠分3×7日分毎食後服用と記載があった。患者からの情報収集時に「血圧が上
昇して来た為、地元の診療所からの紹介でこの病院を受診した。来週造影剤を用いた検査を受ける
が、本日はこれまでと同じ薬を出しておくと言われた。もともと体のかゆみなどや不安（緊張）な
どはない。」との申し出があった。抗生物質や化学療法剤の投与がなくビオフェルミンＲ散が使用
されており、またアタラックス錠10mgの処方意図が分からない為、処方医師に疑義照会を行った

（医療機関薬剤部へのFAXによる疑義照会）。その結果、Rp.ムコスタ錠100mg１日用量３錠、ラ
ックビー微粒N1日用量3g、アタラックス錠10mg１日用量３錠分３×７日分毎食後服用に変更と
なった。またアタラックス錠10mgについては紹介状に基づく処方の為そのまま調剤するよう回答
があった（薬剤部よりFAXによる回答）。アタラックス錠10mgの処方について納得ができる回答
ではなかったので、以前より通院している地元の診療所に、患者の了解を得て、問い合わせを行っ
た。今まで服用していた内容はRp.ムコスタ錠100mg１日用量３錠、ビオフェルミン錠1日用量３
錠、マグラックス錠500mg１日用量３錠分3×7日分毎食後服用であることが分かった。この内容
を改めて処方せんが発行された医療機関の薬剤部に報告の上、再度処方医師に確認するよう依頼し
た。処方内容をRp.ムコスタ錠100mg１日用量３錠、ラックビー微粒N1日用量3g、マグラックス
錠500mg１日用量３錠分3×7日分毎食後服用に変更するとの回答があった。
（背景・要因）
　紹介状から処方内容を転記する際に医薬品名称の読み間違いが今回の事例の発生要因の一つと考
えられる。
（改善策）
　薬剤師として処方内容に疑義がある場合には、その疑義が解消されるまで、調剤を行わない。必
要であれば処方医師だけでなく、もとの医療機関に問い合わせるなどすることも必要である。
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⑶　調剤、処方せん監査間違いに関する事例（医師の手書き処方に関連した事例）
　平成25年に「共有すべき事例」として選定された「調剤、処方せん監査間違い」に該当する事
例は、７件であった。その内容は、禁忌に気付かず交付してしまった事例や、FAX受付時に処方さ
れていた薬が処方せんで削除されていたのに気付かずに交付した事例などであった。それらのうち、

「医師の手書き処方に関連した処方せん監査間違いの事例」について再発・類似事例を検討した。

ⅰ　共有すべき事例
「共有すべき事例」（医師の手書き処方に関連した処方せん監査間違いの事例）を以下に示す。

ⅱ　再発・類似事例
　平成25年に報告されたヒヤリ・ハット事例から、再発・類似事例を検索したところ、３件あ
った。なお、医師の手書き処方に関する事例は、処方の全てが手書きの処方せんだけでなく、印
字で処方されている中に部分的に医師の手書きで訂正または追記されている処方せんも含めて集
計・分析した。

①　処方せんの要因と実施の有無、治療の程度
　平成25年に報告された再発・類似事例３件に「共有すべき事例」を含めた４件について、「事
例の内容」に記述されている内容から、処方せん監査間違いをした原因を分析したところ、処
方せんの要因としては「記載不備」「記載間違い」「判読しづらい文字」の３つに分類された。
処方せんの要因と実施の有無、治療の程度を整理し図表５－11に示す。

「医師の手書き処方に関連した処方せん監査間違いの事例」（事例番号：000000030432）

14日分を７日分と読み間違えて調剤・交付してしまった事例

（事例の内容）
　セレスタミン配合錠14日分調剤すべきところを、手書き処方せんの医師の判断しにくい文字であ
り、調剤した薬剤師、鑑査、交付した薬剤師ともに７日分と判読した。一方、事務員は14日と判読
してレセプトコンピュータには14日分で入力していたが、７日に訂正してもらって交付した。その
後調剤録の付け合せ時にやはり14日分ではないかと事務員より言われ、改めて14日分であることを
判読し確認した。
（背景・要因）
　薬剤数が１種１行で13種あり、手書き処方せんのため処方欄には書ききれず、はみ出して書いて
あった分で見づらかった。近所ではあるが毎日来ない程度の医院からの処方せんのため、医師の字体
に慣れているというほどではなかったため、「14TD」を「1×7D」と読み間違えた。（４と×、Tと
７が似ている字体であった）
（改善策）
　３人中２人が誤判読してしまうような紛らわしい書き方であることを念頭に置いて、何度も見直す。

事例のポイント

●手書き処方せんで、判読し難い文字の場合には、たとえ繁忙時であっても疑義照会が必要である。
●�また、見慣れた文字であっても推測によって判断せず確認することが必要である。（処方医におい

ても読みにくい処方せんの記載が医療事故につながることを理解する必要がある。）
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　誤った内容の薬の交付の有無を示す「実施の有無」は「実施なし」が１件（25.0%）、「実
施あり」が３件（75.0%）であり、「実施あり」の３件はすべて「治療なし」であった。

②　再発・類似事例の紹介

図表５－11　処方せんの要因と実施の有無、治療の程度
（単位：件）

処方せんの要因 実施なし
実施あり

合計
軽微な治療 治療なし 不明

記載不備 1 0 0 0 1

記載間違い 0 0 2 0 2

判読しづらい文字 0 0 1 0 1

合　　計 1 0 3 0 4

再発・類似事例「医師の手書き処方に関連した処方せん監査間違いの事例」

【事例１】（事例番号000000035033）
剤形が記載されていなかったが、薬局で採用している剤形と思い込んで調剤した事例

（事例の内容）
　追加処方のため手書きでシングレア（５）1T　vds　1×7日分　と書かれていた。当薬局には
シングレア錠は10mg、シングレアチュアブル5mg、シングレア細粒のみ在庫があったため、調
剤した薬剤師はシングレア錠5mgの可能性を疑わず、疑義照会せずにシングレアチュアブル5mg
で調剤を行った。鑑査の際、鑑査した薬剤師が疑義照会の必要性に気づき、疑義照会を行い、シン
グレア錠5mgの処方であることが分かった。
（背景・要因）
　在庫がない医薬品に対する知識不足があった。チュアブルのことであろうとの思い込みがあった。
手書きであったため、詳細な情報が読み取りにくかった。
（改善策）
　事例を薬局内、他店舗へ報告。手書きの処方せんの時は特に規格、用法の漏れがないか注意する
必要があるので、こうであろうとの思い込みをせず、疑義照会の徹底を呼びかけた。添付文書等で
他規格や他剤形のものがないかチェックする必要がある。
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【事例２】（事例番号000000032665）
散剤の成分量と製剤量が併記されており、製剤量のみ誤っていたがその製剤量通り調剤・交付した
事例

（事例の内容）
下記内容の手書き処方せん
　アスベリン散（10%）６g（60mg）3×7日分
　コデインリン酸（１%）２g10回分咳時
アスベリン散（10%）における成人の１日量は通常0.6g～1.2g。本来アスベリン散0.6g分３としな
ければならないところを監査せずにそのまま６g分３で調剤し、交付してしまった。翌日、処方せん
をチェックしていたほかの薬剤師が気づいたため、すぐに患者宅へ医薬品の回収・交換を行った。患
者は回収するまでに２回服用しており、その際過量投与による副作用（強い眠気）が生じていた。
（背景・要因）
　力価計算を怠った。６gと60mgが併記されていることで60mg力価は６gであると思い込んでし
まった。アスベリン散が10%であることを意識しなかった。薬剤師１人で業務中である緊張感を
欠いていた。
（改善策）
　計量調剤時、付箋に製剤量での計算のメモをとっていたが、今後は力価計算を意識して行えるよ
うに記入様式を作成した。

【事例３】（事例番号000000031627）
漢方薬の商品名の横に手書きで番号が併記されていたが、商品名と番号が一致していなかった事例

（事例の内容）
　処方せんに加味帰脾湯の記載あり、横に「No.24」と手書きで記載があった。加味逍遥散（24番）
と思い込んで調剤した。入力も加味逍遥散になっていた。３週間後の次の受診の際、医療機関より
電話があり、この前の処方は加味帰脾湯ではなく加味逍遥散の処方入力ミスであったことが判明し
た。患者に渡したのは加味逍遥散であったため、健康被害はなかったが、処方せんとは異なる薬剤
を調剤した。
（背景・要因）
　漢方の24番は加味逍遥散である。いつも加味逍遥散を服用している患者であり、思い込んだ。
（改善策）
　漢方を調剤する際、品名を必ず確認。番号も記載があれば照合する。処方せんと調剤された薬品
を照合する。処方せんと調剤録を照合する。
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⑷　調剤、規格・剤形間違いに関する事例（注射薬の規格・剤形間違いに関する事例）
　平成25年に「共有すべき事例」として選定された「調剤、規格・剤形間違いに関する事例」に
該当する事例は、６件であった。その内容は、１件が注射薬の規格・剤形間違いに関する事例で、
５件は内服薬の規格・剤形間違いに関する事例であった。本分析では、「注射薬の規格・剤形間違
いに関する事例」について再発・類似事例を検討する。

ⅰ　共有すべき事例
　「共有すべき事例」（注射薬の規格・剤形間違いに関する事例）を以下に示す。

ⅱ　再発・類似事例
　平成25年に報告されたヒヤリ・ハット事例から、再発・類似事例を検索したところ、14件あった。

①　処方された医薬品と間違えた医薬品の組み合わせ
　平成25年に報告された再発・類似事例14件に「共有すべき事例」を加えた15件について、「処
方された医薬品」と「間違えた医薬品」の組み合わせおよび報告件数を次に示す。

「注射薬の規格・剤形間違いに関する事例」（事例番号：000000033706）

医薬品情報

（処方された医薬品）ノボラピッド30ミックス注フレックスペン
（間違えた医薬品）ノボラピッド注フレックスペン

事例の内容等

（事例の内容）
　患者の家族から「いつものインスリンは濁っているが、今日のインスリンは透明だった。薬が変わ
ったか？」と電話での問い合わせがあり、誤りに気付いた。患者はインスリンを１回使用していたが
幸いにも低血糖を起こさなかった。患者に正しい物を届けお詫びをした。医師にも経緯を連絡した。
（背景・要因）
　調剤では内服のつぶしに気を取られ、鑑査では冷所保存することに意識が向いてしまい確認を怠っ
ていた。在宅訪問患者であったが定期処方の為、訪問時の確認も行わなかった。
（改善策）
　調剤及び鑑査時の確認を徹底する。注射剤は交付時患者と一緒に確認する決まりを在宅訪問でも徹
底する。

事例のポイント

●インスリンの誤薬は体調に重大な影響を与えるため、細心の注意が必要である。
●�誤りが繰り返し生じている薬剤は、その保管場所や標記方法、鑑査の手順など、他の薬剤とは違っ

た手順にする等の対策も有用であると考えられる。
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　注射薬の規格・剤形間違いに関する事例で報告された「処方された医薬品」と「間違えた医
薬品」の組み合わせについて集計したところ、複数回報告された組み合わせは「ノボラピッド
30ミックス注フレックスペン」「ノボラピッド注フレックスペン」、および「レベミル注イノ
レット」「レベミル注フレックスペン」がそれぞれ２件ずつであった。また、報告件数が多か
ったブランド名は「ヒューマログ」が６件、「ノボラピッド」が４件であった。

②　実施の有無と治療の程度
　誤った内容の薬の交付の有無を示す「実施の有無」は、「実施なし」が８件（53.3%）、「実
施あり」が７件（46.7%）であった。「実施あり」の７件のうち、「治療なし」が４件（26.7%）、

「不明」が３件（20.0%）であった。ヒヤリ・ハット全体の集計（76ページ）と比較して「実
施あり」の割合が多かった。

図表５－12　処方された医薬品と間違えた医薬品の組み合わせ
（単位：件）

処方された医薬品 間違えた医薬品 報告
件数

ノボラピッド 4

ノボラピッド30ミックス注フレックスペン ノボラピッド注フレックスペン 2

ノボラピッド注フレックスペン ノボラピッド30ミックス注フレックスペン 1

ノボラピッド注フレックスタッチ ノボラピッド注フレックスペン 1

ノボリン 2

ノボリンR注 ノボリン30R注フレックスペン 1

ノボリン30R注フレックスペン ノボリンR注 1

バイエッタ 1

バイエッタ皮下注10μgペン300 バイエッタ皮下注5μgペン300 1

ヒューマログ 6

ヒューマログ注カート ヒューマログミックス50注カート 1

ヒューマログ注ミリオペン ヒューマログミックス25注ミリオペン 1

ヒューマログ注ミリオペン ヒューマログミックス50注ミリオペン 1

ヒューマログミックス25注ミリオペン ヒューマログ注ミリオペン 1

ヒューマログミックス50注カート ヒューマログミックス50注ミリオペン 1

ヒューマログミックス50注ミリオペン ヒューマログ注ミリオペン 1

レベミル 2

レベミル注イノレット レベミル注フレックスペン 2

合　　計 15
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③　主な再発・類似事例の紹介
　再発・類似事例の中で、「実施あり」の主な事例を紹介する。

図表５－13　実施の有無、治療の程度
（単位：件）

実施あり
実施なし 合計

軽微な治療 治療なし 不明

0（0.0%） 4（26.7%） 3（20.0%） 8（53.3%） 15（100.0%）

再発・類似事例「注射薬の規格・剤形間違いの事例」

【事例１】（事例番号000000029806）

（処方された医薬品）ノボラピッド注フレックスペン
（間違えた医薬品）ノボラピッド30ミックス注フレックスペン

（事例の内容）
　ノボラピッド注フレックスペン　２本の処方に対し、ノボラピッド30ミックス注フレックスペ
ン　２本を調剤し交付した。その後患者より電話連絡があり、「いつもと、注射の色が違う」との
指摘より、判明した。すぐに取り替えに行って対応した。
（背景・要因）
　本数のみの確認であった。ピッキングしたものが間違うはずはないだろうという思い込みもあっ
た。
（改善策）
　鑑査を十分に行う。薬歴に注意喚起を行う。

【事例２】（事例番号000000031349）

（処方された医薬品）バイエッタ皮下注10μgペン300
（間違えた医薬品）バイエッタ皮下注5μgペン300

（事例の内容）
　バイエッタ10μgを5μgで交付した。
（背景・要因）
　バイエッタの規格が5μgしかないと思い込んでいた。在庫としても5μgしか置いていなかった。
（改善策）
　規格をよく確認。必ずダブルチェックをするようにする。

【事例３】（事例番号000000034397）

（処方された医薬品）ヒューマログミックス25注ミリオペン
（間違えた医薬品）ヒューマログ注ミリオペン

（事例の内容）
　ヒューマログミックス25注ミリオペンが処方のところ、ヒューマログ注ミリオペンで交付して、
３本中、1.5本を使用済みだった。患者から濁りがない点で問い合わせがあり分かった。医師に報
告した。
（背景・要因）
　未記載
（改善策）
　未記載
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４）医療事故情報収集等事業において公表している関連情報

⑴　再発・類似事例の関連情報
　本分析において取り上げた、次の３つの再発・類似事例に関連し、医療事故情報収集等事業にお
いて公表された情報を掲載する。

○�「疑義照会、薬剤変更」のうち「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方
された際、誤った薬が処方されていることに気付き疑義照会した事例」

○「調剤、処方せん監査間違い」のうち「医師の手書き処方に関連した事例」
○「調剤、規格・剤形間違い」のうち「注射薬の規格・剤形間違いに関する事例」

ⅰ�　「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬が処方さ
れていることに気付き疑義照会した事例」の関連情報
　医療事故情報収集等事業においても、患者の転院に関連した処方間違いの事例が報告されてお
り、これまでに「医療安全情報」で注意喚起をしたり、公開データ検索において事例を公開する
などしている。具体的には、患者の持参薬を院内の採用薬に切り替える際に量を間違えて処方し
た事例や、紹介状に関する事例（紹介状の記載が誤っていたがその内容通りに処方した事例、紹
介状に基づいて処方する際に誤った薬を処方した事例）などがある。医療機関で生じたエラーを
知ることは、薬局における医療安全対策に有用であることから、それらの内容を次に示す。

 
①　関連する医療安全情報の紹介

図表５－14　医療事故情報収集等事業　医療安全情報No.78「持参薬を院内の処方に切り替える際
の処方量間違い」（2013年５月） ２）

 
医療事故情報収集等事業 医療安全情報　No.78　2013年5月

公益財団法人 日本医療機能評価機構

医 療
安全情報
No.78　2013年5月

医療事故情報収集等事業

持参薬を院内の処方に切り替える際、処方量を間違えた事例が４件報告されています
（集計期間：２００９年１月１日～２０１３年３月31日、第９回報告書「個別のテーマの
検討状況」（Ｐ７4）に一部を掲載）。

持参薬を院内の処方に
切り替える際の処方量間違い

間違え
た量院内で処方した薬剤 処方量間違い

の背景

持参薬を院内の処方に切り替える際、処方量
を間違えた事例が報告されています。

ハルシオン錠0.25mg
1錠

アスペノンカプセル20mg
4カプセル

ヒダントール錠100mg※
6錠

アスベリン散100mg/g
6g

2倍

2倍

4倍

10倍
持参薬と
同じ剤形が
なかった

持参薬と
同じ規格が
なかった

※ヒダントールＦ配合錠とヒダントール錠１００mgの有効成分量 ：
　ヒダントールＦ配合錠は、１２錠中にフェニトイン３００mg、フェノバルビタール１００mgなどが含まれる。
　ヒダントール錠１００mgは、１錠中にフェニトイン１００mgが含まれる。

持参した薬剤

ハルシオン錠0.125mg
1錠

アスペノンカプセル10mg
4カプセル

ヒダントールＦ配合錠※

6錠

アスベリン錠10mg
6錠

医療事故情報収集等事業 医 療
安全情報

医療事故情報収集等事業

No.78　2013年5月

公益財団法人 日本医療機能評価機構　医療事故防止事業部
〒101-0061  東京都千代田区三崎町1-4-17  東洋ビル
電話 ： 03-5217-0252（直通）　ＦＡＸ ： 03-5217-0253（直通）
http://www.jcqhc.or.jp/

※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、当事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
当事業の趣旨等の詳細については、当機構ホームページに掲載されている報告書および年報をご覧ください。
　http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。

持参薬を院内の処方に切り替える際の処方量間違い

事 例 1 

・持参薬から院内の処方に切り替える際の処方時は、規格、剤形、
 成分量に注意して入力する。
・持参薬から院内の処方に切り替える際は、可能な限り薬剤師が
 介入する。

事例が発生した医療機関の取り組み

入院後、患者は持参薬を内服していたが、薬が足りなくなったため、医師は院内処方に切り替
えた。その際、紹介状に「アスペノンカプセル１０ ４C 分２ 朝夕食後」と記載してあるのを確
認した。そこで、コンピュータに“アスペノン”と入力したところ、院内では１０ｍｇの規格は採
用されておらず、アスペノンカプセル２０ｍｇのみが表示された。アスペノンカプセル２０ｍｇ
であれば、２カプセルを分２と処方すべきところ、用量が違うことに気付かず、４カプセルを分２
で処方した。患者は退院から５日後の朝に自宅で痙攣を起こし、他院に救急搬送された。

事 例 2 
入院時、患者は他院で処方されたヒダントールF配合錠 ６錠を分２で内服していた。院内処
方に切り替える際、医師はヒダントールＦ配合錠とヒダントール錠に含まれるフェニトインの
量や有効成分の内容が違うことを知らず、院内処方にあったヒダントール錠１００ｍｇ ６錠を
分２で４日分処方した。薬剤師は誤りに気付かず、処方通りに調剤した。次の処方を調剤する
際、薬剤師がフェニトインの量が１日量の上限を超えることを疑義照会したため、医師は誤り
に気付いた。
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 ②　関連する医療事故事例の紹介

【事例１】紹介状の内容が誤っており、その通りの内容で処方した事例

【事例の内容】
　患者が入院時に持参薬を持ってきていなかったため、医師が紹介状に書かれていた薬剤を処方し
た。後日患者の家族が持参薬を持ってきたが、そのまま緊急処方を継続して出していた。数日後に
調剤していた薬剤師が処方に不備を見つけ、病棟薬剤師が病棟にて持参薬を確認したところ、複数
の薬剤で用法・用量が違っていた（過量投与）。病棟薬剤師と看護師で薬剤を確認し医師に持参薬
処方を出してもらい、持参薬を使用することになった。
【事例の背景要因の概要】
　患者が持参薬を持ってきた後も緊急処方と照らし合わせず継続していたことによる。 
【改善策】
　紹介状を鵜呑みにせず、不明な点があれば患者や前医に確認するなどして処方する。また、後日
でも持参薬を持ってきたら、その時点で確認する。

【事例２】紹介状の通りに処方するところ、名称類似の異なる薬剤を処方した事例
（ノルバスクを処方するところノルバデックスを処方した）

【事故の内容】
　外来を臨時に担当した医師Ａは前医の紹介状に基づき降圧剤ノルバスク（5mg）１錠を処方し
ようとしたが、誤ってノルバデックス（20mg）１錠を1週間分を臨時処方した。以後、医師B（主
治医）はノルバデックスが前医で追加処方されたものと思い込み、11ヵ月にわたり誤処方を継続
した。
【事故の背景要因の概要】
　本来処方されるべきノルバスクの処方量は通常2.5-5mgであるのに対して、実際に処方された
ノルバデックスは20mgであり、薬剤名、薬剤量から考えると、本来は起こり得ない誤処方である。
しかしながら、医師Aが最初に誤処方した日は外来および病棟業務が多忙で、ノルバデックスがノ
ルバスクの後発医薬品と思い込み、薬効および用量の確認を怠った。また、医師B（主治医）もノ
ルバデックスが前医で追加処方されたものと勘違いし、前医の紹介状を改めて確認することなく、
誤処方を継続した。 
　また、適用外の薬剤処方は、通常、診療報酬審査時に査定されるが、本件では一切の査定および
指摘がなされなかった。
　さらに、医事システムにおける処方薬剤の検索は３文字検索となっており、「ノルバ」と入力す
るとノルバデックスしか表示されず、抗腫瘍薬であることの警告もなかった。
【改善策】
　ノルバデックスは、一般名のタモキシフェンで入力する。診療支援システム側で抗腫瘍薬など重
篤な副作用が危惧される薬剤については、抗腫瘍薬の文字の色を変えたり、劇薬あるいは薬効につ
いて注意喚起するメッセージを表示するなどシステムを改良する。具体例として、病名欄に「乳が
ん」が入力されていないと、ノルバデックスは処方できないようシステム化する。 
　処方せんを患者や同伴者に提示して内服薬の薬効、内服方法について確認を行う。医師が業務多
忙な時には看護師およびクラークなどからも従来の処方との相違、あるいは過不足がないか確認し
てもらい、誤処方の防止、早期発見に努める。また、薬剤部からの疑義照会事例については部署内
で情報をできるだけ緊密に共有し、誤処方の防止、早期発見に努める。医師が時間的に余裕を持っ
て診療できるように診療体制の整備に配慮する。

（医療事故情報収集等事業ホームページ「公開データ検索」３）より、事例検索して引用）
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ⅱ　「医師の手書き処方に関連した事例」の関連情報
　医療事故情報収集等事業においても、医師の手書き処方に関する事例が報告されている。以
下に、定期処方薬を処方するところ、電子カルテが導入されておらず、名称類似の他の医薬品
を誤って処方せんに記載してしまったが、前回処方と照合した看護師も調剤した薬剤師も誤り
に気付かず投与した事例を示す。

【事例１】オーグメンチンと記載するところオイグルコンと記載した事例

【事故の内容】
　主治医は、５日後から内服する定期処方（２週間分）を記載した。 その際に、オーグメンチン（抗
菌剤）と記載したつもりが、オイグルコン（降血糖剤）3T×3と記載した。 
　指示を受けた看護師は、前回処方との照合をしたが気がつかなかった。 
　調剤をした薬剤師は用量内のため、主治医に照会しなかった。 
　定期薬を看護師が与薬車にセットする際に、前回処方せんと照合をしたが気づかず、処方せん通り
に薬剤をセットした。 
　与薬する看護師も、処方せんと薬剤の照合をして患者に与薬した。 
　４回分与薬した日の21時に意識レベルが低下し多量に発汗している状況の患者を看護師が発見し
た。 
【事故の背景要因の概要】
　主治医が定期薬の薬剤名を間違えて記載した。再確認をしなかった。 
　指示受けした看護師は、前回処方との照合をしたが気が付けなかった。 
　調剤した薬剤師は用量内のため主治医に照会しなかった。 
　薬剤履歴は分包機利用時には照会できるが、今回の調剤では分包器を利用する処方ではなかったた
め、履歴との照合ができなかった。 
 薬剤科で全患者の病名は把握していないため、降血糖剤が不適切であるかの判断はできない状況で
あった。 
　この患者は事故２日前まで経管栄養であったため、薬剤師が薬剤指導等の介入をしていなかった。 
 定期薬をセットした看護師は、前回定期薬処方と照合をしたが気づかなかった。糖尿病でない患者
に降血糖剤の処方されていることに疑問を抱かなかった。 
 実際に与薬した４名の看護師も糖尿病でない患者に降血糖剤の処方されていることに疑問を抱かな
かった。 
 患者は薬剤指導を受けておらず、また理解力の低下もあり、内服薬が違うことに気づくことはでき
なかった。 
　電子カルテは導入されていない。手書きの処方せんである。
【改善策】
　人はミスをすることがあるため、それを補うためのチェック体制が有効に機能することをめざす。 
　医師は処方した際に、再度間違いがないかを確認する。変更がある場合は、その意図がわかるよう
にそれを明記する。 
　看護師は前回処方との変更はないかを意識的に照合する。疑問に感じたら必ず医師に確認する。そ
の薬剤が患者の状態に適しているのか判断する。 
　薬剤師は薬剤チェックの要でもあるため、用量内であっても処方に疑問を抱いたら主治医に照会す
る。 
 患者把握及び患者への薬剤知識提供のために、経口投与に変更になりしだい速やかに患者に薬剤指
導を行う。 
　処方ミスの発見や薬剤科との患者情報共有のためにも電子カルテの導入を検討する。

（医療事故情報収集等事業ホームページ「公開データ検索」より、事例検索して引用）
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 ⅲ　「注射薬の規格・剤形間違いに関する事例」の関連情報
　医療事故情報収集等事業においても、注射薬の規格・剤形間違いに関する事例が報告されてい
る。以下に、看護師が複数の業務を同時に対応していたところ、規格違いのイノレットを自己注
射の患者に手渡してしまった事例を示す。改善策として「インスリン注射を担当するときはナー
スコール対応は他のスタッフに依頼し確認に専念する」と、再発防止のために業務を見直してい
る。この事例のように、業務を改善し再発防止を図ることは薬局においても参考になると考えら
れる。

 

【事例１】イノレットＲを注射するところイノレットＮを誤って患者に手渡した事例

【事故の内容】
　17時40分にトレーに準備されたインスリン注射を患者に手渡し、インスリン単位のみ確認し自己
注射をしてもらった。その際、インスリンの名前は確認せず、注射後にイノレットNである事に気づ
いた。この時の夕食前の指示はイノレットR16単位であったため、更に追加で注射をしてもらった後
に過剰投与と間違いをしてしまったことを医師に報告した。17時30分頃ナースコールが多く、血糖
測定をしながらコール対応をしていたが、17時30分にインスリン注射の他患者の対応も気になって
いた。医師より患者へその状況と対処について説明してもらい、謝罪をしたところ、患者の反応は、
受容的であった。翌朝６時まで３時間毎の血糖測定と補食の指示があり、血糖値は200～300mg/dl
台で低血糖はなく経過した。
【事故の背景要因の概要】
・イノレットN、イノレットRは注入ボタンの色は異なるが形状は同じである。 
・血糖測定あるいはインスリン注射（自己注射手技の確認を含む）を行う患者が複数名いる状況であ
りながらナースコールの対応もしていた。
【改善策】
・トレーにインスリンを準備をする際に指示簿で患者名とインスリン名を確認する。 
・注射時、指示簿とインスリン名、単位を指差し呼称で確認し実施する。 
・間違いに気付いたらまず、医師に状況報告をする。 
・インスリン注射を担当するときはナースコール対応は他のスタッフに依頼し確認に専念する。

（医療事故情報収集等事業ホームページ「公開データ検索」より、事例検索して引用）
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⑵　医療安全情報　第２報（再発・類似事例に関する情報提供）
　医療事故情報収集等事業において公表している医療安全情報4）のうち、同種事例が再度報告され、
かつ、原則として新しく提供すべき情報がある場合に、その情報も盛り込んだ「第２報」を作成、
提供している。このパターンの医療安全情報はアクセス件数が比較的多いことが分かっている。こ
のように繰り返し注意喚起されている内容であり、薬局にとっても有用な情報であると考えられる
ため、参考に「第２報」のタイトルを次に示す。これらの医療安全情報は、事業のホームページ

（http://www.med-safe.jp/contents/info/index.html）で閲覧することができる。

５）薬局から報告された「改善策」及び「共有すべき事例のポイント」

　薬局から報告された「改善策」および専門家の委員による「共有すべき事例のポイント」について
整理して以下に示す。

⑴�　患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬が処方
されていることに気付き疑義照会した事例
①　お薬手帳の普及

○�患者がお薬手帳を持参していたことにより、転院先の病院で誤った薬が処方されていること
に気付けた。患者にお薬手帳の使い方・有用性について説明し、普及に努める。

②　お薬手帳の確認、患者本人への確認
○�お薬手帳等で、過去に処方されていた医薬品を確認するとともに、医薬品を渡す際には、患

者に対して医薬品の内容がそれまでと同じであるか確認する。
○�新規の患者の薬については、以前と同じか、変更になったのかなど、患者本人から聞いたり、

お薬手帳を確認するなど、注意を払う。
○�併用薬確認のため、他科受診項目ばかりに目が行きがちだが、初の患者の場合は特に、継続

薬について変更がないか、必ずお薬手帳をチェックする。

No . タイトル

41 処方表記の解釈の違いによる薬剤量間違い（第２報）

45 抗リウマチ剤（メトトレキサート）の過剰投与に伴う骨髄抑制（第２報）

50 手術部位の左右の取り違え（第２報）

66 インスリン含量の誤認（第２報）

68 薬剤の取り違え（第２報）

77 ガベキサートメシル酸塩使用時の血管炎（第２報）

82 PTPシートの誤飲（第２報）
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⑵　医師の手書き処方に関連した処方せん監査間違いの事例
①　判読しづらい文字の場合は自己判断せず疑義照会する

○�手書き処方せんで、判読し難い文字の場合には、たとえ繁忙時であっても疑義照会が必要で
ある。また、見慣れた文字であっても推測によって判断せず確認する。（処方医においても
読みにくい処方せんの記載が医療事故につながることを理解する必要がある。）

②　剤形の記載がないものは思い込みで調剤せず他の剤形の存在がないか確認する
○�手書きの処方せんの時は特に規格、用法の漏れがないか注意する必要があるので、こうであ

ろうとの思い込みをせず、疑義照会の徹底を呼びかけた。
○添付文書等で他規格や他剤形のものがないかチェックする。

③�　「製剤量と成分量」「漢方薬の商品名と番号」などのように情報が併記されていても、両方正
しいと思い込まず、内容が一致しているか照合する
○�計量調剤時、付箋に製剤量での計算のメモをとっていたが、今後は力価計算を意識して行え

るように記入様式を作成した。
○�漢方を調剤する際、品名を必ず確認。番号も記載があれば照合する。処方せんと調剤された

薬品を照合する。処方せんと調剤録を照合する。

⑶　注射薬の規格・剤形間違いの事例
①　手順を見直す

○�誤りが繰り返し生じている薬剤は、その保管場所や標記方法、鑑査の手順など、他の薬剤と
は違った手順にする。

○注射剤は交付時患者と一緒に確認する決まりを在宅訪問でも徹底する。

②　注射薬の種類（ブランド名、規格、剤形）を把握する
○仕入先の問屋には変更などあった時は、速やかに情報提供をしてもらうよう要望する。
○�当薬局ではヒューマログ注ミリオペンとヒューマログミックス注50ミリオペンの２種類を

在庫していることを意識し、しっかり処方せんを見て調剤する。

③　鑑査を十分に行う
○鑑査を十分に行う。薬歴に注意喚起を記載する。
○調剤及び鑑査時の確認を徹底する。医薬品名は最後の文字までしっかり確認する。
○�インスリン注については日ごろから規格違いには十分注意しているが、同じ事を繰り返さな

いため、処方せんの記載薬の頭から尾までもれなく確認する。
○規格をよく確認。必ずダブルチェックをする。

④　その他
○冷蔵庫を買い換えて整理する。インスリンは色分けしてあるため薬歴に色を書いておく。
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６）考察

⑴　「共有すべき事例」の選定状況
○�本事業では報告されたヒヤリ・ハット事例の中から、特に、広く医療安全対策に有用な情報とし

て共有することが必要であると思われる事例を、専門家によって、「共有すべき事例」として選
定し、専門家からの意見「事例のポイント」を付してホームページに掲載している。

○�平成21年から平成25年に選定された「共有すべき事例」を「発生場面」について集計したところ、
ヒヤリ・ハット事例全体の集計（77ページ）と比較して、疑義照会に関する事例が63件（31.7%）
と多く取り上げられていた。これらは、薬剤師が誤った医薬品の交付を防いだ事例として専門家
が医療安全に有用な情報と判断したと考えられる。

○�また「共有すべき事例」の発生場面等別においては、調剤に関する事例では、「薬剤取違え」が
32件、「規格・剤形間違い」が28件と多かった。平成25年ヒヤリ・ハット事例全体の集計（78
ページ）では、調剤に関する事例の内容は、「数量間違い」が多く、次いで、「薬剤取違え」であ
るが（その他を除く）、共有すべき事例の選定は、そのような件数とは異なる傾向であった。疑
義照会に関する事例では、変更内容が「薬剤変更」の事例が28件と多く、平成25年ヒヤリ・ハ
ット事例全体の集計（79ページ）の疑義照会に関する事例の件数と同様であった。

⑵　「共有すべき事例」の再発・類似事例
○�「共有すべき事例」の中で、多く選定されていた「疑義照会、薬剤変更」「調剤、処方せん監査

間違い」及び、「調剤、規格・剤形間違い」の事例の中から、具体的に、「患者の転院等により、
それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬が処方されていることに気付き疑義
照会した事例」「医師の手書き処方に関連した処方せん監査間違いの事例」「注射薬の規格・剤形
間違いの事例」の３つの内容の事例を取り上げ、その再発・類似事例を検索した。

○�「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬が処方され
ていることに気付き疑義照会した事例」の再発・類似事例は６件であった。「共有すべき事例」
を含めた７件について、処方された医薬品と変更になった医薬品の組み合わせについて集計した
ところ８通りあった。８通りのうち３通りは主な薬効が異なる組み合わせであり、その内容は「ア
タラックス錠10mgとマグラックス錠500mg」「オメプラール錠10とオルメテック錠10mg」「ル
ボックス錠75とルポック錠75mg」であり、いずれも名称が類似している組み合わせであった。
残りの５通りは主な薬効が同じ組み合わせであり、そのうちの４通りは規格違いの医薬品の組み
合わせであった。また、疑義があると判断した理由は、「当該処方せんのみで判断」が０件（０．
０％）、「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」が１件（14.3%）、「上記以外で判断」
が６件（85.7%）であり、ヒヤリ・ハット事例全体の集計（79ページ）と比較すると、「上記以
外で判断」の割合が多かった。疑義があると判断する契機となった情報は、「お薬手帳の情報」
が５件と最も多かった。この結果からも、お薬手帳は処方せん監査を適切に行うための重要な情
報源として活用されており、医療安全の推進に役立っていると考えられる。

○�「医師の手書き処方に関連した処方せん監査間違いの事例」の再発・類似事例は３件であった。「共
有すべき事例」を含めた４件について、「事例の内容」に記述されている内容から、処方せん監
査間違いをした原因を分析したところ、処方せんの要因としては「記載不備」「記載間違い」「判
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読しづらい文字」の３つに分類された。誤った内容の薬の交付の有無を示す「実施の有無」は「実
施なし」が１件（25.0%）、「実施あり」が３件（75.0%）であり、「実施あり」の３件はすべて「治
療なし」であった。手書きの記載を含む処方せんは、特に注意して監査する必要があると考えら
れた。判断に迷う場合は自己判断せずに医療機関に確認することが重要と考えられる。

○�「注射薬の規格・剤形間違い」に関する事例は14件であった。「共有すべき事例」を含めた15
件について、「処方された医薬品」と「間違えた医薬品」の組み合わせについて集計したところ、
複数回報告された組み合わせは「ノボラピッド30ミックス注フレックスペン」「ノボラピッド注
フレックスペン」および「レベミル注イノレット」「レベミル注フレックスペン」がそれぞれ２
件ずつであった。また、報告件数が多かったブランド名は「ヒューマログ」が６件、「ノボラピ
ッド」が４件であった。誤った内容の薬の交付の有無を示す「実施の有無」は、「実施なし」が
８件（53.3%）、「実施あり」が７件（46.7%）であった。「実施あり」の７件のうち、「治療なし」
が４件（26.7%）、「不明」が３件（20.0%）であった。ヒヤリ・ハット全体の集計（76ページ）
と比較すると「実施あり」の割合が多かった。注射薬は規格や剤形が多数あり、外観が類似して
いるものが多いので、思い込みによる調剤、鑑査をしてしまう危険性がある。また随時、新たな
商品が発売されているので、注射薬の種類については最新の情報を入手するよう努め、薬局のス
タッフ全員が把握しておくことが重要であると思われる。

⑶　医療事故情報収集等事業において公表している関連情報
○�本分析において取り上げた、３つの再発・類似事例に関連し、医療事故情報収集等事業において

公表された情報を掲載した。「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方さ
れたが、誤った薬が処方されていることに気付き疑義照会した事例」に関連する情報として、医
療事故情報収集等事業の医療安全情報No.78「持参薬を院内の処方に切り替える際の処方量間
違い」の内容を掲載した。

⑷　薬局から報告された「改善策」及び「共有すべき事例のポイント」
○�薬局から報告された「改善策」および専門家の委員による「共有すべき事例のポイント」につい

て整理した。
○�他の薬局が考えた「改善策」を参考にして、自らの薬局の体制や業務手順を改善することは、同

じようなミスを予防するために有用である。「改善策」は報告事例に記載されており、報告事例
はすべて本事業ホームページ「公開データ検索」で検索することができるので、是非ご活用いた
だきたい。

７）まとめ

　平成21年４～６月分の事例から、医療事故防止のために特に有用な事例を「共有すべき事例」と
して毎月報告された事例の中から選定し、情報提供してきた。このような教訓に富んだ事例を、繰り
返し活用して日頃の調剤業務の安全性の向上に努めることが重要である。そこで、「共有すべき事例」
の再発・類似事例を抽出し、分析した。その中で、「共有すべき事例」の選定状況や、特に着目した「共
有すべき事例」の再発報告件数や具体的な事例の紹介、改善策のまとめなどを行った。
　本年報で紹介した「共有すべき事例」やその再発・類似事例を活用するとともに、過去に提供した
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「共有すべき事例」やその中の「事例のポイント」を、薬局において今一度確認、活用していただく
ことが望まれる。

参考資料
１）�公益財団法人日本医療機能評価機構 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業. “共有すべき事例”. �

http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/pdf/sharing_case_index.pdf（参照2014-5-1）.
２）�公益財団法人日本医療機能評価機構 医療事故情報収集等事業. 医療安全情報No.78「持参薬を院内の処方に切り

替える際の処方量間違い」. �
2013-5. http://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_78.pdf（参照2014-5-1）.

３）�公益財団法人日本医療機能評価機構 医療事故情報収集等事業. “公開データ検索”. �
http://www.med-safe.jp/mpsearch/SearchReport.action（参照2014-5-1）.
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－ 305 －

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

Ⅲ

【1】
【2】
【3】
【4】
【5】
【6】
【7】
【8】
「
共
有
す
べ
き
事
例
」
の
再
発
・
類
似
事
例
に
関
す
る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

ヒヤリ・ハット年報3章【5】.indd   305 2014/10/15   14:41:16



【6】	 同種同効薬の重複処方に関するヒヤリ・ハット

はじめに

同種同効薬の重複処方は、薬剤の種類によっては患者に重大な健康被害が現れる可能性がある。ま
た、患者に健康被害が現れる可能性の低い薬剤の場合でも、不要な薬剤の処方は医療費の増大につな
がるため、患者負担の軽減や医療保険財政の健全化の観点からも、同種同効薬の重複処方の回避は重
要な課題となっている。
本事業においても、同種同効薬の重複処方に関するヒヤリ・ハット事例が数多く報告されている。
具体的には、「同一処方せんにおいて成分が重複する配合剤と単剤が処方された事例」、「同時に受け
付けた複数の処方せんにおいて同一薬剤が処方されていた事例」、「処方された薬剤が、患者が服用中
の薬剤と重複していた事例」などであり、薬局で重複に気付き疑義照会した事例や、薬局で重複に気
付かずに患者に交付した事例などがあった。また、報告された薬剤の中には、ハイリスク薬に該当す
るものも含まれていた。
　このように、同種同効薬の重複処方に関するヒヤリ・ハットには様々な内容があり、また医療安
全および保険医療財政の双方の観点からも重要であることから、総合評価部会において、本年報で分
析テーマとして取り上げることが承認された。そこで、同種同効薬の重複処方に関するヒヤリ・ハッ
ト事例について、平成25年１月１日から同年12月31日に報告された事例の件数や概要、事例の内容、
重複した医薬品の薬効などについて分析を行った。

１）報告件数

本分析おいて、同種同効薬の重複とは、同一成分の薬剤の組み合わせ、または、異なる成分であっ
ても同じような治療効果を有する薬剤の組み合わせとした。報告された事例の中から、同種同効薬が
重複処方された事例を抽出するため、平成25年１月１日から同年12月31日に報告されたヒヤリ・ハッ
ト事例のうち、事例収集項目の「事例の内容」「背景・要因」に記載されている内容の中に、「重複」「同
効薬」「同系統」「同一処方せん」「他院」「他の病院」「他科」「同じ病院」のいずれかの語を含む事例
を抽出し、その中から同種同効薬が重複して処方されたことが記載されている事例を抽出したところ、
126件あった。これらを同種同効薬の重複処方に関するヒヤリ・ハット事例とした。

　図表６－１　報告件数
（単位：件）

報告件数
ヒヤリ・ハット事例 5,820（100.0％）
同種同効薬の重複処方に関する事例 126  　（2.2％）
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２）報告内訳

⑴　「事例の概要」および「事例の内容」「変更内容」別の報告内訳
同種同効薬の重複処方に関する事例126件を「事例の概要」および「事例の内容」「変更内容」
別に集計した。

（単位：件）

事例の概要 事例の内容
又は変更内容

同種同効薬の
重複処方に関する事例

（参考）平成25年
ヒヤリ・ハット事例全体

調　剤
（21件）

調剤忘れ 0 286
処方せん監査間違い 21 211
秤量間違い 0 27
数量間違い 0 1644
分包間違い 0 123
規格・剤形間違い 0 711
薬剤取違え 0 893
説明文書の取違え 0 7
分包紙の情報間違い 0 31
薬袋の記載間違い 0 173
その他（調剤） 0 787
充填間違い 0 16
異物混入 0 1
期限切れ 0 9
その他（管理） 0 4
患者間違い 0 21
説明間違い 0 8
交付忘れ 0 45
その他（交付） 0 20

疑義照会
（105件）

薬剤変更 13 271
用法変更 2 79
用量変更 0 30
分量変更 2 120
薬剤削除 81 232
その他 7 50

合　　計 126 5,799

図表６－２　同種同効薬の重複処方に関する事例の報告内訳

同種同効薬の重複処方に関する事例は、重複に気付かずに患者に交付した事例と、重複に気付き
疑義照会した事例に大別された。
「事例の概要」は、「調剤」が21件（16.7％）、「疑義照会」が105件（83.3％）であり、「疑義
照会」の事例が多かった。
「調剤」の事例のうち「事例の内容」を見ると、本テーマの性質上、全て「処方せん監査間違い」
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の事例であり、21件であった。それらはすべて、重複に気付かずに患者に交付した事例であった。
「疑義照会」のうち「変更内容」を見ると、「薬剤削除」が81件と最も多く、次いで「薬剤変更」
が13件であり、これらで大半を占めた。ヒヤリ・ハット事例との比較では、「薬剤削除」の割合が
多く、その他の変更内容の割合は少なかった。

⑵　�「調剤」の事例（「処方せん監査間違い」の事例）の「発生場面」および「実施の有無」「治
療の程度」
　同種同効薬の重複処方の「処方せん監査間違い」に関する事例について、「発生場面」および「実
施の有無」「治療の程度」について集計を行った。なお、参考としてヒヤリ・ハット事例全体の「処
方せん監査間違い」に関する事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

図表６－３　同種同効薬の重複処方の「処方せん監査間違い」に関する事例の「発生場面」および「実施
の有無」「治療の程度」

（単位：件）
実施の有無

発生場面

実施あり
実施なし 合計

軽微な治療 治療なし 不明
内服薬調剤 2 17 1 0 20
外用薬調剤 0 1 0 0 1
注射薬調剤 0 0 0 0 0
その他の調剤に関する場面 0 0 0 0 0

合　　計 2 18 1 0 21

（参考）平成25年ヒヤリ・ハット事例全体の「処方せん監査間違い」に関する事例の「発生場面」および「実
施の有無」「治療の程度」

（単位：件）
実施の有無

発生場面

実施あり
実施なし 合計

軽微な治療 治療なし 不明
内服薬調剤 11 117 20 23 171
外用薬調剤 0 17 4 7 28
注射薬調剤 1 2 0 0 3
その他の調剤に関する場面 0 0 1 8 9

合　　計 12 136 25 38 211

「発生場面」は「内服薬調剤」が21件中20件（95.2%）と多かった。この割合は、ヒヤリ・ハ
ット事例全体における内服薬調剤の割合（81.0%）と比較して多かった。
前述したように、「処方せん監査間違い」の事例21件はすべて、重複に気付かずに患者に交付し
た事例であるため、患者への医薬品の交付の有無を表す「実施の有無」はすべて「実施あり」であった。
「治療の程度」は、「治療なし」が18件（85.7%）と最も多く、「軽微な治療」が２件、「不明」
が１件であった。ヒヤリ・ハット事例全体の「実施あり」の事例における「治療なし」の割合（78.6%）
と比べて、「治療なし」の割合が多かった。
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⑶　「疑義照会」の事例の「疑義があると判断した理由」

図表６－４　同種同効薬の重複処方の「疑義照会」に関する事例の「疑義があると判断した理由」

（単位：件）

疑義があると判断した理由 同種同効薬の重複処方に関する
疑義照会の事例

（参考）平成25年ヒヤリ・ハッ
ト事例全体の疑義照会の事例

当該処方せんのみで判断 15　（14.3%） 245　（31.3%）
当該処方せんと薬局で管理して
いる情報で判断 60　（57.1%） 401　（51.3%）

上記以外で判断 30　（28.6%） 136　（17.4%）
合　　計 105（100.0%） 782（100.0%）

※　�「上記以外で判断」の「上記」とは、疑義照会の事例の報告項目の選択肢のうちの「当該処方せんのみで判断」
と「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」を示す。

「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」の割合が最も多く、57.1%であった。次いで「上
記以外で判断」が28.6%であり、「当該処方せんのみで判断」の割合は14.3%であった。ヒヤリ・
ハット事例全体と比較して、「当該処方せんのみで判断」の割合が少なかった。

３）重複した同種同効薬の「主な薬効」の種類および報告回数

同種同効薬の重複処方に関する事例126件について、報告された事例に記載されている情報の中か
ら、同種同効薬の重複であると判断できる医薬品の組み合わせの、医薬品名（または一般名）を抽出
したところ、264品目あった。それらの医薬品名（または一般名）の「主な薬効」について集計した
ところ、39種類あった。その具体的な内容および報告回数を下記に示す。

図表６－５　重複した同種同効薬の「主な薬効」の種類および報告回数

主な薬効 報告回数
消化性潰瘍用剤 68
その他のアレルギー用薬 46
解熱鎮痛消炎剤 22
去たん剤 16
血圧降下剤 12
その他の血液・体液用薬 8
その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬 8
血管拡張剤 7
催眠鎮静剤、抗不安剤 6
他に分類されない代謝性医薬品 6
抗ヒスタミン剤 5
その他の腫瘍用薬 4
その他の中枢神経系用薬 4
鎮けい剤 4

（単位：回）
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39種類の「主な薬効」のうち、「消化性潰瘍用剤」が68回と最も報告が多かった。次いで「その
他のアレルギー用薬」が46回、「解熱鎮痛消炎剤」が22回、「去たん剤」が16回、「血圧降下剤」が
12回と報告が多かった。
「消化性潰瘍用剤」の重複処方が報告された事例には、具体的にどの診療科から処方されたのか記
載されているものは少なかった。「消化性潰瘍用剤」については、消化器系疾患に対してのみ処方さ
れるのではなく、痛み止め処方時に副作用予防のために処方されることもあるなど、様々な診療科か
らの処方機会が多いことも重複処方の発生が多い一因として考えられる。

主な薬効 報告回数
ビタミンＡ及びＤ剤 4
糖尿病用剤 2
漢方製剤 2
血液凝固阻止剤 2
健胃消化剤 2
高脂血症用剤 2
合成抗菌剤 2
酵素製剤 2
止血剤 2
制酸剤 2
精神神経用剤 2
総合感冒剤 2
その他の消化器官用薬 2
その他のアレルギー薬 2
鎮暈剤 2
鎮咳去たん剤 2
ビタミンB剤（ビタミンB1剤を除く。） 2
不整脈用剤 2
卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤 2
利胆剤 2
利尿剤 2
気管支拡張剤 1
主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの 1
主としてグラム陽性菌、マイコプラズマに作用するもの 1
その他の呼吸器官用薬 1

合　　計 264
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４）事例の内容

報告された事例126件について、重複の内容をみたところ、「同一処方せんにおける重複」、「同時
に受け付けた複数の処方せんにおける重複」、「患者が服用中の薬との重複」、「その他」の事例があっ
た。それらの件数を下記に示す。

図表６－６　同種同効薬の重複処方に関する事例の内容 （単位：件）
内　容 件　数

⑴　同一処方せんにおける重複 15
⑵　同時に受け付けた複数の処方せんにおける重複 4
⑶　患者が服用中の薬との重複 100
⑷　その他 7

合　　計 126

「⑴同一処方せんにおける重複」が15件、「⑵同時に受け付けた複数の処方せんにおける重複」が
４件、「⑶患者が服用中の薬との重複」が100件、「⑷その他」が７件であり、「⑶患者が服用中の薬
との重複」のパターンが100件（79.4％）と大部分を占めた。
次に⑴～⑶のそれぞれについて、分析を行った。また、⑷については、326ページ以降において主
な事例を紹介する。

⑴　同一処方せんにおける重複に関する分析
ⅰ　報告内訳と実施の有無

図表６－７　同一処方せんにおける重複に関する事例の報告内訳と実施の有無 （単位：件）

事例の概要 事例の内容
又は変更内容

実施あり
（重複に気付かず交付）

実施なし
（重複に気付き疑義照会） 合　計

調剤
（２件） 処方せん監査間違い 2 0 2

疑義照会
（13件）

薬剤変更 0 3 3
用法変更 0 1 1
用量変更 0 0 0
分量変更 0 1 1
薬剤削除 0 8 8
その他 0 0 0
合　　計 2 13 15

同一処方せんで同種同効薬が重複して処方された事例15件のうち、重複に気付かず交付した
事例は２件（13.3％）、重複に気付き疑義照会した事例は13件（86.7％）であり、重複に気付
き疑義照会した事例が大部分を占めた。
また、疑義照会した結果については、「薬剤削除」となった事例が８件と最も多く、次いで「薬

－ 311 －

Ⅲ

【1】
【2】
【3】
【4】
【5】
【6】
【7】
【8】
同
種
同
効
薬
の
重
複
処
方
に
関
す
る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

ヒヤリ・ハット年報3章【6】.indd   311 2014/10/15   14:43:00



剤変更」となった事例が３件であった。

ⅱ　同一処方せんにおいて重複処方された同種同効薬の組み合わせ
報告された事例に記載されている内容から、重複した同種同効薬の具体的な組み合わせ、及び

「主な薬効」を整理し、以下に示す。また、ハイリスク薬を含む組み合わせについては図表中に
○印を記した。
なお、下記の図表中の「処方された医薬品名または一般名の組み合わせ」の欄には、事例収集
項目の「関連医薬品」または「処方された医薬品」の項目に記載された医薬品名のうち、重複処
方であると判断できる医薬品の組み合わせのみを記載した。

図表６－８　同一処方せんにおいて重複処方された同種同効薬の組み合わせ

処方された医薬品名または一般名
の組み合わせ 備考

ハイリスク
薬を含む
組み合わせ

報告
回数

「消化性潰瘍用剤」同士の組み合わせ 5

タケプロン ガスターD錠20mg 1

タケプロンOD錠15 ファモチジンD錠10mg「日医工」 1

ネキシウムカプセル ラベプラゾールNa錠10mg「杏林」 1

ネキシウムカプセル20mg ネキシウムカプセル20mg 同じ薬を２
箇所に記載 1

【般】レバミピド錠100mg 【般】レバミピド錠100mg 同じ薬を２
箇所に記載 1

「血圧降下剤」と「血管拡張剤」の組み合わせ 2

アイミクス配合錠ＨＤ アムロジピン錠5mg「タイヨー」 配合剤と単剤の
薬効・成分が重複 1

アテレック錠10mg 【般】アムロジピン口腔内崩壊錠
2.5ｍｇ 1

「気管支拡張剤」と「その他の呼吸器官用薬」の組み合わせ 1

ホクナリンテープ２mg シムビコートタービュヘイラー30
吸入 1

「去たん剤」同士の組み合わせ 1

ムコダイン錠500mg ムコダインDS50％ 1
「血管拡張剤」同士の組み合わせ 1

ノルバスク錠５mg アダラートCR錠20mg 1

「血圧降下剤」同士の組み合わせ 1

エックスフォージ配合錠 ディオバン錠80mg 配合剤と単剤の
薬効・成分が重複 1

「総合感冒剤」と「解熱鎮痛消炎剤」の組み合わせ 1

ＰＬ配合顆粒 カロナール錠200 配合剤と単剤の
薬効・成分が重複 1

（単位：回）
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同一処方せんにおいて重複して処方された同種同効薬の「主な薬効」の組み合わせは10通り
あった。そのうち「消化性潰瘍用剤」同士の組み合わせが５回と最も報告が多かった。次いで、「血
圧降下剤」と「血管拡張剤」の組み合わせが２回であった。
ハイリスク薬の重複処方は、１通りのみ報告があった。具体的にはリスパダール錠１mgが処
方せんの２箇所に重複して記載されていた事例である。下記に報告された事例を紹介する。

リスパダール錠１mgが誤って処方せんの２箇所に記載されていたので疑義照会した結果、
片方のリスパダール錠１mgはリボトリール錠0.5mgの処方間違いであった事例
（事例番号000000031324）

（事例の内容）
　処方せんにRp1.リスパダール錠１ｍｇ１日用量１錠、ビタメジン配合カプセルB25mg１日用量２
Ｃ分２×28日分朝夕食後服用、Rp2.リスパダール錠１mg１日用量1.5錠、アモキサンカプセル
10mg１日用量３Ｃ分３×28日分毎食後服用と記載があった。薬剤服用歴簿の前回処方内容とも異
なり、Rp1とRp2とでリスパダール錠１ｍｇが重複しており、医薬品名称の処方オーダ時の入力間違
いの可能性もある為、処方医師に疑義照会を行った。Rp2.リボトリール錠0.5mg１日用量３錠、ア
モキサンカプセル10mg１日用量３C分３×28日分毎食後服用に変更となった。
（背景・要因）
　最初の処方内容と薬剤服用歴簿の記録からは、この処方よりリスパダール錠１mgの増量が行われ
たと判断することもできたが、処方の入力間違いの可能性もあることから、処方医に対して疑義照
会を行った。一つの処方せんに同じ医薬品が別の処方番号として記載されている場合もあるが、念
の為処方内容を確認の上、調剤を行うことが重要であると痛感した。
（改善策）
　未記載

同一処方せんにおけるハイリスク薬の重複処方

また、図表６－８の具体的な医薬品の組み合わせについて見ると、処方された配合剤と単剤の
薬効または薬効と成分が重複していた事例が４件、同じ薬剤が誤って２箇所に重複して記載され
ていた事例が３件あった。
処方された配合剤と単剤の薬効または薬効と成分が重複していた事例には、血圧降圧剤の単剤
の処方から配合剤の処方に切り替える際に、誤って単剤も処方してしまった事例や、総合感冒剤

処方された医薬品名または一般名
の組み合わせ 備考

ハイリスク
薬を含む
組み合わせ

報告
回数

「高脂血症用剤」同士の組み合わせ 1

【般】ベザフィブラート徐放錠
100ｍg トライコア錠80mg 1

「精神神経用剤」同士の組み合わせ 1

リスパダール錠1ｍg
（ハイリスク薬）

リスパダール錠1mg
（ハイリスク薬）

同じ薬を２
箇所に記載 ○ 1

「血管拡張剤」と「血圧降下剤」と「血圧降下剤」の組み合わせ 1

ニフェジピンＣＲ錠40ｍg ユニシア配合錠HD ディオバン錠80mg 配合剤と単剤
の薬効が重複 1
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の配合剤と解熱鎮痛消炎剤の単剤を同時に処方した結果、重複する成分が過量となってしまった
事例などがあった。また、報告された配合剤４剤のうち、３剤は血圧降下剤であった。
処方された配合剤と単剤が同種同効薬であった４件のうち、配合剤と単剤で成分が重複してい
るものは３件あった。図表６－９にその組み合わせを示すとともに、報告された事例を紹介する。

配合剤（成分、含量） 単剤（成分、含量）

エックスフォージ配合錠
（バルサルタン80mg、アムロジピン５mg）

ディオバン錠80mg
（バルサルタン80mg）

アイミクス配合錠ＨＤ
（イルベサルタン100mg、アムロジピン10mg）

アムロジピン錠5mg「タイヨー」
（アムロジピン５mg）

PL配合顆粒
（サリチルアミド270mg、アセトアミノフェン
150mg、無水カフェイン60mg、プロメタジン
メチレンジサリチル酸塩13.5mg）

カロナール錠200
（アセトアミノフェン200mg）

図表６－９　同一処方せんにおいて処方された配合剤と単剤で成分が重複している組み合わせ

同一処方せんにおいて処方された配合剤と単剤で、成分が重複していた事例

エックスフォージ配合錠とディオバン錠80mgで成分（バルサルタン）が重複していた事例
（事例番号000000035170）

（事例の内容）
　エックスフォージ配合錠とディオバン錠80mgが処方されていたが、バルサルタン80mgが重複し
ていると情報提供し、ディオバン錠80mgが処方削除となった。
（背景・要因）
　前々回までアムロジピン錠５mgの処方であり、前回からディオバン錠80mgが追加になっていた。
今回エックスフォージ配合錠が処方されディオバン錠80mgとバルサルタン80mgが重複しているこ
とが判明した。
（改善策）
　前回、前々回の処方内容を確認する。配合錠の内容を周知徹底する。

アイミクス配合錠ＨＤとアムロジピン錠５mgで成分（アムロジピン）が重複していた事例
（事例番号000000033575）

（事例の内容）
　アムロジピン錠5mg「タイヨー」継続中の患者にアイミクス配合錠ＨＤ処方あり。成分のアムロ
ジピンの重複に一包化した後で気づいて疑義照会した。その結果、アムロジピン錠5mg「タイヨー」
は中止となった。
（背景・要因）
　配合錠の成分についての知識・確認不足があった。患者が多い時間帯の一包化調剤で焦っていた。
（改善策）
　配合錠の成分確認を徹底する。
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PL配合顆粒とカロナール錠200で成分（アセトアミノフェン）が重複していた事例
（事例番号000000030330）

（事例の内容）
　Rp.PL配合顆粒１日用量3g、カロナール錠200　１日用量６錠分３×７日分毎食後服用で処方せん
の記載があった。PL配合顆粒はアセトアミノフェン（150mg/g）を含有する配合剤であり、カロナ
ール錠200と重複し、アセトアミノフェンとして急性上気道炎の解熱・鎮痛に用いられる１日最大用
量1500mgを超える投与量（処方量は1650mg）となっている為、処方医師に疑義照会を行った。
医師との話し合いにより、カロナール錠200の処方は削除となった。尚、この際アセトアミノフェン
を含む薬剤の重複は、アセトアミノフェンの過剰投与による重篤な肝障害を発現する恐れがあること
も説明した。
（背景・要因）
　配合剤に含まれる成分と成分量に関する知識不足も要因の一つと考えられる。
（改善策）
　配合剤に含まれる成分と成分量の一覧を作成し、薬局内で成分の重複や過剰投与に留意の上、調剤
を行う。

ⅲ　薬局から報告された改善策
①　処方せん監査において
○前回、前々回の処方内容を確認する。
○追加処方がある時には、相互作用や重複投与が無いか確認する。
○配合錠の成分を確認する。
○�配合剤に含まれる成分と成分量の一覧を作成し、薬局内で成分の重複や過剰投与に留意の上、
調剤を行う。

②　医療機関との連携について
○�保険薬局薬剤師と医療機関薬剤師がお互いに顔の見える連携を行い、問題点があればしっか
り話し合える環境を作っておく（必要なら医師と連絡を取れるようにしておく）。
○病院事務に同効薬のリストを配り注意喚起する。
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⑵　同時に受け付けた複数の処方せんにおける同種同効薬の重複処方
ⅰ　報告内訳と実施の有無

図表６－10　同時に受け付けた複数の処方せんにおける同種同効薬の重複処方に関する事例の報告内
訳と実施の有無 （単位：件）

事例の概要 事例の内容
又は変更内容

実施あり
（重複に気付かず交付）

実施なし
（重複に気付き疑義照会） 合　計

調剤
（１件） 処方せん監査間違い 1 0 1

疑義照会
（３件）

薬剤変更 0 0 0
用法変更 0 0 0
用量変更 0 0 0
分量変更 0 1 1
薬剤削除 0 2 2
その他 0 0 0
合　　計 1 3 4

同時に受け付けた複数の処方せんにおいて同種同効薬が重複して処方された事例４件のうち、
重複に気付かず交付した事例は１件、重複に気付き疑義照会した事例は３件であり、重複に気付
き疑義照会した事例の方が多かった。
また、疑義照会した事例３件のうち２件は「薬剤削除」となった事例であった。

ⅱ　同時に受け付けた複数の処方せんにおいて重複して処方された同種同効薬の組み合わせ
同時に受け付けた複数の処方せんにおいて同種同効薬が重複して処方された事例４件につい
て、報告された事例に記載されている内容から、重複した同種同効薬の組み合わせ、及び「主な
薬効」を整理し、以下に示す。また、ハイリスク薬を含む組み合わせについては図表中に○印を
記した。
なお、下記の図表中の「処方された医薬品名または一般名の組み合わせ」の欄には、事例収集
項目の「関連医薬品」または「処方された医薬品」の項目に記載された医薬品名のうち、重複処
方であると判断できる医薬品の組み合わせのみを記載した。

図表６－11　同時に受け付けた複数の処方せんにおいて重複して処方された同種同効薬の組み合わせ

処方された医薬品名または一般名の組み合わせ
ハイリスク
薬を含む
組み合わせ

報告回数

「去たん剤」同士の組み合わせ １
【般】カルボシステインシロップ用
50%

【般】カルボシステインシロップ用
50% １

「消化性潰瘍用剤」同士の組み合わせ １
ネキシウムカプセル、プロテカジ
ン

プロマックD錠75、ラベプラゾー
ルNa塩錠10mg「明治」 １

（単位：回）
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同時に受け付けた複数の処方せんにおいて重複して処方された同種同効薬の「主な薬効」の組
み合わせは４通りあった。特に報告の多い薬効の組み合わせはなく、１回ずつの報告であった。
ハイリスク薬の重複は、１通りのみ報告があった。具体的にはアンカロン錠100が同時に受け
付けた２つの処方せんにおいて重複していた事例である。下記に報告された事例を紹介する。

医療機関からアンカロン錠100が処方された翌日に、かかりつけの診療所からもアンカロン錠100が
処方された事例
 （事例番号000000032774）

（事例の内容）
　患者家族が基幹病院の○月○日交付の処方せんと、その翌日交付の診療所の処方せんを同時に持
って来られ、その両方にアンカロン錠100があった。基幹病院の処方は２tab２×、診療所の処方は
４tab２×になっていた。当初、頻脈で診療所から基幹病院へ紹介があり、基幹病院でアンカロンが
４tab２×の導入量で6T処方された。その後検査異常や副作用もなかったということで基幹病院の処
方せんは維持量の２tab２×に減量され28T処方されていた。同時に今後はかかりつけの診療所で続
きを貰い、異常があればまた来るようにとの指示があった様子。それを患者がかかりつけ医に伝え
ずに、最初に貰ったものをお薬手帳で示したため、かかりつけ医はそのまま４tab２×14Tで処方さ
れた。かかりつけ医に連絡し、基幹病院で維持量に減量されていることを伝えたところ、維持量で
の処方に変更となった。医療経済を考え、また患者の家族にその経緯を説明し、重複していること
を納得してもらった上で、基幹病院の処方せんは破棄し、かかりつけ医の処方に纏めてもらい対応
した。
（背景・要因）
　かかりつけ薬局になっていたので重複するということはなかったが、もし重複していたら、アン
カロンは毒薬なので、命に関わる重篤な副作用が出た可能性がある。
　医師は忙しいので、患者との密なやり取りは難しいと思われる。患者にも説明されていたようだが、
患者が完全に理解するというのも難しい。
（改善策）
　この患者と家族がかかりつけ薬局を持ってもらっていたことで、事故が防げたと考える。基幹病
院とかかりつけ医で別の薬局に行っていて、かつお薬手帳の持参がなく併用薬チェックができてい
なかったら重篤な事故が起きていた可能性もある。

同時に受け付けた複数の処方せんにおけるハイリスク薬の重複処方

処方された医薬品名または一般名の組み合わせ
ハイリスク
薬を含む
組み合わせ

報告回数

「ビタミンＡ及びＤ剤」同士の組み合わせ １
エディロールカプセル0.75μg ディーアルファカプセル １

「不整脈用剤」同士の組み合わせ １
アンカロン錠100
（ハイリスク薬）

アンカロン錠100
（ハイリスク薬）

○ １
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ハイリスク薬以外の事例についても、次に紹介する。

同じ病院、異なる科で、消化性潰瘍用剤が重複していたため疑義照会した事例
（事例番号000000029860）

（事例の内容）
　外科医と脳外科医と整形外科医の処方だった。今回、ピロリ菌の除菌をするので、外科からネキ
シウムが７日分、それに続けてプロテカジンを21日分処方していた。それとは別に脳外科からもプ
ロマックＤ錠とラベプラゾール錠が処方されていた。脳外科の分は、これまでの定期処方になかっ
た薬で今回入院して増えていた。退院時に院内処方されて既に飲んでいるが、院外処方では今回が
初めてになる。処方せんを精査していて重複を見つけた。
（背景・要因）
　最初、同じ医師が定期処方を忘れていて、ピロリ菌の除菌で間違えて胃薬を重複処方したと思い
込んでいた。問い合わせした時もただの重複だから、削除してもらえばいいと考えていた。返答は、
プロマックＤ錠とラベプラゾール錠の削除だったが、脳外科の分の削除と言われて、そこで外科と
脳外科の２科からの処方と初めて気が付いた。
（改善策）
　名前も科も似ていたが、慌てず確認する。

内科と整形外科でビタミンＤ剤が重複していたが、気付かずに交付した事例
（事例番号000000033221）

（事例の内容）
　内科からディーアルファ、整形外科からエディロールが処方されていたが、それぞれの診療科の
処方内容のみをチェックし、２科からそれぞれビタミンＤ製剤が処方となっていることを見落とし
てそのままお渡ししてしまった。
（背景・要因）
　処方されている薬の量が多く、そのチェックのみに気を取られた。
（改善策）
　薬の種類が多いときほど薬歴などをチェックし、重複などが内科などを含めて慌てずに業務を行
う。

【般】カルボシステインシロップ用50％の重複に気付き疑義照会した事例
（事例番号000000034922）

（事例の内容）
　同時に持ってきた処方せんに一般名「カルボシステインシロップ用50％」が重複していたため、
医療機関に問い合わせし、その旨を伝え、片方が削除になった。
（背景・要因）
　患者が受診した医療機関で、薬を処方してもらった旨を伝え忘れた。
（改善策）
　受診時には、飲んでいる薬を主治医に伝えるよう患者へ指導した。

同時に受け付けた複数の処方せんにおける同種同効薬の重複処方
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ⅲ　薬局から報告された改善策
①　処方せん監査において
○�薬の種類が多いときほど薬歴などをチェックし、重複などがないかなどを含めて、慌てずに
業務を行う。

②患者への指導
○受診時には、服用中の薬を主治医に伝えるよう患者へ指導する。

⑶　患者が服用中の薬との重複処方に関する事例の分析
ⅰ　報告内訳と実施の有無

図表６－12　患者が服用中の薬との重複処方に関する事例の報告内訳と実施の有無 （単位：件）

事例の概要 事例の内容
又は変更内容

実施あり
（重複に気付かず交付）

実施なし
（重複に気付き疑義照会） 合　計

調剤
（15件） 処方せん監査間違い 15 0 15

疑義照会
（85件）

薬剤変更 0 10 10
用法変更 0 1 1
用量変更 0 0 0
分量変更 0 0 0
薬剤削除 0 69 69
その他 0 5 5
合　　計 15 85 100

患者が服用中の薬との重複処方に関する事例100件のうち、重複に気付かず交付した事例は
15件（15.0%）、重複に気付き疑義照会した事例は85件（85.0%）であった。
また、疑義照会した事例85件のうち、「薬剤削除」となった事例が69件（81.2%）と最も多く、
次いで「薬剤変更」となった事例が10件（11.8%）であった。

ⅱ　重複して処方された医薬品の組み合わせ
患者が服用中の薬と同種同効薬が重複して処方された事例100件について、報告された事例に
記載されている内容から、同種同効薬の組み合わせ及び主な薬効を整理し次に示す。また、ハイ
リスク薬を含む組み合わせについては図表中に○印を記した。
なお、下記の図表中の「処方された医薬品名または一般名」の欄には、事例収集項目の「関連
医薬品」または「処方された医薬品」の欄に記載された医薬品名のうち、重複処方であると判断
できる医薬品名のみを記載した。また、「患者が服用中の医薬品名または一般名」の欄には、事
例収集項目の記述部分に、患者が服用中の医薬品名が記載されていた場合であって、かつ重複処
方であると判断できる医薬品名のみを記載した。
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図表６－13　患者が服用中の薬との重複処方に関する事例の同種同効薬の組み合わせ

処方された
医薬品名または一般名

患者が服用中の
医薬品名または一般名

ハイリスク
薬を含む
組み合わせ

報告回数

「消化性潰瘍用剤」同士の組み合わせ 27

【般】アルジオキサ錠100mg セルベックス細粒10% １

【般】ファモチジン口腔内崩壊錠10mg ガスポートD錠10mg １

【般】ファモチジン口腔内崩壊錠10mg ネキシウムカプセル10mg １

イサロン錠100mg セルベックスカプセル50mg １

ガスターD錠10mg ガスポートD錠20mg １

ガスターD錠10mg ランソプラゾールOD錠15mg １

ガスターD錠20mg プロテカジン錠 １

ガスターD錠20mg タケプロンOD錠15 １

ガスリックD錠10mg パリエット錠 １

セルベックスカプセル50mg セルベックスカプセル50mg １

タイプロトンカプセル30mg タケプロンOD錠15 １

タガメット錠200mg ガスター １

タケプロンOD錠15 タケプロン １

タケプロンOD錠15 ネキシウムカプセル10mg １

トロキシン錠100mg ムコスタ錠100mg １

ネキシウムカプセル20mg スタンゾームOD錠30 １

ネキシウムカプセル20mg ファモチジン錠10mg １

ネキシウムカプセル20mg ガスターD錠20mg １

ネキシウムカプセル20mg ガスター錠 １

ムコスタ錠100mg ムコスタ １

ムコスタ錠100mg ガスターD錠20mg １

ラベプラゾールNa塩錠10mg「明治」 オメプラゾール １

ラベプラゾールNa錠10mg「トーワ」 アシノン錠150mg １

レバミピドOD錠100mg「明治」 ムコスタ錠100mg １

レバミピド錠100mg「EMEC」 レバミピド錠100mg「EMEC」 １

レバミピド錠100mg「EMEC」 ムコスタ錠100mg １

レバミピド錠100mg「サワイ」 レバミピド錠100mg「あすか」 １

「その他のアレルギー薬」同士の組み合わせ 18

アレグラ錠60mg アレロック錠５ １

アレグラ錠60mg アレグラ １

アレグラ錠60mg エバステル錠 １

アレジオン錠20 アレジオン錠20 １

アレロックOD錠５ アレロック錠５ １

アレロック錠５ アレロックOD錠５ １

アレロック顆粒0.5% ジルテック １

（単位：回）
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処方された
医薬品名または一般名

患者が服用中の
医薬品名または一般名

ハイリスク
薬を含む
組み合わせ

報告回数

アレロック顆粒0.5% アレロック錠 １

オキロットDS小児用2% ジルテックドライシロップ1.25% １

オノンカプセル112.5mg キプレス錠10mg １

オノンカプセル112.5mg シングレア錠 １

オノンドライシロップ10% キプレス細粒４mg １

オノンドライシロップ10% シングレアチュアブル錠５mg １

キプレス錠10mg キプレス錠10mg １

ジルテックドライシロップ1.25%
クラリチンドライシロップ１% 、
キプレス細粒４mg

１

シングレア オノンカプセル112.5mg １

タリオン錠10mg ヘルボッツ錠10 １

タリオン錠10mg、オノンカプセル112.5mg
アレルオフ錠、セチリジン塩酸塩
錠10mg

１

「解熱鎮痛消炎剤」同士の組み合わせ ９

カロナール錠300 ソレトン錠80 １

セレコックス錠100mg ロキソニン錠60mg １

セレコックス錠100mg セレコックス錠100mg ２

プラノプロフェン錠75mg「トーワ」 ペオン錠80 １

ロキソニン錠60mg ロキソニン錠60mg １

ロキソニン錠60mg カロナール錠 １

ロキソプロフェンNa錠60mg「サワイ」 セレコックス錠100mg １

ロキソプロフェン錠60mg「EMEC」 ハイペン錠200mg １

「去たん剤」同士の組み合わせ ５

【般】カルボシステイン錠500mg ムコダイン錠250mg １

ムコソルバン錠15mg ムコソルバン １

ムコダイン ムコダイン １

ムコダイン錠250mg ムコダイン錠500mg １

ムコダイン錠500mg ムコダイン錠 １

「その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬」同士の組み合わせ ４

エビプロスタット配合錠DB セルニルトン錠 １

タムスロシン塩酸塩OD錠0.2mg「サワイ」 ユリーフ錠４mg １

ハルナールD錠0.2mg ユリーフ錠４mg １

ユリーフ錠４mg ハルナールD錠 １

「血圧降下剤」同士の組み合わせ ３

ケルロング錠10mg アロング錠５mg １

ディオバン錠40mg ディオバン錠160mg １

ディオバン錠80mg ミカルディス錠40mg １
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処方された
医薬品名または一般名

患者が服用中の
医薬品名または一般名

ハイリスク
薬を含む
組み合わせ

報告回数

「催眠鎮静剤、抗不安剤」同士の組み合わせ ３

アモバン錠7.5 アモバン錠7.5 １

ハルシオン0.25mg錠 ハルシオン １

マイスリー錠５mg マイスリー錠10mg １

「その他の血液・体液用薬」同士の組み合わせ ３

オパルモン錠５μg ドルナー錠20μg １
シロスタゾール錠50mg「日医工」
（ハイリスク薬）

シロスタゾール錠50mg「日医工」
（ハイリスク薬）

○ １

ゼフロプト錠５μg オパルモン錠５μg １

「他に分類されない代謝性医薬品」同士の組み合わせ ３

アクトネル錠17.5mg リセドロン酸Na錠17.5mg「日医工」 １

フォサマック錠35mg ボノテオ錠50mg １

リカルボン錠１mg ボナロン錠35mg １

「その他のアレルギー用薬」・「抗ヒスタミン剤」と、「その他のアレルギー用薬」の組み合わせ ２

ザイザル錠５mg、シークナロン錠３mg アレロック １

ザイザル錠５mg、シークナロン錠３mg アレジオン １

「その他の腫瘍用薬」同士の組み合わせ ２
ビカルタミド錠80mg「NK」
（ハイリスク薬）

カソデックス錠80mg
（ハイリスク薬）

○ １

ビカルタミド錠80mg
（ハイリスク薬）

ビカルタミド錠80mg
（ハイリスク薬）

○ １

「鎮けい剤」同士の組み合わせ ２

テルネリン錠１mg ミオナール １

ミオナール錠50mg ミオナール １

「その他の中枢神経系用薬」同士の組み合わせ １

【般】ドネペジル塩酸塩口腔内崩壊錠５mg アリセプト錠５mg １
「主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの」と「主としてグラム陽性菌、マイコプラズマに作
用するもの」の組み合わせ

１

セフゾン細粒小児用10%   ジスロマック １

「漢方製剤」同士の組み合わせ １

ツムラ桂枝加芍薬湯エキス顆粒（医療用） 桂枝加芍薬湯 １

「血液凝固阻止剤」同士の組み合わせ １
ワーファリン錠１mg　
（ハイリスク薬）

ワーファリン錠１mg
（ハイリスク薬）

○ １

「血管拡張剤」同士の組み合わせ １

ヘルベッサーRカプセル100mg ヘルベッサーRカプセル100mg １

「健胃消化剤」同士の組み合わせ １

エクセラーゼ配合錠 ベリチーム配合顆粒 １
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処方された
医薬品名または一般名

患者が服用中の
医薬品名または一般名

ハイリスク
薬を含む
組み合わせ

報告回数

「酵素製剤」同士の組み合わせ 1

レフトーゼ錠（30mg） レフトーゼ錠（30mg） １

「制酸剤」同士の組み合わせ 1

マグラックス錠330mg マグミット錠 １

「総合感冒剤」と「解熱鎮痛消炎剤」の組み合わせ 1

トーワチーム配合顆粒 トラムセット配合錠 １

「その他のアレルギー用薬」・「副腎ホルモン剤」と、「その他のアレルギー用薬」の組み合わせ 1

アレグラ錠60mg、セレスタミン配合錠 ザイザル錠5mg １

「その他のアレルギー用薬」と「抗ヒスタミン剤」の組み合わせ 1

アレジオンドライシロップ1% ニポラジン小児用シロップ0.03% １

「その他の消化器官用薬」同士の組み合わせ 1

セレキノン錠100mg セレキノン錠100mg １

「その他のアレルギー用薬」と、「その他のアレルギー用薬」・「抗ヒスタミン剤」の組み合わせ 1

セルテクトドライシロップ2%
ジルテックドライシロップ1.25%、
シプロヘプタジン塩酸塩シロップ
0.04%「タイヨー」

1

「鎮暈剤」同士の組み合わせ 1

メリスロン錠６mg メリスロン錠 １

「鎮咳去たん剤」同士の組み合わせ 1

ジヒドロコデインリン酸塩散1%「マルイシ」サリパラ・コデイン液 １

「糖尿病用剤」同士の組み合わせ 1
テネリア錠20mg
（ハイリスク薬）

ジャヌビア錠50mg
（ハイリスク薬）

○ １

「ビタミンB剤（ビタミンB1剤を除く。）」同士の組み合わせ 1

メチコバール錠500μg メコバラミン錠500 １

「卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤」同士の組み合わせ 1

プロスタール錠25 レコルク錠25mg １

「利胆剤」同士の組み合わせ 1

ウルソ錠100mg ウルソ １

「利尿剤」同士の組み合わせ 1

ラシックス錠20mg ラシックス １

※１事例の中で複数の同種同効薬の重複の組み合わせがあった場合は、可能な限り分けて集計した

患者が服用中の薬と同種同効薬が重複して処方された事例100件において、処方された医薬品
と患者が服用中の医薬品の組み合わせを具体的に示した。
処方された医薬品と患者が服用中の医薬品の「主な薬効」の組み合わせは32通りあった。そ
のうち最も報告回数が多かったのは「消化性潰瘍用剤」同士の組み合わせであり、27回報告が
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あった。次いで、「その他のアレルギー用薬」同士が18回、「解熱鎮痛消炎剤」同士が９回、「去
たん剤」同士が５回と報告が多かった。
図表６－13について、主な事例を紹介する。

他科からカソデックス錠80mgを処方されて服用している患者にビカルタミド錠80mg「NK」が処
方されたので、疑義照会した事例
（事例番号000000031742）

（事例の内容）
　他科よりカソデックス錠が継続処方されているにも関わらずビカルタミドの処方があったため削
除し、マイスリーは前回２錠に増量され、継続予定だったが1錠で処方されていたので２錠に増量し
た。
（背景・要因）
　未記載
（改善策）
　未記載

ビカルタミド錠80mgとハルナールを服用中の患者にビカルタミド錠80mgとユリーフ錠４mgが処
方されたので、疑義照会した事例
（事例番号000000034935）

（事例の内容）
　定期的にハルナール、ビカルタミド服用中の患者に、重複してビカルタミド、ユリーフが処方さ
れていた。疑義照会後、ハルナール中止するように指示があった。ビカルタミドに関しては処方は
そのまま、重複せずに服用を継続するよう指示があった。
（背景・要因）
　患者がお薬手帳を持参せずに受診したために医師も内容がわからずに処方を重複した。
（改善策）
　患者に受診する際や、入院の際は、薬の内容がわかるものを持って行くように説明した。

ジャヌビア錠50mg 、アマリール３mg錠を服用中の患者にテネリア錠20mgが処方されたので、疑
義照会した事例
（事例番号000000034967）

（事例の内容）
　患者は他科（精神科）にて、ジャヌビア錠50ｍg、アマリール３ｍg錠を服用していたが、血糖値
が下がらず内科の受診を勧められた。内科受診し、テネリア錠20mgが追加処方となるが、同効薬重
複だった。薬局にてお薬手帳で分かり、アクトス錠15へ変更となった。
（背景・要因）
　未記載
（改善策）
　未記載
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ⅲ　薬局から報告された改善策
①　併用薬の確認
○薬歴やお薬手帳で併用薬を必ず確認の上、調剤を行う。
○前回分の薬歴だけでなく、過去数回分も目を通す。
○院内処方も確認する。
○他の医療機関における処方も必ず確認する。
○�お薬手帳に記載がないと、併用なしと思い込んでしまいがちだが、記載がなくても口頭で確
認する。
○臨時処方された場合は、定期薬の内容を確認し、重複、相互作用の発見に努める。
○新規処方薬が出ている場合は、マニュアル通り、併用薬の確認を必ず行う。

②コンピュータシステムを使用した、相互作用、重複の確認
○調剤鑑査時には、相互薬鑑査機能をまず更新し、調剤鑑査する。
○電子薬歴重複投与チェックの設定を、YJコードから成分名に変更する。
○メーカーにシステムの不備の改善依頼をする。

③知識の習得
○�知識不足が原因であったので、プロスタール錠のGE品がどの位あるのか、同効薬について
勉強し直す。
○ハイリスク薬の過量服用の危険性について本事例を全員学習とする。

④医療機関への情報提供
○患者の併用薬、用法用量を正確に医師に伝える。

⑤患者への指導
○お薬手帳は毎回医療機関、薬局に提出するよう患者に指導する。

⑥その他
○�患者に、複数医療機関を受診する際には内科系、整形系など一診療科で一医療機関の受診を
勧め、同効薬が複数の診療科から処方されることを防ぐ。
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⑷　その他の重複処方に関する事例の紹介
311ページの図表６－６で記載した通り、同種同効薬の重複処方に関する事例を４つに分類し、
⑴同一処方せん内における重複、⑵同時に受け付けた複数の処方せんにおける重複、⑶患者が服用
中の薬についてそれぞれ詳しく分析した。
⑴～⑶の事例に該当しない事例は７件あり、他の医療機関、薬局などで同種同効薬の重複を見逃
し、患者が重複して服用しているのを発見した事例、薬局で重複を発見できず、患者に薬を交付し
たエラーが複数回発生したと思われる事例、などがあった。主な事例を紹介する。

他の医療機関・薬局などで同種同効薬の重複を見逃し、患者が重複して服用しているのを発見した事例

事例番号000000030416

（事例の内容）
　１か所の病院でアリセプト５mgを継続服用している患者で、お薬手帳を確認したところ、他院でド
ネペジル３mg１週間分の記載があり、患者に確認したところ、２日間服用しているとのことであり、
健康被害は特に無いとのことであった。両方の病院に確認したところ、他院のドネペジル３mgを中止
となった。
（背景・要因）
　併用薬を確認していなかった。
（改善策）
　未記載

事例番号000000031210

（事例の内容）
　当薬局でムコダイン500mgが継続で出ているにもかかわらず他病院でムコトロン250mg２錠が処方
されていた。患者に確認したところ、他病院の薬を調剤した薬局からの説明はなく、ムコトロンも一緒
に飲んでいた。
（背景・要因）
　他病院の薬を調剤した薬局のお薬手帳のシールは貼られておらず、挟まっているのを当薬局がその日
に貼ったところで気付いた。以前にもその医療機関には行かれたことがあり、定期薬としてムコダイン
を服用していることは薬歴でわかっていたと思われるが、確認不足であると思われる。
（改善策）
　お薬手帳に赤ペンでその薬局に重複である旨と注意を促す文章を記載した。

事例番号000000034437

（事例の内容）
　アーツェー錠とアドナ錠を約１週間重複して服用していた。患者は他の医師や他の薬局を利用してい
た。医師に薬の内容を伝えていなかった。薬局にもお薬手帳の持参がなく確認できなかった。アーツェー
錠は分包されていた。当薬局でアドナ錠の再交付時に、お薬手帳の確認により気が付いた。
（背景・要因）
　未記載
（改善策）
　未記載
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薬局で重複を発見できず、患者に薬を交付したエラーが複数回発生したと思われる事例

事例番号000000032615

（事例の内容）
　当該患者に対し、５年前からアルファロール（0.5）が処方されていた。前回薬歴記載時、整形での
併用薬にエディロールが処方されていることが記録されていた。その時点では、ビタミンＤ製剤の重複
が発見出来なかった。今回、患者が整形受診時にお薬手帳を忘れており、エディロールの記載が抜けて
いた。代理人が来局したため、併用薬の確認が取れず、アルファロールを交付した。調剤後、薬歴記載
時にビタミンＤ製剤の重複を発見した。患家へ電話し、現在も服用中である事を確認した。処方医へ疑
義照会し、アルファロールが削除となった。一包化のため、交付した薬剤を回収し、作り直して交付し
た。
（背景・要因）
　かなり煩雑している時間で、代理人であったため、併用薬の確認が不十分であった。
（改善策）
　高齢で整形受診していることから、他の骨粗しょう症治療薬が処方されている可能性を疑う必要があ
った。お薬手帳に記載されていないが、併用薬がないか確認する必要がある。

事例番号000000030563

（事例の内容）
　他院でバイアスピリン100服用中であった。重複処方であることを薬剤科へ報告し、処方医に確認し
たところ、他院のバイアスピリン100を中止し、今回処方のバファリンＡ81を服用するように指示が
あった。
（背景・要因）
　６年前にバファリンＡ81の処方の際、他院のバイアスピリン100は中止であることを確認していた。
その後患者が「医師にも話してるから」、とお薬手帳の持参がなく、確認がもれていた。この６年間の
間に医師も変わっており、患者には何冊もお薬手帳があり、お薬手帳の他院の薬の記録が２年前のもの
であったため、「最近の薬を見せてほしい」、とお願いしていたところ、薬情の持参があり重複に気付い
た。
（改善策）
　お薬手帳を１冊にまとめて、継続してそのお薬手帳を他院・他薬局でも使うように指導した。常に病
院・薬局で提示するように指導した。当薬局においても、併用薬については確認をするように徹底する。
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５）「共有すべき事例」の紹介

本事業では、特に重要で周知すべきと考えられる事例を「共有すべき事例」１）として、総合評価
部会の委員による「事例のポイント」を付して公表している。その事例の中に、同種同効薬の重複処
方に関する事例が取り上げられているので、主な事例を紹介する。

共有すべき事例（事例番号 ：000000027267）「同一処方せんにおけるグリメピリドの重複処方」

事例の内容等

（事例の内容）
　今回より医療機関の処方記載が一般名処方になった。６月初めまでアマリール３mg錠とアルマール錠
10の両剤が処方されていた。印字と手書きの混在の処方せんであり、アルマール錠10の処方を訂正削除し、
替わりにグリメピリドと書き換えてあったが、それとは別にグリメピリド錠３mgは印字で処方されてお
り、グリメピリドの重複処方と規格漏れであり、疑義照会とした。
（背景・要因）
　グリメピリドはアマリールの一般名であり、この処方ではアルマールも併用処方であることから、一般
名処方に切り替えの際に起きたヒューマンエラーであり、医療機関側の一般名処方促進の意図は理解でき
るものの、これまでの薬歴やお薬手帳による治療歴がなければ、アルマールの処方の追加が見落としてい
た可能性がある。一般名処方でも先発医薬品と成分名の名称類似の薬品には注意しなければならない。
（薬局が考えた改善策）
　医療事務の入力でアルマールの処方変更が見落とされていた。医療事務は資格が必要ではないが、入力
の見落としによるエラーを引き起こす可能性もあることを理解させる必要がある。処方監査時及び鑑査時
に薬歴やお薬手帳による処方内容の経過の確認を必ず行うことを職員に周知する。

事例のポイント

●処方せん発行側が一般名処方を行う際に勘違いした事例である。 
●�コンピュータにより自動変換されて一般名処方になる場合が多いと思われるが、中には処方せんに記載
する一般名を直接入力する、あるいは手書きする場合も考えられる。患者からの聞き取りや、過去の履
歴から判断して、不明な場合は疑義照会を行う必要がある。 
●�本事例では、同一処方内に二つの医薬品が処方されていたため、処方ミスに気付いたが、新規受け付けや、
一医薬品のみの処方では気付かない場合も考えられる。 
●「アマリール」と「アルマール」は、過去に多くの取り違え事例が報告されていて特に注意が必要である。
●�本事例のように薬歴や患者との対話から処方の誤りを発見することは、薬局の重要な任務であると考え
られる。
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共有すべき事例（事例番号 ：000000010088）
「メチスタ錠250ｍgを処方されたが、同一成分のサワテン錠250ｍgを服用中であった事例」

事例の内容等

（事例の内容）
　メチスタ錠250mgの処方がされていたがお薬手帳を確認したところ、別の医療機関でサワテン錠
250mgを服用中であることが分かった。重複しているため医師に問い合わせをしたところ、メチスタ錠
は削除となった。
（背景・要因）
　未記載
（薬局が考えた改善策）
　未記載

事例のポイント

●�ムコダイン錠250mgの後発医薬品にメチスタ錠250mg、サワテン錠250mg、ムコトロン錠250mgな
どがある。受診時に患者が医師に話していたとしても、同じ薬剤であるかを見逃す可能性もある。後発
医薬品の使用量が増える事により、お薬手帳等の確認が非常に重要となる。 
●�お薬手帳に記載された情報を薬剤師が確認することで未然に事故を防ぐ事が出来た事例は、薬局ヒヤリ・
ハット事例収集・分析事業等を通じて、薬局間で共有すべき事例である。

共有すべき事例（事例番号 ：000000017663）
「湿疹のため皮膚科でジルテック錠10が処方されたが、アレルギー性鼻炎のため同一成分の後発品を服用
中であった事例」

事例の内容等

（事例の内容）
　皮膚科に湿疹で受診した患者に「ジルテック錠10、１錠／分１夕食後、７日分」が処方された。患者
は同病院耳鼻科でアレルギー性鼻炎により「セチリジン塩酸塩錠10mg「サワイ」１錠／分１寝る前」を
服用しており、残薬が７日分以上あった。ジルテック錠10とセチリジン塩酸塩錠10mg「サワイ」は同成
分であり、重複処方が考えられたため、皮膚科医に疑義照会したところ、「ジルテック錠10、１錠／分１
夕食後、７日分」が「ニポラジン錠３mg２錠／分２朝夕食後、７日分」に変更になった。
（背景・要因）
　重複処方があった。
（薬局が考えた改善策）
　処方監査を徹底する。

事例のポイント

●�同一病院の皮膚科と耳鼻科で、同一成分の抗アレルギー薬である「ジルテック錠10」と「セチリジン
塩酸塩錠10mg「サワイ」」が重複して処方されていた事例である。 
●�同一病院の処方せんであってもインタビューを行い、併用薬をチェックすることで重複が防げると思わ
れる。
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（参考）一般用医薬品の販売の場面において、薬剤の重複を回避した事例

「共有すべき事例」では、医薬品の販売の場面において同種同効薬の重複服用を未然に防いだ事例
を１事例公開している。参考として下記に紹介する。

共有すべき事例（事例番号 ：000000031498）

事例の内容等

（事例の内容）
　バイアスピリン錠100mgを内服している人が、一般用医薬品のバファリンの購入を希望したため、「バ
イアスピリン錠100mgと重複するのでやめといた方がよいです」と伝え、販売しなかった。
（背景・要因）
　この人は潰瘍まで起こしたことはないもののタケプロンも飲んでいて胃が弱いと判断した。
（薬局が考えた改善策）
　他所の薬局だと知らなかっただろうし、本人も飲んでいる薬の説明をしなかっただろうから、そのまま
販売されていたかもしれない。自分の飲んでいる薬は一般用医薬品を購入する時にも説明して、飲んでよ
いか判断してもらうことが重要であることを、一般の人に知ってもらう必要がある。お薬手帳の携帯と提
示を習慣づけられると良い。

事例のポイント

●�一般用医薬品の購入が容易になるにつれて、気軽に考える人が多くなり、処方薬との重複や飲み合わせ
という重要な点に関心が薄くなる恐れがある。
●�患者に対する一般用医薬品の危険性の啓発や、一般用医薬品についても、服用したらお薬手帳に必ず記
載するよう啓発することが必要である。
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６）�医療事故情報収集等事業において報告された、同種同効薬の重複処方に関する事例の
紹介

　医療機関において発生・発見した薬剤の重複処方に関する事例は、医療事故情報収集等事業におい
て報告されている。医療機関から報告された事例には、重複処方となった要因が具体的に記載されて
いる事例もあるので、薬局にとって参考になる情報であると思われる。下記に事例を紹介する。

【事例１】患者の持参薬の確認は行ったが、販売名の異なる同一成分の後発品を処方した事例

（関連医薬品）
　グリミクロン錠40mg
　ベイスンＯＤ錠0.2
　ベルデリール錠0.2mg
（事例の内容）
　膵体癌にて血糖コントロール不良の患者。抗糖尿病薬服用中で、入院時にも持参薬として持ってきた。
入院は土曜日であったため、内服薬の管理は看護師が月曜日まで行っていた。錠剤鑑別書は休日であった
が薬局に提出し、医師に提示していた。他院ではベイスンとグリミクロンが処方されており、入院後、新
たに追加のグリミクロンとベルデリール（ベイスンの後発薬品）が処方された。翌日、ベルデリールがベ
イスンの後発薬品であることがわかり、ベルデリールは終了し、内服レベルも１（自己管理）からレベル
２（本人所持だが、内服の確認は看護師監視下）へ変更。重複投与中の血糖値はその以前に比べ若干低い
が10～20mg/dlにて主治医より処置なく、様子観察の指示であった。
（背景・要因）
　持参薬の内容確認は行ったが、後発医薬品の内容確認が十分されていなかった。名称が違っていたため
違う効能の抗糖尿病薬と判断してしまった。
（改善策）
　現在、後発医薬品の流出は多く効能の確認等はインターネットなどで行うなど、確実な確認が行えるこ
とが望ましい。 
　錠剤鑑別を行って、内容が不明であったり確認が不可能な場合は持参薬の服用は一時中止し、新たに処
方することが望ましい。

【事例２】患者が外来診察前にお薬手帳を提出したが、同種同効薬が処方された事例

（関連医薬品）
　カンファタニン
　ブルフェン
（事例の内容）
　患者にカンファタニンが処方され、薬を渡す際に、「他院の薬と一緒に飲んで大丈夫か」と聞かれた。
お薬手帳を渡され確認すると他院処方でブルフェンを服用していた。重複投与になるため、外来へフィー
ドバックし他院のブルフェンが中止になった。患者はお薬手帳を診察前に提出しており、「コピーしてカ
ルテにはさんでいるはずなのに」と言っていた。電子カルテに他院の薬の記載はなかった。コピーしたお
薬手帳の情報が利用されていなかった。外来で他院薬のチェックがきちんとされていなかった。
（背景・要因）
　薬剤師が外来患者の持参するお薬手帳や他院の薬剤情報提供書を、診察前に確認するシステムになって
いなかった。
（改善策）
　上記の背景要因については、検討課題である。現行では診察介助看護師が医師の処方について、確認を
することになっているが、ジェネリック等の問題もあり、困難な問題になっており、薬剤師がお薬をお渡
しする段階で発見されるしかない状況である。
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７）考察

⑴　報告件数
○�平成25年に報告された同種同効薬の重複処方に関する事例は126件であった。平成25年に報告
されたヒヤリ・ハット事例全体の報告件数は5,820件であったため、その割合は2.2%と全体に
占める割合は少なかった。

【事例３】入院した患者に対し、２つの診療科からワーファリンが処方された事例

（関連医薬品）
　ワーファリン錠１mg
（事例の内容）
　ワーファリンが２つの診療科から処方されており、1.5mg服用のところ、2.5mg服用した。
（背景・要因）
　持参薬処方にワーファリンがあった（２日分）。 
　持参薬終了後に、主治医が入院処方７日分×２回を処方した。
　神経内科医師が診察をしてワーファリンは神経内科で処方すると他科受診の返信に記載した。 
　�神経内科が１回目の処方時には主治医が処方していることに気が付き、追加処方をして、必要量にした。 
　神経内科医は次の処方時に１mgの処方があることに気が付かず、1.5mgを処方した。 
　必要量1.5mgであったが2.5mgを与薬した。 
　�翌日の看護師が当日は1.75mgに増量になっているが、処方上では前日に2.5mgになっていることに気
が付いた。
（改善策）
　処方時の重複処方警告を確認する。 
　実施時の重複処方を確認する。

【事例４】入院患者が持参した麻薬は終了したと勘違いし、種類の異なる麻薬を処方した事例

（関連医薬品）
　オキシコンチン錠20mg
　ピーガード錠20mg
（事例の内容）
　オキシコンチンとピーガードを重複投与した。患者は一時通常より反応鈍くなったが、回復した。
（背景・要因）
　オキシコンチンは持参薬であった。 
麻薬は薬剤名、残数等は薬剤師が確認して、「持ち込み麻薬使用管理表」に記載するが、麻薬処方の代
行入力は行っていない。 
　入院当日の夕方に薬剤師が薬剤名、用法、残数を掲示板（=持参薬記載箇所）に記入した。 
　医師は指示簿にオキシコンチン服用の指示を入力した（服用期間の記載はなし）。 
　呼吸困難感に対する症状緩和が必要であった。 
　医師は持参した麻薬は終了したと思い、薬剤を変更して処方した。 
　看護師は麻薬２種類あることに気が付いたが、２種とも与薬した。
（改善策）
　麻薬を含む持参薬の取扱いを整備する。

（医療事故情報収集等事業ホームページ「公開データ検索」２）より、事例検索して引用）
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⑵　報告内訳
ⅰ　「事例の概要」および「事例の内容」「変更内容」別の報告内訳
○�同種同効薬の重複処方に関する事例について、「事例の概要」および「事例の内容」「変更内容」
別に集計した。事例の概要別では調剤が21件（16.7%）、疑義照会が105件（83.3%）であり、
疑義照会の事例が多かった。ヒヤリ・ハット事例全体の概要と比較すると、疑義照会の事例が
多かった。
○�「調剤」の事例のうち「事例の内容」を見ると、本テーマの性質上､ 全て「処方せん監査間違
い」の事例であり、21件であった。それらはすべて、重複に気付かずに患者に交付した事例
であった。
○�「疑義照会」の事例のうち「変更内容」を見ると、「薬剤削除」が81件と最も多く、次いで「薬
剤変更」が13件であり、これらで大半を占めた。ヒヤリ・ハット事例との比較では、「薬剤削除」
の割合が多く、その他の変更内容の割合は少なかった。このように同種同効薬の重複処方に関
する事例では「薬剤削除」となった事例が多いことから、薬剤師の介入により、不要な薬剤の
処方を回避できていることが示唆される。

ⅱ　「調剤」の事例（「処方せん監査間違い」の事例）の発生場面および実施の有無と治療の程度
○�「発生場面」は「内服薬調剤」が21件中20件（95.2%）と多かった。この割合は、ヒヤリ・
ハット事例全体における内服薬調剤の割合（81.0%）と比較しても多く、同種同効薬の重複
処方は内服薬調剤の場面で生じやすいと考えられる。
○�前述したように、「処方せん監査間違い」の事例21件はすべて、重複に気付かずに患者に交付
した事例であるため、患者への医薬品の交付の有無を表す「実施の有無」はすべて「実施あり」
であった。
○�「治療の程度」は、「治療なし」が18件（85.7%）と最も多く、「軽微な治療」が2件、「不明」
が1件であった。ヒヤリ・ハット事例全体の「実施あり」の事例における「治療なし」の割合
（78.6%）と比べて、「治療なし」の割合が多かった。

ⅲ　「疑義照会」の事例の「疑義があると判断した理由」
○�「疑義があると判断した理由」は、「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」の割合
が最も多く、57.1%であった。次いで「上記以外で判断」が28.6%であり、「当該処方せんの
みで判断」の割合は14.3%であった。ヒヤリ・ハット事例全体と比較して、「当該処方せんの
みで判断」の割合が少なかった。
○�このことから、処方せん以外の情報も活用して重複処方を発見している事例がほぼ大半を占め
ていることが分かった。

⑶　重複した同種同効薬の「主な薬効」の種類および報告回数
○�同種同効薬の重複処方に関する事例126件について、報告された事例に記載されている情報の中
から、同種同効薬の重複であると判断できる医薬品の組み合わせの、医薬品名または一般名を抽
出したところ、264品目あった。それぞれの医薬品名または一般名の「主な薬効」について集計
したところ、39種類あった。
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○�39種類の「主な薬効」のうち、「消化性潰瘍用剤」が68回と最も報告が多かった。次いで「そ
の他のアレルギー用薬」46回、「解熱鎮痛消炎剤」が22回、「去たん剤」が16回、「血圧降下剤」
が12回と報告が多かった。
○�「消化性潰瘍用剤」の重複処方が報告された事例には、具体的にどの診療科から処方されたのか
記載されているものは少なかった。「消化性潰瘍剤」については、消化器系疾患に対してのみ処
方されるのではなく、痛み止め処方時に副作用予防のために処方されることもあるなど、様々な
診療科からの処方機会が多いことも、重複処方の発生が多い一因として考えられる。

⑷　事例の内容
○�報告された事例126件について、重複の内容をみたところ、「同一処方せんにおける重複」が15
件、「同時に受け付けた複数の処方せんにおける重複」が４件、「患者が服用中の薬との重複」が
100件、「その他」が7件、の４つの事例があった。
○�「患者が服用中の薬との重複」のパターンが100件（79.4%）と大部分を占めた。

ⅰ　同一処方せんにおける重複に関する分析
①　報告内訳と実施の有無
○�同一処方せんで同種同効薬が重複して処方された事例15件のうち、重複に気付かず交付した
事例は２件（13.3%）、重複に気付き疑義照会した事例は13件（86.7%）であり、重複に気
付き疑義照会した事例が大部分を占めた。
○�また、疑義照会した結果については、「薬剤削除」となった事例が8件と最も多く、次いで「薬
剤変更」となった事例が３件であった。

②　同一処方せんにおいて重複処方された同種同効薬の組み合わせ
○�同一処方せんにおいて重複して処方された同種同効薬の「主な薬効」の組み合わせは10通り
あった。そのうち「消化性潰瘍用剤」同士の組み合わせが５回と最も報告が多かった。次いで、
「血圧降下剤」と「血管拡張剤」の組み合わせが２回であった。
○�ハイリスク薬の重複処方は、１通りのみ報告があった。具体的には「リスパダール錠１mgが誤
って処方せんの２箇所に記載されていたので疑義照会した結果、片方のリスパダール錠１mg
はリボトリール錠0.5mgの処方間違いであった事例」であった。
○�具体的な医薬品の組み合わせを見ると、処方された配合剤と単剤の薬効または薬効と成分が重
複していた事例が４件、同じ薬剤が誤って２箇所に重複して記載されていた事例が３件あった。
○�処方された配合錠と単剤の薬効または薬効と成分が重複していた事例には、血圧降圧剤の単剤
の処方から配合剤の処方に切り替える際に、誤って単剤も処方してしまった事例や、総合感冒
剤の配合剤と解熱鎮痛消炎剤の単剤を同時に処方した結果、重複する成分が過量となった事例、
などがあった。また、報告された配合剤４剤のうち、３剤は血圧降下剤であった。
○�処方された配合剤と単剤が同種同効薬であった４件のうち､ 配合剤と単剤で成分が重複してい
るものは３件あった。その組み合わせを示すとともに主な事例を紹介した。具体的には「エッ
クスフォージ配合錠とディオバン錠80mgが同一処方せんにおいて処方されており、疑義照会
した結果ディオバン錠80mgが削除となった事例」「アイミクス配合錠HDとアムロジピン錠５
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mgが同一処方せんにおいて処方されており、疑義照会した結果アムロジピン錠５mgが処方
削除となった事例」「PL配合顆粒とカロナール錠200が同一処方せんにおいて処方されており、
アセトアミノフェンが過剰投与のため疑義照会した結果カロナール錠200が処方削除となった
事例」であった。
○�同一処方せんにおける重複処方は、いずれも処方せん監査において成分の重複や分量の超過が
ないかなどを確認することにより防ぐことができたと考えられるので、報告された事例を参考
にしてヒヤリ・ハットの予防に役立てていただくことが望まれる。

③　薬局から報告された改善策
○�「配合錠の成分を確認する」、「相互作用や重複を確認する」など、成分などに重複がないか確
認することについて主に記載されていた。
○�上記のような個人における改善策の他に、「病院事務に同効薬のリストを配る」、「保険薬局の
薬剤師と医療機関の薬剤師が連携を行い、問題点があればしっかり話し合える環境を作ってお
く」など、医療機関と連携することによりミスを予防していくことについても記載されていた。
このように、薬局内だけで取り組むのではなく、医療機関と連携することも有効な改善策であ
ると考えられる。

ⅱ　同時に受け付けた複数の処方せんにおける同種同効薬の重複処方
①　報告内訳と実施の有無
○�同時に受け付けた複数の処方せんにおいて同種同効薬が重複して処方された事例４件のうち、
重複に気付かず交付した事例は１件、重複に気付き疑義照会した事例は３件であり、重複に気
付き疑義照会した事例の方が多かった。
○�また、疑義照会した事例３件のうち２件は「薬剤削除」となった事例であった。

②　同時に受け付けた複数の処方せんにおいて重複して処方された同種同効薬の組み合わせ
○�同時に受け付けた複数の処方せんにおいて重複した同種同効薬の「主な薬効」の組み合わせは
４通りあった。特に報告の多い薬効の組み合わせはなく、１回ずつの報告であった。
○�ハイリスク薬の重複は、１通りのみ報告があり、報告された事例を紹介した。具体的には「医
療機関からアンカロン錠100が処方された翌日に、かかりつけの診療所からもアンカロン錠
100を処方された事例」であった。
○�ハイリスク薬以外の重複の組み合わせについても、報告された事例を紹介した。具体的には「同
じ病院、異なる科で、消化性潰瘍用剤が重複していたため疑義照会した事例」「内科と整形外
科でビタミンD剤が重複していたが、気付かずに交付した事例」「【般】カルボシステインシロ
ップ用50%の重複に気付き疑義照会した事例」であった。
○�同時に受け付けた複数の処方せんにおいて同種同効薬が処方されるということは、同じ時期に、
異なる診療科または異なる医療機関から同種同効薬が処方された、ということである。このよ
うなことが起こる背景としては、例えば、患者が同じ症状を複数の診療科または医療機関で訴
えたケース、複数の効能を有する薬剤が、異なる疾患に対してたまたま重複処方されたケース
など、様々な要因が考えられる。医療機関・薬局において、患者に対して、他の診療科や医療
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機関を受診していないか確認し重複を防いでいくことも重要であるが、患者自身に、重複受診
の危険性や、自分が処方されている薬剤を把握することの重要性を理解していただくよう働き
かけていくことも必要であると思われる。

③　薬局から報告された改善策
○�成分などに重複がないか確認することのほかに、「服用中の薬を主治医に伝えるよう患者に指
導する」など、患者への指導に関する記載もあった。
○�このように、薬局で重複がないか確認するだけでなく、患者自身に、自分が処方されている薬
剤を把握し医師に伝えることの重要性を理解していただくよう働きかけることも、重複処方の
発生予防につながるため、重要であると考えられる。

ⅲ　患者が服用中の薬との重複処方に関する事例の分析
①　報告内訳と実施の有無
○�患者が服用中の薬との重複処方に関する事例100件のうち、重複に気付かず交付した事例は
15件（15.0%）、重複に気付き疑義照会した事例は85件（85.0%）であった。
○�また、疑義照会した事例85件のうち、「薬剤削除」となった事例が69件（81.2%）と最も多く、
次いで「薬剤変更」となった事例が10件（11.8%）であった。

②　重複して処方された医薬品の組み合わせ
○�患者が服用中の薬と同種同効薬が重複して処方された事例100件において、処方された医薬品
と患者が服用中の医薬品の組み合わせを具体的に示した。
○�処方された医薬品と患者が服用中の医薬品の「主な薬効」の組み合わせは32通りあった。そ
のうち最も報告回数が多かったのは「消化性潰瘍用剤」同士の組み合わせであり、27回報告
があった。次いで、「その他のアレルギー用薬」同士が18回、「解熱鎮痛消炎剤」同士が９回、
「去たん剤」同士が5回と報告が多かった。
○�報告された事例のうち、主なものを紹介した。具体的には「他科からカソデックス錠80mgを
処方されて服用している患者にビカルタミド錠80mg「NK」が処方されたので、疑義照会し
た結果ビカルタミドが処方削除となった事例」「ビカルタミド錠80mgとハルナールを服用中
の患者にビカルタミド錠80mgとユリーフ錠４mgが処方されたので、疑義照会した結果、ハ
ルナールは服用中止し、ビカルタミド錠80mgは重複して服用しないよう継続服用するよう指
示を受けた事例」「ジャヌビア錠50mg 、アマリール３mg錠を服用中の患者にテネリア錠
20mgが処方されたので、疑義照会した結果テネリア錠20mｇからアクトス錠15に処方変更
した事例」であった。
○�311ページの図表６－６で記載したように、「患者が服用中の薬との重複」のパターンは、同
種同効薬の重複処方に関する事例126件の中で、最も発生した割合が多い（79.4％）パター
ンであった。特に、ハイリスク薬の重複に気付かずに交付した場合、患者に重大な健康被害が
生じる可能性があるので、薬局において患者が服用中の薬を確認することの重要性が改めて示
唆された。
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③　薬局から報告された改善策
○�患者の併用薬を確認し、重複がないか確認することについて多く記載されていた。また、「コ
ンピュータシステムを使用し相互作用・重複の確認を行う」、「同効薬についての知識を習得す
る」など、薬局で重複を発見するための改善策が報告されていた。
○�その他に、「医療機関に患者の併用薬を情報提供する」、「お薬手帳の活用方法を患者に説明する」
など、重複処方の発生を予防するための改善策も報告されていた。このように、医療機関や患
者に働きかけることも、重複処方を防ぐために有効であると考えられる。

ⅳ　その他の重複処方に関する事例の紹介
○�同種同効薬の重複処方に関する事例126件について事例を分類し、⑴同一処方せん内における
重複、⑵同時に受け付けた複数の処方せんにおける重複、⑶患者が服用中の薬との重複処方に
ついてそれぞれ詳しく分析した。⑴～⑶の事例に該当しない、その他の重複処方に関する事例
は７件あり､ 主な事例を紹介した。
○�具体的には、「他の医療機関・薬局などで同種・同効薬の重複を見逃し、患者が重複して服用
しているのを発見した事例」、「薬局で重複を発見できず、患者に薬を交付したエラーが複数回
発生したと思われる事例」などがあった。
○�特に、「薬局で重複を発見できず、患者に薬を交付したエラーが複数回発生したと思われる事例」
には、エラーの背景として「代理人であったため、併用薬の確認が不十分であった」、「お薬手
帳の持参がなく、確認がもれていた」、「お薬手帳に記載されていた情報が２年前のものであっ
た」など、併用薬の確認が不十分となった理由が記載されていた。
○�薬局には代理人が薬を受け取りに来る場合もあり、患者が服用中の薬を必ずしも把握していな
いこともある。そのような場合でも、お薬手帳により併用薬の確認ができることなど、お薬手
帳の活用方法について患者に理解していただくよう呼びかけていく必要があると思われた。

⑸　「共有すべき事例」の紹介
○�同種同効薬の重複処方の事例に関し、本事業が提供している「共有すべき事例」を３事例紹介し
た。それらは「同一処方せんでグリメピリドが重複処方された事例」「メチスタ錠250mgを処方
されたが、同一成分のサワテン錠250mgを服用中であった事例」「湿疹のため皮膚科でジルテッ
ク錠10が処方されたが、アレルギー性鼻炎のため同一成分の後発品を服用中であった事例」であ
った。総合評価部会委員による「事例のポイント」には、併用薬確認の重要性が強調されていた。
○�また、「共有すべき事例」では、医薬品の販売の場面において同種・同効薬の重複服用を未然に
防いだ事例を１事例公開しており、参考として紹介した。具体的には「バファリンを購入しよう
とした客が、バイアスピリン服用中であったため、成分が重複しているのを説明し販売しなかっ
た事例」であった。総合評価部会委員による「事例のポイント」には、患者に対する一般用医薬
品の危険性の啓発や、一般用医薬品についてもお薬手帳に必ず記載するよう呼びかけることなど
が記載されており、参考になる。

⑹　医療事故情報収集等事業において報告された、同種同効薬の重複処方に関する事例の紹介
○�同種同効薬の重複処方に関する事例を４事例紹介した。具体的には「患者の持参薬の確認は行っ
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たが、販売名の異なる同一成分の後発品を処方した事例」「患者が外来診察前にお薬手帳を提出
したが、同種同効薬が処方された事例」「入院した患者に対し、２つの診療科からワーファリン
が処方された事例」「入院患者が持参した麻薬は終了したと勘違いし、種類の異なる麻薬を処方
した事例」であった。
○�これらの事例に記載されていた発生要因には、「医療機関において併用薬の確認が不十分であっ
たために、同種同効薬が処方されてしまった」ことや、「他の診療科でワーファリンが処方され
ていることに１回目の診察時には気付いたが、２回目には気付かず重複処方してしまった」こと、
「持参薬の服用が終了したと勘違いし、同種同効薬を処方した」ことなどが記載されていた。
○�このように、医療機関から報告された事例には、重複処方となった要因が具体的に記載されてい
る事例もあるので、このような事例を参照することにより、どのような要因で重複処方のエラー
が発生するのか具体的に理解することができるため、薬局にとって参考になる情報であると思わ
れる。

８）まとめ
同種同効薬の重複処方に関するヒヤリ・ハット事例の集計、分析を行った。
その中で、「事例の概要」「事例の内容又は変更内容」「発生場面」「実施の有無」などについて集計
し、報告された同種同効薬の重複処方に関する事例を分類し、詳細に分析した。
同種同効薬の重複処方に関する事例は、薬局で重複に気が付き疑義照会した事例が大部分を占める
が、中には薬局で重複に気付かずに医薬品を交付した事例もあることが明らかとなった。また、疑義
照会した結果については「薬剤削除」となった事例が多く、薬剤師の介入により薬剤の重複投与を回
避し、医療安全および薬剤費の削減に貢献できていると考えられた。また、重複に気付かずに交付し
た事例もあったことから、処方せん監査および患者が服用中の薬の確認の重要性が改めて認識された。
分析において示された詳細な結果を、調剤業務上の重要なポイントとして参考にしていただきたい。

参考資料
1）公益財団法人日本医療機能評価機構 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業.“共有すべき事例”. 
http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/pdf/sharing_case_index.pdf（参照2014-6-25）.

2）公益財団法人日本医療機能評価機構 医療事故情報収集等事業. “公開データ検索”. http://www.
med-safe.jp/mpsearch/SearchReport.action（参照2014-6-25）.
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【７】	 医薬品添付文書上の禁忌に関するヒヤリ・ハット

はじめに

　誤った医薬品を交付し、患者や家族もそのことに気付かないまま内服する事例が本事業や医療事故
情報収集等事業において報告されている。また、正しい医薬品を交付し、患者が内服していても、異
なる医療機関を受診した際に同効薬の重複処方や併用禁忌薬の処方などがなされた事例も報告されて
いる。このような事象が医療事故につながることを防止するために、医療機関の処方に対して、薬剤
師がその内容を確認してから調剤することは、医療安全を推進するために重要である。
　医薬品添付文書は薬事法52条を根拠とし、医薬品の「用法、用量その他使用及び取扱い上の必要
な注意」など薬物療法の際に医療者が有用な情報を得られるよう製薬会社より提供されている。医薬
品添付文書において、「警告」「禁忌」は医療者に重要な情報を分かりやすいように、赤枠で囲んだ上
で、 本文冒頭に記載されている。
　当事業においても、報告された医薬品と疾患が禁忌であった組み合わせや、医薬品同士の併用が禁
忌であった組み合わせ等が報告されている。
　「禁忌」は、当該患者には投与しないことであり、その理由は、医薬品を投与することで症状が悪
化したり、 副作用が起こりやすくなったり、医薬品の作用が弱まったりする可能性が高いとされ、患
者の症状などによって慎重に投与するという「原則禁忌」は別途記載されている。また「禁忌」には、
疾患や症状に対するもの、医薬品の過敏症によるもの、医薬品同士の併用によるもの等が含まれてい
る。
　また、最近では、院外処方せんに薬剤の適正な使用に必要である検査値などを記載している医療機
関もある。
　そこで総合評価部会では、医療安全の確保の観点から医薬品添付文書上の禁忌に関するヒヤリ・ハ
ット事例を分析テーマとして取り上げることが承認された。そこで、医薬品添付文書上の禁忌に関す
るヒヤリ・ハット事例について、報告された事例の概要の割合、調剤や疑義照会の事例における医薬
品の販売名や薬効と報告件数などの分析を行った。

１）報告件数

　報告された事例の中から「禁忌」に関する事例を抽出するため、平成25年１月１日から同年12月
31日に報告されたヒヤリ・ハット事例のうち事例収集項目の「事例の内容」「背景・要因」に「禁忌」

「アレルギー」「潰瘍」「肝障害」「くも膜下出血」「鼓膜穿孔」「湿疹」「腎機能」「腎障害」「じんましん」
「蕁麻疹」「前立腺肥大」「てんかん」「糖尿」「妊婦」「発疹」「緑内障」「薬疹」の語を含む事例を抽出
し、その中から「禁忌の疾患や症状の患者へ薬剤が処方された事例」や「禁忌の疾患や症状の患者へ
薬剤を調剤した事例」や「禁忌の疾患や症状の患者の処方に疑義照会が行われた事例」を抽出し、医
薬品の添付文書の【禁忌】や【原則禁忌】等の項目に記載されているかを照合した。以上を合わせる
と、113件であった。これらを添付文書上の禁忌に関する事例とした。

－ 339 －

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

Ⅲ

【1】
【2】
【3】
【4】
【5】
【6】
【7】
【8】
医
薬
品
添
付
文
書
上
の
禁
忌
に
関
す
る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

ヒヤリ・ハット年報3章【7】.indd   339 2014/10/15   15:52:39



２）添付文書上の禁忌に関する事例の概要

　添付文書上の禁忌に関する事例113件を「事例の概要」「事例の内容又は変更内容」別に集計した。
　「事例の概要」は、「調剤」が21件（18.6%）、「疑義照会」が91件（80.5%）選択されていた。ま
た、「医薬品の販売」が１件あり、「特定保険医療材料」が選択された事例はなかった。

図表７－１　報告件数

報告件数

ヒヤリ・ハット事例 5,820（100.0%）

添付文書上の禁忌に関する事例 113  　（1.9%）

図表７－２　添付文書上の禁忌に関する事例の報告内訳
（単位：件）

事例の概要 事例の内容及び
変更内容 合計 （参考）ヒヤリ・

ハット事例

調　剤 調剤忘れ ０ 286

処方せん監査間違い 21 211

秤量間違い ０ 27

数量間違い ０ 1,644

分包間違い ０ 123

規格・剤形間違い ０ 711

薬剤取違え ０ 893

説明文書の取違え ０ ７

分包紙の情報間違い ０ 31

薬袋の記載間違い ０ 173

その他（調剤） ０ 787

充填間違い ０ 16

異物混入 ０ １

期限切れ ０ ９

その他（管理） ０ ４

患者間違い ０ 21

説明間違い ０ ８

交付忘れ ０ 45

その他（交付） ０ 20
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事例の概要 事例の内容及び
変更内容 合計 （参考）ヒヤリ・

ハット事例

疑義照会 薬剤変更 51 271

用法変更 ０ 79

用量変更 ０ 30

分量変更 １ 120

薬剤削除 36 232

その他 ３ 50

医薬品の販売 商品間違い ０ １

説明間違い ０ ０

期限切れ ０ ０

その他 １ ５

特定保険医療材料 ０ 15

合　　計 113 5,820

　「調剤」の事例の「事例の内容」は、すべて「処方せん監査間違い」であり、21件であった。ヒヤリ・
ハット事例との比較では、「処方せん監査間違い」の割合が多かった。
　「疑義照会」の事例の変更内容の内訳は、「薬剤変更」が51件と最も多く、次いで「薬剤削除」が
36件で、これらで大半を占めた。ヒヤリ・ハット事例との比較では、「薬剤変更」「薬剤削除」の割
合が多かった。

３）添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の分析

⑴　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の発生場面と医薬品の交付の有無
　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例について、「発生場面」、医薬品の交付の有無を示す「実施
の有無」について集計を行った。
　なお、参考として全てのヒヤリ・ハット事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

図表７－３　添付文書の禁忌の調剤に関する事例の発生場面と実施の有無
（単位：件）

発生場面 実施あり 実施なし 合計

内服薬調剤 17 ２ 19

外用薬調剤 ２ ０ ２

注射薬調剤 ０ ０ ０

その他の調剤に関する場面 ０ ０ ０

内服薬管理 ０ ０ ０

外用薬管理 ０ ０ ０

注射薬管理 ０ ０ ０
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発生場面 実施あり 実施なし 合計

その他の管理に関する場面 ０ ０ ０

交付 ０ ０ ０

合　　計 19 ２ 21

　「内服薬調剤」が19件（90.5%）で最も多かった。次いで「外用薬調剤」が２件（9.5%）であった。
また、「注射薬調剤」「その他の調剤に関する場面」「内服薬管理」「外用薬管理」「注射薬管理」「そ
の他の管理に関する場面」「交付」は報告がなかった。
　実施の有無を見ると、患者に医薬品を交付したことを示す「実施あり」が19件（90.5%）であり、

「実施なし」が２件（9.5%）であった。「調剤」のヒヤリ・ハット事例と比較して、交付したこと
を示す ｢実施あり｣ が多かった。
　また、「内服薬調剤」をみると、｢実施あり｣ が17件（89.5%）、「実施なし」が２件（10.5%）
であり、「調剤」のヒヤリ・ハット事例と比較して、交付したことを示す ｢実施あり｣ が多かった。

⑵　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の内訳と実施の有無
　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の「事例の内容」別の内訳を「実施の有無」とともに示す。
　なお、参考として全てのヒヤリ・ハット事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

（参考）調剤に関するヒヤリ・ハット事例の発生場面と実施の有無
（単位：件）

発生場面 実施あり 実施なし 合計

内服薬調剤 1,289 1,722 3,011

外用薬調剤 190 338 528

注射薬調剤 19 18 37

その他の調剤に関する場面 94 1,223 1,317

内服薬管理 12 12 24

外用薬管理 ４ １ ５

注射薬管理 ０ ０ ０

その他の管理に関する場面 ０ １ １

交付 88 ６ 94

合　　計 1,696 3,321 　5,017

図表７－４　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の内容と実施の有無
（単位：件）

事例の内容 実施あり 実施なし 合計

調剤忘れ ０ ０ ０

処方せん監査間違い 19 ２ 21

秤量間違い ０ ０ ０
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（参考）調剤に関するヒヤリ・ハット事例の内容と実施の有無
（単位：件）

事例の内容 実施あり 実施なし 合計

調剤忘れ 75 211 286

処方せん監査間違い 173 38 211

秤量間違い 13 14 27

数量間違い 392 1,252 1,644

分包間違い 75 48 123

規格・剤形間違い 287 424 711

薬剤取違え 330 563 893

説明文書の取違え ７ ０ ７

分包紙の情報間違い 22 ９ 31

薬袋の記載間違い 132 41 173

その他（調剤） 86 701 787

充填間違い ５ 11 16

事例の内容 実施あり 実施なし 合計

数量間違い ０ ０ ０

分包間違い ０ ０ ０

規格・剤形間違い ０ ０ ０

薬剤取違え ０ ０ ０

説明文書の取違え ０ ０ ０

分包紙の情報間違い ０ ０ ０

薬袋の記載間違い ０ ０ ０

その他（調剤） ０ ０ ０

充填間違い ０ ０ ０

異物混入 ０ ０ ０

期限切れ ０ ０ ０

その他（管理） ０ ０ ０

患者間違い ０ ０ ０

説明間違い ０ ０ ０

交付忘れ ０ ０ ０

その他（交付） ０ ０ ０

合　　計 19 ２ 21
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事例の内容 実施あり 実施なし 合計

異物混入 １ ０ １

期限切れ ９ ０ ９

その他（管理） １ ３ ４

患者間違い 19 ２ 21

説明間違い ７ １ ８

交付忘れ 45 ０ 45

その他（交付） 17 ３ 20

合　　計 1,696 3,321 5,017

　添付文書上の禁忌に関する調剤の事例21件の「事例の内容」は、「処方せん監査間違い」のみで
あったことを先述した。
　次に、医薬品の交付の有無を示す「実施の有無」について「処方せん監査間違い」についてみる
と、「実施あり」が選択されていた事例は19件（90.5%）、「実施なし」が選択されていた事例は２
件（9.5%）であった。「調剤」のヒヤリ・ハット事例の「処方せん監査間違い」と比較すると「実
施あり」が多かった。

⑶�　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例において報告された医薬品と添付文書上の禁忌記載
事項
①　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例において報告された医薬品と禁忌理由

　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例は21件であり、１事例に複数の医薬品や禁忌内容が入
力される場合があるため、医薬品の報告回数は24回であった。そのうち、禁忌の疾患や病態に
対して処方された医薬品の報告回数は18回であり、併用禁忌の医薬品が処方された医薬品の報
告回数は６回であった。
　そこで、添付文書上の禁忌の調剤に関する事例について、「処方された医薬品」として報告さ
れた医薬品の販売名、主な薬効、添付文書上の禁忌、原則禁忌の疾患や病態等を整理して示す。

図表７－５　禁忌疾患の調剤に関する事例で報告された医薬品と添付文書に記載されている禁忌の疾患
や病態

報告された医薬品
の販売名 主な薬効 報告された疾

患、病態 添付文書【禁忌】【原則禁忌】記載内容 報告
回数

PL配合顆粒 総合感冒剤 前立腺肥大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある
患者［本剤中のプロメタジンメチレンジサ
リチル酸塩は抗コリン作用を有し，排尿困
難を悪化させるおそれがある。］

１

ア ル ダ ク ト ン Ａ 錠
25mg 利尿剤 高カリウム血

症
高カリウム血症の患者［高カリウム血症を
増悪させるおそれがある。］ １

カフコデＮ配合錠 鎮咳剤 緑内障
緑内障の患者［抗コリン作用により房水流
出路が狭くなり、眼圧が上昇し、緑内障を
悪化させるおそれがある。］

１
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報告された医薬品
の販売名 主な薬効 報告された疾

患、病態 添付文書【禁忌】【原則禁忌】記載内容 報告
回数

カロナール錠200 解熱鎮痛消
炎剤 心不全

重篤な心機能不全のある患者［循環系のバ
ランスが損なわれ、心不全が増悪するおそ
れがある。］

１

ケフラールカプセ
ル250mg 

主としてグ
ラム陽性・
陰性菌に作
用するもの

ケフラール禁
忌（詳細不明）

本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対し
過敏症の既往歴のある患者（原則禁忌） １

コ リ オ パ ン 錠
10mg 鎮けい剤 緑内障 緑内障の患者〔眼圧を上昇させるおそれが

ある。〕 １

ジプレキサザイデ
ィス錠10mg

（ハイリスク薬）

精神神経用
剤 糖尿病 糖尿病の患者、糖尿病の既往歴のある患者 １

ジプレキサ
（ハイリスク薬）

精神神経用
剤 糖尿病 糖尿病の患者、糖尿病の既往歴のある患者 １

セレスタミン配合
錠

（ハイリスク薬）

副腎ホルモ
ン剤 緑内障 緑内障の患者［眼内圧の上昇により、緑内

障が増悪することがある。］ １

トミロン錠100

主としてグ
ラム陽性・
陰性菌に作
用するもの

セフェム系抗
生物質にて薬
疹歴あり

本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対し
過敏症の既往歴のある患者（原則禁忌） １

パセトシンカプセ
ル250 

主としてグ
ラム陽性・
陰性菌に作
用するもの

ペニシリンに
て薬疹歴あり

本剤の成分又はペニシリン系抗生物質に対
し過敏症の既往歴のある患者（原則禁忌） １

フスコデ配合錠 鎮咳剤
前立腺肥大 前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある

患者〔症状を悪化させるおそれがある．〕 ３

緑内障 緑内障の患者〔症状を悪化させるおそれが
ある．〕 １

レ ル パ ッ ク ス 錠
20mg 血管収縮剤 くも膜下出血

脳血管障害や一過性脳虚血発作の既往のあ
る患者［脳血管障害や一過性脳虚血性発作
があらわれることがある。］

１

ロキソニンテープ
100mg

鎮痛，鎮痒，
収斂，消炎
剤

ロキソニンに
て薬疹歴あり 本剤の成分に過敏症の既往歴のある患者 １

点眼・点鼻用リン
デロンＡ液 眼科用剤 鼓膜穿孔

中耳炎，鼓膜穿孔のある患者において，本
剤の点耳，耳浴により，非可逆性の難聴が
発現するおそれがあるので，耳内へは投与
しないこと。（用法・用量に関連する使用
上の注意）

１

　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の中で報告された医薬品と添付文書上の禁忌や原則禁忌
の疾患や病態をみると、「フスコデ配合錠」と「前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患者」
の組み合わせが３回と最も多く、他は１回ずつであった。
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　また、ハイリスク薬に着目すると、「精神神経用剤」が２回、「免疫抑制剤」（セレスタミン配
合錠）が１回であった。

　次に、添付文書に記載されている併用禁忌医薬品が処方された事例について、「処方された医
薬品」として報告された医薬品の販売名と主な薬効、添付文書上の併用禁忌医薬品の記載内容や
主な薬効等を整理して示す。

図表７－６　禁忌疾患の調剤に関する事例で報告された医薬品と添付文書に記載されている併用禁忌医薬品
報告された医薬品 併用禁忌医薬品 添付文書【禁忌】【原則禁忌】記載

内容
報告
回数販売名 主な薬効 販売名 主な薬効

エ フ ピ ー
OD錠2.5

抗パーキン
ソン剤

トラムセッ
ト配合錠

解熱鎮痛消
炎剤

ペチジン塩酸塩、トラマドール塩酸塩
を投与中の患者［高度の興奮、精神錯
乱等の発現が報告されている。］

１

オラペネム
小児用細粒
10％

主としてグ
ラ ム 陽 性・
陰性菌に作
用するもの

セレニカＲ
（ハイリスク薬）

抗てんかん
剤

バルプロ酸ナトリウムを投与中の患者
［てんかんの発作が再発するおそれが
ある。］

１

クレストー
ル錠

高脂血症用
剤

ネオーラル
50mgカ プ
セル

（ハイリスク薬）

他に分類さ
れない代謝
性医薬品

シクロスポリンを投与中の患者 １

デプロメー
ル錠25

（ハイリスク薬）

精神神経用
剤

ロゼレム錠
8mg

その他の中
枢神経系用
薬

ピモジド、チザニジン塩酸塩、ラメル
テオンを投与中の患者 １

ネオーラル
50mgカ プ
セル

（ハイリスク薬）

他に分類さ
れない代謝
性医薬品

クレストー
ル錠

高脂血症用
剤

タクロリムス（外用剤を除く）、ピタ
バスタチン、ロスバスタチン、ボセン
タン、アリスキレンを投与中の患者

１

ロゼレム錠
8mg

その他の中
枢神経系用
薬

デプロメー
ル錠25

（ハイリスク薬）

精神神経用
剤

フルボキサミンマレイン酸塩を投与中
の患者 １

　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の中で報告された医薬品と添付文書上の禁忌や原則禁忌
医薬品をみると、全ての組み合わせが１回ずつであり、特に多い組み合わせはなかった。
　また、ハイリスク薬に着目すると、「報告された医薬品」では「精神神経用剤」が１回、「免疫
抑制剤」（ネオーラル50mgカプセル）が１回であり、「併用禁忌医薬品」では「抗てんかん剤」
が１回、「免疫抑制剤」（ネオーラル50mgカプセル）が１回、「精神神経用剤」が１回であった。

②　添付文書上の禁忌の薬剤が処方された患者の疾患や病態
　禁忌疾患の調剤の事例で、医薬品添付文書上【禁忌】や【原則禁忌】と記載されている疾患や
病態を分類し、禁忌医薬品を次に示す。

図表７－７　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例で報告された患者の疾患や病態と禁忌医薬品

報告された疾患、病態 処方された禁忌医薬品 報告回数

前立腺肥大
PL配合顆粒 １

４
フスコデ配合錠 ３
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報告された疾患、病態 処方された禁忌医薬品 報告回数

緑内障

カフコデＮ配合錠 １

４
コリオパン錠10mg １

セレスタミン配合錠 １

フスコデ配合錠 １

過敏症の既往歴

ケフラールカプセル250mg １

４
トミロン錠100 １

パセトシンカプセル250 １

ロキソニンテープ100mg １

糖尿病
ジプレキサザイディス錠10mg １

２
ジプレキサ １

高カリウム血症 アルダクトンＡ錠25mg １ １

鼓膜穿孔 点眼・点鼻用リンデロンＡ液 １ １

重篤な心不全 カロナール錠200 １ １

脳血管障害 レルパックス錠20mg １ １

　患者の疾患や病態を見ると、「前立腺肥大の患者」［緑内障の患者」「過敏症の既往歴のある患者」
に禁忌医薬品を調剤した回数が各４回と最も多く、次いで「糖尿病の患者」に禁忌医薬品を調剤
した回数が２回などであった。

⑷　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の紹介
　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例を次に紹介する。

ア）禁忌の疾患や病態に対して医薬品が処方された事例
販売名 治療の程度 事例の内容等

○前立腺肥大

【事例１】

○関連医薬品
フスコデ配合錠
メジコン錠15mg

治療なし （事例の内容）
　フスコデ配合錠が処方され、交付後、翌日、患者より電話に
て「前立腺肥大症治療中であり、以前、医師にも薬局でもユリ
ーフ錠服用中と申告してある。最近、タムスロン錠に変わった
ことは申告してなかったが、薬剤情報のフスコデの項目に、前
立腺肥大症は飲めないと書いてあるので、飲まなかった」と報
告があった。医師へ疑義照会の上、フスコデ配合錠からメジコ
ン錠15mgへ処方変更された。
（背景・要因）
　併用薬の確認が不十分であった。
（改善策）
　併用薬の確認を十分行い、薬歴表紙にも、目につくよう大き
く朱書きした。
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販売名 治療の程度 事例の内容等

○糖尿病

【事例２】

○関連医薬品
ジプレキサザイディ
ス錠10mg

治療なし （事例の内容）
　ジプレキサザイディス錠10mgが新規処方された。患者は糖
尿病であり、他院にてインスリンを処方されていた。お薬手帳
に記載があったが、見落とした。帰宅後、薬剤情報提供文書を
見て、「糖尿病だが、この薬を飲んでもいいか」と患者から薬局
に電話があった。病院に問い合わせたところ、ジプレキサザイ
ディス錠が削除となった。
（背景・要因）
　お薬手帳の確認不足があった。
（改善策）
　お薬手帳を確認する。糖尿病の患者は、電子薬歴に禁忌薬剤
がポップアップされるように登録した。

○高カリウム血症

【事例３】

○関連医薬品
アルダクトンＡ錠
25mg

不明 （事例の内容）
　定時でアルダクトンＡ錠25mg4錠を夕食後に服用中の患者に
定時追加として、禁忌薬のアーガメイトゼリーが処方された。
処方監査を怠り、記載どおりに調剤して交付した。
（背景・要因）
　交付前に薬歴チェックをしていればパソコンで発見できた。
（改善策）
　当日の内に薬歴をチェックする。

○重篤な心不全

【事例４】

○関連医薬品
カロナール錠200

治療なし （事例の内容）
　心不全で入院歴のあった患者にカロナール錠200が頓服処方
された。カロナール錠は重篤な心不全に禁忌であるが、知識が
なくそのまま渡した。薬剤交付後、電子薬歴記入時に禁忌に気
づき、病院へ疑義照会したところカロナール錠200は中止とな
った。
（背景・要因）
　カロナール錠の禁忌について知識不足だった。またそれを補う
ための添付文書の確認も怠っていた。
（改善策）
　カロナール錠の錠剤棚に「心不全禁忌」と赤字で書いた札を
貼り付けた。心不全既往歴のある患者の電子薬歴の申し送り事
項に「心不全のため禁忌に注意（NSAIDs、カロナール等）」と
記載し、気づきやすくなるようにした。
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販売名 治療の程度 事例の内容等

○脳血管障害

【事例５】

○関連医薬品
レ ル パ ッ ク ス 錠
20mg

実施なし （事例の内容）
　くも膜下出血既往歴の患者にレルパックス錠20mgの処方があ
った。30歳代女性であり、脳血管障害の印象がなく確認を簡単
に済ませた。交付の際、虚血性心疾患、脳梗塞など禁忌の旨を
説明したが、患者から確認したのは血圧のみであった。交付後
薬歴記載の際、既往歴にくも膜下出血の記載あり禁忌症への交
付がわかった。処方医および患者に連絡し、処方削除、服用し
ないように伝え当日中に回収した。
（背景・要因）
　患者に対する先入観で、禁忌ではないと思いこんだ。
（改善策）
　禁忌症の確認では、患者に該当なしの確認をしてもらう。

イ）添付文書に記載されている併用禁忌医薬品が処方された事例
販売名 治療の程度 事例の内容等

【事例１】

○関連医薬品
エフピーOD錠2.5

不明 （事例の内容）
　当薬局をかかりつけとする患者に初めてエフピーOD錠2.5が処
方され交付したが、他医療機関にてかねてよりトラムセット錠を
継続服用していた。その情報は、薬歴に記録されていた。しかし
ながら併用禁忌薬であるエフピーOD錠2.5の処方を処方医に問い
合わせる事無く交付した。
（背景・要因）
　調剤内規上は新規追加薬は、電子薬歴上の併用薬チェックボ
タンをクリックし、内容確認する事になっているが出来ていな
かった。交付時、来局の家族が急いでいたため、早く交付をと
の思いから焦りが生じた。覚醒剤原料と言う特別な薬に対する
知識や注視が不足していた。
（改善策）
　薬局員への報告と、併用禁忌薬の周知徹底・電子薬歴上、最
初の画面で禁忌薬の有無を確認できるよう設定を変更した。
　どのような状況下でも全薬局員が調剤内規に沿った業務を行
う意識を徹底すべく、定期的な調剤内規の読み合わせを行い、
漫然と業務に当たる事の無いように継続した注意喚起を行う。

【事例２】

○関連医薬品
オラペネム小児用細
粒10％
セレニカＲ

治療なし （事例の内容）
　てんかんでセレニカＲを服用中の患者の家族が来局した。オラ
ペネム小児用細粒10％は併用禁忌の薬剤であったが見逃して調
剤、交付した。昼に１回分服用した。その後、家族に薬剤師がおり、
併用禁忌であることに気付き電話がありわかった。処方医にも連
絡した。その２日後、中耳炎症状の悪化も無く軽快していること
を確認した。
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販売名 治療の程度 事例の内容等

（背景・要因）
　交付前に添付文書をチェックしていたが、相互作用の項目の
デパケン・バレリン・ハイセレニン等という記載を見てセレニ
カは別成分の薬剤と思い込んだ。セレニカ＝デパケンと結びつ
かなかった。
（改善策）
　薬剤の棚に禁忌のある薬剤に関しては注意喚起のシールを貼
った。店舗内の採用薬剤の中で他剤と併用禁忌のあるものをリ
ストアップした。処方医にもそのリストを渡した。

【事例３】

○関連医薬品
ロゼレム錠8mg
デプロメール錠25

不明 （事例の内容）
　ロゼレム錠8mgとデプロメール錠25が処方されていた。過去２
回、併用禁忌に気付かず調剤・交付していた。今回気付いたため、
病院に問い合わせた。ロゼレム錠が削除となった。
（背景・要因）
　未記載
（改善策）
　電子薬歴にロゼレム錠とデプロメール錠の禁忌薬剤を登録
し、処方された場合にすぐに気付けるようにした。ロゼレム錠
の棚に、併用禁忌医薬品を記載した。

ロキソニンテープの調剤時の処方せん監査間違い
（事例番号：000000033282）

事例の概要等

（事例の内容）
　ロキソニンテープ100mgを交付した。27日後に来局時、「ロキソニンはアレルギー経験があるの
で使わなかった」と患者より申告された。薬物アレルギーについては薬歴に記載していたが、テー
プまで注意が及ばす、そのまま交付した。

（背景・要因）
　薬物アレルギーのレセプトコンピュータ登録をしていたが、飲み薬のみの登録だったため、チェ
ック機能が働かなかった。

（改善策）
　レセプトコンピュータにロキソニンテープ・ゲルも禁忌に登録した。薬物アレルギーの患者は処
方変更に特に注意する。

事例のポイント

●�薬物アレルギーは生命の危険につながることがあるので、同一商品名における他剤形の有無の確
認には特に注意を払う必要がある。

⑸　添付文書上の禁忌の調剤に関する「共有すべき事例」
　本事業で提供している「共有すべき事例」１）に添付文書上の禁忌の調剤に関する事例が公表さ
れているので、改めて次に紹介する。
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⑹　実施せずに済んだ理由
　ヒヤリ・ハット事例では、件数は少ないが、何らかの仕組みや個人の知識、注意が機能して、誤
った医薬品を交付せずに済んだ理由が記載されている事例がある。図表７－３に示したように、添
付文書上の禁忌の調剤に関する事例のうち、「実施なし」の事例は２件あったが、実施せずに済ん
だ理由が記載されていた。
　その理由としては、
　・鑑査時に薬歴の表書きを確認した所、患者は緑内障の治療中である事が判明
　・鑑査者が気付き、疑義照会（詳細不明）
であった。

⑺　薬局から報告された主な改善策
　薬局から報告された主な改善策を次に整理して示す。

ア）処方追加時の確認
○新しく薬が追加になったときは、併用薬や既往歴、禁忌等必要な情報を確認する。

イ）薬歴の確認
○併用薬の確認を十分行い、薬歴表紙にも、目につくよう大きく朱書きした。
○当日の内に薬歴をチェックする。

べプリコール錠の調剤時の処方せん監査間違い
（事例番号：000000022707）

事例の概要等

（事例の内容）　
　ベプリコール錠100mgの処方に対して、併用薬のイトリゾールカプセル50を内服していることを
患者から確認した。その後、ベプリコール錠100mgの添付文書を確認し、問題なしと判断して交付
した。患者が帰った後、念のためイトリゾールカプセル50の添付文書を確認したところ、併用禁忌
の記載があった。医師に連絡したところ、医師より患者に連絡するとの返答があった。

（背景・要因）
　未記載

（改善策）
　併用薬について一方に禁忌の記載があり、もう一方に記載がないということに驚いたため、すぐ
に改善すべきと考える。

事例のポイント

●一方の薬剤の添付文書のみに、当該薬への併用禁忌の記載があった事例である。
●両剤ともに併用薬に留意する必要性がある薬剤である。
●�薬剤師として十分な知識を必要とする部分もあるが、必要であれば製薬企業においても添付文書

の記載内容等について検討していただく必要がある。
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ウ）お薬手帳の確認
○お薬手帳を確認する。

エ）コンピュータシステム
○レセプトコンピュータにロキソニンテープ・ゲルも禁忌に登録した。
○電子薬歴上、最初の画面で禁忌薬の有無を確認できるよう設定を変更した。
○�電子薬歴にロゼレム錠とデプロメール錠の禁忌薬剤を登録し、処方された場合にすぐに気付

けるようにした。

オ）交付時
○交付時に過去のアンケートは必ず見る。
○禁忌症の確認では、患者に該当なしの確認をしてもらう。

カ）業務手順
○�どのような状況下でも全薬局員が調剤内規に沿った業務を行う意識を徹底すべく、定期的な

調剤内規の読み合わせを行い、漫然と業務に当たる事の無いように継続した注意喚起を行う。

キ）注意喚起
○薬剤の棚に禁忌のある薬剤に関しては注意喚起のシールを貼った。
○カロナール錠の錠剤棚に「心不全禁忌」と赤字で書いた札を貼り付けた。

ク）情報の共有
○�適宜添付文書の変更については目を通し朝礼で確認したり、新しい情報を取り入れるシステ

ムを薬局内で構築する。
○�店舗内の採用薬剤の中で他剤と併用禁忌のあるものをリストアップした。処方医にもそのリ

ストを渡した。
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４）添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の分析

⑴　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の内容等
ⅰ　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の内容と疑義があると判断した理由

　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例について、「変更内容」と「疑義があると判断した
理由」を集計した。
　なお、参考として全てのヒヤリ・ハット事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

図表７－８　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の変更内容と疑義があると判断した理由
（単位：件）

変更内容／疑義があ
ると判断した理由

当該処方せんのみで
判断

当該処方せんと薬局
で管理している情報

で判断
左記以外で判断注 合計

薬剤変更 ６ 39 ６ 51

用法変更 ０ ０ ０ ０

用量変更 ０ ０ ０ ０

分量変更 ０ １ ０ １

薬剤削除 ４ 26 ６ 36

その他 ０ ２ １ ３

合　　計 10 68 13 91
注�「左記以外で判断」の「左記」とは、「当該処方せんのみで判断」と「当該処方せんと薬局で管理している
情報で判断」を示し、疑義照会に関する事例収集項目の「疑義があると判断した理由」の選択肢のうちの「上
記以外で判断」を集計した。

（参考）疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例の変更内容と疑義があると判断した理由
（単位：件）

変更内容／疑義があ
ると判断した理由

当該処方せんのみで
判断

当該処方せんと薬局
で管理している情報

で判断
左記以外で判断注 合計

薬剤変更 70 155 46 271

用法変更 51 18 10 79

用量変更 21 ７ ２ 30

分量変更 57 52 11 120

薬剤削除 33 142 57 232

その他 13 27 10 50

合　　計 245 401 136 782
注�「左記以外で判断」の「左記」とは、「当該処方せんのみで判断」と「当該処方せんと薬局で管理している
情報で判断」を示し、疑義照会に関する事例収集項目の「疑義があると判断した理由」の選択肢のうちの「上
記以外で判断」を集計した。

　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の変更内容としては、「薬剤変更」が51件で特に多
く、次いで「薬剤削除」が36件などであった。疑義があると判断した理由としては、「当該処方
せんと薬局で管理している情報で判断」が最も多く68件（74.7%）であり、次いで「左記以外
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で判断」が13件（14.3%）であった。
　疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例の「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」は
51.3%、「左記以外で判断」は17.4%であったことと比較すると、禁忌の疑義照会に関する事例
では「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」の割合は多く、「左記以外で判断」の割
合は同程度であった。

ⅱ�　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の変更内容と患者に生じ得た健康被害の可能性との
関係
　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の「変更内容」と「仮に変更前の処方の通りに服用
した場合の影響」を整理して次に示す。
　なお、参考として全てのヒヤリ・ハット事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

図表７－９　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の変更内容と患者に生じ得た健康被害の可能性
との関係

（単位：件）

変更内容／仮に変更前の処方
の通りに服用した場合の影響

患者に健康被害があった
と推測される

患者に健康被害が生じなかっ
たが、医師の意図した薬効が
得られなかったと推測される

合計

薬剤変更 50 １ 51

用法変更 ０ ０ ０

用量変更 ０ ０ ０

分量変更 １ ０ １

薬剤削除 36 ０ 36

その他 ３ ０ ３

合　　計 90 １ 91

（参考）疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例の変更内容と患者に生じ得た健康被害の可能性との関係
（単位：件）

変更内容／仮に変更前の処方
の通りに服用した場合の影響

患者に健康被害があった
と推測される

患者に健康被害が生じなかっ
たが、医師の意図した薬効が
得られなかったと推測される

合計

薬剤変更 188 83 271

用法変更 29 50 79

用量変更 13 17 30

分量変更 71 49 120

薬剤削除 201 31 232

その他 22 28 50

合　　計 524 258 782
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　仮に変更前の処方の通りに服用した場合の患者の健康への影響度は、「患者に健康被害があっ
たと推測される」が90件（98.9%）、「患者に健康被害が生じなかったが、医師の意図した薬効
が得られなかったと推測される」が１件（1.1%）であった。疑義照会に関するヒヤリ・ハット
事例では、それぞれ67.0%、33.0%であったことから、添付文書上の禁忌の疑義照会に関する
事例における患者の健康への影響度の内訳は、ヒヤリ・ハット事例のそれと比較して影響度が高
かった。

⑵　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例で報告された医薬品と添付文書上の禁忌記載事項
①　添付文書上の禁忌の疑義照会の事例において報告された医薬品と禁忌理由

　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例は91件であり、１事例に複数の医薬品や禁忌内
容が入力される場合があるため、医薬品の報告回数は97回であった。そのうち、禁忌の疾患
や病態に対して処方された医薬品の報告回数は84回であり、併用禁忌の医薬品が処方された
医薬品の報告回数は13回であった。
　そこで、医薬品が禁忌の疾患や病態に対して処方された事例について、変更内容別に処方さ
れた医薬品と変更になった医薬品の組み合わせ、添付文書上の禁忌、原則禁忌の疾患や病態及
び医薬品名等の記載内容や主な薬効を整理して示す。

図表７－10　禁忌疾患の疑義照会に関する事例の変更内容及び報告された医薬品及び添付文書に記載さ
れている禁忌の疾患や病態

変更
内容

報告された
医薬品 主な薬効 報告された

疾患、病態
添付文書【禁忌】

【原則禁忌】記載内容
変更になった
医薬品 主な薬効 報告

回数

薬剤
変更

PL配 合 顆
粒

総合感冒
剤

緑内障
緑内障の患者［本剤中のプロメタジンメチレ
ンジサリチル酸塩は抗コリン作用を有し，緑
内障を悪化させるおそれがある。］

ツムラ葛根湯
エ キ ス 顆 粒

（医療用）
漢方製剤 ２

　 ア レ グ ラ 錠
60mg

その他の
アレルギ
ー用薬

１

　
キ ョ ー リ ン
AP2配 合 顆
粒

解熱鎮痛
消炎剤 １

　
前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者［本剤中のプロメタジンメチレンジサリチ
ル酸塩は抗コリン作用を有し，排尿困難を悪
化させるおそれがある。］

ツムラ葛根湯
エ キ ス 顆 粒

（医療用）
漢方製剤 ２

　
ツムラ小青竜
湯エキス顆粒

（医療用）
漢方製剤 １

　
ナロンエ
ースにて
薬疹歴あ
り

本剤の成分，サリチル酸製剤（アスピリン等），
フェノチアジン系化合物又はその類似化合物
に対し過敏症の既往歴のある患者

カロナール錠
200

解熱鎮痛
消炎剤 １

　 十二指腸
潰瘍

消化性潰瘍のある患者［本剤中のサリチルア
ミドは消化性潰瘍を悪化させるおそれがあ
る。］

ツムラ小青竜
湯エキス顆粒

（医療用）
漢方製剤 １

　
アクディー
ムカプセル
90mg

酵素製剤 卵白アレ
ルギー

卵白アレルギーのある患者［本剤の成分は卵
白由来の蛋白質で，卵白アレルギーを有する
患者においてアナフィラキシー・ショックを
含む過敏症状の報告がある。］

エ ン ピ ナ ー
ス・ Ｐ 錠
18000

酵素製剤 １

　 ウテメリン
錠5mg

その他の
泌尿生殖
器官及び
肛門用薬

妊娠 妊娠16週未満の妊婦 ダ ク チ ル 錠
50mg 鎮けい剤 １
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変更
内容

報告された
医薬品 主な薬効 報告された

疾患、病態
添付文書【禁忌】

【原則禁忌】記載内容
変更になった
医薬品 主な薬効 報告

回数

　 エンテロノ
ン－Ｒ散

止 し ゃ
剤，整腸
剤

牛乳アレ
ルギー

牛乳に対してアレルギーのある患者［アナフ
ィラキシー様症状を起こすことがある。］ レベニン散

止 し ゃ
剤，整腸
剤

１

　
ガバペン錠
200mg

（ハイリスク薬）

抗てんか
ん剤

ガバペン
にて薬疹
歴あり

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
リボトリール
錠0.5mg

（ハイリスク薬）

抗てんか
ん剤 １

　 カフコデＮ
配合錠 鎮咳剤 緑内障

緑内障の患者［抗コリン作用により房水流出
路が狭くなり、眼圧が上昇し、緑内障を悪化
させるおそれがある。］

フスタゾール
糖衣錠10mg 鎮咳剤 １

　
クラリスロ
マイシン錠
2 0 0 m g

「サワイ」

主として
グラム陽
性菌，マ
イコプラ
ズマに作
用するも
の

ジスロマ
ック錠に
て薬疹歴
あり

本剤に対して過敏症の既往歴のある患者 クラビット錠
500mg

合成抗菌
剤 １

　
クラリスロ
マイシン錠
50小 児 用

「MEEK」

主として
グラム陽
性菌，マ
イコプラ
ズマに作
用するも
の

クラリス
錠にて薬
疹歴あり

本剤に対して過敏症の既往歴のある患者 フロモックス
錠75mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

　
コリオパン
カ プ セ ル
5mg

鎮けい剤 緑内障 緑内障の患者〔眼圧を上昇させるおそれがあ
る。〕

カロナール錠
200

解熱鎮痛
消炎剤 １

　 ザラカム配
合点眼液 眼科用剤 気管支喘

息

気管支喘息、又はその既往歴のある患者、気
管支痙攣、重篤な慢性閉塞性肺疾患のある患
者［β遮断による気管支平滑筋収縮作用によ
り、喘息発作の誘発・増悪がみられるおそれ
がある。］

アイファガン
点眼液0.1％
キサラタン点
眼液0.005％

眼科用剤
眼科用剤 １

　 シークナロ
ン錠3mg

抗ヒスタ
ミン剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者〔抗コリン作用により排尿困難等を起こす
ことがある。〕

アタラックス
錠10mg

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤 １

　
スピリーバ
2.5μ ｇ レ
スピマット
60吸入

気管支拡
張剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等による排尿障害のある患者［更
に尿を出にくくすることがある。］

アドエア250
デ ィ ス カ ス
60吸入用

その他の
呼吸器官
用薬

１

　
セフゾン細
粒 小 児 用
10％

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

セフゾン
にて薬疹
歴あり

本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対し、
過敏症の既往歴のある患者（原則禁忌）

セフカペンピ
ボキシル塩酸
塩水和物

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

　
セレスタミ
ン配合錠

（ハイリスク薬）

副腎ホル
モン剤 緑内障 緑内障の患者［眼内圧の上昇により、緑内障

が増悪することがある。］
ザ イ ザ ル 錠
5mg

その他の
アレルギ
ー用薬

１

　
セロクエル
25mg錠

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤 糖尿病 糖尿病の患者、糖尿病の既往歴のある患者

リスパダール
錠1mg

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤 １

　 トーワチー
ム配合顆粒

総合感冒
剤 緑内障

緑内障の患者［本剤中のプロメタジンメチレ
ンジサリチル酸塩は抗コリン作用を有し、緑
内障を悪化させるおそれがある。］

ツムラ小青竜
湯エキス顆粒

（医療用）
漢方製剤 １

　 トラベルミ
ン配合錠 鎮暈剤 前立腺肥

大
前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者〔抗コリン作用により、排尿困難、尿閉等
があらわれるおそれがある。〕

プリンペラン
錠５

その他の
消化器官
用薬

１

　 ナウゼリン
OD錠10

その他の
消化器官
用薬

妊婦 妊婦又は妊娠している可能性のある婦人 プリンペラン
錠５

その他の
消化器官
用薬

１
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変更
内容

報告された
医薬品 主な薬効 報告された

疾患、病態
添付文書【禁忌】

【原則禁忌】記載内容
変更になった
医薬品 主な薬効 報告

回数

　 ノイチーム
錠90mg 酵素製剤 卵白アレ

ルギー　

卵白アレルギーのある患者〔本剤の成分は卵
白由来の蛋白質で、卵白アレルギーを有する
患者においてアナフィラキシー・ショックを
含む過敏症状の報告がある。〕

エンピナー
ス・Ｐ錠
18000

酵素製剤 １

　
パセトシン
カ プ セ ル
250

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

ペニシリ
ン系抗生
物質にて
薬疹歴あ
り

本剤の成分又はペニシリン系抗生物質に対し
過敏症の既往歴のある患者（原則禁忌）

メイアクト
MS錠
100mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

　

ピーエイ配
合錠

総合感冒
剤

緑内障
緑内障の患者〔本剤中のプロメタジンメチレ
ンジサリチル酸塩は抗コリン作用を有し，緑
内障を悪化させるおそれがある。〕

エバスチン錠
10mg「サワ
イ」

その他の
アレルギ
ー用薬

１

　 カロナール錠
200

解熱鎮痛
消炎剤 １

　
アスピリ
ンにて薬
疹歴あり 本剤の成分，サリチル酸製剤（アスピリン等），

フェノチアジン系化合物又はその類似化合物
に対し過敏症の既往歴のある患者

カロナール錠
200

解熱鎮痛
消炎剤 １

　
バファリ
ンにて薬
疹歴あり

ポララミン錠
2mg

抗ヒスタ
ミン剤 １

　
フスコデ配
合錠 鎮咳剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者〔症状を悪化させるおそれがある。〕

メ ジ コ ン 錠
15mg 鎮咳剤 １

　 緑内障 緑内障の患者〔症状を悪化させるおそれがあ
る。〕

フスタゾール
糖衣錠10mg 鎮咳剤 １

　 フスコデ配
合シロップ 鎮咳剤 緑内障 緑内障の患者〔症状を悪化させるおそれがあ

る。〕
濃厚ブロチン
コデイン配合
シロップ

鎮咳去た
ん剤 １

　
プラザキサ
カ プ セ ル
75mg

（ハイリスク薬）

血液凝固
阻止剤

腎機能低
下

透析患者を含む高度の腎障害（クレアチニン
クリアランス30mL／min未満）のある患者

［本剤は主に腎臓を介して排泄されるため、
血中濃度が上昇し出血の危険性が増大するお
それがある。］

アンプラーグ
錠100mg

その他の
血液・体
液用薬

１

　
フロモック
ス錠
100mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

セフェム
系抗生物
質にて薬
疹歴あり

本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対し過
敏症の既往歴のある患者（原則禁忌）

クラビット錠
500mg

合成抗菌
剤 １

　 ベサコリン
散５％

自律神経
剤 てんかん てんかんのある患者〔てんかん発作を起こす

おそれがある。〕
エブランチル
カ プ セ ル
15mg

血圧降下
剤 １

　 ポララミン
錠2mg

抗ヒスタ
ミン剤 緑内障 緑内障の患者［抗コリン作用により眼内圧が

上昇し，緑内障が増悪することがある。］
ザ イ ザ ル 錠
5mg

その他の
アレルギ
ー用薬

１

　 メジコン散
10％ 鎮咳剤 乳糖にア

レルギー 添加物の乳糖にアレルギーあり
メプチンドラ
イ シ ロ ッ プ
0.005％

気管支拡
張剤 １

　
レボフロキ
サ シ ン 錠
1 0 0 m g

「サワイ」

合成抗菌
剤

クラビッ
ト錠にて
薬疹歴あ
り

本剤の成分又はオフロキサシンに対し過敏症
の既往歴のある患者

セフジトレン
ピボキシル細
粒 小 児 用10
％「トーワ」

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

　 ロキソニン
錠60mg

解熱鎮痛
消炎剤

ロキソニ
ンにて薬
疹歴あり

本剤の成分に過敏症の既往歴のある患者 ロ ル カ ム 錠
4mg

解熱鎮痛
消炎剤 １

　 ロ ブ 錠
60mg

解熱鎮痛
消炎剤

十二指腸
潰瘍

消化性潰瘍のある患者〔プロスタグランジン
生合成抑制により、胃の血流量が減少し消化
性潰瘍が悪化することがある。〕

トスキサシン
錠150mg
コバルノン

合成抗菌
剤 １
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変更
内容

報告された
医薬品 主な薬効 報告された

疾患、病態
添付文書【禁忌】

【原則禁忌】記載内容
変更になった
医薬品 主な薬効 報告

回数

　 ワイドシリ
ン細粒200

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

薬疹 ペニシリン系抗生物質に対し過敏症の既往歴
のある患者（原則禁忌）

ケフラール細
粒 小 児 用
100mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

分量
変更

プラザキサ
カ プ セ ル
110mg

（ハイリスク薬）

血液凝固
阻止剤

腎機能低
下

透析患者を含む高度の腎障害（クレアチニン
クリアランス30mL／min未満）のある患者

［本剤は主に腎臓を介して排泄されるため、
血中濃度が上昇し出血の危険性が増大するお
それがある。］

　
　
　
　

　
　
　

１

薬剤
削除

PL配 合 顆
粒

総合感冒
剤

緑内障
緑内障の患者［本剤中のプロメタジンメチレ
ンジサリチル酸塩は抗コリン作用を有し，緑
内障を悪化させるおそれがある。］

３

　
PL配合顆
粒にて薬
疹歴あり

本剤の成分，サリチル酸製剤（アスピリン等），
フェノチアジン系化合物又はその類似化合物
に対し過敏症の既往歴のある患者

１

　
アクディー
ムカプセル
90mg

酵素製剤 卵白アレ
ルギー

卵白アレルギーのある患者［本剤の成分は卵
白由来の蛋白質で，卵白アレルギーを有する
患者においてアナフィラキシー・ショックを
含む過敏症状の報告がある。］

１

　
アクディー
ム 細 粒10
％

酵素製剤 卵白アレ
ルギー

卵白アレルギーのある患者［本剤の成分は卵
白由来の蛋白質で，卵白アレルギーを有する
患者においてアナフィラキシー・ショックを
含む過敏症状の報告がある。］

１

　
アクトス錠
30

（ハイリスク薬）

糖尿病用
剤

腎機能低
下 重篤な腎機能障害のある患者 １

　
アスベリン
ドライシロ
ップ２％

鎮咳去た
ん剤

禁忌カー
ド（詳細
不明）

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 １

　 イリナトロ
ン錠25mg

解熱鎮痛
消炎剤

ボルタレ
ン服用時
に薬疹

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 １

　
エバスチン
OD錠
10mg「タ
イヨー」

その他の
アレルギ
ー用薬

以前エバ
ス チ ン
OD錠 に
て薬疹の
疑いあり

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 １

　 オラセフ錠
250mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

ダラシン
他抗生物
質にて薬
疹歴あり

本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対し過
敏症の既往歴のある患者（原則禁忌） １

　
カルボシス
テイン錠
500mg

「タイヨー」
去たん剤

以前カル
ボシステ
イン錠に
て薬疹の
疑いあり

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 １

　 サラザック
配合顆粒

総合感冒
剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者［本剤中のプロメタジンメチレンジサリチ
ル酸塩は抗コリン作用を有し、排尿困難を悪
化させるおそれがある］

２

　 シークナロ
ン錠3mg

抗ヒスタ
ミン剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者〔抗コリン作用により排尿困難等を起こす
ことがある。〕

１

　 ジヒデルゴ
ット錠1mg

血管収縮
剤 妊娠 妊婦又は妊娠している可能性のある婦人 １
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変更
内容

報告された
医薬品 主な薬効 報告された

疾患、病態
添付文書【禁忌】

【原則禁忌】記載内容
変更になった
医薬品 主な薬効 報告

回数

　
セフゾンカ
プセル
100mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

セフェム
系抗生物
質にて薬
疹歴あり

本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対し、
過敏症の既往歴のある患者（原則禁忌） １

　 セレスタミ
ン配合錠

（ハイリスク薬）

副腎ホル
モン剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者［抗コリン作用により排尿困難、尿閉等が
あらわれ、症状が増悪することがある。］

１

　 緑内障 緑内障の患者［眼内圧の上昇により、緑内障
が増悪することがある。］ １

　 タンナルビ
ン「ホエイ」

止しゃ剤，
整腸剤

牛乳アレ
ルギー

牛乳アレルギーのある患者〔ショックまたは
アナフィラキシー様症状を起こすことがあ
る。〕

１

　

トーワチー
ム配合顆粒

総合感冒
剤

緑内障
緑内障の患者［本剤中のプロメタジンメチレ
ンジサリチル酸塩は抗コリン作用を有し、緑
内障を悪化させるおそれがある。］

３

　 前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者［本剤中のプロメタジンメチレンジサリチ
ル酸塩は抗コリン作用を有し、排尿困難を悪
化させるおそれがある。］

１

　 トラムセッ
ト配合錠

解熱鎮痛
消炎剤

消化性潰
瘍

消化性潰瘍のある患者［症状が悪化するおそ
れがある。］ １

　 ナウゼリン
錠10

その他の
消化器官
用薬

妊娠 妊婦又は妊娠している可能性のある婦人 １

　 ニフラン錠
75mg

解熱鎮痛
消炎剤

腎機能低
下

重篤な腎障害のある患者〔腎血流量減少や腎
での水及びNa再吸収増加を引き起こし，腎
機能を低下させるおそれがある。〕

１

　
ネオマレル
ミンTR錠
6mg

抗ヒスタ
ミン剤 緑内障 緑内障の患者［抗コリン作用により眼内圧が

上昇し、緑内障が増悪することがある］ １

　 ノイチーム
錠90mg 酵素製剤 卵白アレ

ルギー

卵白アレルギーのある患者〔本剤の成分は卵
白由来の蛋白質で、卵白アレルギーを有する
患者においてアナフィラキシー・ショックを
含む過敏症状の報告がある。〕

１

　 ピーエイ配
合錠

総合感冒
剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者〔本剤中のプロメタジンメチレンジサリチ
ル酸塩は抗コリン作用を有し，排尿困難を悪
化させるおそれがある。〕

１

　 フスコデ配
合錠 鎮咳剤 緑内障 緑内障の患者〔症状を悪化させるおそれがあ

る。〕 １

　

ブチルスコ
ポラミン臭
化物錠
10mg

「YD」

鎮けい剤 緑内障 緑内障の患者[眼内圧を高め、症状を悪化さ
せることがある。] １

　
ペリアクチ
ン散１％

抗ヒスタ
ミン剤

喘息
気管支喘息の急性発作時の患者［抗コリン作
用により，喀痰の粘稠化・去痰困難を起こす
ことがあり，喘息を悪化させるおそれがあ
る。］

１

　 前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者［抗コリン作用により尿閉を悪化させるお
それがある。］

１

　 ポララミン
散１％

抗ヒスタ
ミン剤 緑内障 緑内障の患者［抗コリン作用により眼内圧が

上昇し，緑内障が増悪することがある。］ １

　 ユリノーム
錠50mg

痛風治療
剤 肝不全 肝障害のある患者〔肝障害を悪化させること

がある。〕 　１

　 ロキソニン
錠60mg

解熱鎮痛
消炎剤 胃潰瘍

消化性潰瘍のある患者［プロスタグランジン
生合成抑制により、胃の血流量が減少し消化
性潰瘍が悪化することがある。］

１
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変更
内容

報告された
医薬品 主な薬効 報告された

疾患、病態
添付文書【禁忌】

【原則禁忌】記載内容
変更になった
医薬品 主な薬効 報告

回数

その
他

フスコデ配
合錠 鎮咳剤 前立腺肥

大
前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者〔症状を悪化させるおそれがある。〕 １

ロキソプロ
フェンナト
リウム細粒
10 ％「 日
医工」

解熱鎮痛
消炎剤

十二指腸
潰瘍

消化性潰瘍のある患者［プロスタグランジン
生合成抑制により，胃の血流量が減少し消化
性潰瘍が悪化することがある。］

１

　「薬剤変更」の事例では、PL配合顆粒（総合感冒剤）の報告回数が９回と最も多かった。緑
内障によりツムラ葛根湯エキス顆粒（漢方製剤）などに、前立腺肥大によりツムラ葛根湯エキ
ス顆粒（漢方製剤）などに、過敏症の既往歴によりカロナール錠200（解熱鎮痛消炎剤）に、
十二指腸潰瘍によりツムラ小青竜湯エキス顆粒（漢方製剤）に「薬剤変更」となった事例など
が報告された。
　「分量変更」の事例では、プラザキサカプセル110mg（血液凝固阻止剤）のみ報告があり、
報告回数は１回であった。腎機能低下により「分量変更」となった事例が報告された。
　「薬剤削除」の事例では、PL配合顆粒（総合感冒剤）及びトーワチーム配合顆粒（総合感冒剤）
の報告回数が４回と最も多かった。PL配合顆粒では緑内障や過敏症により、トーワチーム配
合顆粒では緑内障や前立腺肥大により「薬剤削除」となった事例が報告された。

　次に、添付文書に記載されている併用禁忌医薬品が処方された事例について、変更内容別に
処方された医薬品と変更になった医薬品の組み合わせ、添付文書上の併用禁忌医薬品の記載内
容や主な薬効を整理して示す。

図表７－11　禁忌疾患の疑義照会に関する事例の変更内容及び報告された医薬品及び添付文書に記載さ
れている併用禁忌医薬品

変更
内容

報告された医薬品 併用禁忌医薬品 添付文書【禁忌】
【原則禁忌】記載内容

変更になっ
た医薬品

主な
薬効

報告
回数販売名 主な薬効 販売名 主な薬効

薬剤
変更

アベロック
ス錠
400mg

合成抗菌
剤

シベノール
（ハイリスク薬）

不整脈用
剤

クラスⅠＡ（キニジン、プロカイ
ンアミド等）又はクラスⅢ（アミ
オダロン、ソタロール等）の抗不
整脈薬を投与中の患者

フロモッ
クス

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

オラペネム
小児用細粒
10％

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

併用禁忌の
薬剤（詳細
不明）

不明
バルプロ酸ナトリウムを投与中の
患者［てんかんの発作が再発する
おそれがある。］

クラバモ
ックス小
児用配合
ドライシ
ロップ

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

クラリシッ
ド錠50mg
小児用

主として
グラム陽
性菌、マ
イコプラ
ズマに作
用するも
の

オーラップ
（ハイリスク薬）

精神神経
用剤

ピモジド、エルゴタミン含有製剤、
タダラフィル［アドシルカ］を投
与中の患者

フロモッ
クス錠
75mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

クラリスロ
マイシン錠
2 0 0 m g

「サワイ」

主として
グラム陽
性菌、マ
イコプラ
ズマに作
用するも
の

クリアミン
配合錠
A1.0

解熱鎮痛
消炎剤

ピモジド、エルゴタミン含有製剤、
タダラフィル（アドシルカ）を投
与中の患者

バナン錠
100mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１
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変更
内容

報告された医薬品 併用禁忌医薬品 添付文書【禁忌】
【原則禁忌】記載内容

変更になっ
た医薬品

主な
薬効

報告
回数販売名 主な薬効 販売名 主な薬効

シプロキサ
ン錠
200mg

合成抗菌
剤

テルネリン
錠1mg 鎮けい剤 チザニジン塩酸塩を投与中の患者

セフゾン
カプセル
100mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

ツムラ葛根
湯エキス顆
粒（医療用）

漢方製剤
ストメリン
Ｄエアロゾ
ル

気管支拡
張剤

併用薬のストメリンＤエアロゾル
に「カテコールアミン製剤（アド
レナリン等）、エフェドリン塩酸塩、
メチルエフェドリン塩酸塩を投与
中の患者」と記載あり

ピーエイ
配合錠

総合感冒
剤 １

ベザフィブ
ラートSR
錠200mg

「サワイ」

高脂血症
用剤

メバトルテ
錠５

高脂血症
用剤

腎機能に関する臨床検査値に異常
が認められる患者に、本剤とHMG
－CoAA還元酵素阻害薬を併用す
る場合には、治療上やむを得ない
と判断される場合にのみ併用する
こと。〔横紋筋融解症があらわれや
すい〕

ベンザリ
ン錠５

催眠鎮静
剤、抗不
安剤

１

　 レザルタス
配合錠HD

血圧降下
剤

イトラコナ
ゾール

その他の
化学療法
剤

アゾール系抗真菌剤（イトラコナ
ゾール、ミコナゾール等）、HIVプ
ロテアーゼ阻害剤（リトナビル、
サキナビル、インジナビル等）、コ
ビシスタットを含有する製剤を投
与中の患者

アテレッ
ク錠10

血圧降下
剤 １

ロゼレム錠
8mg

その他の
中枢神経
系用薬

デプロメー
ル

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤

フルボキサミンマレイン酸塩を投
与中の患者

ゾルピデ
ム酒石酸
塩OD錠
5mg

「KN」

催眠鎮静
剤、抗不
安剤

１

薬剤
削除

アスパラカ
リウム錠
300mg

無機質製
剤

セ ラ ラ 錠
25mg

血圧降下
剤 エプレレノンを投与中の患者 １

クラリス錠
200

主として
グラム陽
性菌、マ
イコプラ
ズマに作
用するも
の

ジヒデルゴ
ット錠
1mg

血管収縮
剤

エルゴタミン含有製剤を投与中の
患者 １

ジヒデルゴ
ット錠
1mg

血管収縮
剤 クラリス

主として
グラム陽
性菌、マ
イコプラ
ズマに作
用するも
の

HIVプロテアーゼ阻害剤（リトナビ
ル、ネルフィナビル、ホスアンプ
レナビル、インジナビル、アタザ
ナビル、サキナビル、ダルナビル）、
エファビレンツ、デラビルジン、マ
クロライド系抗生物質（エリスロ
マイシン、ジョサマイシン、クラ
リスロマイシン、ミデカマイシン、
ロキシスロマイシン）、アゾール系
抗真菌薬（イトラコナゾール、ミ
コナゾール、フルコナゾール、ホ
スフルコナゾール、ボリコナゾー
ル）、テラプレビル、５－HT1B／
1D受容体作動薬（スマトリプタン、
ゾルミトリプタン、エレトリプタ
ン、リザトリプタン、ナラトリプ
タン）、麦角アルカロイド（エルゴ
タミン、エルゴメトリン、メチル
エルゴメトリン）を投与中の患者

１

その
他

ルボックス
錠25

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤 テルネリン 鎮けい剤 ピモジド、チザニジン塩酸塩、ラ

メルテオンを投与中の患者 １
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　添付文書に記載されている併用禁忌医薬品が処方された事例について、変更内容及び報告さ
れた医薬品及び添付文書に記載されている禁忌や原則禁忌医薬品の組み合わせを見ると、全て
の組み合わせが１回ずつであり、特に多いものはなかった。

②　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例のハイリスク薬
　355ページの図表７－10、360ページの図表７－11に示す医薬品のうち、ハイリスク薬を
抽出した結果を次に示す。

図表７－12　禁忌疾患の疑義照会に関する事例で報告されたハイリスク薬及び添付文書に記載されてい
る禁忌の疾患や病態

変更
内容

報告された
医薬品 主な薬効 禁忌の疾

患、病態
添付文書【禁忌】

【原則禁忌】記載内容
変更になった
医薬品 主な薬効 報告

回数

薬剤
変更

ガバペン錠
200mg

（ハイリスク薬）

抗てんか
ん剤

ガバペン
にて薬疹
歴あり

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
リボトリール
錠0.5mg

（ハイリスク薬）

抗てんか
ん剤 １

　 シークナロ
ン錠3mg

抗ヒスタ
ミン剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者〔抗コリン作用により排尿困難等を起こす
ことがある。〕

アタラックス
錠10mg

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤 １

　
セレスタミ
ン配合錠

（ハイリスク薬）

副腎ホル
モン剤 緑内障 緑内障の患者［眼内圧の上昇により、緑内障

が増悪することがある。］
ザ イ ザ ル 錠
5mg

その他の
アレルギ
ー用薬

１

　
セロクエル
25mg錠

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤 糖尿病 糖尿病の患者、糖尿病の既往歴のある患者

リスパダール
錠1mg

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤 １

　

プラザキサ
カ プ セ ル
75mg

（ハイリスク薬）

血液凝固
阻止剤

腎機能低
下

透析患者を含む高度の腎障害（クレアチニン
クリアランス30mL／min未満）のある患者

［本剤は主に腎臓を介して排泄されるため、
血中濃度が上昇し出血の危険性が増大するお
それがある。］

アンプラーグ
錠100mg

その他の
血液・体
液用薬

１

分量
変更

プラザキサ
カ プ セ ル
110mg

（ハイリスク薬）

血液凝固
阻止剤

腎機能低
下

透析患者を含む高度の腎障害（クレアチニン
クリアランス30mL/min未満）のある患者

［本剤は主に腎臓を介して排泄されるため、
血中濃度が上昇し出血の危険性が増大するお
それがある。］

　
　
　
　

　
　
　
　

１

薬剤
削除

アクトス錠
30

（ハイリスク薬）

糖尿病用
剤

腎機能低
下 重篤な腎機能障害のある患者 １

　 セレスタミ
ン配合錠

（ハイリスク薬）

副腎ホル
モン剤

前立腺肥
大

前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患
者［抗コリン作用により排尿困難、尿閉等が
あらわれ、症状が増悪することがある。］

１

　 緑内障 緑内障の患者［眼内圧の上昇により、緑内障
が増悪することがある。］ １

　複数回報告されたのは「薬剤削除」の事例における、セレスタミン配合錠のみで、報告回数
は２回であった。また、その他の報告回数は各１回ずつであり、特に多い組み合わせはなかっ
た。
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図表７－13　禁忌疾患の疑義照会に関する事例で報告されたハイリスク薬及び添付文書に記載されてい
る併用禁忌医薬品

変更
内容

報告された医薬品 併用禁忌医薬品 添付文書【禁忌】
【原則禁忌】記載内容

変更になっ
た医薬品

主な
薬効

報告
回数販売名 主な薬効 販売名 主な薬効

薬剤
変更

アベロック
ス錠
400mg

合成抗菌
剤

シベノール
（ハイリスク薬）

不整脈用
剤

クラスⅠＡ（キニジン、プロカイ
ンアミド等）又はクラスⅢ（アミ
オダロン、ソタロール等）の抗不
整脈薬を投与中の患者

フロモッ
クス

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

クラリシッ
ド錠50mg
小児用

主として
グラム陽
性菌、マ
イコプラ
ズマに作
用するも
の

オーラップ
（ハイリスク薬）

精神神経
用剤

ピモジド、エルゴタミン含有製剤、
タダラフィル［アドシルカ］を投
与中の患者

フロモッ
ク ス 錠
75mg

主として
グラム陽
性・陰性
菌に作用
するもの

１

ロゼレム錠
8mg

その他の
中枢神経
系用薬

デプロメー
ル

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤

フルボキサミンマレイン酸塩を投
与中の患者

ゾルピデ
ム酒石酸
塩OD錠
5mg

「KN」

催眠鎮静
剤、抗不
安剤

１

その
他

ルボックス
錠25

（ハイリスク薬）

精神神経
用剤 テルネリン 鎮けい剤 ピモジド、チザニジン塩酸塩、ラ

メルテオンを投与中の患者 １

　「薬剤変更」の事例において「併用禁忌医薬品」では「不整脈用剤」が１回、「精神神経用剤」
が２回、「その他」の事例において「報告された医薬品」では「精神神経用剤」が１回、報告
があった。

③　添付文書上の禁忌の薬剤が処方された患者の疾患や症状および医薬品名など
　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例で、医薬品添付文書上【禁忌】や【原則禁忌】と
記載されている疾患や病態を分類し、禁忌医薬品と疑義照会の変更内容を整理して次に示す。
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図表７－14　禁忌の疑義照会の事例で報告された患者の疾患や病態と禁忌医薬品

報告された
疾患、病態 処方された禁忌医薬品 変更内容 変更になった医薬品 報告回数

緑内障

PL配合顆粒

薬剤変更 ツムラ葛根湯エキス細粒（医療
用） ２ 24

薬剤変更 アレグラ錠60mg １

薬剤変更 キョーリンAP2配合顆粒 １

薬剤削除 ３

カフコデＮ配合錠 薬剤変更 フスタゾール糖衣錠10mg １

コ リ オ パ ン カ プ セ ル
5mg 薬剤変更 カロナール錠200 １

セレスタミン配合錠
薬剤変更 ザイザル錠5mg １

薬剤削除 １

トーワチーム配合顆粒
薬剤変更 ツムラ小青竜湯エキス顆粒（医

療用） １

薬剤削除 ３

ネ オ マ レ ル ミ ンTR錠
6mg 薬剤削除 １

ピーエイ配合錠
薬剤変更 エバスチン錠10mg「サワイ」 １

薬剤変更 カロナール錠200 １

フスコデ配合錠
薬剤変更 フスタゾール糖衣錠10mg １

薬剤削除 １

フスコデ配合シロップ 薬剤変更 濃厚ブロチンコデイン配合シロ
ップ １

ブチルスコポラミン臭化
物錠10mg「YD」 薬剤削除 １

ポララミン錠2mg 薬剤変更 ザイザル錠5mg １

ポララミン散１％ 薬剤削除 １

過敏症の
既往歴 PL配合顆粒

薬剤変更 カロナール錠200 １ 20

薬剤削除 １

アスベリンドライシロッ
プ２％ 薬剤削除 １

イリナトロン錠25mg 薬剤削除 １

エバスチンOD錠10mg
「タイヨー」 薬剤削除 １

オラセフ錠250mg 薬剤削除 １
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報告された
疾患、病態 処方された禁忌医薬品 変更内容 変更になった医薬品 報告回数

ガバペン錠200mg 薬剤変更 リボトリール錠0.5mg １

カ ル ボ シ ス テ イ ン 錠
500mg「タイヨー」 薬剤削除 １

クラリスロマイシン錠
200mg「サワイ」 薬剤変更 クラビット錠500mg １

クラリスロマイシン錠
50小児用「MEEK」 薬剤変更 フロモックス錠75mg １

セ フ ゾ ン カ プ セ ル
100mg 薬剤削除 １

セフゾン細粒小児用10
％ 薬剤変更 セフカペンピボキシル塩酸塩水

和物 １

パセトシンカプセル250 薬剤変更 メイアクトMS錠100mg １

ピーエイ配合錠
薬剤変更 カロナール錠200 １

薬剤変更 ポララミン錠2mg １

フロモックス錠75mg 薬剤変更 クラビット錠500mg １

メジコン散10％ 薬剤変更 メプチンドライシロップ0.005
％ １

レ ボ フ ロ キ サ シ ン 錠
100mg「サワイ」 薬剤変更 セフカペンピボキシル塩酸塩細

粒小児用10％「トーワ」 １

ロキソニン錠60mg 薬剤変更 ロルカム錠4mg １

ワイドシリン細粒200 薬剤変更 ケフラール細粒小児用100mg １

前立腺肥大
PL配合顆粒

薬剤変更 ツムラ葛根湯エキス細粒（医療
用） ２ 15

薬剤変更 ツムラ小青竜湯エキス顆粒（医
療用） １

サラザック配合顆粒 薬剤削除 ２

シークナロン錠3mg
薬剤変更 アタラックス錠10mg １

薬剤削除 １

セレスタミン配合錠 薬剤削除 １

トーワチーム配合顆粒 薬剤削除 １

トラベルミン配合錠 薬剤変更 プリンペラン錠５ １

ピーエイ配合錠 薬剤削除 １

フスコデ配合錠
薬剤変更 メジコン錠15mg １

その他 １

ペリアクチン散１％ 薬剤削除 １
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報告された
疾患、病態 処方された禁忌医薬品 変更内容 変更になった医薬品 報告回数

スピリーバ2.5μｇレス
ピマット60吸入 薬剤変更 アドエア250ディスカス60吸

入用 １

消化性潰瘍 PL配合顆粒 薬剤変更 ツムラ小青竜湯エキス顆粒（医
療用） １ ５

トラムセット配合錠 薬剤削除 １

ロキソニン錠60mg 薬剤削除 １

ロキソプロフェンナトリ
ウム細粒10％「日医工」 その他 １

ロブ錠60mg 薬剤変更 トスキサシン錠150mg
コバルノン 1

卵白アレル
ギー

アクディームカプセル
90mg

薬剤変更 エンピナース・Ｐ錠18000 １ ５

薬剤削除 １

アクディーム細粒10％ 薬剤削除 １

ノイチーム錠90mg
薬剤変更 エンピナース・Ｐ錠18000 １

薬剤削除 １

腎機能低下 アクトス錠30 薬剤削除 １ ４

ニフラン錠75mg 薬剤削除 １

プ ラ ザ キ サ カ プ セ ル
75mg 薬剤変更 アンプラーグ錠100mg １

プ ラ ザ キ サ カ プ セ ル
110mg 分量変更 １

妊娠 ウテメリン錠5mg 薬剤変更 ダクチル錠50mg １ ４

ジヒデルゴット錠1mg 薬剤削除 １

ナウゼリン錠10 薬剤削除 １

ナウゼリンOD錠10 薬剤変更 プリンペラン錠５ １

気管支喘息 ザラカム配合点眼液 薬剤変更 アイファガン点眼液0.1％
キサラタン点眼液0.005％ 1 2

ペリアクチン散１％ 薬剤削除 １

牛乳アレル
ギー エンテロノン-Ｒ散 薬剤変更 レベニン散 １ ２

タンナルビン「ホエイ」 薬剤削除 １

肝不全 ユリノーム錠50mg 薬剤削除 １ １

てんかん ベサコリン散５％ 薬剤変更 エブランチルカプセル15mg １ １

糖尿病 セロクエル25mg錠 薬剤変更 リスパダール錠1mg １ １
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　報告された疾患、病態を見ると、「緑内障の患者」の回数が24回と最も多く、次いで「過敏
症の既往歴のある患者」の回数が20回、「前立腺肥大の患者」の回数が15回、「消化性潰瘍の
患者」と「卵白アレルギー」の回数が各５回ずつなどであった。

⑶　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の紹介
　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の内容等を、変更内容、処方された医薬品、変更にな
った医薬品と併せて紹介する。

ア）禁忌の疾患や病態に対して医薬品が処方された事例
販売名 事例の内容等

○十二指腸潰瘍

【事例１】その他

○処方された医薬品
ロキソプロフェンナト
リウム細粒10％「日医
工」

（事例の内容）
　内科でロキソプロフェンナトリウム細粒10％「日医工」を処方された患
者より、「消化器科で十二指腸潰瘍と診断され、ガスター錠を服用中です。」
と申告があった。患者は処方した内科医にも申告済みとのことだが、禁忌
薬であり疑義照会を行った。内科処方医より「ガスター錠を服用中なので
大丈夫、そのまま処方して下さい。」と回答があった。患者へその旨を伝え
たところ「消化器科の医師に自分で服用の可否を確認します。」と話された
ので、そのまま調剤した。

（背景・要因）
　医師の判断であり、患者の対応が安全上良い方法と思えた。

（改善策）
　未記載

○腎機能低下

【事例２】分量変更

○処方された医薬品
プラザキサカプセル
110mg

（事例の内容）
　患者の処方せんはRp.プラザキサカプセル110mg1日用量２カプセル分２×
28日分朝夕食後服用と処方箋には記載があった。前回よりプラザキサカプセ
ルを服用開始しており、本日血液検査でCRN（クレアチニン）：1.67mg／dL、
eGFR：30.5mL／分／1.73m2と悪化していると医師に説明を受けたとの申し
出があった。患者のクレアチニンクリアランスを計算すると25.4mL／分と計
算された。プラザキサカプセルはクレアチニンクリアランス30mL／分未満の
患者には禁忌とされている為、処方医師に疑義照会を行った。処方内容を
Rp.プラザキサカプセル110mg1日用量１カプセル分１×28日分朝食後服用に
変更するよう回答があった。プラザキサカプセルは高齢で腎機能低下者には
禁忌とされており、用量を減らすだけでは副作用発現の可能性は抑えられる
かもしれないが効果が期待できないの旨処方医に説明を行ったが、「次回処方
の中止及び他剤への変更を検討するので、今回は用量減量で調剤するように
して欲しい」との申し出があり、指示通り調剤を行った。

（背景・要因）
　処方医師が腎機能の評価として、eGFRのみで判断していたことが今回
のケースの発生の要因の一つと考えられる。

（改善策）
　プラザキサカプセルを処方されている患者に対して腎機能の検査を行っ
ているだけで、適切な評価がなされていないケースがあることが分かった。
この様なケースにおいては、保険薬局においても薬剤師が患者から検査値
を聞き出す（又は検査値を印字したものを確認する）ことで、改めて腎機
能の評価を行うことも必要となってくる。薬剤師が計算した結果が、交付
に適さないものであるならば、医師に疑義照会を行うことが大切である。
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販売名 事例の内容等

○気管支喘息

【事例３】薬剤変更
○処方された医薬品
ザラカム配合点眼液

○変更になった医薬品
アイファガン点眼液
0.1％
キ サ ラ タ ン 点 眼 液
0.005％

（事例の内容）
　お薬手帳と薬歴よりベロテック錠2.5mg、シムビコートタービュヘイラ
ー等投与中で気管支喘息治療中の患者に、禁忌薬であるザラカム配合点眼
液が処方されていた。疑義照会により処方変更となった。

（背景・要因）
　病院で処方変更の際、確認が不十分であったとみられる。

（改善策）
　患者に薬の変更時は特に病院でもお薬手帳を提示するよう指導した。

○肝不全

【事例４】薬剤削除
○処方された医薬品
ユリノーム錠50mg

（事例の内容）
　肝不全の治療でアミノレバンEN配合散やリーバクト配合顆粒が処方され
ている患者に対して、本日よりRp.ユリノーム錠50mg１日用量0.5錠分１
×60日分朝食後服用が追加となった処方せんを受け付けた。医薬品の調剤
時には気が付かなかったが、鑑査時に「ユリノーム錠50mgは肝障害のあ
る患者には禁忌とされているので、疑義照会の必要がある」と鑑査担当薬
剤師が気づき、疑義照会を行った結果、Rp. ユリノーム錠50mg1日用量
0.5錠分１×60日分朝食後服用は処方中止となった。

（背景・要因）
　処方された医薬品数が13種類と多く、医薬品の禁忌まで考えずに、調剤
をしてしまったことが、今回の事例を見逃すこととなった一因と考えられる。

（改善策）
　処方変更・追加時には必ず交付される医薬品が禁忌でないか確認の上、
調剤を行う。

○てんかん

【事例５】薬剤変更
○処方された医薬品
ベサコリン散５％

○変更になった医薬品
エブランチルカプセル
15mg

（事例の内容）
　泌尿器科で初診で、ベサコリン散５％が処方された患者の併用薬チェッ
クでデパケンがあり、ベサコリンの禁忌がてんかん患者だったため、医師
に照会し、代替え薬としてウブレチドを提案したが、さらに無難なエブラ
ンチルカプセル15mgに変更になった。

（背景・要因）
　普段ベサコリンを比較的安易に調剤をしていて、禁忌のことを念頭に置
いていなかった。

（改善策）
　初診患者の、併用薬、既往症のチェックをしっかりする。

イ）添付文書に記載されている併用禁忌医薬品が処方された事例
販売名 事例の内容等

【事例１】薬剤削除

○処方された医薬品
ジヒデルゴット錠1mg
クラリス錠200

（事例の内容）
　併用禁忌のクラリス錠200とジヒデルゴット錠1mgが処方されており、さ
らに、患者への聞き取りにより、妊娠している可能性もあることがわかった。

（ジヒデルゴットは、妊婦している可能性のある婦人への投与は禁忌である）。
この２点に関して疑義照会を行ったところ、本日血液検査を行ったので２日
後に再度受診予定のため、今回の処方はいったんすべて取り消しとなった。

（背景・要因）
　未記載

（改善策）
　未記載
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⑷　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する「共有すべき事例」
　本事業で提供している「共有すべき事例」に添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例が公表さ
れているので、改めて紹介する。

牛乳アレルギーの患者に対してエンテロノン－Ｒ散の処方を疑義照会しレベニン散へ変更となった事例
（変更内容：薬剤変更）
（事例番号：000000034849）

事例の概要等

（事例の内容）
　牛乳アレルギーがあることが初回質問時に確認済みであった。エンテロノン－Ｒ散が処方されていた
ので、医師に疑義照会し、牛乳アレルギーがあることを伝え、レベニン散に変更してもらうよう提案し
変更となった。

（背景・要因）
　未記載

（改善策）
　未記載

事例のポイント

●�アレルギー物質については、本来は処方医が処方設計時に考慮すべきものであるが、製剤成分中に含
まれる物質にまで気が付くことは少ない。

●疑義照会によってアレルギー歴のある薬剤の投与を防ぐことができた良い事例である。

前立腺肥大症の患者に対してスピリーバの処方を疑義照会しアドエアへ変更となった事例（変更内容：薬
剤変更）
（事例番号：000000030050）

事例の概要等

（事例の内容）　
　薬剤服用歴より前立腺肥大症があり治療中と判断できた。患者に尿の出方を問うたところ、多少出に
くいとのことであった。スピリーバ2.5μgレスピマット60吸入を使うと更に尿の出方を悪化させる恐
れあり、と処方医へ連絡したところ、アドエア250ディスカス60吸入用に処方変更となった。

（背景・要因）
　患者からも前立腺肥大症の件は伝えていたが、尿の出具合までは具体的に説明していなかった。

（改善策）
　今現在の症状も具体的に医師に伝えるよう患者へ指導した。

事例のポイント

●�禁忌薬に薬局で気が付き、疑義照会を行うことで、患者が服用に至ることを防ぐことができた事例で
ある。

●�禁忌薬が処方されてしまう背景には、処方医の情報不足、確認不足、知識不足などがあり得るが、本
事例は、薬局において患者の病歴からそのエラーを防ぐことができることを示している。

●�薬局には必ずしも全ての患者情報が揃っていない場合もあり、最終的には患者本人によるセルフチェ
ックも事故を未然に防ぐためには不可欠である。

●�そこで、薬を渡す際に、口頭であってもその場で再確認することが、更なる安全につながると思われ
る。
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緑内障の患者に対してクロフェドリンＳの処方を疑義照会しアストマリへ変更となった事例（変更内容：
薬剤変更）
（事例番号：000000029045）

事例の概要等

（事例の内容）　
　お薬手帳で緑内障治療中であることを確認し、疑義照会を行ったところ、クロフェドリンＳ配合錠か
らアストマリ錠15mgに変更になった。

（背景・要因）
　患者が緑内障であることを医師に報告していなかった。お薬手帳も提示していなかった。

（改善策）
　患者に受診時にはお薬手帳を必ず示すようにして、緑内障であることを医師に伝えるように指導した。　

事例のポイント

●�お薬手帳には薬局からの交付記録だけでなく、その時の治療内容等の記載もあると、不都合な交付を
未然に防ぐことができる。

●�お薬手帳の情報は薬局の薬剤師だけで活用するものではなく、処方医にも有用であることを患者に説
明し、お薬手帳は薬局・医療機関共に提出して情報共有を図ることを患者に促すことが重要である。

糖尿病の患者に対してセロクエルの処方を疑義照会しリスパダールへ変更となった事例（変更内容：薬剤
変更）
（事例番号：000000028544）

事例の概要等

（事例の内容）　
　今回よりセロクエル25mg錠１日用量１錠分１×30日分寝る前が処方された。患者は糖尿病を合併し
ており他院より糖尿病治療をしていることが薬歴よりわかった。セロクエル25mg錠は糖尿病の患者は
禁忌とされているため医師に疑義照会を行った。処方医より処方内容をリスパダール錠１mg１日用量
0.5錠分１×30日分寝る前に変更するよう回答があった。

（背景・要因）
　薬局においては併用薬や既往歴の情報を確認し薬剤服用歴簿として残している。医療機関において医
師が併用薬や他の医療機関での治療内容などの確認が抜けていたことが要因と考える。

（改善策）
　医療機関において確認が抜ける事もあるということを念頭におき、併用薬や既往歴の確認を行う必要
がある。また、薬局においても併用や合併症の情報を最新のものに更新し記録しておく必要がある。

事例のポイント

●�医師と患者のコミュニケーションの際に、他医の処方内容までは確認できてないことがある。本事例
は、薬局における薬歴管理の重要性、薬剤師による患者とのコミュニケーションの大切さを示す事例
である。

●�高齢者の場合、一般に合併症を有することが多く、その治療のために複数の医療機関を受診している
ことがあるので、患者とのコミュニケーションを通じて得た薬歴情報のメンテナンスは重要である。
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⑸　疑義があると判断する契機となった情報
　薬局から報告された、疑義照会に関する事例91件のうち、「当該処方せんと薬局で管理している
情報で判断」と「上記以外で判断」を選択した事例には、薬剤服用歴（薬歴）の活用や患者との会
話から得られた情報の活用等、処方せん以外の何らかの情報が契機となって疑義照会が行われた内
容が報告されている。「疑義があると判断した理由」の項目で「当該処方せんと薬局で管理してい
る情報で判断」または「上記以外で判断」が選択されていた81件について、事例報告項目のテキ
スト情報である「事例の内容」「背景・要因」「改善策」の記述から、疑義があると判断する契機と
なった情報がわかる事例は38件あった。その内容を整理して以下に示す。

　薬歴やお薬手帳を確認することによって禁忌に気づいた事例や、患者との会話の中で禁忌に気付
いた事例が多かった。また、採血結果から腎機能低下に気付き、疑義照会をした事例が報告された。

⑹　薬局から報告された主な改善策
　薬局から報告された改善策のうち、主なものを整理して以下に示す。

ア）初診時
○初診患者の、併用薬、既往症のチェックをしっかりする。

イ）処方せんの確認
○処方変更・追加時には必ず交付される医薬品が禁忌でないか確認の上、調剤を行う。

ウ）薬歴の確認
○薬歴の表に目立つように記入し、注意喚起をする。
○薬歴に付箋をつけて目立つようにした。

図表７－15　疑義があると判断する契機となった情報

疑義があると判断する契機となった情報 件数

薬歴 21

お薬手帳 ９

患者との会話 ８

検査値（腎機能低下） ２

問診票 ２

合計注） 42
注�）「薬歴」と「お薬手帳」の両方に該当する事例が３件、「薬歴」と「患者との会話」の両方に該当する事例が１
件あり、いずれにも計上しているため、合計（42件）は事例の件数（38件）とは異なる。
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エ）既往歴の確認
○既往症と処方薬剤の照らし合わせをきちんとする。
○�現病歴だけでなく既往歴の確認も行う。調剤時の確認が難しいようなら交付時に既往歴につい

ても聞き取りを行う。

オ）検査の確認
○�保険薬局において、併用薬、検査内容を確認することで、禁忌薬の投与を未然に防ぐことは、

重要な役割であることを強く認識したうえで、調剤を行う。
○�プラザキサカプセルを処方されている患者に対して腎機能の検査を行っているだけで、適切な

評価がなされていないケースがあることが分かった。この様なケースにおいては、保険薬局に
おいても薬剤師が患者から検査値を聞き出す（又は検査値を印字したものを確認する）ことで、
改めて腎機能の評価を行うことも必要となってくる。薬剤師が計算した結果が、交付に適さな
いものであるならば、医師に疑義照会を行うことが大切である。

カ）妊娠の確認
○�妊婦とわかった場合は、処方薬が妊婦に禁忌であるかどうかの確認を行う。その後、妊婦に問

題ない薬であるかどうかの確認を行う。

キ）交付時の確認
○�患者背景（既往歴）を確認する事で処方内容を精査する事は可能であると推察される為、特に

特定の疾患に対し、使用禁忌となる医薬品については、処方箋交付前に患者背景の確認を行う。
○定期的に聞き取りをするよう心がける。

ク）患者の指導
○�PL配合顆粒は緑内障禁忌であることを患者に伝える。緑内障の種類によっては眼圧が上がっ

てしまう薬があることを伝える。

ケ）お薬手帳の活用
○受信時にお薬手帳を必ず示し、医師に副作用歴があることを提示するように指導した。
○�診察時にお薬手帳を医師にも確認してもらうように指導した。また、来局時にもお薬手帳を提

出してもらうようにお願いをした。
○�お薬手帳を処方医へ必ず見せるように指導した。また、お薬手帳の既往歴の項目に緑内障にチ

ェックがなかったのでチェックをした。
　　
コ）医療機関への情報提供

○�薬局側でも、病院側でも、患者の病気を把握しておくことは大切である。また、薬局で把握し
た情報を、病院側に知らせることも大切である。
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５）医療事故情報収集等事業において提供している添付文書上の禁忌に関する事例や分析
結果

⑴�　「医薬品添付文書上【禁忌】の疾患や症状の患者へ薬剤を投与した事例」（第29回報告書
分析テーマ）

　医薬品添付文書は薬事法52条を根拠とし、薬剤の「用法、用量その他使用及び取扱い上の必要な
注意」など薬物療法の際に医療者が有用な情報を得られるよう製薬会社より提供されている。医薬品
添付文書において、「警告」「禁忌」は医療者に重要な情報を分かりやすいように、赤枠で囲んだ上で、
本文冒頭に記載されている。「禁忌」は、当該患者には投与しないことであり、その理由は、薬剤投
与することで症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなったり、薬剤の作用が弱まったりする可能
性が高いとされ、患者の症状などによって慎重に投与するという「原則禁忌」は別途記載されている。
また「禁忌」には、疾患や病態に対するもの、薬剤の過敏症によるもの、併用によるもの、妊娠によ
るもの等が含まれている。
　そこで、医療事故情報収集等事業においても、第29回報告書で「医薬品添付文書上【禁忌】の疾
患や症状の患者へ薬剤を投与した事例」２）をテーマとして、また、第32回報告書で「併用禁忌の薬
剤の投与」３）を再発・類似事例として取り上げるとともに、医療安全情報No.61「併用禁忌の薬剤
の投与」４）、No.86「禁忌薬剤の投与」5）でも、その内容を情報提供している。薬局においても共有
し、通常業務の中で同種の事故が起こらないように注意することは、薬局においても有用であると考
えられるため、次に示す。

⑵　事例概要
　第29回報告書分析対象期間（平成24年１月１日～３月31日）に、医薬品添付文書上【禁忌】と記
載されている疾患や症状の患者へ薬剤を誤って投与した事例は24件であった。主な事例の内容等を、
変更内容、処方された医薬品、変更になった医薬品と併せて紹介する。

事故の程度 分類 事故の内容 背景・要因 改善策

【事例１】腎機能障害の患者がビジクリアを内服した事例

障害残存の
可能性なし

疾患の認
識あり／
禁忌の認
識なし

　大腸ポリープ切除術目的にて入
院。前処置としてニフレック、ラ
キソベロン液が処方されており、
初回面談時に使用目的および注意
事項について患者に説明を行った
際に、患者から、以前に多量の液
体の下剤を飲んで吐き気があった
ことおよび外来医から「良い薬が
出ているので大丈夫」と言われた
と話があった。ビジクリア錠へ変
更となったが、嘔吐があり、50錠
中25錠のみ服用し検査は終了し
た。検査翌朝、急性高P血症が原因
と見られるテタニー症状が出現し
た。

　腎機能が低下して
いることは処方歴か
らも認識していたが、
ビジクリア錠が重篤
な腎機能障害のある
患者に禁忌であるこ
とを認識していなか
った。

・�警鐘事例とし
て院内周知を
行った。
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事故の程度 分類 事故の内容 背景・要因 改善策

【事例２】パーキンソン病の患者にセレネースを注射した事例

障害残存の
可能性なし

疾患の認
識あり／ 
禁忌の認
識なし

　せん妄あり、安定剤内服など行
うも効果なく、セレネースを筋肉
注射。その後全身の震えありパー
キンソンによる固縮が悪化したが
経過観察にて改善した。

　せん妄に対して通
常セレネースを用い
ており、今回も同様
に投与したが、セレネ
ースはパーキンソン
病には錐体外路症状
の悪化をきたすため
禁忌となっているこ
とに気づかずに投与
した。

・�病気に対する
禁忌薬の把握
を確実に行う。

【事例３】アスピリン喘息病の患者がロキソニンを内服した事例

障害残存の
可能性があ
る （高い）

疾患の認
識あり／ 
禁忌の認
識なし

　１時30分患者が深夜勤務看護師
Aに頭痛を訴え、鎮痛剤を希望し
た。看護師Aが当直医に上記を報
告し、カルテを確認しながら病名
などを報告した（この際、禁忌薬
剤欄に記載が無いことを確認して
いる）。当直医がアセトアミノフェ
ンは常備していないか確認するが
なかったため、常備薬のロキソニ
ン服用を指示した。１時40分看護
師Aがロキソニンを与薬した。２
時45分深夜看護師Bがトイレに付
き添い２時50分患者がトイレから
出てくると喘鳴、呼吸苦があった。
２時55分病室に戻った後、吸入開
始、ベッド上で後方に倒れ心肺停
止、心マッサーシを開始した。そ
の後心拍再開、人工呼吸器を装着
した。

　入院カルテの表紙
に禁忌薬剤記入欄が
あるが、記入がなかっ
た。この記載に関す
る院内規定もなかっ
た。入院時記録にも
その記録はなかった。
入院時紹介病院より
軽度認知症があると
いう情報はあったが、
入院時、看護師がア
レルギー歴を聴取の
際、 本人からのみの
確認で「アレルギー鼻
炎あり」と看護記録
に記載。オーダリン
グの患者プロファイ
ル画面に禁忌薬剤の
入力がなかった（オ
ーダリングの患者プ
ロファイル画面に禁
忌薬剤を入力すると、 
次回からオーダリン
グ起動時にプロファ
イル画面が自動に開
き、禁忌薬剤がある
ことの注意喚起がで
きるシステムになっ
ている）。禁忌薬剤の
記載は外来カルテの
表紙のみであった（夜

・�入院カルテに
禁忌薬剤を記
入することの
マニュアル化
を徹底する。 

・�夜間口頭指示
の医師と看護
師間の情報交
換に関するマ
ニュアルを作
成する。 

・�アスピリン喘
息に関する知
識を向上する

（研修計画中）。
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事故の程度 分類 事故の内容 背景・要因 改善策

間の当直対応では外
来カルテの確認まで
は困難と思われる）。

【事例４】糖尿病の患者がセロクエルを内服した事例

障害残存の
可能性があ
る （高い）

疾患の認
識あり／ 
禁忌の認
識なし

　糖尿病（血糖300mg/dL程度、
HbA1c8%程度）のため当院糖尿
病・代謝内科に通院し、内服薬（ア
マリール1mg/day）が処方されて
いたが、一時通院を中断した。約１
年ぶりに当院糖尿病・代謝内科外
来を受診した。血糖値120mg/dL
程度、HbA1c5%程度と血糖コン
トロール良好のため、糖尿病・代
謝内科外来担当医より、内服薬は
不要で通院も不要と判断され、以
後糖尿病・代謝内科には通院して
いなかった。その後、不眠を主訴
に当院精神神経科受診した（躁う
つ病のため近医に通院していたが、 
患者本人の「不眠」の自覚症状が
良くならないため本人の希望によ
り当院を受診）。セロクエル25mg
１錠が処方された。以後、当院精
神科外来に通院し、セロクエル
25mg２錠が処方されていた。３
ヶ月後体調不良、口渇、多尿、多飲、
体重減少出現、 意識レベルも低下し
たため当院救急外来受診。血糖値
600mg/dL程度、身体所見で強い
脱水を認め、高血糖による高浸透
圧状態と診断され、緊急入院とな
った。

　外来担当医は、抗
精神病薬セロクエル
が糖尿病に禁忌であ
ることを知っていた。
また、患者が、過去に
当院の糖尿病・代謝
内科を受診し、「糖尿
病」という病名が登
録されていたことは
確認していた。しか
し、患者に糖尿病が
あ る か を 尋 ね た が、

「以前検査を受けたが
何ともないといわれ
た。薬も飲んでいな
い。」と回答されたこ
と、当院での最終検
査の血糖関係のデー
タが、 正常値（血糖
値 1 2 0 m g / d L 程 、
HbA1c5%程度） であ
ったことから「糖尿
病はない」と考えセロ
ク エ ル を 処 方 し た。
以後の外来において、
抗癲癇薬の血中濃度
や、肝機能、血算等、
の検査は行なわれた
が、血糖値の検査は行
なわれなかった。

・�院内の全職員
向 け電子メー
ルにて、「当院
においてセロ
クエル処方後
に高度の高血
糖となった事
例があったこ
と、 非 定 型 抗
精神病薬であ
るセロクエル
ならびにジプ
レキサが糖尿
病患者に禁忌
で あ り、 ま た
投与中は血糖
値と高血糖症
状の有無の確
認が必要であ
ること」につ
い て、 注 意 喚
起を行なった。

・�セロクエルの
処方をおこな
った診療科（精
神神経科）の
カンファラン
スにおいても、
本事例に基づ
いた注意喚起
が行なわれた。

・�糖尿病患者に
禁忌である非
定型抗精神病
薬（セロクエル
ならびにジプ
レキサ）につ
い て、 初 回 処
方時に、血糖値
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事故の程度 分類 事故の内容 背景・要因 改善策

を測定し確認
するよう警告
をだすシステ
ムを作成する
こととした。

【事例５】気管支喘息の患者がハイパジールを点眼した事例

不明 疾患の認
識あり／ 
禁忌の認
識なし

　両白内障を手術後退院した。以
後外来で経過観察をしていた患者
であった。外来受診時、医師より
ハイパジールコーワ点眼が処方さ
れた。患者は、20時に初めてハイ
パジール点眼を点眼する。20時30
分息苦しさが出現し、顔面蒼白と
なる。本人より救急車の要請があ
り家族が救急車を要請する。意識
レベル呼名反応は見られた呼吸30
回脈拍120回/分21時10分に救急
車内にて心肺停止状態となる。ア
ンビュー加圧しながら当院の救急
外来時搬送される。気管内挿管、
エピネフリン静注、気管内注人工
呼吸器を装着する。循環動態のサ
ポート薬を開始する。自己心拍再
開、ICUに入院となる。入院時当
院の眼科で処方した点眼薬の影響
が強く疑われた。前回の入院経過
を調査した結果、前回入院時に喘
息の発作を起こした経緯が有った
が、処方時は喘息の認識がなく処方
をしており、喘息患者に禁忌の処
方をしたことが分かった。問い合
わせた結果、副作用報告は７件報
告されていたが今回の事象のよう
な重篤なものはなかった。後日、
家族に処方した点眼薬により重篤
は副作用が現れたものと考える旨
説明する。その後患者の呼吸管理、
全身状態の管理を行う。

　問診の結果記録が
不十分であった。外
来のカルテの既往症
の確認項目の中に喘
息はピックアップさ
れていなかった。処
方医は、点眼薬の喘
息患者への副作用に
ついての認識が不十
分であった。

・�眼科の外来カ
ルテの既往症
の項目に喘息
の項を追加印
刷する。 

・�問診結果のカ
ルテ記載を徹
底する。

・�医療安全月間
のキャンペー
ンを行い注意
喚起し巡視で
確認指導を行
う。
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⑶　事例の分類
　報告された事例24件について、事例の内容から、患者の疾患を認識していたか、または当該薬剤
の禁忌情報を認識していたか、という視点で大別すると、１）患者の疾患を認識していた事例と、２）
患者の疾患を認識していなかった事例、３）誤った薬剤を投与しそれが禁忌であった事例、があった。
さらに１）、２）にはそれぞれ、①薬剤の禁忌を認識していた事例と、②薬剤の禁忌を認識していな
かった事例、があった。それらの件数を図表７－16に示す。

図表７－16　事例の分類

分類 件数

患者の疾患と薬剤の禁忌情報の認識に関連した事例 18

　　患者の疾患の認識あり 11 薬剤の禁忌の認識あり ２

　 　 薬剤の禁忌の認識なし ９

　　患者の疾患の認識なし ７ 薬剤の禁忌の認識あり ４

薬剤の禁忌の認識なし ２

不明 １

その他 ６

　　誤った薬剤を投与しそれが禁忌であった事例 ３

　　不明 ３

　 　 合計 24

⑷　事例の分析
①　薬剤が投与された患者の疾患や症状

　医薬品添付文書上【禁忌】と記載されている疾患や症状の薬剤を誤って患者へ投与した事例
24件を疾患または症状で分類し、薬剤名とともに図表７－17に示す。腎不全、重度の腎障害、
末期腎障害といった腎疾患に関する事例が５件と最も多く、緑内障が４件、疾患ではないが妊娠
に関する事例が４件、パーキンソン病が２件、ヘパリン起因性血小板減少症が２件、アスピリン
喘息が２件、腸閉塞・消化管閉塞またはその疑いが２件と複数件報告があった。

図表７－17　禁忌とされている薬剤を投与された患者の疾患や症状および薬剤名など

疾患または症状 薬剤名 件数

腎不全、重度の腎障害、末期腎障害 ５

ザイザル錠 １

ビジクリア配合錠（経口腸管洗浄剤） １

ティーエスワン配合カプセル １

グリコラン錠 １

スローケー錠（徐放性K剤） １
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緑内障 ４

ミドリンP点眼液 ２

ブスコパン注 ２

妊娠、妊娠末期 ４

ディオバン錠 １

ロキソニン錠 １

メテナリン錠 １

メテルギン錠 １

パーキンソン病 ２

セレネース注 ２

ヘパリン起因性血小板減少症 ２

ヘパリンNaロック用10 単位/ mL シリンジ10mL ２

アスピリン喘息 ２

ロキソニン錠 １

ロピオン静注 １

腸閉塞、消化管穿孔またはその疑い ２

バリエネマHD75% １

ニフレック配合内用剤 １

糖尿病 １

セロクエル錠（抗精神病剤） １

前立腺肥大 １

ブスコパン注 １

気管支喘息 １

ハイパジールコーワ点眼液 １

　 計 24

②　誤って投与された薬剤の薬効分類、禁忌の疾患や症状等
　医薬品添付文書上「禁忌」と記載されていた疾患または症状があるにも拘らず投与された薬剤
は18種類であり、ブスコパンが３件と最も多く、セレネース、ヘパリンNaロックシリンジ、ミ
ドリンP点眼液、ロキソニンがそれぞれ２件と複数件報告があった。
　報告された事例の18種類の薬剤について、主な薬効、医薬品添付文書上の禁忌の疾患や症状
等の記載内容を図表７－18に示す。
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図表７－18　誤って投与された薬剤の主な薬効・禁忌の疾患や症状等

薬剤名 報告
件数 主な薬効 有効成分 禁忌の疾患や症状

（事例に該当する） 添付文書【禁忌】記載内容※

ブスコパン注 ３ 鎮けい剤
ブチルスコ
ポラミン臭
化物

緑内障
○�緑内障の患者［眼内圧を

高め、症状を悪化させる
ことがある。］ 

前立腺肥大
○�前立腺肥大による排尿障害

のある患者［更に尿を出に
くくすることがある。］ 

セレネース注 ２ 精 神 神 経
用剤

ハロペリド
ール パーキンソン病

○�パーキンソン病の患者〔錐
体外路症状が悪化するお
それがある.〕 

ヘ パ リ ン
Na10単 位/
mLシ リ ン ジ
10mL

２ 血 液 凝 固
阻止剤

ヘパリンナ
トリウム

ヘパリン起因性血
小板減少症

○�ヘパリン起因性血小板減少
症（HIT:heparin-induced　
thrombocytopenia） の 既
往歴のある患者［HITがより
発現しやすいと考えられる.］

ミ ド リ ンP点
眼液 ２ 眼科用剤

トロミカピ
ド・フェニ
レフリン塩
酸塩

緑内障

○�緑内障及び狭隅角や前房
が浅いなどの眼圧上昇の
素因のある患者［急性閉
塞隅角緑内障の発作を起
こすおそれがある］

ロキソニン錠 ２ 解 熱 鎮 痛
消炎剤

ロキソプロ
フェンナト
リ ウ ム 水
和物（日局） 

妊娠末期 
○�妊娠末期の婦人（※動物

実験（ラット）で分娩遅
延が報告されている。） 

アスピリン喘息 

○�アスピリン喘息（非ステ
ロイド性消炎鎮痛剤等に
よる喘息発作の誘発）又
はその既往歴のある患者

［アスピリン喘息発作を誘
発することがある。］ 

グリコラン錠 １ 糖 尿 病 用
剤 

メトホルミ
ン塩酸塩 末期腎不全 

○�腎機能障害（軽度障害も
含む）［腎臓における本剤
の排泄が減少する。］

○�透析患者（腹膜透析を含
む）［高い血中濃度が持続
するおそれがある。］

ザイザル錠 １
そ の 他 の
ア レ ル ギ
ー用薬 

レボセチリ
ジン塩酸塩 

重度の腎障害（ク
レアチニンクリア
ラ ン ス10mL/
min未満）のある
患者 

○�重度の腎障害（クレアチ
ニ ン ク リ ア ラ ン10mL/
min未満）のある患者［高
い血中濃度が持続するお
それがある。］ 

スローケー錠 １ 無 機 質 製
剤 

塩化カリウ
ム 慢性腎不全 

○�乏尿・無尿（前日の尿量
が 500mL以下あるいは投
与直前の排尿が１時間当
り20m以下）又は高窒素
血症がみられる高度の腎
機能障害のある患者〔高
カ リ ウ ム 血 症 が 悪 化 す
る。〕 
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薬剤名 報告
件数 主な薬効 有効成分 禁忌の疾患や症状

（事例に該当する） 添付文書【禁忌】記載内容※

セロクエル錠 １ 精 神 神 経
用剤 

クエチアピ
ンフマル酸
塩 

糖尿病 

○�糖尿病の患者、糖尿病の
既往歴のある患者（※本
剤の投与により、著しい
血糖値の上昇から、糖尿
病性ケトアシドーシス、
糖尿病性昏睡等の致命的
な経過をたどることがあ
る） 

ティーエスワ
ン錠 １ 代 謝 拮 抗

剤 

テ ガ フ ー
ル、ギメラ
シル、オテ
ラシルカリ
ウム 

重篤な腎障害のあ
る患者 

○�重篤な腎障害のある患者
［フルオロウラシルの異化
代謝酵素阻害剤ギメラシ
ルの腎排泄が著しく低下
し、血中フルオロウラシ
ル濃度が上昇し、骨髄抑
制等の副作用が強くあら
われるおそれがある。］ 

ディオバン錠 １ 血 圧 降 下
剤 

バルサルタ
ン 妊婦 

○�妊婦又は妊娠している可
能性のある婦人（※本剤
を含むアンジオテンシン
Ⅱ受容体拮抗剤並びにア
ンジオテンシン変換酵素
阻害剤で、妊娠中期〜末期
に投与された患者に胎児
死亡、羊水過多症、胎児・
新生児の低血圧、 腎不全、
高カリウム血症、頭蓋の
形成不全、羊水過少症に
よると推測される四肢の
拘縮脳、頭蓋顔面の奇形、 
肺の発育形成不全等があ
らわれたとの報告がある
等） 

ニフレック配
合内用液 １

他 に 分 類
さ れ な い
治 療 を 主
目 的 と し
な い 医 薬
品（ 経 口
腸 管 洗 浄
剤） 

塩化ナトリ
ウム、塩化
カリウム、
炭酸水素ナ
トリウム、
無水硫酸ナ
トリウム 

腸閉塞 
○�胃腸管閉塞症及び腸閉塞の

疑いのある患者［腸管穿孔
を起こすおそれがある。］ 

ハイパジール
コーワ点眼液 １ 眼科用剤 ニプラジロ

ール 気管支喘息 

○�気管支喘息、気管支痙攣、
又はそれらの既往歴のあ
る患者、重篤な慢性閉塞
性肺疾患のある患者〔β
受容体遮断による気管支
平滑筋収縮作用により、
喘息発作の誘発・増悪が
みられるおそれがある。〕 
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薬剤名 報告
件数 主な薬効 有効成分 禁忌の疾患や症状

（事例に該当する） 添付文書【禁忌】記載内容※

バリエネマ
HD75% １ X線造影剤 硫酸バリウ

ム 
消化管閉塞または
その疑い 

○�消化管の穿孔又はその疑
いのある患者［消化管外

（腹腔内等）に漏れること
により、バリウム腹膜炎
等の重篤な症状を引き起
こすおそれがある。］

ビジクリア配
合錠 １

他 に 分 類
さ れ な い
治 療 を 主
目 的 と し
な い 医 薬 
品（ 経 口
腸 管 洗 浄
剤） 

リン酸二水
素ナトリウ
ム 一 水 和
物・無水リ
ン酸水素二
ナトリウム 

腎不全 

○�透析患者を含む重篤な腎
機能障害のある患者、［急
性リン酸腎症のある患者
吸収されたリンの排泄が
遅延し、血中リン濃度の
上昇が持続するおそれが
ある。腎機能障害、急性
リン酸腎症（腎石灰沈着
症）を悪化させるおそれ
がある。］ 

メテナリン錠 １ 子 宮 収 縮
剤 

メチルエル
ゴメトリン
マレイン酸
塩 

妊婦 

○�妊婦又は妊娠している可
能性のある婦人（※子宮
収縮作用により、子宮内
胎児への悪影響、流産の
おそれがある。）

メテルギン錠 １ 子 宮 収 縮
剤 

メチルエル
ゴメトリン
マレイン酸
塩 

妊婦 

○�妊婦又は妊娠している可
能性のある婦人（※子宮
収縮作用により、子宮内
胎児への悪影響、流産の
おそれがある。）

ロピオン静注 １ 解 熱 鎮 痛
消炎剤 

フルルビプ
ロフェンア
キセチル 

アスピリン喘息 

○�アスピリン喘息（非ステ
ロイド性消炎鎮痛剤等に
よる喘息発作の誘発）又
はその既往歴のある患者

［喘息発作を誘発すること
がある。］ 

※医薬品添付文書より事例の疾患に関するものを抜粋して記載した。

③　患者への影響
　報告された事例24件について、事故の程度で分類した（377ページ図表７－16）。障害残存
の可能性がある（高い）が10件と最も多く、添付文書における「禁忌」情報は、薬剤投与する
ことで症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなったり、薬の作用が弱まったりする可能性が
高いとされている。医薬品添付文書上【禁忌】とされている疾患や症状の薬剤を誤って患者へ投
与した事例の患者への影響は、大きいことが示唆された。

－ 381 －
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⑸　事例が発生した医療機関の改善策について
　事例が発生した医療機関の主な改善策を整理し以下に示す。
１）院内での禁忌薬剤の情報共有

○透析患者への禁忌薬一覧表を作成し院内へ配布する。
○回診前に、点眼薬ミドリンPの禁忌の患者がいることを確認しておく。
○申し送り基準を見直し、全体の申し送りで患者の禁忌・注意事項を申し送るようにした
　（患者の状態を送る前に禁忌・注意事項を申し送る）。
２）システムでの警鐘

○処方オーダ時、透析患者への投与注意のコメントを出すよう検討した。
○オーダ画面の商品名の後へ分類名又は一般名を入れることを検討した。
３）研修医への教育

○研修医が複雑な処方や危険性の高い薬剤の処方を行う際は、指導医とともに行う。
○指導医は研修医が単独で行ったオーダを確認する。
○基礎疾患をもっている患者に対しては新規に処方する際、添付文書を確認する。
４）薬剤師による確認

○薬剤師が週１回程度透析患者の内服薬チェックを行う。
○薬剤師は疑問を抱いた処方については必ず主治医に確認する。
５）薬剤の管理方法の工夫

○�ミドリンＰの禁止指示が出た段階で、検査点眼薬の袋から確実にミドリンPを抜き、薬袋に禁
止やアレルギー表記をする。

○暗室内に点眼薬のワゴンを置くのをやめる。
○ストック薬はウテメリンとメテナリンは一方を別の箱にする。
○上からも見えやすい蓋付のBOXを準備する。
○ヘパリンのIVロックを中止とし生食ロックに変更した。
６）禁忌情報の可視化

○禁忌札を作成し、回診前から終了時まで患者に掛けておく。
○何らかの重要な情報がある場合は、カルテの表紙に注意を必要とするマークを表す。
○�患者の既往、素因等の情報は確実に伝達される様に考慮する。そのため、何らかの重要な情報

図表７－19　事故の程度
事故の程度 件数

死亡 １

障害残存の可能性がある（高い） 10

障害残存の可能性がある（低い） ２

障害残存の可能性なし ５

障害なし ５

不明 １

合計 24
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がある場合は、カルテの表紙に注意を必要とするマークを表すこととする。
７）確認の徹底

○�散瞳禁忌の患者の指示簿は暗室内の入り口のファイルに挟んでおき、患者入室の確認の際に、
再度指示簿で確認する。

○散瞳をした患者をチェックした病床マップは回診終了まで置いておく。
○声だし、指差し確認を励行する。
８）事例の共有

○�院内の全職員向け電子メールにて、「当院においてセロクエル処方後に高度の高血糖となった
事例があったこと、非定型抗精神病薬であるセロクエルならびにジプレキサが糖尿病患者に禁
忌であり、また投与中は血糖値と高血糖症状の有無の確認が必要であること」について、注意
喚起を行った。

○警鐘事例として院内周知を行った。
○表示方法、内容を検討している。

⑹　医療安全情報の紹介
　添付文書上の禁忌の医療事故に関連する医療安全情報を次に紹介する。
図表７－20　医療安全情報No.61「併用禁忌の薬剤の投与」

医 療
安全情報

医療事故情報収集等事業 医療安全情報　No.61　2011年12月

No.61　2011年12月

医療事故情報収集等事業

医療用医薬品の添付文書上、併用禁忌（併用しないこと）として記載のある薬剤を併用
した事例が２件報告されています（集計期間：２００７年１月１日～２０１１年10月31日、
第１６回報告書「共有すべき医療事故情報」（Ｐ１３３）に一部を掲載）。

併用禁忌の薬剤の投与

医療用医薬品の添付文書上、併用禁忌（併用
しないこと）として記載のある薬剤を併用した
事例が報告されています。

公益財団法人 日本医療機能評価機構

投与していた薬剤

薬剤名不明
（バルプロ酸ナトリウム）

ハルシオン錠
（トリアゾラム）

ロナセン錠
（ブロナンセリン）

メロペン点滴用バイアル
（メロペネム水和物）

イトリゾールカプセル
（イトラコナゾール）

併用した薬剤

医療事故情報収集等事業 医 療
安全情報

医療事故情報収集等事業

No.61　2011年12月

事 例 1
抗てんかん薬（バルプロ酸ナトリウム）を服用中の患児に肺炎治療の目的で、メロペンを４日間
点滴治療した。病状が軽快し退院したが、翌日強い不穏症状が現れ他院で診察を受けた。
◆メロペン（カルバペネム系抗生物質製剤）の添付文書の『3．相互作用』に併用禁忌として、バルプロ酸
ナトリウム（デパケン、バレリン、ハイセレニン等）とメロペンとの併用により、バルプロ酸の血中濃度が低下
し、てんかんの発作が再発することがある、ことが記載されています。

事 例 2
手爪白癬に対して、イトリゾールカプセルを処方する際、近医から処方されている患者の内服
薬を確認した。患者の内服薬の中から併用注意の薬剤については併用しないように伝えたが、
併用禁忌の薬剤であるハルシオン、ロナセンには気付かなかった。１週間後、患者はふらつきや
眠気が起こり、足がもつれて転倒した。
◆イトリゾール（経口抗真菌剤）の添付文書の『3．相互作用』に併用禁忌として、「トリアゾラム（ハルシオン）」
や「ブロナンセリン（ロナセン）」とイトリゾールの併用により、CYP3A4に対する阻害作用によってトリアゾラム
やブロナンセリンなどの代謝を阻害し、これらの薬剤の血中濃度上昇や作用増強のおそれがある、ことが
記載されています。

併用禁忌の薬剤の投与

※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、当事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
当事業の趣旨等の詳細については、当機構ホームページに掲載されている報告書および年報をご覧ください。
　http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。

〒101-0061  東京都千代田区三崎町1-4-17  東洋ビル
電話 ： 03-5217-0252（直通）　ＦＡＸ ： 03-5217-0253（直通）
http://www.jcqhc.or.jp/

公益財団法人 日本医療機能評価機構　医療事故防止事業部

・併用禁忌の薬剤について院内で注意喚起を行う。
・新しく処方された薬剤を投与する際、すでに投与している薬剤
との併用について確認する。
・併用禁忌の薬剤について、薬剤師がチェックできる体制にする。

事例が発生した医療機関の取り組み
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図表７－21　医療安全情報No.86「禁忌薬剤の投与」

６）考察

⑴　添付文書上の禁忌に関する事例の報告件数
○�平成25年に報告された添付文書上の禁忌に関する事例は113件であった。平成25年に報告され

たヒヤリ・ハット事例全体の報告件数は5,820件であったため、その割合は1.9%と全体に占め
る割合は小さかった。

⑵　添付文書上の禁忌に関する事例の概要
○�添付文書上の禁忌に関する事例について、「事例の概要」「事例の内容又は変更内容」別に集計し

た。事例の概要別では調剤が21件（18.6%）、疑義照会が91件（80.5%）報告されていた。ヒ
ヤリ・ハット事例の概要と比較すると、疑義照会の事例が多かった。添付文書上の禁忌に関する
事例では、患者の疾患と処方された医薬品に対して禁忌の認識があり、医療機関に疑義照会する
ことが多いと考えられる。

○�また、事例の内容別にみると、「調剤」の事例の「事例の内容」は、すべて「処方せん監査間違い」
であり、21件であった。ヒヤリ・ハット事例との比較では、「処方せん監査間違い」の割合は多
かった。禁忌に関する事例では、疑義照会をしなかったが、すべきであったとの認識から「処方
せん監査間違い」が選択されていると考えられる。

○�「疑義照会」の事例の変更内容の内訳では、「薬剤変更」が51件と最も多く、次いで「薬剤削除」
が36件で、これらで大半を占めた。ヒヤリ・ハット事例との比較では、「薬剤変更」「薬剤削除」
の割合が多かった。

禁忌薬剤の投与
患者の疾患や病態を把握していたが、医療用医薬品の添付文書上、「禁忌（次の患者
には投与しないこと）」として記載のある薬剤を投与した事例が8件報告されています
（集計期間：２０１０年１月１日～２０１３年11月30日、第２９回報告書「個別のテーマ
の検討状況」（Ｐ１２７）に一部を掲載）。

医 療
安全情報

医療事故情報収集等事業 医療安全情報　No.86　2014年1月

No.86　2014年1月

医療事故情報収集等事業

公益財団法人 日本医療機能評価機構

患者の疾患や病態を把握していたが、添付
文書上、『禁忌』として記載のあることを知らず、
薬剤を投与した事例が報告されています。

※1 添付文書上の疾患名又は病態はこの他、腎機能障害（軽度障害も含む）、透析患者（腹膜透析を含む）、　　　　
　   重篤な腎障害のある患者などの記載があります。
※2 ティーエスワン配合剤は、配合カプセル、配合顆粒、配合OD錠のいずれが投与されたか不明です。
※3 ネオラミン･マルチV 注射用の添付文書の『禁忌』に｢血友病患者[パンテノール含有のため。]｣
　　と記載されています。

1

2

1

1

1

1

消化管穿孔疑い

パーキンソン病

重度の腎障害・
腎不全※1

グリコラン錠　　　（経口血糖降下剤）

ザイザル錠　（アレルギー性疾患治療剤）

ビジクリア配合錠　（経口腸管洗浄剤）

セレネース注　　　　　　（抗精神病剤）

バリエネマHD７５％
　　　　（ディスポーザブル注腸造影剤）

1血友病 ネオラミン・マルチV 注射用※3

　 （高カロリー輸液用総合ビタミン剤）

疾患名又は病態 投与した薬剤（主たる薬効） 件数

ティーエスワン配合剤※２（代謝拮抗剤）

医療事故情報収集等事業 医 療
安全情報

医療事故情報収集等事業

No.86　2014年1月

公益財団法人 日本医療機能評価機構　医療事故防止事業部
〒101-0061  東京都千代田区三崎町1-4-17  東洋ビル
電話 ： 03-5217-0252（直通）　ＦＡＸ ： 03-5217-0253（直通）
http://www.jcqhc.or.jp/

※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、当事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
当事業の趣旨等の詳細については、当機構ホームページに掲載されている報告書および年報をご覧ください。
　http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。

禁忌薬剤の投与

・定型化した指示による投薬などの処置は、患者の疾患を確認して
 実施しましょう。
・ビジクリア配合錠の添付文書は、禁忌に｢高血圧症の高齢者｣が
追加改訂されています （2012年2月） 。
・添付文書は改訂されますので、定期的に確認しましょう。

総合評価部会の意見

・患者に新しく薬剤を投与する際は、添付文書の禁忌事項を把握して
処方する。

事例が発生した医療機関の取り組み

事 例 1
パーキンソン病の患者の術後にせん妄があったため、医師はセレネースの筋肉注射を
指示し、看護師が投与した。セレネース注の添付文書上、禁忌事項に「パーキンソン病の
患者」と記載があったが、医師および看護師はそのことを知らなかった。セレネースを
投与後、患者はパーキンソン病による筋強剛が悪化した。
◆セレネース注（抗精神病剤）の添付文書の『禁忌』に、「パーキンソン病の患者〔錐体外路症状
が悪化するおそれがある。〕」と記載されています。

事 例 2
腎不全の患者に大腸ポリープ切除術の前処置として、医師はビジクリア配合錠を処方した。
ビジクリア配合錠の添付文書上、禁忌事項に「重篤な腎機能障害のある患者」と記載があっ
たが、医師はそのことを知らなかった。ビジクリア配合錠を内服した翌日、急性高リン血症、
低カルシウム血症によるテタニー症状をきたした。
◆ビジクリア配合錠（経口腸管洗浄剤）の添付文書の『禁忌』に、「透析患者を含む重篤な腎機能
障害のある患者、急性リン酸腎症のある患者」と記載されています。
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⑶　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の分析
ⅰ　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の発生場面の内訳と実施の有無

○�「発生場面」では、「内服薬調剤」が19件（90.5%）で最も多かった。次いで「外用薬調剤」
が２件（9.5%）であった。また、「注射薬調剤」「その他の調剤に関する場面」「内服薬管理」「外
用薬管理」「注射薬管理」「その他の管理に関する場面」「交付」は報告がなかった。

○�実施の有無を見ると、患者に医薬品を交付したことを示す「実施あり」が19件（90.5%）で
あり、「実施なし」が２件（9.5%）であった。「調剤」のヒヤリ・ハット事例と比較して、交
付したことを示す ｢実施あり｣ が多かった。添付文書上の禁忌の事例では、疑義照会が行われ
ないと、そのまま交付される事例が多いと考えられる。

○�また、「内服薬調剤」をみると、｢実施あり｣ が17件（89.5%）、「実施なし」が２件（10.5%）
であり、「調剤」のヒヤリ・ハット事例と比較して、交付したことを示す ｢実施あり｣ が多か
った。

ⅱ　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の内容と実施の有無
○添付文書上の禁忌の調剤の事例では、「事例の内容」は、「処方せん監査間違い」のみであった。
○�実施の有無を見ると、患者に医薬品を交付したことを示す「実施あり」が19件（90.5%）で

あり、「調剤」のヒヤリ・ハット事例と比較して、｢実施あり｣ が多かった。

ⅲ　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例に報告された医薬品と添付文書上の禁忌記載事項
○�添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の中で報告された医薬品と禁忌や原則禁忌の疾患や病態

を見ると、「フスコデ配合錠」と「前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患者」の組み合
わせが３回と最も多く、他は１回ずつであった。

○�また、添付文書上の禁忌の調剤に関する事例の中で報告された医薬品と禁忌や原則禁忌医薬品
を見ると、全ての組み合わせが１回ずつであった。

○�添付文書上の禁忌の調剤に関する事例で報告された患者の疾患や病態を見ると、「前立腺肥大
の患者」［緑内障の患者」「過敏症の既往歴のある患者」に禁忌医薬品を調剤した回数が各４回
と最も多く、次いで「糖尿病の患者」に禁忌医薬品を調剤した回数が２回などであった。

○�これらの疾患に対しては禁忌の医薬品が処方されていないか確認することの重要性が示唆され
た。

ⅳ�　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例に報告されたヒヤリ・ハット事例及び「共有すべき事例」
の紹介
○添付文書上の禁忌の調剤に関する事例について紹介した。
○�セレニカ＝デパケンと結びつかなかった内容が報告されており、商品名と一般名、さらに同一

成分の商品名についても確認することが重要であると考えられる。
○�また、本事業の「共有すべき事例」のうち２事例を紹介した。医薬品と医薬品の相互作用や疾

病に対する禁忌の医薬品を確認するだけでなく、患者の個人的な体質に対する禁忌の医薬品も
確認することが重要であると考えられる。
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ⅴ　実施せずに済んだ理由
○�ヒヤリ・ハット事例では、件数は少ないが、何らかの仕組みや個人の知識、注意が機能して、

誤った医薬品を交付せずに済んだ理由が記載されている事例がある。実施せずに済んだ理由が
記載されていた事例は２件であった。その理由としては、

　・鑑査時に薬歴の表書きを確認した所、患者は緑内障の治療中である事が判明
　・鑑査者が気付き、疑義照会（詳細不明）
　であった。
○�調剤の事例では、「実施なし」が２件（9.5%）であった。処方せん監査者、調剤者、鑑査者と

もに禁忌の医薬品が処方されているかを確認することが重要であると考えられる。

ⅵ　添付文書上の禁忌の調剤に関する事例で報告された改善策
○�処方変更時の確認、薬歴の確認、お薬手帳の確認、コンピュータシステム、交付時、業務手順、

注意喚起などに関する改善策が報告された。いずれも、薬局で導入可能な内容であると考えら
れた。今後の調剤業務に活用していただきたい。

⑷　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の分析
ⅰ　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の件数と疑義があると判断した理由

○�添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の変更内容としては、「薬剤変更」が51件で特に多
く、次いで「薬剤削除」が36件などであった。疑義があると判断した理由としては、「当該処
方せんと薬局で管理している情報で判断」が最も多く68件（74.7%）であり、次いで「上記
以外で判断」が13件（14.3%）であった。疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例の「当該処
方せんと薬局で管理している情報で判断」は51.3%、「上記以外で判断」は17.4%であったこ
とと比較すると、添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例では「当該処方せんと薬局で管理
している情報で判断」の割合は多く、「上記以外で判断」の割合は同程度であった。

○�このことより、添付文書上の禁忌の処方では、処方せん以外の情報を活用してエラーを発見し
ている事例が多いと考えられる。よって、患者から病歴やアレルギー情報などを確認しておく
ことの重要性が示唆された。

ⅱ�　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の変更内容と患者に生じ得た健康被害の可能性との
関係
○�仮に変更前の処方の通りに服用した場合の患者の健康への影響度は、「患者に健康被害があっ

たと推測される」が90件（98.9%）、「患者に健康被害が生じなかったが、医師の意図した薬
効が得られなかったと推測される」が１件（1.1%）であった。疑義照会に関するヒヤリ・ハ
ット事例では、それぞれ67.0%、33.0%であったことから、添付文書上の禁忌の疑義照会に
関する事例における患者の健康への影響度の内訳は、ヒヤリ・ハット事例のそれと比較して影
響度が高かった。

○�添付文書の「禁忌」欄には、「次の患者には投与しないこと」と記載してあるため、「患者に健
康被害があったと推測される」を選択する割合が多かったと考えられる。
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ⅲ�　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の処方された医薬品と添付文書上の禁忌記載事項
○�添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例のうち、禁忌理由が疾患や病態であった事例の報告

回数は84回であった。変更内容別に処方された医薬品と変更になった医薬品の組み合わせ、
医薬品と添付文書上の禁忌、原則禁忌記載内容を整理して示した。変更内容別に見ると、「薬
剤変更」の事例では、PL配合顆粒（総合感冒剤）の報告回数が９回と最も多かった。緑内障
によりツムラ葛根湯エキス顆粒（漢方製剤）などに、前立腺肥大によりツムラ葛根湯エキス顆
粒（漢方製剤）などに、過敏症の既往歴によりカロナール錠200（解熱鎮痛消炎剤）に、十二
指腸潰瘍によりツムラ小青竜湯エキス顆粒（漢方製剤）に「薬剤変更」となった事例などが報
告された。「分量変更」の事例では、プラザキサカプセル110mg（血液凝固阻止剤）のみ報告
があり、報告回数は１回であった。腎機能低下により「分量変更」となった事例が報告された。

「薬剤削除」の事例では、PL配合顆粒（総合感冒剤）及びトーワチーム配合顆粒（総合感冒剤）
の報告回数が４回と最も多かった。PL配合顆粒では緑内障や過敏症により、トーワチーム配
合顆粒では緑内障や前立腺肥大により「薬剤削除」となった事例が報告された。

○�次に、添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例のうち、禁忌理由が併用禁忌医薬品が処方さ
れたことであった事例についても同様に整理して示した。処方された医薬品の報告回数は13
回であった。変更内容及び報告された医薬品及び添付文書に記載されている禁忌や原則禁忌医
薬品の組み合わせを見ると、全ての組み合わせが１回ずつであり、特に多いものはなかった。

○�添付文書上の疑義照会に関する事例の中で報告された患者の疾患、病態を見ると、「緑内障の
患者」「過敏症の既往歴のある患者」の回数が20回と最も多く、次いで「前立腺肥大の患者」
の回数が19回、「消化性潰瘍の患者」と「卵白アレルギー」の回数が各５回ずつなどであった。

○�緑内障や過敏症の既往歴の事例が多かったが、これらのみに注意するのではく、患者への聞き
取りを行い、医薬品と禁忌の疾患があるか確認を行うことが重要であると考えられる。

ⅳ　添付文書上の禁忌の疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例及び「共有すべき事例」の紹介
○�添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例に関し、報告された事例を変更内容の情報と併せて

紹介した。
○�患者に腎機能を確認して疑義照会に至った内容が報告されていた。腎機能が低下している患者

に対して禁忌の医薬品もあるため、患者に血液検査の結果を確認できる場合には、確認するこ
との重要性が示唆された。

○�添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例に関し、本事業が提供している「共有すべき事例」
を４事例紹介した。それらは「牛乳アレルギーの患者に対してエンテロノン－Ｒ散の処方を疑
義照会しレベニン散へ変更となった事例」「前立腺肥大症の患者に対してスピリーバの処方を
疑義照会しアドエアへ変更となった事例」「緑内障の患者に対してクロフェドリンＳの処方を
疑義照会しアストマリへ変更となった事例」「糖尿病の患者に対してセロクエルの処方を疑義
照会しリスパダールへ変更となった事例」であった。

○�総合評価部会委員による「事例のポイント」には、お薬手帳の情報は薬局の薬剤師だけで活用
するものではなく、処方医にも有用であることを患者に説明し、お薬手帳は薬局・医療機関共
に提出して情報共有を図ることを患者に促すことが重要であることや、薬局における薬歴管理
の重要性、薬剤師による患者とのコミュニケーションの重要性、患者本人によるセルフチェッ

－ 387 －

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

Ⅲ

【1】
【2】
【3】
【4】
【5】
【6】
【7】
【8】
医
薬
品
添
付
文
書
上
の
禁
忌
に
関
す
る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

ヒヤリ・ハット年報3章【7】.indd   387 2014/10/15   15:52:44



クの重要性などが指摘されており、お薬手帳や患者のコミュニケーションの内容と処方せんを
照らし合わせることが重要であると考えられる。

ⅵ　疑義があると判断する契機となった情報
○�添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例91件のうち、多くの事例において疑義を生じた理

由が記載されており、薬歴やお薬手帳を確認することによって禁忌に気づいた事例や、患者と
の会話の中で禁忌に気付いた事例が多かった。薬局で調剤に従事する薬剤師が、処方に関し情
報収集能力を高めることの重要性が示唆された。

ⅶ　薬局から報告された主な改善策
○処方せん、薬歴、既往歴、検査の確認、お薬手帳の活用などの改善策が報告された。
○�薬剤師が禁忌であるか確認するでなく、患者自身にも疾患と医薬品の禁忌内容を伝え、セルフ

チェックしていただくことが重要であると考えられる。

⑸�　医療事故情報収集等事業において報告された、添付文書上の禁忌に関する医療事故事例や
関連する医療安全情報

○�添付文書上の禁忌に関する事例について医療事故情報収集等事業において分析された事例を紹
介した。

○�報告された24事例のうち、当事業には報告がなかった禁忌疾患として、「パーキンソン病」「へ
パリン起因性血小板減少症」「アスピリン喘息」「腸閉塞、消化管の穿孔又はその疑い」が報告
された。

○�事故の程度として「障害残存の可能性がある（高い）」が10件（41.7%）と最も多く、禁忌の
事例においては患者への影響度が大きいことが示唆された。

○�また、医療事故情報収集等事業の医療安全情報No.61「併用禁忌の薬剤の投与」、No.86「禁
忌薬剤の投与」も紹介した。

○�薬局において発生、発見するエラーを確実に把握し、エラーを解消することにより防止できる
具体的な医療事故のイメージを得るために有用な内容と考えられるため、薬局の研修会や勉強
会などの場で活用をお願いしたい。

７）まとめ

　添付文書上の禁忌に関するヒヤリ・ハット事例の集計、分析を行った。
　その中で、「事例の概要」「発生場面」「事例の内容又は変更内容」「実施の有無」について集計し、
特に「調剤」の「処方せん鑑査間違い」の事例や疑義照会の事例について詳細に分析した。
　「354ページの図表７－９　添付文書上の禁忌の疑義照会に関する事例の変更内容と患者に生じ得
た健康被害の可能性との関係」でほぼ全例で「患者に健康被害があったと推測される」が選択されて
いたことや医療事故情報収集等事業において報告された事例において事故の程度として「障害残存の
可能性がある（高い）」が選択されていたことから、禁忌の疾患や症状に対して医薬品を投与すると
患者への影響度が大きいと考えられる。本分析において示された、詳細な結果を、調剤業務上の重要
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なポイントとして、手順や確認、表示の改善などに活用していただきたい。
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【8】	 個別薬剤に関するヒヤリ・ハット

糖尿病用剤に関するヒヤリ・ハット

はじめに

　糖尿病の治療には、まず食事療法と運動療法が基本となるが、それによって血糖値がコントロール
できない場合には薬物療法が必要となる。また、１型糖尿病においては、インスリンの実施が必要と
なる。
　糖尿病用剤は、投与量によっては低血糖を起こし、死に至るリスクもある医薬品であり、特に安全
管理が必要な医薬品であるハイリスク薬に位置づけられている１）。
　本事業では、ハイリスク薬であるインスリン製剤に関するヒヤリ・ハット事例が報告されているこ
とから、平成21年年報２）において、インスリン製剤に関する事例27件において、交付の有無、事例
の概要、規格・剤型間違いや薬剤取違えが報告された販売名などを分析した。また、その分析内容を
分かりやすくまとめた薬局ヒヤリ・ハット分析表も作成した。
　糖尿病治療薬には、糖尿病用剤、すい臓ホルモン剤及びGLP-1受容体作動薬など、種類、規格、剤
型など様々であり、それらに起因すると考えられる事例が報告されている。そこで総合評価部会では、
平成21年年報で、インスリン製剤に関するヒヤリ・ハット事例の分析を行ったが、その後もハイリ
スク薬である糖尿病治療薬のヒヤリ・ハット事例が報告されていることや、今後も多く処方、調剤さ
れる機会が見込まれること、調剤のエラーにより医療事故につながる可能性があることなどから、分
析テーマとして取り上げることが承認された。そこで、本年報では、経口薬の糖尿病用剤に関するヒ
ヤリ・ハット事例について、報告された医薬品の販売名や薬効と報告件数、疑義照会の事例における
疑義を生じた理由などの分析を行った。

１）報告件数

　報告された事例の中から糖尿病用剤に関する事例を抽出するため、平成25年１月１日から同年12
月31日に報告されたヒヤリ・ハット事例の事例収集項目のうち「処方された医薬品」「間違えた医薬
品」「関連医薬品」（以上「調剤」の事例）及び「処方された医薬品」「変更になった医薬品」（以上「疑
義照会」の事例）に入力された販売名の個別医薬品コード（通称：YJコード）が糖尿病用剤（396）
に該当する事例を検索し、206件であった。これを糖尿病用剤に関する事例とした。

図表８－１　報告件数

報告件数

ヒヤリ・ハット事例 5,820（100.0%）

糖尿病用剤に関する事例 206  　（3.5%）
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２）糖尿病用剤に関する事例の概要

　糖尿病用剤に関する事例206件を「事例の概要」、「事例の内容又は変更内容」別に集計した。
　「事例の概要」は、「調剤」が191件（92.7%）、「疑義照会」が15件（7.3％）選択されていた。ま
た、「特定保険医療材料」「医薬品の販売」が選択された事例はなかった。

図表８－２　糖尿病用剤に関する事例の報告内訳� （単位：件）

事例の概要 事例の内容
及び変更内容 合　計 （参考）ヒヤリ・

ハット事例

調　剤

調剤忘れ 10 286
処方せん監査間違い 6 211
秤量間違い 0 27
数量間違い 59 1,644
分包間違い 9 123
規格・剤形間違い 42 711
薬剤取違え 46 893
説明文書の取違え 0 7
分包紙の情報間違い 2 31
薬袋の記載間違い 7 173
その他（調剤） 7 787
充填間違い 2 16
異物混入 0 1
期限切れ 0 9
その他（管理） 0 4
患者間違い 0 21
説明間違い 0 8
交付忘れ 0 45
その他（交付） 1 20

疑義照会

薬剤変更 6 271
用法変更 1 79
用量変更 0 30
分量変更 3 120
薬剤削除 4 232
その他 1 50

医薬品の販売 0 6
特定保険医療材料 0 15

合　　　計 206 5,820
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　「調剤」の事例の「事例の内容」は、「数量間違い」が59件、次いで「薬剤取違え」が46件、「規格・
剤形間違い」が42件と多く、これらで大半を占めた。ヒヤリ・ハット事例との比較では、「数量間違い」
の割合は同程度であり、「規格・剤形間違い」「薬剤取違え」の割合が多かった。
　「疑義照会」の事例の変更内容では、「薬剤変更」が６件と最も多く、次いで「薬剤削除」が４件、「分
量変更」が３件、などであった。ヒヤリ・ハット事例との比較では、「薬剤変更」の割合が多かった。

３）糖尿病用剤の調剤に関する事例の分析

⑴　糖尿病用剤の調剤に関する事例の発生場面と医薬品の交付の有無
　糖尿病用剤の調剤に関する事例について、「発生場面」、医薬品の交付の有無を示す「実施の有無」
について集計を行った。
　なお、参考として全てのヒヤリ・ハット事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

　図表８－３　糖尿病用剤の調剤に関する事例の発生場面と実施の有無� （単位：件）
発生場面 実施あり 実施なし 合計

内服薬調剤 74 93 167
外用薬調剤 0 0 0
注射薬調剤 0 0 0
その他の調剤に関する場面 2 19 21
内服薬管理 0 2 2
外用薬管理 0 0 0
注射薬管理 0 0 0
その他の管理に関する場面 0 0 0
交付 1 0 1

合　　計 77 114 191
※�本分析の対象とする薬剤には「外用薬」「注射薬」は存在しないため、それらに関連する項目の報告は
ないが、下表（参考）との比較のため表中に項目を残した。

（参考）調剤に関するヒヤリ・ハット事例の発生場面と実施の有無� （単位：件）
発生場面 実施あり 実施なし 合計

内服薬調剤 1,289 1,722 3,011
外用薬調剤 190 338 528
注射薬調剤 19 18 37
その他の調剤に関する場面 94 1,223 1,317
内服薬管理 12 12 24
外用薬管理 4 1 5
注射薬管理 0 0 0
その他の管理に関する場面 0 1 1
交付 88 6 94

合　　計 1,696 3,321 5,017
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　「内服薬調剤」が167件（87.4％）で最も多かった。また、本分析の対象とする薬剤には「外用薬」
「注射薬」は存在しないため「外用薬調剤」などそれらに関連する項目の報告はないが、「その他の
管理に関する場面」の報告もなかった。
　実施の有無を見ると、患者に医薬品を交付したことを示す「実施あり」が77件（40.3％）であり、

「実施なし」が114件（59.7％）であった。「調剤」のヒヤリ・ハット事例と比較して、交付した
ことを示す ｢実施あり｣ が多かった。
　また、「内服薬調剤」を見ると、｢実施あり｣ が74件（44.3％）、「実施なし」が93件（55.7％）
であり、「調剤」のヒヤリ・ハット事例と比較して「実施あり」がやや多かった。

⑵　糖尿病用剤の調剤に関する事例の内訳と実施の有無
　糖尿病用剤の調剤に関する事例の「事例の内容」別の内訳を「実施の有無」とともに示す。
　なお、参考として全てのヒヤリ・ハット事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

図表８－４　糖尿病用剤の調剤に関する事例の内容と実施の有無� （単位：件）
事例の内容 実施あり 実施なし 合計

調剤忘れ 3 7 10

処方せん監査間違い 5 1 6

秤量間違い 0 0 0

数量間違い 19 40 59

分包間違い 6 3 9

規格・剤形間違い 16 26 42

薬剤取違え 15 31 46

説明文書の取違え 0 0 0

分包紙の情報間違い 2 0 2

薬袋の記載間違い 7 0 7

その他（調剤） 3 4 7

充填間違い 0 2 2

異物混入 0 0 0

期限切れ 0 0 0

その他（管理） 0 0 0

患者間違い 0 0 0

説明間違い 0 0 0

交付忘れ 0 0 0

その他（交付） 1 0 1

合　　計 77 114 191
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　糖尿病用剤の調剤に関する事例191件の「事例の内容」は、「数量間違い」「規格・剤形間違い」「薬
剤取違え」などが多かったことを先述した。
　次に、医薬品の交付の有無を示す「実施の有無」について特に「数量間違い」についてみると、「実
施あり」が選択されていた事例は19件（32.2％）、「実施なし」が選択されていた事例は40件

（67.8％）であった。「調剤」のヒヤリ・ハット事例の「数量間違い」と比較すると「実施あり」
の割合が多かった。
　「規格・剤形間違い」についてみると、「実施あり」が選択されていた事例は16件（38.1％）、「実
施なし」が選択されていた事例は26件（61.9％）であった。「調剤」のヒヤリ・ハット事例の「規
格・剤形間違い」と比較すると同程度であった。
　また、「薬剤取違え」についてみると「実施あり」が選択されていた事例は15件（32.6％）、「実
施なし」が選択されていた事例は31件（67.4％）であった。「調剤」のヒヤリ・ハット事例の「薬
剤取違え」と比較すると同程度であった。

（参考）調剤に関するヒヤリ・ハット事例の内容と実施の有無� （単位：件）
事例の内容 実施あり 実施なし 合計

調剤忘れ 75 211 286

処方せん監査間違い 173 38 211

秤量間違い 13 14 27

数量間違い 392 1,252 1,644

分包間違い 75 48 123

規格・剤形間違い 287 424 711

薬剤取違え 330 563 893

説明文書の取違え 7 0 7

分包紙の情報間違い 22 9 31

薬袋の記載間違い 132 41 173

その他（調剤） 86 701 787

充填間違い 5 11 16

異物混入 1 0 1

期限切れ 9 0 9

その他（管理） 1 3 4

患者間違い 19 2 21

説明間違い 7 1 8

交付忘れ 45 0 45

その他（交付） 17 3 20

合　計（件） 1,696 3,321 5,017
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⑶�　糖尿病用剤の調剤に関する事例において報告された、処方された医薬品及び間違えた医薬
品の組み合わせ
　糖尿病用剤に関する事例において、処方された医薬品と間違えた医薬品の組み合わせを、主な薬
効とともに示す。「主な薬効」が異なる医薬品名の組み合わせは太字で表記した。

図表８－５　処方された医薬品と間違えた医薬品の組み合わせ

処方された医薬品 主な薬効 間違えた医薬品 主な薬効 報告件数

アカルボース錠100mg
「タイヨー」 糖尿病用剤 アカルボース錠50mg「タイヨー」 糖尿病用剤 1

アクトス錠15 糖尿病用剤 アクトス錠30 糖尿病用剤 2

アクトス錠15 糖尿病用剤 ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 1

アクトス錠30 糖尿病用剤 アクトス錠15 糖尿病用剤 2

アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤 グリメピリド錠0.5mg「三和」 糖尿病用剤 1

アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤 グリメピリド錠0.5mg「EMEC」 糖尿病用剤 1

アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤 アマリールOD錠0.5mg 糖尿病用剤 1

アマリール1mg錠 糖尿病用剤 グリメピリド錠1mg「サワイ」 糖尿病用剤 1

アマリール1mg錠 糖尿病用剤 グリメピリド錠1mg「三和」 糖尿病用剤 1

アマリール1mg錠 糖尿病用剤 グリメピリド錠1mg「トーワ」 糖尿病用剤 1

アマリール1mg錠 糖尿病用剤 アマリール3mg錠 糖尿病用剤 1

アマリール1mg錠 糖尿病用剤 アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤 2

アマリール3mg錠 糖尿病用剤 グリメピリド錠3mg「三和」 糖尿病用剤 1

アマリールOD錠0.5mg 糖尿病用剤 アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤 1

エクア錠50mg 糖尿病用剤 グラクティブ錠50mg 糖尿病用剤 1

グラクティブ錠25mg 糖尿病用剤 ジャヌビア錠25mg 糖尿病用剤 1

グラクティブ錠25mg 糖尿病用剤 グラクティブ錠50mg 糖尿病用剤 3

グラクティブ錠50mg 糖尿病用剤 グラクティブ錠25mg 糖尿病用剤 2

グラクティブ錠50mg 糖尿病用剤 ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 1

グラマリール錠25mg その他の中枢
神経系用薬 グラクティブ錠25mg 糖尿病用剤 1

グリコラン錠250mg 糖尿病用剤 メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 3

グリメピリドOD錠1mg
「EMEC」 糖尿病用剤 グリメピリド錠1mg「日医工」 糖尿病用剤 1

グリメピリド錠0.5mg
「マイラン」 糖尿病用剤 アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤 3

グリメピリド錠0.5mg
「三和」 糖尿病用剤 グリメピリド錠1mg「三和」 糖尿病用剤 1
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

処方された医薬品 主な薬効 間違えた医薬品 主な薬効 報告件数

グリメピリド錠0.5mg
「日医工」 糖尿病用剤 グリメピリド錠1mg「日医工」 糖尿病用剤 1

グリメピリド錠1mg「サ
ワイ」 糖尿病用剤 アマリール1mg錠 糖尿病用剤 1

グリメピリド錠1mg「タ
ナベ」 糖尿病用剤 アマリール1mg錠 糖尿病用剤 1

グリメピリド錠1mg「日
医工」 糖尿病用剤 グリメピリドOD錠1mg「ケミ

ファ」 糖尿病用剤 1

グリメピリド錠3mg「サ
ワイ」 糖尿病用剤 アマリール3mg錠 糖尿病用剤 1

グリメピリド錠3mg「日
医工」 糖尿病用剤 アマリール3mg錠 糖尿病用剤 1

グルコバイ錠50mg 糖尿病用剤 グルファスト錠10mg 糖尿病用剤 1

グルファスト錠10mg 糖尿病用剤 グルベス配合錠 糖尿病用剤 1

ジャヌビア錠100mg 糖尿病用剤 ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 1

ジャヌビア錠25mg 糖尿病用剤 ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 1

ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 ジャヌビア錠25mg 糖尿病用剤 1

ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 グラクティブ錠50mg 糖尿病用剤 1

シュアポスト錠0.5mg 糖尿病用剤 シュアポスト錠0.25mg 糖尿病用剤 1

シングレア錠10mg その他のアレ
ルギー用薬 ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 1

セイブル錠50mg 糖尿病用剤 セイブル錠25mg 糖尿病用剤 1

ダオニール錠1.25mg 糖尿病用剤 オイグルコン錠1.25mg 糖尿病用剤 1

ダムゼール錠2.5mg 糖尿病用剤 ダオニール錠2.5mg 糖尿病用剤 1

ダムゼール錠2.5mg 糖尿病用剤 ダイアグリコ錠40mg 糖尿病用剤 1

ネシーナ錠12.5mg 糖尿病用剤 ネシーナ錠25mg 糖尿病用剤 1

ネシーナ錠6.25mg 糖尿病用剤 ネシーナ錠25mg 糖尿病用剤 1

パミルコン錠1.25mg 糖尿病用剤 パミルコン錠2.5mg 糖尿病用剤 1

ピオグリタゾン錠15mg
「タナベ」 糖尿病用剤 アクトス錠15 糖尿病用剤 2

ピオグリタゾン錠30mg
「トーワ」 糖尿病用剤 ダイアート錠30mg 利尿剤 1

ファモチジンD錠10mg
「日医工」 消化性潰瘍用剤 ピオグリタゾン錠15mg「日医工」 糖尿病用剤 1

ベイスンOD錠0.2 糖尿病用剤 ベイスン錠0.2 糖尿病用剤 1

ベイスンOD錠0.2 糖尿病用剤 ボグリボースOD錠0.2mg「サ
ワイ」 糖尿病用剤 1
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

　先述したように糖尿病用剤の調剤に関する事例は191件であり、図表８－５に示すように、医薬
品の組み合わせのパターンは、70通りであった。主な薬効については、ほとんどの事例が同じ薬
効同士の組み合わせであったが、一部に主な薬効が異なる組み合わせもあった。
　薬効が異なる組み合わせとしては、①処方された医薬品の薬効が糖尿病用剤であり、間違えた医
薬品の薬効が異なっている場合と、②処方された医薬品が糖尿病用剤以外の薬効であり、間違えた

処方された医薬品 主な薬効 間違えた医薬品 主な薬効 報告件数

ベイスンOD錠0.2 糖尿病用剤 ベイスンOD錠0.3 糖尿病用剤 1

ベイスン錠0.2 糖尿病用剤 ベイスン錠0.3 糖尿病用剤 2

ベイスン錠0.2 糖尿病用剤 ベイスンOD錠0.2 糖尿病用剤 1

ボグリボースOD錠
0.2mg「ケミファ」 糖尿病用剤 ボグリボース錠0.3mg「サワイ」 糖尿病用剤 1

ボグリボースOD錠
0.2mg「サワイ」 糖尿病用剤 ベイスンOD錠0.2 糖尿病用剤 1

ボグリボースOD錠
0.2mg「サワイ」 糖尿病用剤 ボグリボースOD錠0.3mg「サ

ワイ」 糖尿病用剤 1

ボグリボースOD錠
0.3mg「サワイ」 糖尿病用剤 ボグリボースOD錠0.2mg「サ

ワイ」 糖尿病用剤 1

ボグリボース錠0.2mg
「サワイ」 糖尿病用剤 セイブル錠25mg 糖尿病用剤 1

ボグリボース錠0.2mg
「トーワ」 糖尿病用剤 ボグリボースOD錠0.2mg「ト

ーワ」 糖尿病用剤 1

ボグリボース錠0.2mg
「ファイザー」 糖尿病用剤 ボグリボース錠0.3mg「タイヨ

ー」 糖尿病用剤 1

ボグリボース錠0.2mg
「マイラン」 糖尿病用剤 ボグリボース錠0.3mg「マイラ

ン」 糖尿病用剤 1

ボグリボース錠0.3mg
「マイラン」 糖尿病用剤 ボグリボース錠0.2mg「マイラ

ン」 糖尿病用剤 1

メタクト配合錠HD 糖尿病用剤 メタクト配合錠LD 糖尿病用剤 2

メデット錠250mg 糖尿病用剤 メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 1

メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 トランサミンカプセル250mg 止血剤 1

メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 メデット錠250mg 糖尿病用剤 1

メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 アカルボース錠50mg「タイヨ
ー」 糖尿病用剤 3

メトグルコ錠500mg 糖尿病用剤 メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 1

レボフロキサシン錠
100mg「ファイザー」 合成抗菌剤 ボグリボース錠0.2mg「ファイ

ザー」 糖尿病用剤 4

ロサルタンカリウム錠
50mg「日医工」 血圧降下剤 ピオグリタゾン錠30mg「DSEP」 糖尿病用剤 1
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

医薬品の薬効が糖尿病用剤である場合があった。前者の組み合わせの中には、利尿剤、止血剤と間
違えた事例がそれぞれ１件ある。また、後者の例としては、処方された医薬品の薬効が、その他の
中枢神経系用薬、その他のアレルギー用薬、消化性潰瘍剤、合成抗菌剤、血圧降下剤であった事例
がそれぞれ１件報告されていた。

⑷　糖尿病用剤の調剤の「数量間違い」「規格・剤形間違い」「薬剤取違え」に関する事例の分析
　糖尿病用剤の調剤に関する事例のうち、「事例の内容」で報告件数が多かった「数量間違い」「規
格・剤形間違い」「薬剤取違え」について、さらに詳細な分析を行った。

ⅰ　「数量間違い」に関する事例の分析
①「数量間違い」に関する事例の医薬品名と報告回数

　糖尿病用剤の調剤の「数量間違い」に関する事例の医薬品名と報告回数を整理して次に示す。

図表８－６　「数量間違い」に関する事例の医薬品名と報告回数

医薬品名 報告回数

アクトス錠30 1

アマリール1mg錠 9

アマリール3mg錠 1

エクア錠50mg 7

オイグルコン錠2.5mg 1

オペアミン錠2.5 1

グラクティブ錠100mg 1

グラクティブ錠25mg 3

グラクティブ錠50mg 3

グリメピリド錠0.5mg「EMEC」 1

グリメピリド錠0.5mg「三和」 1

グリメピリド錠1mg「EMEC」 1

グリメピリド錠1mg「サワイ」 1

グリメピリド錠1mg「三和」 2

グリメピリド錠3mg「EMEC」 1

グルコバイ錠100mg 1

グルファスト錠10mg 1

ジャヌビア錠50mg 1

シュアポスト錠0.25mg 1

シュアポスト錠0.5mg 1

セイブル錠25mg 2

ヒヤリ・ハット年報3章【8】.indd   398 2014/10/15   15:00:33



－ 399 －

Ⅲ

【1】
【2】
【3】
【4】
【5】
【6】
【7】
【8】
個
別
薬
剤
に
関
す
る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

　先述したように、糖尿病用剤の調剤に関する事例として多く報告されていた「数量間違い」
の事例の中で報告された医薬品名をみると、「アマリール1mg錠」が９回と多かった。次いで「エ
クア錠50mg」「メトグルコ錠250mg」がそれぞれ７回であった。

②　「数量間違い」に関する事例の紹介
　糖尿病用剤の調剤の事例のうち、主な事例を次に紹介する。

医薬品名 報告回数

セイブル錠50mg 3

ダオニール錠2.5mg 2

ネシーナ錠25mg 1

ネルビス錠250mg 1

ピオグリタゾンOD錠30mg「DSEP」 1

ベイスンOD錠0.2 1

ボグリボース錠0.2mg「サワイ」 2

ボグリボース錠0.2「OME」 1

ボグリボース錠0.3mg「サワイ」 2

メトグルコ錠250mg 7
※対象となった医薬品の販売名を入力する項目である、「処方された医薬品」に入力された販売名は複数入力
することが可能であるため、合計（62回）は事例の件数（59件）と異なる。

販売名 治療の程度 事例の内容等

【事例１】

○処方された医薬品
エクア錠50mg

治療なし （事例の内容）
　患者から「エクア錠50mg70錠のところ60錠しか入って
いなかった。10錠不足していることに薬のセット時、気がつ
いた。50年も通っていてミスは初めてである。ランタス注の
効果・副作用などのチェックはあるが高齢者が増えると効果
より窓口で数の確認をしてほしい。薬局内でよく話し合っ
てください。」と連絡があり、数量間違いを指摘された。
（背景・要因）
　エクアを60錠と思い込み調剤・鑑査してしまった可能性
がある。窓口では前薬グラクティブ錠の副作用の確認をし、
エクア錠50mg追加の説明をしたが、数の確認・入力まで
は行っていない。エクア錠50mg以外薬剤が残っていた可
能性も否定できなかったが、患者にはそれ以上のことは確
認できず、不足10錠を渡した。
（改善策）
　調剤は一人調剤の緊張感を持って調剤する、窓口で数を
患者と一緒に確認、さらにコメントもメモに入力する。
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

販売名 治療の程度 事例の内容等

【事例２】

○処方された医薬品　
メトグルコ錠250mg

治療なし （事例の内容）
　薬局では患者から残薬を預かっていて、残薬を差し引い
た分を医師に処方提案するなどしていた。メトグルコ錠
250mgも預かっていたが、必要な56錠ではなく、28錠し
か薬袋に入れなかった。薬歴を記載している時に気付き、
自宅に電話したところ、家族が対応されて、実はまだ余っ
ているメトグルコ錠250mgがあるとのことであった。次回
受診日にその分を差し引いて処方提案するなどして、解決
した。
（背景・要因）
　残薬調整に頭が取られていた。
（改善策）
　調整した数量等を処方せんに書き込む。

ⅱ　「規格・剤形間違い」に関する事例の分析
①　「規格・剤形間違い」に関する事例の医薬品名と報告回数

　糖尿病用剤の調剤の「規格・剤形間違い」の事例で、「処方された医薬品」「間違えた医薬品」
として報告された医薬品名と報告回数を整理して次に示す。

図表８－７　「規格・剤形間違い」に関する事例の医薬品名と報告回数

医薬品名 報告回数

アカルボース錠100mg「タイヨー」 1

アカルボース錠50mg「タイヨー」 1

アクトス錠15 4

アクトス錠30 4

アマリール0.5mg錠 4

アマリール1mg錠 3

アマリール3mg錠 1

アマリールOD錠0.5mg 2

グラクティブ錠25mg 5

グラクティブ錠50mg 5

グリメピリド錠0.5mg「三和」 1

グリメピリド錠0.5mg「日医工」 1

グリメピリド錠1mg「三和」 1

グリメピリド錠1mg「日医工」 1

ジャヌビア錠100mg 1

ジャヌビア錠25mg 2
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

　先述したように糖尿病用剤に関する事例として多く報告されていた「規格・剤形間違い」の
事例の中で報告された医薬品名をみると、84回中「グラクティブ錠25mg」と「グラクティ
ブ錠50mg」がそれぞれ５回と最も多かった。次いで「アクトス錠15」「アクトス錠30」「ア
マリール0.5mg錠」「ベイスン錠0.2」「メトグルコ錠250mg」「メトグルコ錠500mg」がそ
れぞれ４回であった。

医薬品名 報告回数

ジャヌビア錠50mg 3

シュアポスト錠0.25mg 1

シュアポスト錠0.5mg 1

セイブル錠25mg 1

セイブル錠50mg 1

ネシーナ錠12.5mg 1

ネシーナ錠25mg 2

ネシーナ錠6.25mg 1

パミルコン錠1.25mg 1

パミルコン錠2.5mg 1

ベイスンOD錠0.2 3

ベイスンOD錠0.3 1

ベイスン錠0.2 4

ベイスン錠0.3 2

ボグリボースOD錠0.2mg「サワイ」 2

ボグリボースOD錠0.2mg「トーワ」 1

ボグリボースOD錠0.3mg「サワイ」 2

ボグリボース錠0.2mg「トーワ」 1

ボグリボース錠0.2mg「ファイザー」 1

ボグリボース錠0.2mg「マイラン」 3

ボグリボース錠0.3mg「タイヨー」 1

ボグリボース錠0.3mg「マイラン」 3

メタクト配合錠HD 1

メタクト配合錠LD 1

メトグルコ錠250mg 4

メトグルコ錠500mg 4
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

　糖尿病用剤の調剤の「規格・剤形間違い」に関する事例の医薬品のブランド名は11種類で
あり、「アマリール」「グラクティブ」「ベイスン」がそれぞれ10回で最も多く、続いて「アク
トス」「メトグルコ」がそれぞれ８回などであった。

図表８－８「規格・剤形間違い」に関する事例の医薬品のブランド名と報告回数

医薬品名 報告回数

アマリール 10

グラクティブ 10

ベイスン 10

アクトス ８

メトグルコ ８

ジャヌビア ６

ネシーナ ４

シュアポスト ２

セイブル ２

パミルコン ２

メタクト ２

図表８－９「規格・剤形間違い」に関する事例の医薬品と規格・剤形間違いのパターン

医薬品名 規格・剤形間違いのパターン 報告回数

アカルボース錠「タイヨー」 「50mg」と「100mg」 1

アクトス錠 「15mg」と「30mg」 4

アマリール

「0.5mg錠」と「0.5mgOD錠」 2

「0.5mg錠」と「1mg錠」 2

「1mg錠」と「3mg錠」 1

グラクティブ錠 「25mg」と「50mg」 5

グリメピリド錠「三和」 「0.5mg」と「1mg」 1

グリメピリド錠「日医工」 「0.5mg」と「1mg」 1

ジャヌビア錠
「25mg」と「50mg」 2

「50mg」と「100mg」 1

シュアポスト錠 「0.25mg」と「0.5mg」 1

セイブル錠 「25mg」と「50mg」 1

ネシーナ錠
「6.25mg」と「25mg」 1

「12.5mg」と「25mg」 1
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

　糖尿病用剤の調剤の「規格・剤形間違い」に関する事例の医薬品の規格・剤形間違いのパタ
ーンを図表８－９にまとめた。シュアポスト錠、パミルコン錠、メタクト配合錠、メトグルコ
錠は規格が２種類のみのため、規格間の間違いが報告されている。一方、グラクティブ錠、ジャ
ヌビア錠、セイブル錠、ネシーナ錠は規格が３種類あり、アカルボース、アクトス、アマリー
ル、グリメピリド、ベイスン、ボグリボースは規格、剤形ともに複数存在するため、それらの
間の組み合わせのうちいくつかのものについてヒヤリ・ハット事例が報告されていた。
　ブランド名で多かった「グラクティブ錠」をみると、「25mg」と「50mg」が５回で多かった。

②　「規格・剤形間違い」に関する事例の紹介
　糖尿病用剤に関する事例のうち、「規格・剤形間違い」に関する「アマリール」「グラクティ
ブ」の事例を次に紹介する。

	
ア）アマリール

医薬品名 規格・剤形間違いのパターン 報告回数

パミルコン錠 「1.25mg」と「2.5mg」 1

ベイスン

「錠0.2」と「錠0.3」 2

「錠0.2」と「OD錠0.2」 2

「OD錠0.2」と「OD錠0.3」 1

ボグリボース

「錠0.2mgマイラン」と「錠0.3mgマイラン」 3

「OD錠0.2mgサワイ」と「OD錠0.3mgサワイ」 2

「錠0.2mgトーワ」と「OD錠0.2mgトーワ」 1

「錠0.2mgファイザー」と「錠0.3mgタイヨー」 1

メタクト配合錠 「LD」と「HD」 1

メトグルコ錠 「250mg」と「500mg」 1

販売名 治療の程度 事例の内容等

【事例１】

○処方された医薬品
アマリール1mg錠

○間違えた医薬品
アマリール3mg錠

治療なし （事例の内容）
　アマリール1mg錠のところ、3mg錠で交付した。
（背景・要因）
　規格が多数ある。人数が少なく、混んでいたため急いで
調剤、鑑査をした。
（改善策）
　規格をよく確認する。調剤者、鑑査者の他にもう一人に
確認してもらう。窓口で患者にもよく確認してもらう。
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

販売名 治療の程度 事例の内容等

【事例２】

○処方された医薬品
アマリールOD錠0.5mg

○間違えた医薬品
アマリール0.5mg錠

治療なし （事例の内容）
　アマリールOD錠0.5mgが一包化で処方された。誤って
アマリール0.5mg錠で分包し、鑑査で発見できずに患者に
交付した。調剤後、残っていたPTPシートがアマリール錠
であったためわかった。患家へ赴き、回収、訂正した。
（背景・要因）
　アマリールOD錠を在庫していることを忘れており、頻
繁に使用されているアマリール錠と思い込んでしまった。
刻印が同じ「NM」で全く間違いに気付かなかった。
（改善策）
　頻繁に調剤を応需する近隣医師と相談し、アマリール錠
0.5mgの採用を取り消し、OD錠に統一した。

イ）グラクティブ

販売名 治療の程度 事例の内容等

【事例１】

○処方された医薬品
グラクティブ錠25mg

○間違えた医薬品
グラクティブ錠50mg

不明 （事例の内容）
　グラクティブ錠25mg２錠１日１回朝食後のところグラ
クティブ錠50mg１錠朝食後で調剤した。
（背景・要因）
　処方せんにグラクティブ錠25mg２錠１日１回朝食後と
記載されていたが、前回まで１年以上にわたりグラクティ
ブ錠50mg１錠で処方されており、疑問を感じてFaxによ
り疑義照会を行ったところ、「変更なしでお願いします」と
の回答であった。今回の処方せん通りに変更なしであった
が、これまでの処方と変更なしと誤解し、グラクティブ錠
50mg１錠で調剤した。次回定期薬処方時もグラクティブ
錠25mg２錠で処方されており、再度疑義照会を行った結
果ミスがわかった。
（改善策）
　回答の解釈に迷いが生じないような明快な疑義照会を行
う。疑義照会の回答に疑問が出た場合は確認を行う。

【事例２】

○処方された医薬品
グラクティブ錠50mg

○間違えた医薬品
グラクティブ錠25mg

実施なし （事例の内容）
　一包化調剤で（４種）グラクティブ錠50mg処方のとこ
ろグラクティブ錠25mgで一包化した。鑑査で取り出した
PTPの外殻で調剤ミスに気付いた。分包し直して交付した。
（背景・要因）
　規格を見落として、調剤棚にある25mg錠を取り出した。
PTPの状態で規格を確認するのを怠った。
（改善策）
　取り出す前、取り出した後、一包化する前、一包化した
後の確認を徹底する。
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

③　「規格・剤形間違い」に関する「共有すべき事例」
　本事業で提供している「共有すべき事例」３）に糖尿病用剤に関する事例が公表されている
ので、改めて紹介する。

セイブル錠の調剤の際に規格を間違えた事例
（事例番号：000000027016）

事例の概要等

（事例の内容）　
　セイブル錠50mg３錠30日分交付すべきところ、セイブル錠25mg３錠30日分を交付した。患
者が気付き、翌日現物を持って来局された。
（背景・要因）
　患者が集中した。当薬局に在庫していない医薬品の処方箋を持参した患者の対応に常勤の薬剤師
が対応中だったため、パートの薬剤師１名、採用１ヶ月目の薬剤師１名が調剤、鑑査し交付した。
（改善策）
　薬剤師の勤務シフトを検討した。

事例のポイント

●「同一医薬品の規格・剤形間違い」は、薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成23年年
報で1,000件を超える報告があり、全報告の中で「数量間違い」についで２番目に多い事例となっ
ている。

●保険薬局では、多くの医療機関からの処方せんを受け取るため規格の統一は難しく、複数規格を
在庫している医薬品は数多くあると思われる。中でもよく交付する規格とあまり交付しない規格
があると、思い込みにより、よく交付する規格で調剤してしまうことがある。また、自薬局には
一規格しか在庫していない場合でも市場には他規格が存在する場合がある。

●規格の誤りによって死亡に至った事例が過去に知られていることを念頭に置き、細心の注意を払
う必要がある。

●複数規格の存在を視覚的に確認できるよう薬品棚に記す等の対応が求められる。

④　実施せずに済んだ理由
　ヒヤリ・ハット事例では、件数は少ないが、何らかの仕組みや個人の知識、注意が機能して、
誤った医薬品を交付せずに済んだ理由が記載されている事例がある。図表８－４に示したよう
に、糖尿病用剤に関する事例の内容が「規格・剤形間違い」である事例のうち、「実施なし」
の事例は26件であったが、そのうち、実施せずに済んだ理由が記載されている事例は３件あった。
その理由は、いずれも鑑査する間に気付いたものであった。

　
⑤　薬局から報告された主な改善策

　薬局から報告された改善策のうち、主なものを整理して以下に示す。

ア）処方せんの確認
○調剤時と最終鑑査時、薬剤の規格から確認してから薬剤名の確認をするようにする。
○�ネシーナのmg数が変更になっていたことに気付けなかった。他の薬が変更になっていな

くても安心せず、mg数を十分確認する。
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

イ）調剤時の確認
○�薬を調剤する前に医薬品名、規格、分量など確認をし、ピッキングを行った後にも再度確

認する。
○�複数規格のものは処方せんのコピー（調剤時に処方せんをコピーして、それを見ながら調

剤を行っている）に目を通した時予め○を入れるなどして誤調剤が無いように努める。薬
歴を取り出した時にもすぐわかるよう「メトグルコは500mg」と記載した注意喚起のメ
モを貼り付けた。

ウ）鑑査時の確認
○�指差し確認を怠らない。声に出して確認を徹底する。一呼吸置いてから鑑査を行う。

エ）コンピュータシステム
○今回のミスを踏まえ、ピッキングサポートシステムを導入する。

オ）在庫管理の工夫
○場所を離して保管する。常に規格を意識して取り扱う。
○�外箱の色が同じで似ているため、棚を隣り合わせではなく、離して陳列すると共に、棚の

ラベルに25mg、50mgが目立つように印を入れた。

ⅲ　「薬剤取違え」に関する事例の分析
①　「薬剤取違え」に関する事例の医薬品の組み合わせの件数

　糖尿病用剤の調剤の「薬剤取違え」に関するヒヤリ・ハット事例で報告された、処方された
医薬品名及び間違えた医薬品名及び報告件数を示す。

図表８－10　「薬剤取違え」に関する事例で報告された、処方された医薬品、及び間違えた医薬品の
組み合わせと報告件数

処方された医薬品 間違えた医薬品 件数

アクトス錠15 ジャヌビア錠50mg 1

アマリール0.5mg錠 グリメピリド錠0.5mg「EMEC」 1

アマリール0.5mg錠 グリメピリド錠0.5mg「三和」 1

アマリール1mg錠 グリメピリド錠1mg「サワイ」 1

アマリール1mg錠 グリメピリド錠1mg「三和」 1

アマリール1mg錠 グリメピリド錠1mg「トーワ」 1

アマリール3mg錠 グリメピリド錠3mg「三和」 1

エクア錠50mg グラクティブ錠50mg 1

グラクティブ錠25mg ジャヌビア錠25mg 1
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

処方された医薬品 間違えた医薬品 件数

グラクティブ錠50mg ジャヌビア錠50mg 1

グラマリール錠25mg グラクティブ錠25mg 1

グリコラン錠250mg メトグルコ錠250mg 3

グリメピリドOD錠1mg「EMEC」 グリメピリド錠1mg「日医工」 1

グリメピリド錠0.5mg「マイラン」 アマリール0.5mg錠 3

グリメピリド錠1mg「サワイ」 アマリール1mg錠 1

グリメピリド錠1mg「タナベ」 アマリール1mg錠 1

グリメピリド錠1mg「日医工」 グリメピリドOD錠1mg「ケミファ」 1

グリメピリド錠3mg「サワイ」 アマリール3mg錠 1

グリメピリド錠3mg「日医工」 アマリール3mg錠 1

グルコバイ錠50mg グルファスト錠10mg 1

グルファスト錠10mg グルベス配合錠 1

ジャヌビア錠50mg グラクティブ錠50mg 1

シングレア錠10mg ジャヌビア錠50mg 1

ダオニール錠1.25mg オイグルコン錠1.25mg 1

ダムゼール錠2.5mg ダイアグリコ錠40mg 1

ダムゼール錠2.5mg ダオニール錠2.5mg 1

ピオグリタゾン錠15mg「タナベ」 アクトス錠15 2

ピオグリタゾン錠30mg「トーワ」 ダイアート錠30mg 1

ファモチジンD錠10mg「日医工」 ピオグリタゾン錠15mg「日医工」 1

ベイスンOD錠0.2 ボグリボースOD錠0.2mg「サワイ」 1

ボグリボースOD錠0.2mg「ケミファ」 ボグリボース錠0.3mg「サワイ」 1

ボグリボースOD錠0.2mg「サワイ」 ベイスンOD錠0.2 1

ボグリボース錠0.2mg「サワイ」 セイブル錠25mg 1

メデット錠250mg メトグルコ錠250mg 1

メトグルコ錠250mg アカルボース錠50mg「タイヨー」 1

メトグルコ錠250mg トランサミンカプセル250mg 1

メトグルコ錠250mg メデット錠250mg 3

レボフロキサシン錠100mg「ファイザー」 ボグリボース錠0.2mg「ファイザー」 1

ロサルタンカリウム錠50mg「日医工」 ピオグリタゾン錠30mg「DSEP」 1
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

　薬剤取違えに関連した医薬品の組み合わせは39通りあり、そのうち「グリコラン錠250mg
とメトグルコ錠250mg」「グリメピリド錠0.5mg「マイラン」とアマリール0.5mg錠」「メト
グルコ錠250mgとメデット錠250mg」の間違いが３件、「ピオグリタゾン錠15mg「タナベ」
とアクトス錠15」の間違いが２件あったが、それ以外の組み合わせはいずれも１件ずつであり、
特に多い組み合わせはなかった。

②　「薬剤取違え」に関する事例の医薬品の組み合わせのうち主な薬効が異なるもの
　「⑶糖尿病用剤の調剤に関する事例において報告された、処方された医薬品、及び間違えた
医薬品の組み合わせ」で述べたが、「薬剤取違え」の事例で主な薬効の異なる医薬品の取違え
の組み合わせを改めて示す。

図表８－11　「薬剤取違え」に関する事例で報告された、主な薬効の異なる医薬品の取違えの組み合
わせ

処方された医薬品（主な薬効） 間違えた医薬品（主な薬効） 件数

グラマリール錠25mg
（その他の中枢神経系用薬）

グラクティブ錠25mg
（糖尿病用剤） 1

シングレア錠10mg
（その他のアレルギー用薬）

ジャヌビア錠50mg
（糖尿病用剤） 1

ピオグリタゾン錠30mg「トーワ」
（糖尿病用剤）

ダイアート錠30mg
（利尿剤） 1

ファモチジンD錠10mg「日医工」
（消化性潰瘍用剤）

ピオグリタゾン錠15mg「日医工」
（糖尿病用剤） 1

メトグルコ錠250mg
（糖尿病用剤）

トランサミンカプセル250mg
（止血剤） 1

レボフロキサシン錠100mg「ファイザー」
（合成抗菌剤）

ボグリボース錠0.2mg「ファイザー」
（糖尿病用剤） 1

ロサルタンカリウム錠50mg「日医工」
（血圧降下剤）

ピオグリタゾン錠30mg「DSEP」
（糖尿病用剤） 1

　「薬剤取違え」の事例で薬効の異なる医薬品の取違えの組み合わせは７通りであり、すべて
１件ずつ報告されていた。
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

販売名 治療の程度 事例の内容等

【事例１】

○処方された医薬品
グラマリール錠25mg

○間違えた医薬品
グラクティブ錠25mg

実施なし （事例の内容）
　「グラマリール錠25mg」が処方されていたが、「グラ
クティブ錠25mg」を間違えて調剤した。鑑査の際に、
他の薬剤師が取違えに気づき調剤をし直した。
（背景・要因）
・調剤を行う際に処方内容を確認していなかった。
・薬を取った後に、取違えていないかの確認を怠った。
（改善策）
　薬を調剤する前に医薬品名、規格、分量など確認をし、
ピッキングを行った後にも再度確認する。

【事例２】

○処方された医薬品
シングレア錠10mg

○間違えた医薬品
ジャヌビア錠50mg

治療なし （事例の内容）
　「シングレア錠10mg１錠寝る前７日分」を含む、７
薬品記載の手書きの処方せんであった。シングレア
10mg７錠調剤すべきところ、ジャヌビア錠50mg７錠
渡した。患者が２日目に薬袋と薬品名の違いに気づき、
服用中止、低血糖症状、気分不快はなかった。
（背景・要因）
　４連休前日、PM6時40分頃、患者が来局した。７種
の処方薬のうち、３種当局に在庫はなかった。４連休前
で、他局閉店後の時間となってしまった為、無い薬の手
配に気持ちが向かい、シングレア錠10mg７錠調剤すべ
きところ、棚近くのジャヌビア錠50mg７錠を渡してし
まった。
（改善策）
　在庫棚、ハイリスク薬（糖尿病、精神病薬等）の薬品
名の脇に、効能別に色分けした紙に薬効を書いて貼り、
注意を促す様にした。

【事例３】

○処方された医薬品
ファモチジンD錠10mg

「日医工」

○間違えた医薬品
ピオグリタゾン錠15mg

「日医工」

実施なし （事例の内容）
　ファモチジンD錠10mg「日医工」処方のところ、調
剤にてピオグリダゾン錠15mg「日医工」を手にとった。
棚が上下で隣り合っておりシートの色も似ている薬剤で
ある。シートの薬剤名、表記を目で確認したところ気づ
き訂正した。
（背景・要因）
　未記載
（改善策）
　薬剤の棚は五十音順に並べている。シート色、デザイ
ン、大きさの似た薬剤である。今回隣り合って配置して
いたのでシートの色デザイン、大きさが異なる医薬品を
間に置き換え改善策とした。

③　「薬剤取違え」に関する事例の紹介
　糖尿病用剤の事例のうち、「薬剤取違え」に関する事例を次に紹介する。
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

④　「薬剤取違え」に関する「共有すべき事例」
　本事業で提供している「共有すべき事例」に糖尿病用剤の「薬剤取違え」の事例が公表され
ているので、改めて紹介する。

販売名 治療の程度 事例の内容等

【事例４】

○処方された医薬品
レ ボ フ ロ キ サ シ ン 錠
100mg「ファイザー」

○間違えた医薬品
ボグリボース錠0.2mg

「ファイザー」

治療なし （事例の内容）
　レボフロキサシンが処方されていたところ、ボグリボ
ースを誤ってピッキングした。
（背景・要因）
　慣れにより、メーカー名が同じでシートデザインが似
ており、薬品棚が近く位置していた。
（改善策）
　処方せんをよく読み、ピッキングした医薬品名と確認
する。

【事例５】

○処方された医薬品
ロサルタンカリウム錠
50mg「日医工」

○間違えた医薬品
ピオグリタゾン錠30mg

「DSEP」

実施なし （事例の内容）
　処方せん上はニューロタン錠50mgが処方されてお
り、薬局側でロサルタンカリウム錠50mg「日医工」へ
後発医薬品変更をしているのだが、ピオグリタゾン錠
30mg「DSEP」をピッキングした。
（背景・要因）
　勘違い、確認不足があった。後発医薬品の名称変更が
相次いでいた。棚が隣で近かった為に勘違いしてしまっ
た。
（改善策）
　薬歴に記載してある後発医薬品変更についてや、ピッ
キング後の薬剤と処方せんとの再確認を行う。

分包品の一部を取り替える際に医薬品を取違えた事例
（事例番号：000000007383）

事例の概要等

（事例の内容）　
　一包化の調剤で分包品に６剤入っており、その中の一包のガスターが破損していたため、新しい
ものと取りかえようとした。ガスターだけを出そうとしたが他の薬剤も出てしまった為、入れ直し
た際に、近くにあったバラのアマリール1mg錠が間違えて混入した。この際、バイアスピリン錠
100mgが出ていたことに気づかず、６剤あることだけを確認し鑑査者へ渡した。
（背景・要因）
　一包化調剤の作り直しの際に処方箋と照らし合わせなかった。アマリールのバラが散らばった缶
のすぐ横で作り直しをした。
（改善策）
　入れ替えたものは処方せんと照らし合わせ、薬剤が合っているかを確認する。バラのものは蓋を
する、またはプラスチックケースに入れる。
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

⑤　実施せずに済んだ理由
　ヒヤリ・ハット事例では、件数は少ないが、何らかの仕組みや個人の知識、注意が機能して、
誤った医薬品を交付せずに済んだ理由が記載されている事例がある。図表８－４に示したよう
に、糖尿病用剤に関する事例の内容が「薬剤取違え」である事例のうち、「実施なし」の事例
は31件であったが、そのうち、実施せずに済んだ理由が記載されている事例は11件あった。
その理由は、

・シートの薬剤名、表記を目で確認したところ気づきすぐに直した。
・鑑査の際に、他の薬剤師が取違えに気づき調剤をし直した。
・鑑査時に気づいたため、誤った薬剤が患者へ渡ることはなかった。　
・最終鑑査中に発見した。	
・鑑査時に気づき交換した。
・鑑査の際に誤りに気が付いた。　
・鑑査時に気づき交換した。
・鑑査者に発見された。
・交付時に担当薬剤師が処方せんを読みながら渡していて、ミスに気が付いた。
・鑑査時にひっかけることができた。
・鑑査者に発見された。

であった。

⑥　薬局から報告された主な改善策
　薬局から報告された改善策のうち、主なものを整理して以下に示す。

ア）処方せんの確認
○メモ書きと処方せんをよく突合せ、見落としを防ぐ。

イ）調剤時の確認
○�薬を調剤する前に医薬品名、規格、分量など確認をし、ピッキングを行った後にも再度確

認する。
○シート、刻印のチェックを徹底する。
○薬歴の目立つところにジェネリック調剤することを書き留める。

事例のポイント

●一包化した薬を確認した際に薬の破損が見つかったため調剤をやり直したが、その際に薬が誤っ
た薬と入れ替わってしまった事例である。

●今回の事例では調剤をやり直す際に分包した袋から誤った薬のみを取り出し、正しい薬と入れ替
えている。

●このように誤った薬のみを入れ替えた場合、その後の確認作業ではその薬にのみ注意が向いてし
まい、その他の薬の確認が不十分となりやすい可能性がある。

●一包化調剤をやり直す際は一度分包した袋を開封し、新たに分包することが必要である。また異
なる薬が混入することを防ぐためにも、調剤に必要としない薬は、あらかじめ調剤を開始する前
に片付けておくことが重要である。
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

ウ）患者説明
○後発医薬品変更カードを発行しているが、その配布と利用を徹底する。

エ）調剤手順の見直し
○�今後は一般名処方対象の患者の薬歴コメント欄に調剤した薬を記載し「【般】グリメピリ

ド錠1mg→アマリール錠1mgで調剤。声かけをお願いします。」といったような記載をす
ることで入力者・調剤者・鑑査者に注意を促すとともに、入力者が調剤者に向けて声かけ
を行う。

オ）コンピュータシステム
○計数調剤注意喚起システムの使用を徹底する。

カ）在庫管理の工夫
○調剤棚に「ジェネリックあり」等の注意喚起を促す張り紙をする。
○�薬剤の棚は五十音順に並べている。シート色、デザイン、大きさの似た薬剤である。今回

隣り合って配置していたのでシートの色デザイン、大きさが異なる医薬品を間に置き換え
改善策とした。

○�在庫棚、高リスク薬（糖尿病、血圧、精神病薬等）の薬品名の脇に、効能別に色分けした
紙に薬効を書いて貼り、注意を促す様にした。

４）糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の分析

⑴　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の内容等
ⅰ　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の内容と疑義があると判断した理由

　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例について、「変更内容」と「疑義があると判断した理由」
を集計した。
　なお、参考として全てのヒヤリ・ハット事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

図表８－12　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の変更内容と疑義があると判断した理由�（単位：件）

変更内容／疑義がある
と判断した理由

当該処方せんのみで
判断

当該処方せんと薬局
で管理している
情報で判断

左記以外で判断注 合計

薬剤変更 0 1 5 6
用法変更 0 1 0 1
用量変更 0 0 0 0
分量変更 3 0 0 3
薬剤削除 2 2 0 4
その他 0 1 0 1

合　　計 5 5 5 15
注「左記以外で判断」の「左記」とは、「当該処方せんのみで判断」と「当該処方せんと薬局で管理している情
報で判断」を示し、疑義照会の事例収集項目の「疑義があると判断した理由」の選択肢のうちの「上記以外で
判断」を集計した。
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析

　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の変更内容としては、「薬剤変更」が６件で最も多く、次
いで「薬剤削除」が４件、「分量変更」が３件などであった。疑義があると判断した理由としては、

「当該処方せんのみで判断」「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」「左記以外で判断」
それぞれ５件（33.3％）であった。疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例の「当該処方せんの
みで判断」は31.3％、「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」は51.3％、「左記以外
で判断」は17.4％であったことから、糖尿病用剤の疑義照会に関する事例では「左記以外で判断」
の事例の割合が多かった。

	
ⅱ　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の変更内容と患者に生じ得た健康被害の可能性との関係

　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の「変更内容」と「仮に変更前の処方の通りに服用した場
合の影響」を整理して次に示す。
　なお、参考として全てのヒヤリ・ハット事例について同様の集計を行った結果をあわせて示す。

（参考）疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例の変更内容と疑義があると判断した理由� （単位：件）

変更内容/疑義がある
と判断した理由

当該処方せんのみで
判断

当該処方せんと薬局
で管理している
情報で判断

左記以外で判断注 合計

薬剤変更 70 155 46 271
用法変更 51 18 10 79
用量変更 21 7 2 30
分量変更 57 52 11 120
薬剤削除 33 142 57 232
その他 13 27 10 50

合　　計 245 401 136 782
注「左記以外で判断」の「左記」とは、「当該処方せんのみで判断」と「当該処方せんと薬局で管理している情
報で判断」を示し、疑義照会の事例収集項目の「疑義があると判断した理由」の選択肢のうちの「上記以外で
判断」を集計した。

図表８－13　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の変更内容と患者に生じ得た健康被害の可能性との
関係� （単位：件）

変更内容／仮に変更前の処方
の通りに服用した場合の影響

患者に健康被害があったと
推測される

患者に健康被害が生じなかっ
たが、医師の意図した薬効が
得られなかったと推測される

合計

薬剤変更 5 1 6

用法変更 1 0 1

用量変更 0 0 0

分量変更 3 0 3

薬剤削除 4 0 4

その他 0 1 1

合　　計 13 2 15
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Ⅲ　薬局ヒヤリ・ハット事例の分析� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

　仮に変更前の処方の通りに服用した場合の患者の健康への影響度は、「患者に健康被害があっ
たと推測される」が13件（86.7％）、「患者に健康被害が生じなかったが、医師の意図した薬効
が得られなかったと推測される」が２件（13.3％）であった。疑義照会に関するヒヤリ・ハッ
ト事例では、それぞれ67.0％、33.0％であったことから、糖尿病用剤の疑義照会に関する事例
における患者の健康への影響度の内訳は、ヒヤリ・ハット事例のそれと比較して多かった。

⑵　糖尿病用剤に関する事例の医薬品の組み合わせ
　疑義照会に関する事例で報告された処方された医薬品と変更になった医薬品の組み合わせを変更
内容別に示す。

（参考）疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例の変更内容と患者に生じ得た健康被害の可能性との関係
（単位：件）

変更内容／仮に変更前の処方
の通りに服用した場合の影響

患者に健康被害があったと
推測される

患者に健康被害が生じなかっ
たが、医師の意図した薬効が
得られなかったと推測される

合計

薬剤変更 188 83 271

用法変更 29 50 79

用量変更 13 17 30

分量変更 71 49 120

薬剤削除 201 31 232

その他 22 28 50

合　　計 524 258 782

図表８－14　疑義照会に関する事例の処方された医薬品、及び変更になった医薬品の組み合わせ

変更内容 処方された医薬品 主な薬効 変更になった医薬品 主な薬効 件数

薬剤変更 アマリール1mg錠 糖尿病用剤 アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤 1

グラケーカプセル15mg ビタミンK剤 グラクティブ錠50mg 糖尿病用剤 1

ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 エクア錠50mg 糖尿病用剤 1

テネリア錠20mg 糖尿病用剤 アクトス錠15 糖尿病用剤 1

ネシーナ錠25mg 糖尿病用剤 ネキシウムカプセル
20mg 消化性潰瘍用剤 1

メトグルコ錠500mg 糖尿病用剤 メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 1

用法変更 グルタミール錠40mg 糖尿病用剤 　 　 1

分量変更 アマリール3mg錠 糖尿病用剤 　 　 1

エクア錠50mg 糖尿病用剤 　 　 1

テネリア錠20mg 糖尿病用剤 　 　 1

薬剤削除 アクトス錠15 糖尿病用剤 　 　 1

アクトス錠30 糖尿病用剤 　 　 1
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変更内容 処方された医薬品 主な薬効 変更になった医薬品 主な薬効 件数

薬剤削除 アマリール1mg錠 糖尿病用剤 　 1

テネリア錠20mg 糖尿病用剤 　 　 1

ネシーナ錠25mg 糖尿病用剤 　 　 1

ベイスンOD錠0.3 糖尿病用剤 　 　 1

メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 　 　 1

その他 アクトス錠30 糖尿病用剤 　 　 1

アマリール1mg錠 糖尿病用剤 　 　 1

ベイスンOD錠0.3 糖尿病用剤 　 　 1

※疑義照会の対象となった医薬品の販売名を入力する項目である、「処方された医薬品」に入力された販
売名は複数入力することが可能であるため、合計（20回）は事例の件数（15件）と異なる。

　疑義照会の変更内容では、「薬剤削除」の事例が最も多く７回、次いで「薬剤変更」の事例が６回、
「分量変更」が３回などであった。
　このうち、「薬剤変更」で、主な薬効の異なる医薬品に変更となった組み合わせは「グラケーカ
プセル15mg（ビタミンＫ剤）→グラクティブ錠50mg（糖尿病用剤）」「ネシーナ錠25mg（糖尿
病用剤）→ネキシウムカプセル20mg（消化性潰瘍用剤）」があった。

	
⑶　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例の医薬品のブランド名

　疑義照会に関する事例で、処方された医薬品のブランド名を集計すると、「アマリール」が４回、
「アクトス」「テネリア」が３回、「ネシーナ」「ベイスン」「メトグルコ」が２回であり、そのほか
のブランド名は１回ずつであった。集計した結果を以下に示す。

図表８－15　糖尿病用剤の疑義照会に関する事例で処方された医薬品のブランド名

医薬品名 報告回数

アマリール ４

アクトス ３

テネリア ３

ネシーナ ２

ベイスン ２

メトグルコ ２

エクア １

グラケー １

グルタミール １

ジャヌビア １
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事例24　疑義照会、薬剤変更に関する事例（事例番号：000000032963）

事例の内容

　一般名処方でニフェジピン徐放錠20mg（24時間持続）１日２錠　１日２回朝夕食後　60日分処方され
ていた。処方せんを医療事務が入力した。調剤時に24時間持続製剤に対して、１日２回の処方であるため、
前回履歴を確認したところ、前回は12時間持続製剤で調剤されていることを確認したため疑義照会とした。
処方内容は前回と変更ないとの回答であり、ニフェジピン徐放錠20mg（12時間持続）での処方と確認し、
処方せんの印字によるまちがいであることを確認した。

背景・要因

　処方せんの入力事務は、くすりの作用時間や剤形などの知識のない事務職員が携わることもあり、用法や
剤形について妥当性を十分確認する必要がある。ニフェジピン製剤については剤形が多数あり、その医療機
関の一般名処方の採用以降とくに処方せんの印字ミスが多く苦慮している。

薬局が考えた改善策

　ニフェジピン製剤については、コンピューターのシステムとして用法と剤形でチェック機能などで確認で
きないのであれば、一般名処方でなく、商品名の処方に切り替えていただけないか、薬薬連携で再三に渡り
お願いしていたところであった。二カ月前に要望が受け入れとなったが、なかなか処方印字には反映されて
いない状況で苦慮している。

その他の情報

アダラートＣＲ錠の用法・用量（添付文書から抜粋）：
○高血圧症に関しては、2013年６月に以下の用法・用量が追加となった。
　「１日40mgで効果不十分な場合には、１回40mg１日２回まで増量できる。」

事例のポイント

●一般名処方で処方せんを入力する際の誤りである。
●�医師の意図する処方を、一般名に変更する際に誤りが生じた事例であり、疑義照会しなければ、医師の意

図を確認できない事例である。
●�ニフェジピンは商品名での記載でないと分かりづらく危険である。
●�上欄「その他の情報」に記載したように、一般名ニフェジピン徐放錠（24時間持続）の先発医薬品である

アダラートCR錠の用法は、従来は「１日１回」のみであったが、2013年６月に「１日２回」の用法も追
加となった。ニフェジピン製剤を調剤する際は、規格の種類や用法について、処方せん、薬歴、患者から
の聞き取りなどから、処方内容を特に慎重に確認することが重要である。
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事例25　疑義照会、分量変更に関する事例（事例番号：000000032985）

事例の内容

　患者は今まで、チラーヂンS錠50μg0.6錠（医師の指示により粉砕）/日（レボチロキシン量30μg）を
服用していた。患者の母親は今回からチラーヂンＳ錠50μgをチラーヂンＳ散0.01%へ変更する旨、医師か
ら説明を受けていた。
　処方は一日0.6g処方であり、担当した薬剤師がそのまま調剤した。別の薬剤師が鑑査の際、確認のためレ
ボチロキシン量に換算すると、60μgで倍量となっていることに気付いた。今回の採血の結果はまだ出てお
らず、患者の母親も用量の変更を聞いていないことから医師へ疑義照会し、一日0.3g（レボチロキシン量
30μg）へ変更となった。

背景・要因

　医師は規格があるにも関わらず、0.6錠から0.6gへそのまま処方してしまった可能性あり。調剤した薬剤
師は、錠剤のつぶしから散剤へ変更となっているにも関わらず、前回の成分量から今回の成分量への換算を
怠った可能性あり。

薬局が考えた改善策

　錠剤のつぶしが散剤へ変更となる際や、散剤が錠剤のつぶしに変更となる際は、必ず成分量への換算をし、
ダブルチェックを行う。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●病院の採用規格が変更（増えたり、減ったり）した時の問題である。
●�改善策にあるように、こういったケースでは換算ミスが起こりやすいので、しっかりとチェックすること

が重要である。
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事例26　内服薬調剤、規格・剤形間違いに関する事例（事例番号：000000033042）

事例の内容

　ノルバスク錠2.5mgを処方されたところ誤ってノルバスク錠5mgを薬剤師が調剤、実習生が鑑査時に見落
として薬袋に入れてしまう。指導薬剤師が発見・指摘することで患者に手渡される前に処方せん通りの調剤
を行った。

背景・要因

　いくつかの業務を並行して行っていたため実習生の注意力が散漫していたと考えられる。

薬局が考えた改善策

　作業の分担、区切りを明確にすることで各作業に集中できるようにする。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●実習生が関係するヒヤリ・ハット事例も生じうる。
●�医療事故を未然に防ぐためには、実際にどのようなヒヤリ・ハット事例があるのか、また、その背景はど

のようなものであるかをよく知っておくことが有用であることから、指導薬剤師は出来れば当機構の薬局
ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業の成果を学生に指導し、ヒヤリ・ハット事例の入力の仕方や、データ
の活用方法を学ばせることにより今後の実習に役立てていただきたい。
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事例27　内服薬調剤、規格・剤形間違いに関する事例（事例番号：000000033226）

事例の内容

　ベネット錠75mgを服用している患者で、今回も75mgが処方されていた。調剤時にベネット錠17.5mg
で調剤し、鑑査時にも気づかず患者へ交付してしまった。後日、いつもの薬と違うと患者より連絡がありわ
かった。75mg製剤と交換した。

背景・要因

　ベネット錠は75mgと17.5mgでは、７と５の数字が共通しており、処方せんまたは調剤された薬を見間
違えた可能性がある。また、製剤の外観も同じような1枚の紙のシートであるため、気づかなかった可能性
がある。

薬局が考えた改善策

　ベネット調剤時には、内容をよく確認する。メーカー側には、どちらかのシートを変更していただけると
助かる。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●背景、要因の欄に記載があるが、錠剤の色や、パッケージの記載も違う。
●医薬品の配置や、取違え防止のために、手順書を書き換えるなどを検討してほしい。
●�また、製剤外観に関しては、シートの大きさを変えるなどをメーカーに相談する手段も有用であると考え

られる。
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事例28　内服薬調剤、数量間違いに関する事例（事例番号：000000033272）

事例の内容

　FAX送信されてきた処方せん。
　日数を他の薬同様に、28日分と思って調剤してしまったが、本当は14日分だった。
　交付後、薬歴を整理していた際に、調剤の誤りを発見した。
　患者（母親）に連絡して交換した。

背景・要因

　FAXの印字がはっきりしなかった。
　確認不足。

薬局が考えた改善策

　印字が不明瞭の場合、特に元の処方せんをよく確認する。

その他の情報

　関連医薬品：
　メチコバール錠500μg、ユベラNカプセル100mg

事例のポイント

●�FAXにて調剤を開始することがあるが、印字が不明瞭で少しでも不安を感じる場合は、面倒がらずに特に
元の処方せんをよく確認する必要がある。
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事例29　外用薬調剤、処方せん監査間違いに関する事例（番号：000000033282）

事例の内容

　患者にロキソニンテープ100mgを渡した。27日後に来局時、「ロキソニンはアレルギー経験があるので使
わなかった」と患者より申告されわかった。薬物アレルギーについては薬歴に記載していたが、テープまで
注意が及ばす、そのまま渡してしまった。

背景・要因

　薬物アレルギーのレセプトコンピュータ登録をしていたが、飲み薬のみの登録だったため、引っかからな
かった。

薬局が考えた改善策

　レセプトコンピュータにロキソニンテープ・ゲルも禁忌に登録した。
　薬物アレルギーの患者は処方変更に特に注意する。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●�薬物アレルギーは生命の危険につながることがあるので、同一商品名における他剤形の有無の確認には特
に注意を払う必要がある。

－ 457 －

Ⅳ

 

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅳ　共有すべき事例

ヒヤリ・ハット年報4章.indd   457 2014/10/15   15:01:25



事例30　内服薬調剤、規格・剤形間違いに関する事例（事例番号：000000033430）

事例の内容

　血液内科を１週間ごとに受診されている患者に対し、ネオーラル25mgカプセルを調剤するところを、ネ
オーラル10mgカプセルで調剤した。
　鑑査でも気付かず、そのまま患者に交付してしまった。
　１週間後の再来局時に患者の申し出によりわかった。
　ネオーラルとして１日量150mgで服用するところが120mgでの服用となっていた。
　医師に状況を報告。検査値、血中濃度に大きな変化はなかったため、そのまま様子を見ることとなった。
　今回のミスによる体調の悪化はなかった。

背景・要因

　未記載

薬局が考えた改善策

　繁忙時でもひとつずつ確認して鑑査を行うことを徹底する。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●調剤時の確認及び鑑査もすり抜けてしまった事例である。
●�用量が下回ると有効性不発揮となり治療（有効性）に大きな影響を及ぼす。調剤、鑑査、交付の際のチェ

ック体制を再確認する必要がある。
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事例31　内服薬調剤、処方せん監査間違いに関する事例（事例番号：000000033670）

事例の内容

　前立腺肥大で治療中の患者。フスコデ配合錠服用で尿閉の副作用歴「＋」と薬歴記載があることを見落と
し交付し、２週間後の再来時にわかった。服用により若干の排尿困難があった様子であった。事情を説明し、
医師に疑義照会し、再来時のフスコデ配合錠処方は削除した。

背景・要因

　薬歴記載事項の見落としがあった。（繁忙による）

薬局が考えた改善策

　薬歴確認の徹底。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●高齢者における前立腺肥大患者は多いため、禁忌薬の知識は必須である。
●�この患者は２週間のフスコデ服用により排尿困難が出現していることから、このまま気付かずに服用を続

ければ更に症状が進行した可能性が考えられる。
●�前立腺肥大患者に対しては、鎮咳剤や抗ヒスタミン剤が含まれる風邪薬や、鎮痙剤や胃炎の胃腸薬、乗り

物酔い止め薬などのOTCにも注意が必要である。
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事例32　内服薬調剤、薬剤取違えに関する事例（番号：000000033700）

事例の内容

　一般名処方であり、分包希望の方のため勘違いしてアシノン錠150mgであるところをザンタック錠
150mgで調剤した。

背景・要因

　一般名処方であり、同じ力価であったため薬品の確認が甘かった。少し前にザンタック錠150mgを調剤
していたため、一般名を勘違いした。

薬局が考えた改善策

　一般名処方のときは、薬品箱などでもしっかりチェックする。思い込みをしないで、しっかり一般名と商
品を目視で確認する。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●�一般名処方において、アシノン錠150mgの一般名:ニザチジンと、ザンタック錠150mgの一般名:ラニチ
ジンを誤った事例である。

●�一般名処方は有効成分の一般的名称を基本としているため、同効医薬品の場合は類似名が多いことに注意
が必要である。
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事例33　注射薬調剤、規格・剤形間違いに関する事例（事例番号：000000033706）

事例の内容

　患者の家族からいつものインスリンは濁っているが今日のインスリンは透明だったが薬が変わったか？と
電話を貰い確認したところ調剤の誤りがわかった。１回使用してしまっていたが幸いにも低血糖を起こさず
に済んだ。直ちに患者の家に正しい薬剤をお届けしお詫びする。医師にも経緯を連絡する。

背景・要因

　調剤では内服のつぶしに気を取られ、鑑査では冷所保存することに意識が向いてしまい確認を怠ってしま
う。在宅訪問患者であったが定期処方の為、訪問時の確認もしっかり行わなかった。

薬局が考えた改善策

　調剤及び鑑査時の確認を徹底する。注射剤は交付時患者と一緒に確認する決まりを在宅訪問でも徹底する。

その他の情報

　処方された医薬品：
　ノボラピッド30ミックス注フレックスペン
　間違えた医薬品：
　ノボラピッド注フレックスペン

事例のポイント

●インスリンの誤薬は体調に重大な影響を与えるため、細心の注意が必要である。
●�誤りが繰り返し生じている薬剤は、その保管場所や標記方法、鑑査の手順など、他の薬剤とは違った手順

にする等の対策も有用であると考えられる。
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事例34　疑義照会、薬剤変更に関する事例（事例番号：000000033887）

事例の内容

　夕方の混雑時に来局した。４月より一般名処方へ変わった耳鼻科からの処方せんを持参した。処方には散
剤、液剤があり、そのうちのチペピジンヒベンズ酸塩シロップ２％　3mL　毎食後で処方されていた。薬局
の採用品にはアスベリンドライシロップ2%（粉）、アスベリンシロップ0.5%があり、患者は１歳、体重
11kgで体重当たりの用量超過、剤形の不一致のため疑義照会をした。処方医師に電話で確認したところチ
ペピジンヒベンズ酸塩シロップ0.5%　3mL　毎食後へ変更となった。

背景・要因

　処方元の医院でレセプトコンピュータに医薬品登録する際に、アスベリンドライシロップ2%＝チペピジ
ンヒベンズ酸塩シロップ2%（ｇ）、アスベリンシロップ0.5%=チペピジンヒベンズ酸塩シロップ0.5%（mL）
とするところを、誤ってアスベリンシロップ0.5%（mL）→チペピジンヒベンズ酸塩シロップ2%（mL）を
紐付けしていたことが原因だった。今回は明らかに用量超過もあり、見つかったが一般名になるとドライシ
ロップとシロップは表記が同じで、規格と単位のみ異なる。たまたま販売品目が液剤、散剤で規格も同じ％
表示だったため起きたと思われる。

薬局が考えた改善策

　今回の疑義照会で処方医師の指示薬品と処方せんの入力内容が修正されたので改善した。調剤するときは
シロップの規格と単位を確認したうえで調剤に入り、監査も注意するように徹底した。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●レセプトコンピュータの一般名のマスターを登録する際は内容等を間違えて入力しないよう十分な注意が
必要である。
●�マスターを登録するときは、複数人の目を通して確認する、登録画面をプリントアウトして再確認するこ

となどが間違いの防止のために有用である。
●�乳幼児の処方監査は剤形に係わらず、剤形・規格・単位、用法・用量、患者体重など慎重に確認した上で

行わなければならない。
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事例35　疑義照会、分量変更に関する事例（事例番号：000000034010）

事例の内容

　泌尿器科より発行されたRp.ウブレチド錠5mg１日用量２錠分2×14日分朝昼食後服用との記載の処方せ
んを受け付ける。ウブレチド錠5mgは2010年３月の添付文書の改訂で低緊張性膀胱による排尿障害に対す
る用量・用法は「ジスチグミン臭化物として、成人１日5mgを経口投与する」とされており、今回の処方内
容は保険適応上の用量とは異なる為当該医療機関薬剤部にFAXで疑義照会を行った。疑義照会の回答として

「医師より朝昼食後でよろしいとのことでした」とあり。用量に関する回答となっていない為当該薬剤部に
電話で問い合わせを行ったところ、「１日15mgで投与したいところを10mgとしている為処方通り調剤する
よう医師からは回答があった」との申し出があり。ウブレチド錠5mgの排尿障害に対する用量が１日5mg
となった背景として、１日5mgを超える用量では副作用による死亡例の報告があること、また効果について
も5mg以上の場合との差がそれほどないこと等があることを説明の上、再度処方医師への確認をお願いした。
処方内容がRp.ウブレチド錠5mg１日用量１錠分1×14日分朝食後服用に変更となった。

背景・要因

　2010年３月以前はウブレチド錠5mgの保険適応上の用量は「ジスチグミン臭化物として、通常成人１日
５～20mgを１～４回に分割経口投与する。なお、症状により適宜増減する。」とされていたが、「コリン作
動性クリーゼ」の発現を防止するため、安全対策として「手術後及び神経因性膀胱などの低緊張性膀胱によ
る排尿困難」について「用法及び用量」が一部変更となったことが今回の事例の要因の一つと考えられる。
今回の事例では、保険薬局の薬剤師と医療機関薬剤師が連携して、処方医師への情報提供を行うことで、副
作用の発現の可能性を未然に防ぐことが出来た事例でもあると考える。

薬局が考えた改善策

　未記載

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●医薬品情報はたえず最新のものを更新し、周知理解しておく必要がある。

－ 463 －

Ⅳ

 

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報� Ⅳ　共有すべき事例

ヒヤリ・ハット年報4章.indd   463 2014/10/15   15:01:25



事例36　疑義照会、薬剤変更に関する事例（事例番号：000000034314）

事例の内容

　喘息の患者で、今までプレドニン錠5mg、ユニフィルLA錠200mg、ムコソルバンＬカプセル45mgを７
日分処方されていた。その後テグレトール錠200mgが処方され、病歴に神経痛、てんかん等もなく喘息患
者なので、テオドール錠200mgの入力間違いと思われたため、疑義照会したところ、テオドール錠200mg
へ処方変更となる。

背景・要因

　未記載

薬局が考えた改善策

　未記載

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●�処方医の処方薬についての名称間違いを、病歴などの患者背景を確認することにより誤りに気が付き疑義
照会に繋げた良い事例である。
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事例37　内服薬調剤、規格・剤形間違いに関する事例（事例番号：000000034344）

事例の内容

　ガスコン錠80mgの処方で、忙しくて規格の確認を怠りガスコン錠40mgを調剤した。鑑査時に別の薬剤
師より指摘を受け修正した。

背景・要因

　ガスコン錠40mgは採用薬であるが、ガスコン錠80mgは在庫のない薬剤であったため、40mg錠と思い
込んだことが要因。

薬局が考えた改善策

　未記載

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●処方薬の規格を、採用薬の慣れた規格と思い込んでしまった事例である。
●�薬局は複数の医療機関からの処方せんに対応しなければならないが、際限なく多くの規格を常備しておく

ことも出来ないジレンマもある。思い込みによる規格間違いを防ぐためには、常に他規格の存在を意識し、
注意しながら調剤する必要がある。
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事例38　内服薬調剤、処方せん監査間違いに関する事例（事例番号：000000034361）

事例の内容

　従来メトグルコ錠250mg　６錠/日で服用されていたが、転院先で同一成分のグリコラン錠250mg　６
錠/日で処方。後日基金のほうから通達があり査定される。

背景・要因

　メトグルコ錠250mgとグリコラン錠250mgは同じメトホルミン製剤であるが、メトグルコ錠250mgの
み2250mg/日の投与が可能であり他は750mg/日までと決まっている。そのことを知らずに同一成分であ
ることからそのまま処方したのが原因。

薬局が考えた改善策

　同一成分薬でも用量・用法・効能が違うものがあり、添付文書等で認識する。

その他の情報

メトグルコ錠250mg：
　初期投与量：１日500mg、２～３回分服（食直前又は食後）
　維持量：１日750～1500mg
　最高投与量：１日2250mg
グリコラン錠250mg：
　初期投与量：１日500mg、２～３回分服、食後
　最高投与量：１日750mg

事例のポイント

●同一成分であるために、用量も同じと思い込んでしまった事例である。
●同一成分の場合こそ、用量を逐一確認することを怠ってはならない。
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事例39　疑義照会、薬剤削除に関する事例（事例番号：000000034405）

事例の内容

　当該患者に【般】ロキソプロフェンNa錠60mg（他３剤）が処方された。レセプトコンピュータに入力時
にロキソプロフェンNa錠60mgにチェックがかかり、さらに薬歴の患者情報を見ると「ロキソニン錠60mg
で悪心」の記録があったため、疑義照会し、【般】ロキソプロフェンNa錠60mgが削除となった。

背景・要因

　レセプトコンピュータの患者の体質に、副作用のあった薬についてチェックがかかるように設定しておい
たため、入力をした事務員でも気付けた。また、その理由についてもきちんと薬歴に記載があったため、あ
いまいな疑義照会とならずに済んだ。

薬局が考えた改善策

　特になし

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●レセプトコンピュータによるチェックが役に立った事例である。
●�副作用歴などの重要な患者情報に関してはこのような複数のステップの複数の情報源によるダブルチェッ

クが望ましい。
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事例40　疑義照会、分量変更に関する事例（事例番号：000000034845）

事例の内容

　転院時、処方量が以前の10倍量となっていた。以前の投与量を処方医に情報提供したところ分量変更とな
った。テグレトール細粒50%　4g→0.4g、エクセグラン散20%　7.5g→0.75g。

背景・要因

　紹介状はなく、患者が口頭で伝えた結果をそのまま処方していた。患者は受診時にお薬手帳を提示してい
なかった。

薬局が考えた改善策

　受診時には、お薬手帳を必ず提示するよう指導した。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●薬局での薬歴の確認により薬剤量についての疑義照会がなされた良い事例である。
●転院時には特に注意して投与量の確認を行う必要がある。
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事例41　疑義照会、薬剤変更に関する事例（事例番号：000000034849）

事例の内容

　牛乳アレルギーがあることを初回質問時に確認してあった。エンテロノン－Ｒ散が処方されていたので、
医師に疑義照会し、牛乳アレルギーがあることを伝え、レベニン散に変更してもらうよう提案し変更となっ
た。

背景・要因

　未記載

薬局が考えた改善策

　未記載

その他の情報

エンテロノン－Ｒ散：
　禁忌：牛乳に対してアレルギーのある患者（アナフィラキシー様症状を起こすことがある）

事例のポイント

●�アレルギー物質については、本来は処方医が処方設計時に考慮すべきものであるが、製剤成分中に含まれ
る物質にまで気が付くことは少ない。

●疑義照会によってアレルギー歴のある薬剤の投与を防ぐことができた良い事例である。
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事例42　交付、患者間違いに関する事例（事例番号：000000034852）

事例の内容

　患者氏名をお呼びしたところ、「こっち、こっち」と手招きされ、話す内容も「足が痛いんです」等違和
感がなかったため、ロキソニンテープ50mgをお渡しした。別の患者から「まだですか？」と訴えがあり、
別の患者へ交付したことがわかった。誤って交付した相手を推定し、自宅に電話をし判明した。すぐに自宅
に伺い、ロキソニンテープ50mgを回収した。

背景・要因

　服薬指導を始める際に、再度氏名の確認をすべきであった。ご自宅へ伺った際に薬の管理を確認して、認
知症を発症している様子がうかがえた。処方せんが集中しており、早くお渡しして薬局に戻らなければとの
思いが強かった。

薬局が考えた改善策

　服薬指導の前に再度氏名の確認を行う。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●顧客である患者の認知状態によっては対応の仕方が難しくなる。
●�氏名の確認の他に、番号札の確認など様々な同定手段を組み合わせるなどにより、患者間違いを最大限に

防止することが重要である。
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事例43　疑義照会、用法変更に関する事例（事例番号：000000034945）

事例の内容

　ターミナルケアの在宅患者の処方せん。訪問して介護者である家族への服薬指導から服用方法と違う処方
内容であることが判明。疑義照会して、従来の用法に変更になった。

背景・要因

　主治医の記載間違い。

薬局が考えた改善策

　交付時の服薬指導は、従来の用法と違いがあるかよく確認する。

その他の情報

　処方された医薬品：
　オキシコンチン錠5mg

事例のポイント

●在宅介護の患者の自宅を訪問して、薬を届けるという業務は今後増えると想定される。
●訪問した際には、患者の状態や処方せんの内容、服用状況の確認などを十分に行う必要がある。
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事例44　疑義照会、薬剤変更に関する事例（事例番号：000000035071）

事例の内容

　施設へ入所されている患者で薬の管理は看護師。心浮腫などでラシックスを服用し、今までアスパラカリ
ウム錠300mgを服用していた患者の処方が突然アスパラ－CA錠200に変更になった。FAXを受け取った時
点で念のため、「カリウム製剤からカルシウム製剤に変更になっているがこれでかまわないのか？」と疑義
照会したが「それでいい」との回答であった。代理人の看護師が来られたときに「カルシウム剤に変わって
いるが？」と再度確認した。医師からの説明は”医療機関の登録がなくなったので別の薬を出しておく。規
格は少なくなるが問題ない”との指示を受けていたため疑義照会先として薬剤部に今回の件を再確認した。
アスパラカリウム錠300mgの登録が確かになくなり、医師がやはり勘違いしている可能性があるとのこと
で、病院薬剤部から問い合わせしてもらい、処方がアスパラカリウム散50%0.6g（300mg）に変更になった。

背景・要因

　医師がアスパラカリウム錠300mgとアスパラ－CA錠200を規格違いのカリウム製剤と考えていたためと
思われる。カルシウム製剤と伝えたが医事課を通しての事だったため伝わっていなかった可能性あり。

薬局が考えた改善策

　明らかにおかしいと思える案件であり、一度の疑義照会で変更がなくても患者インタビューなどから矛盾
点を再度導き、問い合わせ先としても薬剤部を選んだり等、別のルートから疑義照会を行う。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●疑義照会する場合には、疑問点を的確に伝える必要がある。
●�回答に疑問がある場合には再度確認する場合も想定される。納得のいく回答が得られるまで、疑義照会を

繰り返し、薬剤の間違いを回避した事例である。
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事例45　交付、患者間違いに関する事例（事例番号：000000035085）

事例の内容

　他の患者にお薬をお渡ししかけた。他のスタッフが気づいて本人に正しいものを渡した。

背景・要因

　名前を姓だけで呼び出し、出てこられた患者に名前の確認を怠った。

薬局が考えた改善策

　患者の名前を姓、名まできちんとお呼びする。本人に再確認。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●同姓、あるいは同姓同名の患者もいることから、患者に薬を渡す際には、フルネームの確認が必須である。
●また、薬の内容も患者と一緒に間違いないことを確認して渡すことも、渡し間違いを防ぐことにつながる。
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事例46　内服薬調剤、薬剤取違えに関する事例（事例番号：000000035218）

事例の内容

　手書き処方せんが見づらくプラとまで読めたが、印字不鮮明でプラザキサかプラビックスかわからなかっ
た。プラザキサカプセル75mgで入力、調剤し、鑑査者がプラビックス錠75mgではないかと気付き調剤し
直したため、患者には間違った薬は渡らなかった。

背景・要因

　病院の手書き処方せんで規格、印字が不鮮明であった。

薬局が考えた改善策

　病院との話し合い、また不鮮明な場合は電話して確認する。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●�手書き処方だけでなく、処方の内容が読みにくい、あるいは内容がはっきりしないなどの場合には、推測
で判断せずに処方医に確認する必要がある。
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事例47　内服薬調剤、規格・剤形間違いに関する事例（事例番号：000000035272）

事例の内容

　休日明け、月曜日の混雑する時間帯に患者が１人で来局した。一般名処方でアロチノロール塩酸塩錠5mg
１錠を含む朝５錠、昼１錠、夕３錠の一包化の指示あり。5mgの規格をいれなくてはいけないところ10mg
１錠を間違えて入れてしまった。数日後、在庫量のチェック時に数が違う事が判明。5mgの該当患者はこの
方だけなのですぐに電話したが不在で家族が対応された。謝罪し、作り直して持参する旨を伝えたがまもな
く患者が帰宅したらしく、こちらから伺う前に薬を持参し来局された。改めて謝罪・状況説明をした上で正
しく調剤した薬を渡した。

背景・要因

　やや混雑している状況で、当時待合室に数人の方がいた。早く、という気持ちと焦りで、またアロチノロ
ール塩酸塩錠5mg「日医工」は他の患者に使用することがなく普段使っているアロチノロール塩酸塩錠
10mg「日医工」をピックしてしまった。その後も間違いに気づかず、薬剤師が２人で係わっていたが処方
せんと調剤薬の確認を怠ってしまった。

薬局が考えた改善策

　一般名名称だと調剤薬名にばかり気をとられがちでmg数の確認がおろそかになることがあるので落ち着
いて処方せんを正しく読む。鑑査時も再度、一包化での空のシートの規格などを目視確認すること。

その他の情報

　特記事項なし

事例のポイント

●混雑時には確認がおろそかになりがちであるが、必ず声に出して確認し、ダブルチェックを徹底する。
●患者本人も薬剤の間違いに気が付かない場合、異なる薬を服用する危険がある。
●�一包化調剤のように薬をシート包装から取り出すと薬を判別しにくくなることから、より一層注意して調

剤、鑑査する必要がある。
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事例48　外用薬調剤、処方せん監査間違いに関する事例（事例番号：000000035321）

事例の内容

　FAX連絡時に処方されていた湿布薬が処方せんで取り消しになっていたのに気付かずに渡す。

背景・要因

　未記載

薬局が考えた改善策

　未記載

その他の情報

　処方された医薬品：ヤクバンテープ40mg

事例のポイント

●�処方された医療機関から、事前に処方内容がFAXで薬局に送信されてきた場合、来局した患者に処方せん
の提出を求め、必ず原本の内容を確認してから薬剤を交付する。
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資料１	 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業 事業要綱

第一章　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

（目的）
第一条　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業（以下「本事業」という）は、薬局から報告されたヒ

ヤリ・ハット事例等を、収集、分析し提供することにより、広く薬局が医療安全対策に有用な情報を
共有するとともに、国民に対して情報を提供することを通じて、医療安全対策の一層の推進を図るこ
とを目的とする。

 
（所管）
第二条　本事業は、特命理事（医療事故防止事業部担当）が業務を担当し、医療事故防止事業部（以下
「当事業部」という）が所管する。 

２　本事業の円滑な運営を図るため、公益財団法人日本医療機能評価機構（以下「本財団」という）の
寄附行為に定める委員会として設置する医療事故防止事業運営委員会において、当事業部の活動方針
の検討及び活動内容の評価等を行う。 

（運営体制）
第三条　本事業の円滑な運営を図るため、当事業部において、次に掲げる部会等を開催する。 

一　薬局ヒヤリ・ハット総合評価部会 
２　薬局ヒヤリ・ハット総合評価部会は医療安全の専門家、分析対象となる分野の専門家等により構成

し、報告事例の確認、分析、対策の検討等を行い、報告書案を作成する。また必要に応じて、ヒヤリ・
ハット等を報告した薬局に対し、必要な情報の収集や訪問調査等を行う。 

３　委員の委嘱期間及び報酬等は本財団の規定に従う。 

（事業の構成） 
第四条　本事業においては事業参加薬局からヒヤリ・ハット事例の収集を行い、その事例分析を行う。 
２　当事業部は、前項の事例収集の他、事業参加薬局や関連団体等に対し、ヒヤリ・ハット事例の分析、

再発防止策の検討のために必要な情報を求めることができる。 
３　当事業部はその他本事業の目的を達成するために必要な事業を行うことができる。 

（対象機関） 
第五条　本事業は、薬局を対象とする。 

（情報の提供及び公表） 
第六条　本事業で収集した情報を分析、検討し、当事業部において報告書、年報、事例データベースと

して取りまとめて、医療提供施設、国民、関連団体、行政機関等に対し、広く提供し公表する。 
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（情報の取り扱い） 
第七条　本事業において収集する情報は、医療事故の予防及び再発の防止による、医療安全の推進の目

的に活用する。 
２　本財団の職員若しくは委員又はこれらの職にあった者は、その職務上知りえた秘密を漏らしてはな

らない。 
３　報告を行った薬局は、正当な事由がある場合を除き、報告事例情報の確認等の過程で当事業部との

間に発生した情報を当該薬局の構成員以外に開示してはならない。 
４　本財団の守秘義務の対象となる情報は次に掲げる情報とする。 

一　薬局に関する情報　
二　事例に関する情報　
三　患者、家族、職員等の個人情報　
四　報告された事例に関する職務上知り得た情報
ただし、次に掲げる情報は守秘義務の対象として取り扱わない。　
五　既に公表された、又は公知の事実となっている情報　
六　報告を受けた後、所定の手順を経て当該薬局ならびに関係者を特定しうる情報を削除した事例情

報
七　本事業に参加している薬局名　

５　その他、守秘義務に係る遵守すべき事項については、本財団の規定による。

（登録手続き）
第八条　本事業に参加申請をする薬局は、「薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　参加登録申請書」

に必要事項を記載し押印の上、当事業部へ郵送で申し込むこととする。

（薬局情報の変更）
第九条　登録を行った薬局情報に関して変更が生じた薬局は、速やかに変更の申請を行わなければなら

ない。

（参加登録の取消）
第十条　事業参加薬局が何らかの事由により、本事業への参加が困難になった場合は、当事業部に対し、

参加登録取消の申請を行わなければならない。
２　当事業部は、事業参加薬局に対し、本事業への参加継続の意思確認を行うことができる。継続の意

思が確認できない場合、当事業部は当該薬局の本事業への参加登録を取り消すことができる。

（薬局識別情報の交付）
第十一条　当事業部は、事業参加薬局に対し、報告に必要な薬局識別情報（受付ID　及びパスワード）

を通知する。
２　事業参加薬局は、薬局識別番号の再交付が何らかの事由で必要となった場合は、速やかに再交付の

申請を行わねばならない。
３　登録の取消を行った薬局は、薬局識別情報の返還を行わなければならない。

－ 480 －

資
料

資料１	 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業 事業要綱� 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報

ヒヤリ・ハット年報資料.indd   480 2014/10/15   15:03:44



（ヒヤリ・ハットの定義）
第十二条　ヒヤリ・ハット事例とは、次の各号に掲げる範囲の事例とする。ただし、本事業において「医

療」とは医療行為と関連するすべての過程とする。
一　医療に誤りがあったが、患者に実施される前に発見された事例。
二　誤った医療が実施されたが、患者への影響が認められなかった事例または軽微な処置・治療を要し

た事例。但し、軽微な処置・治療とは、消毒、湿布、鎮痛剤投与等とする。
三　誤った医療が実施されたが、患者への影響が不明な事例。
２　本事業において収集対象とする事例は医薬品または特定保険医療材料が関連した事例であって、薬

局で発生した、または発見された事例とする。

（報告期限及び報告方法）
第十三条　事業参加薬局は、当該薬局において前条に示す範囲に該当する事例を認識した場合には、事

例を認識した日から原則として１ヶ月以内に、インターネット回線（SSL暗号化通信方式）を通じ、
Web上の専用報告画面を用いて報告を行う。なお、具体的な入力方法については、当事業部が作成
する報告要領に定めることとする。

２　当事業部は事業参加薬局に対して前条に示す範囲に該当する事例の報告状況を確認することができ
る。

（事例受付番号の交付）
第十四条　当事業部は、事業参加薬局より報告を受け付けた後、報告を行った薬局に対し事例受付番号

を交付する。

（情報の確認・追加情報の提供）
第十五条　当事業部は、事例受付番号の有効期間おいて、事業参加薬局に対して、報告事例の内容に関

する必要な情報提供を求めることができる。その際、追加の情報は、インターネット回線（SSL暗号
化通信方式）を通じ、Web上の専用報告画面を用いて報告を行う。

２　当事業部は、事例の追加の情報の提供を求めるにあたっては、事例受付番号を記載した所定の書式
を用いて、依頼を行う。

第二章　雑則

（適用期日）
第十六条　本事業要綱は平成21年４月１日より適用する。
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資料２	 事例収集項目

【Ⅰ．基本情報】
発　生　年 　  （数値：　  　　　　　　年）

発　生　月

　□１月　　　　□２月　　　　□３月　　　　□４月　　　　□５月　　　　□６月
　□７月　　　　□８月　　　　□９月　　　　□１０月　　　□１１月　　　□１２月

発　見　者

　□当事者本人　　　□同職種者　　　□他職種者　 　□患者本人　 □家族・付き添い
　□他患者　　　　　□その他（　　　　　　　　　　）

当　事　者

　薬剤師（　　　）人　　 　登録販売者（　　　）人　　 　事務員（　　　）人
　その他　職種（　　　　　　　　 　）　（　　　）人

発 生 曜 日
　□日曜日　　　□月曜日　　　□火曜日　　　□水曜日　　　□木曜日　　　□金曜日　　　□土曜日

発生時間帯

　□０：００～１：５９　　　　 □２：００～３：５９　　 　　□４：００～５：５９
　□６：００～７：５９　　　　 □８：００～９：５９　　 　　□１０：００～１１：５９
　□１２：００～１３：５９　　 □１４：００～１５：５９　　 □１６：００～１７：５９
　□１８：００～１９：５９　　 □２０：００～２１：５９ 　　□２２：００～２３：５９
　□不明

事例の概要

　□調剤　　　　　　　　→　選択した場合は【１．調剤に関する項目】へ
　□疑義照会　　　　　　→　選択した場合は【２．疑義照会に関する項目】へ
　□特定保険医療材料　　→　選択した場合は【３．特定保険医療材料に関する項目】へ
　□医薬品の販売　　　　→　選択した場合は【４．医薬品の販売に関する項目】へ

実施の有無・治療の程度
　・実施あり　　　　　　
　□軽微な治療　　　□治療なし　　　□不明

□実施なし

患 者 の 数

　□１人
　　患者の年齢　　　　　歳
　　患者の性別　□男性　□女性
　□複数人
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【１．調剤に関する項目】

発 生 場 面 事例の内容
調　剤 調　剤

　□内服薬調剤
　□外用薬調剤
　□注射薬調剤
　□その他の調剤に関する場面

　□調剤忘れ　　　　　　□処方せん監査間違い
　□秤量間違い　　　　　□数量間違い
　□分包間違い　　　　　□規格・剤形間違い
　□薬剤取違え　　　　　□説明文書の取違え
　□分包紙の情報間違い　□薬袋の記載間違い
　□その他（　　　　）

管　理 管　理

　□内服薬管理　　□外用薬管理
　□注射薬管理
　□その他の管理に関する場面

　□充填間違い　　　　　□異物混入
　□期限切れ　　　　　　□その他（　　　　）

交　付 交　付

　□交付 　□患者間違い　　　　　□説明間違い
　□交付忘れ手　　　　　□その他（　　　　）

（医薬品に関する項目）

①�　上記「事例の内容」が「調剤」において、「秤量間違い」、「規格・剤形間違い」または「薬剤取違え」
を選択した場合

該当する医薬品数  
※該当する医薬品数を変更する時は、医薬品数を入力の上、[変更]ボタンを押してください。

変　更

処方された医薬品 間違えた医薬品

厚労省コード
販売名
製造販売業者名

厚労省コード
販売名
製造販売業者名

②　�上記「事例の内容」が「調剤」において、「秤量間違い」、「規格・剤形間違い」または「薬剤取違え」
以外を選択した場合

該当する医薬品数  
※該当する医薬品数を変更する時は、医薬品数を入力の上、[変更]ボタンを押してください。

変　更

関連医薬品

厚労省コード
販売名
製造販売業者名
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【２．疑義照会に関する項目】

仮に変更前の処方の通りに服用した場合の影響

　□患者に健康被害があったと推測される。
　□患者に健康被害が生じなかったが、医師の意図した薬効が得られなかったと推測される。

疑義があると判断した理由

　□当該処方せんのみで判断
　□当該処方せんと薬局で管理している情報で判断
　□上記以外で判断　　（※患者からの申し出など）

変更内容

　□薬剤変更　　　　　□用法変更　　　　　□用量変更　　　　　□分量変更
　□薬剤削除　　　　　□その他（　　　　　　）

（医薬品に関する項目）

①　上記「変更内容」において、「薬剤変更」または「その他」を選択した場合

該当する医薬品数  
※該当する医薬品数を変更する時は、医薬品数を入力の上、[変更]ボタンを押してください。

変　更

処方された医薬品 変更になった医薬品

厚労省コード
販売名
製造販売業者名

厚労省コード
販売名
製造販売業者名

②　上記「変更内容」において、「薬剤変更」または「その他」以外を選択した場合

該当する医薬品数  
※該当する医薬品数を変更する時は、医薬品数を入力の上、[変更]ボタンを押してください。

変　更

処方された医薬品

厚労省コード
販売名
製造販売業者名
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【３．特定保険医療材料に関する項目】

発 生 場 面 事例の内容
調　剤 調　剤

　□調剤 　□調剤忘れ　　　　　□処方せん監査間違い
　□数量間違い　　　　□規格間違い
　□説明文書の取違え　□材料の取違え
　□その他（　　　　　）

管　理 管　理
　□管理 　□期限切れ　　　　　　□その他（　　　　）
交　付 交　付

　□交付 　□患者間違い　　　　　□説明間違い
　□交付忘れ　　　　　　□その他（　　　　）

（特定保険医療材料に関する項目）

①　上記「事例の内容」が「調剤」において、「規格間違い」または「材料の取違え」を選択した場合

該当する特定保険医療材料数  
※�　該当する特定保険医療材料数を変更する時は、特定保険医療材料数を入力の上、

[変更]ボタンを押してください。

変　更

処方された特定保険医療材料 間違えた特定保険医療材料

販売名
製造販売業者名

販売名
製造販売業者名

②　�上記「事例の内容」が「調剤」において、「規格間違い」または「材料の取違え」以外を選択した
場合

該当する特定保険医療材料数  
※�　該当する特定保険医療材料数を変更する時は、特定保険医療材料数を入力の上、

[変更]ボタンを押してください。

変　更

関連する特定保険医療材料

販売名
製造販売業者名
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【４．医薬品の販売に関する項目】

事例の内容

　□商品間違い　　　　　　　　　□説明違い　　　　　　　　□期限切れ
　□その他（　　　　　　　　　　）

（医薬品に関する項目）

該当する医薬品数  
※該当する医薬品数を変更する時は、医薬品数を入力の上、[変更]ボタンを押してください。

変　更

関連医薬品

厚労省コード
販売名
製造販売業者名

○分類
□医療用医薬品　　　　□第一類医薬品
□指定第二類医薬品　　□第二類医薬品
□第三類医薬品
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【Ⅱ．発生要因に関する情報】
発生要因（複数回答可）

　【当事者の行動に関わる要因】
　□確認を怠った
　□報告が遅れた（怠った）（注１）

　□記録などに不備があった
　□連携ができていなかった（注２）

　□患者への説明が不十分であった（怠った）
　□判断を誤った

　【背景・システム・環境要因】
　ヒューマンファクター
　□知識が不足していた　　　　　　　　　　□技術・手技が未熟だった
　□勤務状況が繁忙だった　　　　　
　□通常とは異なる身体的条件下にあった
　□通常とは異なる心理的条件下にあった　　□その他（　　　　　　　　　　　）

　環境・設備機器
　□コンピュータシステム（注３）　　　　　　   □医薬品（注４）

　□施設・設備（注５）　　　　　　　　　　　   □諸物品
　□患者側（注６）　　　　　　　　　　　　　   □その他（　　　　　　　　　　　）

　その他
　□教育・訓練　　　　　　　　　　　　　　□仕組み（注７）

　□ルールの不備　　　　　　　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　）

注１：報告とは、同施設内における情報伝達を示す
注２：連携とは、施設間における情報伝達を示す
注３：コンピュータシステムとは、レセプト用コンピュータや在庫管理システム等を示す
注４：医薬品には、医薬品の名称の類似及び医薬品の外観の類似を含む
注５：施設・設備には、調剤棚における医薬品の配置を含む
注６：患者には、患者の外見及び姓名の類似を含む
注７：仕組みとは、業務フローなど、業務運営に関する仕組みを示す

【Ⅲ．テキスト情報】
当該ヒヤリ・ハットの内容に関する情報（必須項目）
事例の内容

当該ヒヤリ・ハットの内容に関する情報（任意項目）
背景・要因

改善策
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資料３	 薬局ヒヤリ・ハット分析表

　薬局ヒヤリ・ハット分析表は、薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業のホームページにカラーで掲
載しています。

名称類似に関するヒヤリ・ハット①
～再び報告された、頭文字が２文字以上一致する名称類似医薬品のうち「主な薬効」が異なる組み合わせ～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. １

医薬品の組み合わせ（販売名、及び「主な薬効」）
頭文字２文字のみ一致

ファムビル錠250mg
抗ウイルス剤

ファロム錠200mg
主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの

プロヘパール配合錠
肝臓疾患用剤

プロパジール錠50mg
甲状腺、副甲状腺ホルモン剤

頭文字３文字以上一致

アスパラ－CA錠200
カルシウム剤

アスパラカリウム錠300mg
無機質製剤

インタール点眼液２％
眼科用剤

インタール点鼻液２％
耳鼻科用剤

ゾビラックス軟膏５％
抗ウイルス剤

ゾビラックス眼軟膏３％
眼科用剤

ノイロビタン配合錠
混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）

ノイロトロピン錠４単位
解熱鎮痛消炎剤

プリビナ点眼液0.5mg/mL
眼科用剤

プリビナ液0.05%
耳鼻科用剤

　ヒヤリ・ハット事例のうち、事例の内容が「薬剤取違え」であった事例が893件報告されています。
（集計期間：平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　このうち、販売名の頭文字が文字として２文字以上一致する医薬品の事例208件の中で、平成24年
に引き続き、再び報告された「主な薬効」が異なる組み合わせを下表に示します。
注：�「主な薬効」とは、その医薬品が対応する個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。

※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ123図表１－８を改変
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ118図表１－６を改変

医薬品の組み合わせ（販売名、及び「主な薬効」）

アスベリン散10％
鎮咳去たん剤

アレルギン散１％
抗ヒスタミン剤

アテレック錠５
血圧降下剤

アレロック錠５
その他のアレルギー用薬

イトプリド塩酸塩錠50mg「トーワ」
その他の消化器官用薬

イミダプリル塩酸塩錠５mg「トーワ」
血圧降下剤

エビプロスタット配合錠DB
その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬

プロスタール錠25
卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤

オメプラール錠20
消化性潰瘍用剤

オルメテック錠20mg
血圧降下剤

ニバジール錠２mg
血圧降下剤

ニフェジピンＬ錠20mg「サワイ」
血管拡張剤

ボアラ軟膏0.12％
鎮痛、鎮痒、収斂、消炎剤

ボラザＧ坐剤
痔疾用剤

メイラックス錠１mg
催眠鎮静剤、抗不安剤

ラシックス錠20mg
利尿剤

名称類似に関するヒヤリ・ハット②
～販売名の頭文字が２文字以上一致する医薬品以外の名称類似医薬品のうち「主な薬効」が異なる組み合わせ～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. ２

　ヒヤリ・ハット事例のうち、事例の内容が「薬剤取違え」であった事例が893件報告されています。
（集計期間：平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　このうち、販売名の頭文字が２文字以上一致する医薬品以外の名称類似医薬品の組み合わせ注１の中
で、「主な薬効」注２が異なる組み合わせを下表に示します。
注１：報告された事例の記述部分に、販売名の類似により薬剤を取違えた、またはそのことが疑われることが記載されてい

る事例の医薬品の組み合わせとした。
注２：「主な薬効」とは、その医薬品が対応する個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ159図表２－14を改変

一般名
「主な薬効」

一般名
「主な薬効」

【般】Ｌ－アスパラギン酸カリウム錠
300mg

【 般 】 Ｌ － ア ス パ ラ ギ ン 酸Ca錠
200mg

無機質製剤 カルシウム剤

【般】セフカペンピボキシル塩酸塩錠
100mg

【般】セフジトレンピボキシル錠
100mg

主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの

【般】セフカペンピボキシル塩酸塩錠
100mg 【般】セフジニルカプセル100mg

主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの

【般】セフジトレンピボキシル細粒10
％ 【般】セフジニル細粒10％

主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの

【般】ロフラゼプ酸エチル錠１mg 【般】ロラゼパム錠1mg
催眠鎮静剤、抗不安剤

一般名処方に関するヒヤリ・ハット
～一般名の名称類似が取違えの要因として考えられる組み合わせ～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. ３

　ヒヤリ・ハット事例のうち、「一般名処方」に関する事例が275件報告されています。（集計期間：
平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　このうち、異なる一般名の医薬品と取違えた事例33件の中で、一般名の名称類似が、薬剤取違えの
要因となったことが記載されている事例の一般名の組み合わせを「主な薬効」とともに下表に示しま
す。
注：「主な薬効」とは、その医薬品が対応する個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ180図表３－５、Ｐ188図表３－10を改変

※外用剤を除く。外用剤のうち、報告回数が多かったものは、血液凝固阻止剤のヒルドイドソフト軟膏0.3％とヒルドイドロー
ション0.3％である。

調剤 疑義照会

販売名 治療領域 販売名 治療領域
ワーファリン錠１mg 血液凝固阻止剤 ワーファリン錠１mg 血液凝固阻止剤
デパス錠0.5mg 精神神経用剤 プレドニン錠５mg 免疫抑制剤
メトグルコ錠250mg 糖尿病用剤 セレスタミン配合錠 免疫抑制剤
バイアスピリン錠100mg 血液凝固阻止剤 ワーファリン錠５mg 血液凝固阻止剤

プレドニン錠５mg 免疫抑制剤 リウマトレックスカプセル２
mg 免疫抑制剤

アマリール１mg錠 糖尿病用剤 プラビックス錠75mg 血液凝固阻止剤
グラクティブ錠50mg 糖尿病用剤 アマリール１mg錠 糖尿病用剤
ジャヌビア錠50mg 糖尿病用剤 デパス錠0.5mg 精神神経用剤
プレドニゾロン錠１mg（旭
化成） 免疫抑制剤 ルボックス錠25 精神神経用剤

プラザキサカプセル75mg 血液凝固阻止剤 パキシル錠10mg 精神神経用剤
プレタールOD錠50mg 血液凝固阻止剤 ランタス注ソロスター 膵臓ホルモン剤
エクア錠50mg 糖尿病用剤 プラザキサカプセル75mg 血液凝固阻止剤
プラビックス錠75mg 血液凝固阻止剤 バイアスピリン錠100mg 血液凝固阻止剤
アマリール0.5mg錠 糖尿病用剤 ベイスンOD錠0.3 糖尿病用剤
アクトス錠15 糖尿病用剤 アクトス錠30 糖尿病用剤
グラクティブ錠25mg 糖尿病用剤 テネリア錠20mg 糖尿病用剤
リウマトレックスカプセル２
mg 免疫抑制剤 ノルバデックス錠20mg 抗悪性腫瘍剤

プラザキサカプセル110mg 血液凝固阻止剤

ハイリスク薬に関するヒヤリ・ハット
～報告回数の多かったハイリスク薬～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. ４

　ヒヤリ・ハット事例のうち、安全管理が必要な医薬品（ハイリスク薬）が1,219回報告されています。
　このうち、調剤に関する事例の医薬品は1,058回、疑義照会に関する事例の医薬品は161回報告されています。（集
計期間：平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　ハイリスク薬のうち報告回数が多かった販売名及び治療領域は下表の通りです。
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ248図表４－１－９

※「疑義があると判断する契機となった情報」がわかる事例から情報を抽出している。また複数の「疑
義があると判断する契機となった情報」に計上される事例がある。

疑義があると判断する契機となった情報 件数

薬歴

薬局で管理している情報と処方内容との相違 17

46
患者の疾患、病態 13
副作用歴 12
併用禁忌薬の投与 3
剤形等の希望 1

患者との会話

患者の疾患、病態 16

42

患者が理解している内容と処方内容との相違 12
副作用歴 5
剤形等の希望 4
同種同効薬の重複 4
医薬品の相互作用 1

お薬手帳

お薬手帳の内容と処方内容との相違 4

14
同種同効薬の重複 3
併用禁忌薬の投与 3
医薬品の相互作用 2
患者の疾患、病態 2

検査値
腎機能低下 3

4
血糖値 1

問診票 患者の疾患、病態 3 3
合計 109

疑義照会に関するヒヤリ・ハット（薬剤変更）
～疑義があると判断する契機となった情報～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. ５

　ヒヤリ・ハット事例のうち、「疑義照会」に関する事例が782件報告され、このうち、変更内容が「薬
剤変更」であった事例は271件報告されています。（集計期間：平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　さらに271件の事例の「疑義があると判断した理由」の項目で「当該処方せんと薬局で管理している
情報で判断」または「上記以外で判断」が選択されていた事例で報告されたのは106件です。その事例
の「疑義があると判断する契機となった情報」の内容は、下表の通りです。

薬剤変更
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ273

同効薬の重複を見逃し、患者に交付した事例

（事例の内容）
　内科からディーアルファカプセル、整形外科からエディロールカプセル0.75μg
が処方されていたが、それぞれの診療科の処方内容のみをチェックし、2科からそ
れぞれビタミンD製剤が処方となっていることを見落としてそのままお渡ししてし
まった。

（背景・要因）
　処方されている薬の量が多く、そのチェックのみに気を取られてしまった。

（改善策）
　薬の種類が多いときほど薬歴などをきちんとチェックし、重複などがないかなど
を含めて慌てずに業務を行うこと。

（関連医薬品）
　エディロールカプセル0.75μg、ディーアルファカプセル

用法間違いを見逃し、患者に交付した事例

（事例の内容）
　睡眠導入剤の処方薬の用法間違いに気付かず、そのまま（朝食後）で交付した。
睡眠導入剤を向精神薬と認識し、そのまま用法の変更を疑義照会しなかった。

（背景・要因）
　認識不足。患者本人への交付でなかった（家族からの本人の症状や状態が聴取が
できてない）。

（改善策）
　睡眠導入剤についての認識を高める患者本人でない場合も、しっかり交付時に患
者の状態などを確認して服薬指導する。

（関連医薬品）
　レンドルミン錠0.25mg

疑義照会に関するヒヤリ･ハット
～疑義照会を行わなかったがその後疑義が生じた事例～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. ６

　ヒヤリ・ハット事例のうち、疑義照会を行わなかったがその後疑義が生じた事例が137件報告され
ています。（集計期間：平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　このうち、疑義照会をせずに医薬品を交付したため、患者に軽微な治療を要した主なヒヤリ・ハッ
ト事例を以下に示します。

－ 494 －
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ290、292、296

患者の転院等により、それまでと異なる医療機関から薬が処方された際、誤った薬が処方されていることに気付
き疑義照会した事例

（事例の内容）
　処方薬の入力間違い（オルメテック錠10mgが処方されるところ、オメプラール錠10が処方された）。

（背景・要因）
　他科診療の患者が転院のため、当該の診療所にて同一薬剤の処方を行ってもらい、当薬局に来局。お薬手帳持参から
処方せんとの内容の照らし合わせを行ったところ、処方意図の不明瞭な点があり、患者に確認ののちに診療所へ疑義照
会を行った。その際、名称類似品による処方の入力間違いであることがわかり、医薬品の変更が行われた。

（改善策）
　お薬手帳持参のためにわかったことから、お薬手帳の普及が効果的と考えられる。

医師の手書き処方に関連した処方せん監査間違いの事例

（事例の内容）
　追加処方のため手書きでシングレア⑸１T　vds　１×７日分　と書かれていた。当薬局にはシングレア錠は10mg、
シングレアチュアブル５mg、シングレア細粒のみ在庫があり、調剤した薬剤師はシングレア錠５mgの可能性を疑わず、
疑義照会せずにシングレアチュアブル５mgで調剤を行った。鑑査の際、鑑査した薬剤師が疑義照会の必要性に気づき、
疑義照会を行い、シングレア錠５mgの処方であることがわかった。

（背景・要因）
　在庫がない医薬品に対する知識不足。チュアブルのことであろうとの、思い込み。手書きであったため、詳細な情報
が読み取りにくかった。

（改善策）
　事例を薬局内、他店舗へ報告。手書きの処方せんの時は特に規格、用法の漏れがないか注意する必要があるので、こ
うであろうとの思い込みをせず、疑義照会の徹底を呼びかけた。添付文書等で他規格や他剤形のものがないかチェック
する必要がある。

注射薬の規格・剤形間違いの事例

（事例の内容）
　ノボラピッド注フレックスペン２本の処方に対し、ノボラピッド30ミックス注フレックスペン２本を調剤し、交付し
た。その後患者より電話連絡があり、「いつもと、注射の色が違う」との指摘より、判明した。すぐに取り替えに行って
対応した。

（背景・要因）
　本数のみの確認であった。ピッキングしたものが間違うはずはないだろうという思い込みもあった。

（改善策）
　鑑査を十分に行う。薬歴に注意喚起を行う。

「共有すべき事例」の再発･
類似事例に関するヒヤリ・ハット事例

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. ７

　ヒヤリ・ハット事例の「共有すべき事例の再発・類似事例」のうち、「患者の転院等により、それまでと異なる医療機関か
ら薬が処方された際、誤った薬が処方されていることに気付き疑義照会した事例」、「医師の手書き処方に関連した処方せん監
査間違いの事例」、「注射薬の規格・剤形間違いの事例」を分析しています。（集計期間：平成25年１月１日～平成25年12月
31日）主な再発・類似事例を以下に示します。
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成25年報Ｐ314図表６－９を改変

同一処方せんにおいて処方された、成分が重複している配合剤と単剤の組み合わせ

配合剤の販売名
（成分、含量）

単剤の販売名
（成分、含量）

エックスフォージ配合錠
（バルサルタン80mg、アムロジピン５mg）

ディオバン錠80mg
（バルサルタン80mg）

アイミクス配合錠HD
（イルベサルタン100mg、アムロジピン10mg）

アムロジピン錠５mg「タイヨー」
（アムロジピン5mg）

PL配合顆粒
（サリチルアミド270mg、アセトアミノフェン

150mg、無水カフェイン60mg、プロメタジ

ンメチレンジサリチル酸塩13.5mg）

カロナール錠200
（アセトアミノフェン200mg）

同種同効薬の重複処方に関するヒヤリ・ハット
～同一処方せんにおける重複処方～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. ８

　ヒヤリ・ハット事例のうち、同種同効薬の重複処方に関する事例が126件報告されています。
（集計期間：平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　このうち、同一処方せんにおける重複処方に関する事例15件の中で、配合剤と単剤で成分が重複し
ていた事例は3件報告されています。具体的な組み合わせを下表に示します。

－ 496 －
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ364－366図表７－14を改変

医薬品添付文書上の禁忌に関するヒヤリ・ハット
～疑義照会に関する事例で報告された疾患、病態と禁忌医薬品～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. ９

　ヒヤリ・ハット事例のうち、医薬品添付文章上の禁忌に関する事例が113件報告されています。（集計期間：平成25年
１月１日～平成25年12月31日）
　このうち、疑義照会に関する事例は91件あり、医薬品添付文書上【禁忌】や【原則禁忌】と記載されている疾患や症
状や医薬品名を分類し、禁忌医薬品を以下に示します。

報告された疾患、病態 処方された禁忌医薬品 報告
回数

緑内障 トーワチーム配合顆粒、PL配合顆粒等 24

過敏症の既往歴 PL配合顆粒、ピーエイ配合錠等 20

前立腺肥大 PL配合顆粒、フスコデ配合錠等 15

消化性潰瘍 ロキソニン錠60mg、トラムセット配合錠等 5

卵白アレルギー アクディームカプセル90mg、ノイチーム錠90mg 5

腎機能低下 プラザキサカプセル75mg、アクトス錠30等 4

妊娠 ナウゼリン錠10、ジヒデルゴット錠１mg等 4

気管支喘息 ザラカム配合点眼液、ペリアクチン散１％ 2

牛乳アレルギー エンテロノン－Ｒ散、タンナルビン「ホエイ」 2

肝不全 ユリノーム錠50mg 1

てんかん ベサコリン散５％ 1

糖尿病 セロクエル25mg錠 1

－ 497 －
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※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成25年年報」Ｐ402－403図表８－９

糖尿病用剤に関するヒヤリ・ハット
～規格・剤形間違いのパターン～

薬局ヒヤリ ･ハット分析表　平成25年  No. 10

　ヒヤリ・ハット事例のうち、「糖尿病用剤」に関する事例が206件報告されています。（集計期間：
平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　このうち、規格・剤形間違いに関する事例は42件あり、医薬品と規格・剤形間違いのパターンを以
下に示します。

医薬品名 規格・剤形間違いのパターン 報告
回数

アカルボース錠「タイヨー」 「50mg」と「100mg」 1
アクトス錠 「15mg」と「30mg」 4

アマリール
「0.5mg錠」と「0.5mgOD錠」 2
「0.5mg錠」と「 1 mg錠」 2
「1mg錠」と「３mg錠」 1

グラクティブ錠 「25mg」と「50mg」 5
グリメピリド錠「三和」 「0.5mg」と「１mg」 1
グリメピリド錠「日医工」 「0.5mg」と「１mg」 1

ジャヌビア錠
「25mg」と「50mg」 2
「50mg」と「100mg」 1

シュアポスト錠 「0.25mg」と「0.5mg」 1
セイブル錠 「25mg」と「50mg」 1

ネシーナ錠
「6.25mg」と「25mg」 1
「12.5mg」と「25mg」 1

パミルコン錠 「1.25mg」と「2.5mg」 1

ベイスン
「錠0.2」と「錠0.3」 2
「錠0.2」と「OD錠0.2」 2
「OD錠0.2」と「OD錠0.3」 1

ボグリボース

「錠0.2mgマイラン」と「錠0.3mgマイラン」 3
「OD錠0.2mgサワイ」と「OD錠0.3mgサワイ」 2
「錠0.2mgトーワ」と「OD錠0.2mgトーワ」 1
「錠0.2mgファイザー」と「錠0.3mgタイヨー」 1

メタクト配合錠 「LD」と「HD」 1
メトグルコ錠 「250mg」と「500mg」 1

－ 498 －
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資料４	 事業参加薬局一覧

【北海道】
札幌市中央区

アイン薬局桑園駅前店
アイン薬局札幌中央店
クリオネ南４条薬局
クリオネ北一条薬局
クルミ薬局
さかもと調剤薬局
タワービル調剤薬局
ナカジマ薬局　医大前店
ナカジマ薬局　桑園店
パシフィック薬局　行啓通店
パシフィック薬局山鼻店
パルス薬局
パルス薬局　こうさい店
パルス薬局　札幌中央店
株式会社　大森薬局
厚生堂調剤薬局
札幌第一薬局
時計台薬局
調剤薬局ツルハドラッグ桑園店
調剤薬局健康いちばん中央店
日本調剤医大前調剤薬局
日本調剤札医大前薬局
日本調剤南一条調剤薬局
日本調剤北円山薬局
幌西薬局

札幌市北区
アイン薬局麻生店
エール薬局
クラーク調剤薬局
クルミ薬局北14条店
コア調剤薬局
だいまる薬局新川店
ナカジマ薬局北大前店
はるにれ薬局
フォーラム薬局
フォーラム薬局しのろ店
わかば薬局
調剤薬局クスリのツルハ北大前店
日本調剤北大前薬局
日本調剤麻生調剤薬局
麻生ポプラ薬局

札幌市東区
アイン薬局北12条店
アイン薬局北44条店
アイン薬局北光店
あみや薬局
いがらし薬局
クリオネ北17条薬局
クリオネ北21条薬局
つがやす薬局　苗穂店
ナカジマ薬局　麻生店
パステル調剤
みどり薬局　元町店
ワタキュー薬局　東苗穂店
栄町まる薬局
光星調剤センター

調剤薬局ツルハドラッグ元町駅前店
調剤薬局ツルハドラッグ北12条店
日本調剤　北十二条調剤薬局
日本調剤栄町調剤薬局
日本調剤北十一条調剤薬局

札幌市白石区
アイン薬局　白石店
あかしあ薬局
しろいし薬局
スズラン調剤薬局白石店
なの花薬局南郷店
パシフィック薬局南郷店
パシフィック薬局北郷店
フォルテ調剤薬局
ポプラ薬局　南郷店
まどか薬局　イーアス札幌店
みつば調剤
メトロ調剤薬局
りぶら薬局
リリィ薬局菊水店
日本調剤　菊水三条薬局
日本調剤白石薬局
日本調剤北郷薬局
病院前調剤薬局
本郷南調剤薬局
本通調剤薬局

札幌市豊平区
アイン薬局　福住店
アップル調剤薬局
クリオネ平岸薬局
サンレイク調剤薬局月寒中央店
サンレイク調剤薬局中の島店
そうごう薬局札幌平岸店
パシフィック薬局南平岸店
フロンティア薬局　中の島店
時計台薬局　平岸店
調剤薬局クスリのツルハ豊平橋店
調剤薬局ツルハドラッグ中の島店
日本調剤　中の島薬局
美園メディカル薬局
柳瀬薬局
有限会社　西岡メディカル薬局
有限会社楽山堂平岸薬局

札幌市南区
（有）石山中央薬局
アーク調剤薬局　石山店
すみれ保険薬局
はーぶ薬局
もなみ公園調剤薬局
ワタキュー薬局　澄川店
第一調剤　あいさつ通り調剤薬局
第一調剤　上町調剤薬局
第一調剤もなみ調剤薬局
調剤薬局クスリのツルハ川沿店
日本調剤澄川調剤薬局

札幌市西区
アイン薬局　二十四軒店
アイン薬局西町店

クリオネ山の手薬局
つがやす薬局　琴似店
ツルハ薬局西町店
啓西薬局
川端薬局琴似店
調剤薬局ツルハドラッグ山の手店
調剤薬局健康いちばん　琴似店

札幌市厚別区
アイン薬局　厚別東店
アイン薬局厚別西店
クリオネ新さっぽろ薬局
株式会社オストジャパン　サン調剤薬局
日本調剤　大谷地調剤薬局
北日本調剤もみじ台中央調剤薬局

札幌市手稲区
イナヅミ薬局
キタ調剤薬局　ていね調剤薬局
クリオネあけぼの薬局
クリオネ手稲あけぼの調剤薬局
こがね薬局
サンメディカル調剤薬局　手稲店
たけうち薬局　さくら店
ナカジマ薬局　札幌店
パルス薬局　しんせい店
パルス薬局　手稲店
ワタキューていね薬局
ワタキュー薬局手稲店
ワタキュー薬局手稲本店
ワタキュー薬局曙店
手稲本町調剤薬局
太誠堂薬局稲穂支店
日本調剤稲積公園前薬局
富丘調剤薬局

札幌市清田区
ＭＹエルム美しが丘調剤薬局
アイン薬局　清田店
アレス調剤薬局
きたの調剤薬局
クリオネ　平岡薬局
パルス薬局　清田店
調剤薬局ツルハドラッグ平岡店
平岡調剤薬局

函館市
アイン薬局　函館みなと店
アイン薬局函館湯の川店
うめづ薬局
おおつき薬局
クスリのスズキ薬局
クリオネ港町薬局
サンセイ川原薬局
サンセイ中央薬局
サンセイ調剤薬局
サンセイ調剤薬局 本店
サンセイ柏木薬局
そうごう薬局　函館駒場店
そうごう薬局　函館本町店
とみおか薬局
ニーケー薬局
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ハート薬局
はこだて調剤薬局　美原店
マリン薬局
みすず調剤薬局湯の川店
メデック前田薬局
レインボー薬局　かじ店
レインボー薬局　港店
川田調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ五稜郭店
調剤薬局ツルハドラッグ湯川店
調剤薬局ツルハドラッグ白鳥店
調剤薬局ツルハドラッグ函館赤十字病院前店
天賜堂薬局
東洋薬局　亀田港店
東洋薬局駒場店
日本調剤駒場薬局
日本調剤杉並薬局
日本調剤本町薬局

小樽市
（有）てらにし調剤薬局
（有）碧薬局
アーバン調剤薬局
アイン薬局銭函店
おたる中央調剤薬局
スズラン薬局色内店
なの花薬局まさかえ店
なの花薬局桜店
パシフィック薬局南小樽店
ベスト調剤薬局
メルヘン調剤薬局
株式会社　太誠堂薬局　住ノ江支店
株式会社　太誠堂薬局花園支店
株式会社丸三三ツ野薬局本店
坂の街薬局
住ノ江薬局
松ヶ枝堂薬局本店
調剤薬局ツルハドラッグ小樽店
直江薬局
碧薬局花園支店

旭川市
（有）健保堂　エール調剤薬局
（有）健保堂　トーホー調剤薬局
（有）健保堂サン調剤薬局
アイン薬局　旭川曙店
アイン薬局　豊岡店
アイン薬局旭川中央店
アイン薬局旭川東店
アイン薬局旭川八条通店
エースリー調剤薬局錦町店
エースリー調剤薬局神居店
かむい中央薬局
きりん調剤薬局末広店
コマヤ春光調剤薬局
さくら薬局せせらぎ通り
さくら薬局忠和店
しんとみ調剤薬局
どんぐり調剤薬局
はまなす薬局
やまざき調剤薬局
わかば調剤薬局
旭川中央薬局
旭薬ナナカマド薬局
旭薬ホクト薬局

旭薬みどりがおか薬局
医大前グリーンヒル薬局
一条調剤薬局
永山中央薬局
株式会社中央薬局
十字街中央薬局
十仁薬局
松野薬局東光店
神楽調剤薬局
神居西中央薬局
大雪中央薬局
調剤薬局クスリのツルハ旭川６条店
調剤薬局クスリのツルハ永山３条店
調剤薬局クスリのツルハ東光５条店
調剤薬局ツルハドラッグ旭川日赤前店
調剤薬局ツルハドラッグ神居３条店
調剤薬局ツルハドラッグ西店
調剤薬局ツルハドラッグ大町店
調剤薬局ツルハドラッグ豊岡12条店
東光中央薬局
南四条中央薬局
日本調剤　旭橋薬局
日本調剤旭川四条薬局
日本調剤旭川二条薬局
日本調剤春光一条薬局
豊岡中央薬局
北日本調剤　末広調剤薬局
北日本調剤あたご調剤薬局
本町中央薬局
末広みくに調剤薬局
有限会社コマヤ薬局

室蘭市
アイン薬局室蘭店
クリオネ中央薬局
すずらん薬局
どんぐり薬局
なぎさ調剤薬局
なの花薬局　ことぶき店
なの花薬局ことぶき公園前店
なの花薬局新富店
パルス薬局　知利別店
パルス薬局　東室蘭店
株式会社多田薬局本店
日本調剤室蘭薬局

釧路市
かもめ薬局　釧路店
クリオネ新栄薬局
クリオネ中園町薬局
たかはし薬局　はなしのぶ店
なの花薬局　貝塚通店
なの花薬局若竹店
なの花薬局中園店
ハートランド薬局
斉藤薬局　浪花店
調剤薬局ツルハドラッグ双葉店
調剤薬局ツルハドラッグ中園店
日本調剤　釧路薬局
日本調剤新栄薬局
日本調剤中園薬局

帯広市
アイン薬局帯広西店
アイン薬局帯広大通店
いしはら薬局

きりん薬局
こばと薬局
こひつじ薬局
ナカジマ薬局はくりんだい店
ナカジマ薬局やよい店
ナカジマ薬局協会病院前店
ナカジマ薬局西17条店
ナカジマ薬局西23条店
ナカジマ薬局西25条店
パルス薬局　帯広店
まつもと薬局
まつもと薬局自由が丘店
まつもと薬局西６条店
まつもと薬局南町店
ライク調剤薬局
加藤薬局　南店
加藤薬局　緑西店
調剤薬局ツルハドラッグニュータウン店
調剤薬局ツルハドラッグ帯広北店
日本調剤帯広薬局
楓薬局　中央店
楓薬局西23条店
楓薬局南店

北見市
（有）三本木薬局幸店
（有）川口薬局
アイン薬局　北見店
アイン薬局北見美山店
アリエス薬局
ウイズ調剤薬局
なの花薬局　一条店
なの花薬局　高栄店
なの花薬局　大通店
なの花薬局北５条店
フィール調剤薬局　愛し野店
フィール調剤薬局夕陽ヶ丘店
リリー調剤薬局
株式会社北見薬剤師会ミント調剤薬局
桜町調剤薬局
大通東調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグメッセ店

岩見沢市
センター薬局　幌向店
なの花薬局　労災前店
なの花薬局８条店
パルス薬局　岩見沢店
岩見沢メディカル薬局
水島薬局
水島薬局３・10店
水島薬局東町店
調剤薬局ツルハドラッグ岩見沢大和店

網走市
アイン薬局網走桂町店
ナカジマ薬局　網走南４条店

留萌市
あおぞら薬局
タニはまなす調剤薬局
タニ薬局
ツルハドラッグ留萌店
栄町調剤薬局
寺西薬局

苫小牧市
（株）アポス　山手調剤薬局
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クルミ薬局若草店
コスモス薬局　若草店
コスモス薬局　住吉店
コスモス薬局桜木東店
しらかば保険薬局
ナカジマ薬局　みどりヶ丘店
ナカジマ薬局苫小牧店
なの花薬局桜木店
なの花薬局川沿店
パルス薬局　苫小牧店
ポプラ薬局苫小牧本店
調剤薬局ツルハドラッグ大成店
調剤薬局ツルハドラッグ苫小牧王子店
調剤薬局ツルハドラッグ苫小牧住吉店
苫小牧市民薬局

稚内市
アイン薬局　稚内栄店
アイン薬局稚内中央店
アイン薬局稚内店
ユアーズ調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ稚内新光店
調剤薬局ツルハドラッグ南稚内店
日本調剤　稚内中央薬局

美唄市
アイン薬局　美唄店
ナカジマ薬局　美唄店
びばい駅前薬局
むかい調剤薬局　美唄店

芦別市
日本調剤芦別薬局

江別市
アイン薬局野幌店
タカシ調剤薬局
ナカジマ薬局　野幌店
なの花薬局　江別店
ヤジマ薬局
ヤジマ薬局文京台店
レオン調剤
江別市民薬局
三星薬局
新栄台グリーン薬局
調剤薬局ツルハドラッグ大麻店
調剤薬局ツルハドラッグ東野幌店
日本調剤江別薬局

赤平市
アイン薬局赤平店
調剤薬局ツルハドラッグ赤平店
日本調剤大町薬局

紋別市
調剤薬局ツルハドラッグ紋別店

士別市
士別調剤薬局

名寄市
（株）グリーン薬局
ナカジマ薬局なよろ市立病院前店
有限会社　池田薬局

三笠市
わかやぎ調剤薬局

千歳市
アイン薬局千歳富丘店
くすりのもりた栄町店
クリオネ新富薬局
しなの薬局

スギハラ薬局　しののめ調剤
スギハラ薬局向陽台調剤
ちとせ市民調剤　スギハラ薬局
トウコウ調剤薬局
パークサイド薬局
三丁目調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ千歳新富店

滝川市
アイン薬局滝川栄町店
ナカジマ薬局市立病院前店
ナカジマ薬局明神４丁目店
はまなす薬局滝川店
調剤薬局ツルハドラッグ滝川朝日町店
日本調剤滝川薬局

砂川市
そらちぶと調剤薬局
ナカジマ薬局　砂川店
はまなす薬局砂川店
調剤薬局ツルハドラッグ砂川店
日本調剤ホリ薬局

深川市
（株）ナカジマ薬局　まごころ薬局
深川調剤薬局

富良野市
紅屋薬局
調剤薬局ツルハドラッグ富良野店
日本調剤ふらの薬局
日本調剤桂木薬局

登別市
トマト薬局温泉町店
トマト薬局富岸店
株式会社　多田薬局本店若山店

恵庭市
パルス薬局　めぐみの店
よこい薬局
調剤薬局ツルハドラッグ恵み野西店

伊達市
なの花薬局　伊達松ヶ枝店
なの花薬局伊達梅本店
パルス薬局　伊達店

北広島市
くりはら薬局
泉調剤薬局

石狩市
こぶし薬局
パラオ調剤薬局
パルス薬局　はなかわ店
花川薬局

北斗市
せせらぎ薬局
レインボー薬局上磯店
レインボー薬局大野店

松前郡松前町
調剤薬局ツルハドラッグ松前店
日本調剤松前薬局

茅部郡森町
レインボー薬局森川店

二海郡八雲町
アイン薬局八雲店
長沼薬局
日本調剤東雲薬局

山越郡長万部町
日本調剤長万部薬局

檜山郡江差町
サンセイつじ薬局

瀬棚郡今金町
アイン薬局　今金店

久遠郡せたな町
白ゆり調剤薬局せたな店

虻田郡喜茂別町
アイン薬局　喜茂別店

岩内郡岩内町
アイン薬局岩内店

古平郡古平町
なるみ薬局　古平店

余市郡余市町
ソイック薬局
のぞみ薬局
レインボー薬局　余市店
大正堂薬局
日本調剤余市薬局

空知郡南幌町
南幌調剤薬局

夕張郡長沼町
たくみ薬局
調剤薬局ツルハドラッグ長沼店
長沼調剤薬局

夕張郡栗山町
ナカジマ薬局日赤前店
なの花薬局栗山店
マロン薬局
日本調剤栗山薬局

上川郡当麻町
有限会社野々村薬局

上川郡東川町
ひがしかわ薬局

上川郡美瑛町
アイン薬局　美瑛店
パープル調剤薬局

苫前郡羽幌町
調剤薬局ツルハドラッグ羽幌店

斜里郡小清水町
ナカジマ薬局　小清水店

紋別郡雄武町
あかつき調剤薬局

勇払郡安平町
ふじい薬局早来調剤

浦河郡浦河町
つばめ薬局
ポプラ薬局　浦河店

日高郡新ひだか町
アイン薬局　新ひだか店
たんぽぽ薬局青柳店
つぼみ調剤薬局
なの花薬局静内東店
株式会社中村薬局みついし調剤

河東郡音更町
アイン薬局音更店
ナカジマ薬局　木野東店
長澤薬局

河東郡上士幌町
ポテト調剤薬局上士幌店

上川郡清水町
ナカジマ薬局　清水店

河西郡芽室町
ナカジマ薬局めむろ店
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広尾郡大樹町
いずみ薬局

広尾郡広尾町
イナガミ薬局　本店
タカダ薬局

中川郡幕別町
イナガミ薬局札内店

足寄郡足寄町
ナカジマ薬局　あしょろ南２条店
株式会社　ナカジマ薬局　足寄店

釧路郡釧路町
なの花薬局　曙店
むつみ調剤薬局

川上郡弟子屈町
かもめ薬局　美里店

野付郡別海町
別海調剤センター薬局

標津郡中標津町
調剤薬局ツルハドラッグ中標津東店

【青森県】
青森市

あい薬局
あけぼの薬局新町店
さいとう調剤薬局中央店
サン調剤薬局　東バイパス店
サン調剤薬局　八ツ橋店
サン調剤薬局ハマダテ店
サン調剤薬局桂木店
サン調剤薬局八重田店
すかい薬局
すこやか薬局
スマイル薬局
テックイースト薬局
テックファーマシー沖館
テック調剤薬局　泉川店
テック調剤薬局ヒルズ店
テック調剤薬局金沢店
バサラ調剤薬局
ハロー薬局 羽白
ハロー薬局かつら
ハロー薬局さんない
ハロー薬局まつばら
ファルマ浪岡薬局
プリン薬局小柳
ヘルスケア薬局
マツバラ薬局
安田調剤薬局
浦町調剤薬局
会営青森第一調剤薬局
高田中央薬局
西川薬局
大野あけぼの薬局
調剤薬局ツルハドラッグ大野店
平成調剤薬局
野木和薬局

弘前市
クローバー調剤薬局弘前店
さいとう調剤薬局
さいとう調剤薬局　北園店
さいとう調剤薬局松原店
さいとう調剤薬局大町店
ハート調剤薬局　中央通り店

マエダ調剤薬局
マエダ調剤薬局城西店
マエダ調剤薬局中野店
りんごのき薬局本町店
わせだ薬局
株式会社菊池薬店
株式会社弘前市薬剤師薬局
弘前市薬剤師薬局津軽
弘前市薬剤師薬局土手町
弘前調剤センター
調剤薬局ツルハドラッグ弘前豊原店
藤代薬局
日本調剤　弘前薬局

八戸市
あい薬局田面木店
あおぞら薬局
あけぼの薬局八戸店
あすなろ薬局
アポテック根城店
いちい薬局
いづみや薬局
いろは薬局
うみねこ薬局
エンゼル薬局
くるみ薬局
クローバー薬局
こいけ薬局
サカエ薬局三条
サンケア薬局　湊高台店
すばる薬局
スマイル薬局　南郷店
たかはし薬局
つくし薬局
つつみの薬局
にいだ調剤薬局
ニコニコ薬局
ニュータウン薬局
のぞみ薬局
はまなす薬局
ひばかり調剤薬局
ファイン　ファーマシー
もみじ薬局
一真堂薬局売市店
一番町薬局
会営八戸第一調剤薬局
三八五薬品（株）調剤薬局ミヤゴ新井田店
川村薬局
大学堂薬局
大学堂薬局　柏崎
田向調剤薬局
二ツ家調剤薬局
八戸東薬局
八戸南薬局

黒石市
アップル調剤薬局黒石店
黒石薬局
調剤薬局ツルハドラッグ黒石店

五所川原市
アップル調剤薬局　五所川原
オーロラ薬局
かなぎ調剤薬局
つがる調剤薬局
ドレミ薬局

まつしま調剤薬局
有限会社 えびな調剤薬局
有限会社ケンコー薬局

十和田市
アイン薬局十和田店
サワカミ薬局東店
サワカミ薬局北店
たかはし薬局
みんな野薬局
十和田中央薬局

三沢市
サワカミ薬局堀口店
まえたい薬局
三沢薬剤師薬局
有限会社サワカミ薬局中央店

むつ市
沖舘薬局新町店
調剤薬局ツルハドラッグむつ店
有限会社おき薬局

平川市
なかよし調剤薬局

東津軽郡平内町
調剤薬局ツルハドラッグ平内店

南津軽郡藤崎町
クローバー調剤薬局ときわ店

南津軽郡大鰐町
マエダ調剤薬局大鰐店

上北郡野辺地町
有限会社愛宕薬局

上北郡七戸町
天馬薬局

上北郡六戸町
スノヤ薬局

上北郡横浜町
よこはま薬局

上北郡東北町
かみきた薬局

上北郡おいらせ町
百石調剤薬局

三戸郡三戸町
みちしり調剤薬局

三戸郡五戸町
五戸調剤薬局
五戸東薬局

三戸郡南部町
ほのぼの薬局

三戸郡階上町
うぐいす薬局

【岩手県】
盛岡市
（有）第一薬局
オーロラ薬局
こずかた薬局
スタイル薬局
そうごう薬局　盛岡つなぎ店
一般社団法人岩手県薬剤師会会営内丸薬局
調剤薬局ツルハドラッグ 三本柳店
調剤薬局ツルハドラッグ　津志田店
調剤薬局ツルハドラッグマリオス店
調剤薬局ツルハドラッグ志家店
調剤薬局ツルハドラッグ上田店
調剤薬局ツルハドラッグ西仙北店
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調剤薬局ツルハドラッグ大通二丁目店
津志田薬局
東大薬局
日本調剤　盛岡中央薬局
日本調剤　盛岡南薬局
日本調剤　盛岡薬局
有限会社　天昌寺薬局

宮古市
あすなろ薬局
みなとや調剤薬局
宮古調剤薬局
健康堂薬局 栄町店
合資会社　健康堂薬局　駅前店
調剤薬局ツルハドラック宮古中央店

大船渡市
気仙中央薬局

花巻市
（有）小田島薬局
エルム調剤薬局花巻店
調剤薬局ツルハドラッグ花巻御田屋町店
調剤薬局ツルハドラッグ西大通店
調剤薬局ツルハドラッグ藤沢町店
日本調剤　大手門薬局

北上市
アイン薬局北上店
キセキレイ薬局
サンケア薬局県立中部病院前店
ひかり調剤薬局
調剤薬局ツルハドラック大堤店

久慈市
及川薬局　田屋町店

一関市
そうごう薬局　大原店
リリィ薬局藤沢店
一関ドライブスルー薬局
千厩調剤薬局
日本調剤　一関薬局

陸前高田市
そうごう薬局　高田店
金清薬局

釜石市
中田薬局
中田薬局小佐野店
中田薬局松倉店
中田薬局上中島店
有限会社ハロー薬局

二戸市
日本調剤　二戸薬局
堀野調剤薬局

奥州市
アイン薬局江刺店
リリィ薬局　水沢店
調剤薬局ツルハドラッグ江刺店
日本調剤　水沢薬局

滝沢市
ひかり薬局

岩手郡雫石町
銀河薬局　雫石店

岩手郡葛巻町
日本調剤　葛巻薬局

岩手郡岩手町
そうごう薬局岩手町店
石神の丘薬局

紫波郡紫波町
調剤薬局ツルハドラッグ紫波店

紫波郡矢巾町
矢巾調剤薬局

気仙郡住田町
そうごう薬局　住田店

下閉伊郡山田町
アイン薬局　山田店

九戸郡軽米町
日本調剤　軽米薬局

九戸郡九戸村
日本調剤　九戸薬局

二戸郡一戸町
アイン薬局　一戸店

【宮城県】
仙台市青葉区

アイビー調剤薬局
アイン薬局　青葉店
アイン薬局　台原店
アイ薬局　本町店
アムズ調剤薬局栗生店
いちご薬局　台原店
ウジエ調剤薬局　台原駅前店
おいで薬局仙台店
かけす調剤薬局
カメイ調剤ひまわり薬局
カメイ調剤薬局　台原店
カメイ調剤薬局米ヶ袋店
カリン薬局
きずな薬局　東勝山
キュウキュウ堂薬局大学病院前店
きょう薬局
クオーレ調剤薬局
スマイル薬局　木町店
すみれ調剤薬局
パーム調剤薬局　北仙台店
ばんどう調剤薬局　中央店
フォレスト薬局仙台本店
ふだい町調剤薬局
フレンド薬局国分町
ベリー薬局
まごころ調剤薬局
ミドリ調剤薬局
メイプル薬局
ヤマザワ薬局　晩翠通店
やよい薬局
旭ヶ丘トラスト薬局
錦ケ丘オレンジ薬局
広瀬調剤薬局
国見ヶ丘ヘルスマート薬局
仙台すみれ薬局公済病院前店
仙台調剤　台原店
仙臺薬局
調剤薬局ツルハドラッグ仙台愛子店
調剤薬局ツルハドラッグ南吉成店
定禅寺トラスト薬局
日本調剤　台原薬局
日本調剤　東北大前薬局
日本調剤　北仙台薬局
日本調剤　木町通薬局
北仙台わかば調剤薬局

仙台市宮城野区
（有）さいわい薬局
（有）さいわい薬局　原町店
アイン薬局東仙台店
カメイ調剤薬局　高砂店
カメイ調剤薬局宮城野原店
カメイ調剤薬局新田東店
カメイ調剤薬局鶴ヶ谷店
スマイル薬局
パルク調剤薬局
ハロー調剤薬局
ハロー調剤薬局　駅前店
ピース調剤薬局
フレンド薬局高砂
ほなみ薬局宮城野店
マミー薬局
ゆかり調剤薬局
銀杏町トラスト調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ小鶴新田店
調剤薬局ふぁるまブリエ
東口駅前調剤薬局
日本調剤　高砂薬局
薬のカルテット　宮千代薬局
有限会社さいわい薬局幸町店

仙台市若林区
アイン薬局中倉店
あたごばし調剤薬局
アムール薬局
ウジエ調剤薬局　南小泉店
カメイ調剤薬局　河原町店
カメイ調剤薬局　五橋店
カメイ調剤薬局大和町店
サンテ薬局　新寺店
つばさ薬局若林店
つるみ薬局古城店
フェリア調剤薬局
やまと町調剤薬局
七郷調剤薬局
若林調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ仙台市立病院前店
日本調剤　五橋薬局

仙台市太白区
アーセナル薬局
アイビー薬局富沢店
アイ薬局　四郎丸店
あおぞら調剤薬局
ウエスト調剤薬局
エルム調剤薬局　山田店
エルム調剤薬局　南仙台店
エルム調剤薬局八木山店
エルム調剤薬局富沢店
オトア薬局
おりーぶ薬局　たいはっくる店
おりーぶ薬局　長町南店
かぎとり調剤薬局
カメイ調剤薬局　東中田店
カメイ調剤薬局動物公園前店
カメイ調剤薬局南仙台店
カンナリ薬局
ケーアイ調剤薬局
コアラ調剤薬局
そうごう薬局　南仙台店
そら南仙台薬局
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つばさ薬局　長町店
にしたが調剤薬局
ハーブ薬局
ふくろばら薬局
フレンド薬局　袋原
ホープ薬局　鈎取店
会営茂庭調剤薬局
仙台調剤西多賀店
袋原調剤薬局
大野田オレンジ薬局
大野薬局
調剤薬局ツルハドラッグ中田店
調剤薬局ツルハドラッグ長町南店
長町オレンジ薬局
長町ヘルスマート薬局
東北調剤薬局西中田店
柳生調剤薬局

仙台市泉区
コスモ調剤薬局　南光台店
しょうげん２丁目薬局
つばさ薬局泉店
トミザワ薬局松森店
トラスト調剤薬局
ホープ薬局泉中央店
まごころ調剤薬局　七北田店
マリーン調剤薬局　南光台中央店
ゆりのき調剤薬局
加茂ヘルスマート薬局
泉中央トラスト薬局
泉中央調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ南光台店
調剤薬局ツルハドラッグ明石南店
薬のカルテット　高森薬局

石巻市
イオンスーパーセンター石巻東店薬局
カメイ調剤薬局石巻山下店
カメイ調剤薬局石巻店
カメイ調剤薬局中里店
たかぎ薬局　広渕店
たかぎ薬局　鹿又店
たかぎ薬局　清水店
たかぎ薬局鹿妻店
ものう薬局
石巻医薬品センター薬局
調剤薬局ツルハドラッグ大街道店
日本調剤　石巻薬局
薬局　みらい号
有限会社さとう薬局田町店
有限会社万石調剤薬局

塩竈市
つばさ薬局玉川店
つばさ薬局松陽台
とよしま薬局
パンダ薬局
調剤薬局ツルハドラッグ塩釜店
日本調剤　塩釜薬局

気仙沼市
カメイ調剤薬局気仙沼店
ししおり調剤薬局
気仙沼薬局いちご・とまと店

白石市
あさひ薬局
うさぎ薬局

さんた薬局
宮調剤薬局
仙台調剤白石店
調剤薬局ツルハドラッグ宮城白石店

名取市
あおい調剤薬局
エルム調剤薬局
おやま調剤薬局
仙台調剤　名取店
仙台調剤薬局　せきのした店
調剤薬局すわん
名取ヘルスマート薬局

角田市
アイ薬局
コスモ薬局
大町薬局
中央薬局
南町薬局
北町薬局

多賀城市
あやめ調剤薬局
かいぶち調剤薬局
すみれ薬局
つばさ薬局
よつば薬局
仙台調剤薬局　多賀城店
調剤薬局ツルハドラッグ多賀城店

岩沼市
いわぬま中央薬局
エルム調剤薬局岩沼店
おやま薬局
さくら薬局
ひかる薬局
杜の都調剤薬局
武隈調剤薬局

登米市
アイン薬局豊里店
仙台調剤薬局　佐沼店
日本調剤　佐沼薬局

栗原市
アイン薬局　栗駒店
アイン薬局　築館店
サタケ調剤薬局
志波姫シンドー調剤薬局
上小路一桝新生薬局
仙台調剤　栗原店
仙台調剤薬局　瀬峰店

東松島市
たかぎ薬局　赤井店
みっと調剤薬局

大崎市
アイン薬局　古川店
つばさ薬局古川店
みなみ薬局
仙台調剤薬局　鹿島台店
仙台調剤薬局古川店
大崎調剤薬局古川東店
調剤薬局ツルハドラック古川北町店

刈田郡蔵王町
アイン薬局　蔵王店
にしうら薬局

柴田郡大河原町
エルム調剤薬局大河原店

カメイ調剤薬局大河原店
ひがし薬局　大河原
ひばり調剤薬局
関谷　薬局
仙台調剤　大河原店
仙台調剤薬局　大河原西店
大河原調剤薬局

柴田郡村田町
アイン薬局村田店
ばんどう調剤薬局　村田店

柴田郡柴田町
あおば薬局
かみまち薬局
グリーン調剤薬局
しんえい薬局
すずらん薬局
つばさ薬局船岡店
ひまわり薬局
もみの木薬局
株式会社　銀座薬局
調剤薬局船岡店
槻木中央薬局

柴田郡川崎町
カメイ調剤薬局　川崎店

伊具郡丸森町
（有）サイカ薬局
サイカ調剤薬局丸森病院前店
サイカ調剤薬局大舘店

亘理郡亘理町
エルム調剤薬局亘理店
さざんか薬局
城南薬局

亘理郡山元町
パーム薬局山元店
調剤薬局エーゲ海

宮城郡松島町
カメイ調剤薬局　松島店
つばさ薬局　松島店

宮城郡利府町
調剤薬局ツルハドラッグ利府店

黒川郡富谷町
おれんじ薬局
つるみ薬局上桜木店

加美郡加美町
みやぎ保健企画　つばさ薬局　中新田店

遠田郡美里町
つばさ薬局こごた店
なんごう薬局

牡鹿郡女川町
社団法人　宮城県薬剤師会　会営女川薬局

【秋田県】
秋田市

アイリス薬局
かりほ橋薬局
きさらぎ薬局
キャッスル調剤薬局
グリム薬局
さわやか薬局新屋店
すばる薬局
ハーモニー薬局
ほどの薬局
みその薬局
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やばせ薬局
やよい薬局
ラベンダー薬局
外旭川いわま薬局
株式会社　舛屋薬局
金星堂薬局
港中央薬局
佐野薬局　広面店
山王たいよう薬局
山王中園薬局
仁井田薬局
池田薬局中通り店
中央薬局　勝平店
中通よつば薬局
調剤薬局ツルハドラッグ東通店
調剤薬局パルス
東通いわま薬局
日本調剤　保戸野薬局
本山町薬局
有限会社　那須薬局
有限会社今薬局
雄和薬局

能代市
スター調剤薬局
のしろ佐野薬局
ひがし薬局
ふれあい薬局　大手町店
ぽんぽこ薬局
安濃大年堂薬局
会営薬局のしろ
株式会社アイセイ薬局　赤玉薬局駅前店
株式会社みどり薬局
佐野薬局花園店
赤玉薬局　中和本店
赤玉薬局落合店
泰心堂薬局
有限会社武田薬局

横手市
さいた薬局
さいた薬局 よこて町店
ほろは薬局
むらた調剤薬局
横手ファミリー調剤薬局
橋本薬局
鍛冶町さいた薬局
日本調剤　平鹿薬局

大館市
クローバー薬局
さとう調剤薬局
ツチヤ薬局末広店
ホテヤ調剤薬局
ホテヤ薬局　観音堂店
ホテヤ薬局　御成町店
ホテヤ薬局　本店
もなみ薬局
リリィ薬局　大館店
わかば薬局
調剤薬局ツルハドラッグ大館清水町店
日本調剤　大館薬局

男鹿市
ひらつか薬局
調剤薬局ツルハドラッグ男鹿店

鹿角市
（有）黒沢薬局
そうごう薬局花輪店
日本調剤鹿角薬局
薬局　高橋屋

由利本荘市
大越調剤薬局　あかぬま店
日本調剤　本荘南薬局
日本調剤　本荘薬局

潟上市
調剤薬局ぐっど

大仙市
やまな薬局
有限会社　日の出調剤薬局

北秋田市
北欧の杜薬局

鹿角郡小坂町
すみれ調剤薬局　小坂店

山本郡三種町
赤玉薬局　八竜店

山本郡八峰町
ライナス薬局
皆川薬局
天真堂薬局

南秋田郡五城目町
ひかり薬局

南秋田郡八郎潟町
えきまえ佐藤薬局
日本調剤　湖東薬局

仙北郡美郷町
みさと薬局
六郷さいた薬局

雄勝郡羽後町
日本調剤　羽後薬局

【山形県】
山形市

アイン薬局県立中央店
うわまち薬局
カメイ調剤薬局　小荷駄町店
カメイ調剤薬局緑町店
スマイル薬局桜田店
すみれ調剤薬局小白川店
すみれ調剤薬局東北中央病院前店
ハート調剤薬局　宮町店
ホープ薬局花楯店
調剤薬局ツルハドラッグ吉原店
調剤薬局ツルハドラッグ山形小白川店
調剤薬局ツルハドラッグ山形嶋店
調剤薬局ツルハドラッグ成沢店
調剤薬局ツルハドラッグ中桜田店
日本調剤　山形大前薬局
日本調剤　山形北薬局
日本調剤　山形薬局
萬屋薬局みなみ店

米沢市
アイン薬局米沢駅前店
ハート調剤薬局　よねざわ店
高野調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ米沢相生町店

鶴岡市
あかね薬局
ハート調剤薬局

ハート調剤薬局　馬場町店
ハート調剤薬局　本町店
ハート調剤薬局ひよし店
ハート調剤薬局鶴岡店
羽黒調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ鶴岡南店
日本調剤　若葉薬局
日本調剤　荘内薬局
日本調剤　鶴岡南薬局

酒田市
ハート調剤薬局　八幡店
ラパス調剤薬局酒田南店
調剤薬局ツルハドラッグみずほ店
調剤薬局ツルハドラッグ酒田店
調剤薬局ツルハドラッグ酒田南店
日本調剤　酒田薬局
有限会社瀬尾薬局駅東店

新庄市
アイン薬局新庄店
ほし薬局

寒河江市
あすなろ薬局
さがえ調剤薬局
調剤薬局ツルハドラッグ　寒河江西店
日本調剤　寒河江薬局

上山市
ひまわり薬局

長井市
はなまる薬局
南中前調剤薬局

天童市
まいづる薬局
調剤薬局ツルハドラッグ天童店

東根市
調剤薬局ツルハドラッグ東根中央店

尾花沢市
ハート調剤薬局尾花沢店

南陽市
アイン薬局南陽店

東置賜郡高畠町
あいのもり薬局

東置賜郡川西町
おきたま調剤薬局　公立病院前店
天神森調剤薬局

西置賜郡白鷹町
有限会社　十王調剤薬局

飽海郡遊佐町
日本調剤　遊佐町薬局

【福島県】
福島市

あじさい薬局
うさぎ薬局　野田町店
うさぎ薬局せのうえ店
うさぎ薬局とやの店
うさぎ薬局南沢又店
キュウキュウ堂薬局　新町店
キュウキュウ堂薬局わたり店
クオール薬局ささきの店
クオール薬局福島店
クオール薬局福島東店
げんじろう調剤薬局　泉店
コスモ調剤薬局　いずみ西店
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コスモ調剤薬局　笹谷東店
コスモ調剤薬局　南沢又店
コスモ調剤薬局　蓬莱店
コスモ調剤薬局わたり店
コスモ調剤薬局黒岩店
コスモ調剤薬局森合西店
コスモ調剤薬局森合店
コスモ調剤薬局泉店
コスモ調剤薬局南中央店
コスモ調剤薬局八幡店
コスモ調剤薬局福島駅西口店
すみれ薬局
そうごう薬局　福島笹木野店
ドレミ薬局
ばにら薬局
ふたば薬局
ふたば薬局　笹谷店
ほうらい薬局
南せのうえ薬局
保原薬局やぎた店
保原薬局宮代店
保原薬局松川店
保原薬局渡利店

会津若松市
あいあい薬局
あいあい薬局門田日吉店
あいセンター薬局
かぼちゃ薬局　飯寺店
クオール薬局西若松店
せくら薬局
まちの薬局　扇町店
葵調剤薬局　会津若松店
会雄薬局
調剤薬局ツルハドラッグ会津湯川店

郡山市
アイン薬局　西ノ内店
あい調剤薬局大槻店
クオール薬局　よつば安積店
クオール薬局　郡山店
クオール薬局おおつき店
クオール薬局郡山２号店
クオール薬局郡山３号店
クオール薬局郡山北店
げんじろう調剤薬局　池ノ台店
げんじろう調剤薬局八山田店
コスモ調剤薬局　菜根店
コスモ調剤薬局　大槻店
コスモ調剤薬局　島店
コスモ調剤薬局　熱海店
コスモ調剤薬局緑ヶ丘店
さくら薬局　磐梯熱海店
しのぶ薬局堂前店
そうごう薬局　郡山店
メロディー薬局
清水台薬局
調剤薬局ツルハドラッグ八山田店

いわき市
（有）植田ダルマ薬局泉店
アイル薬局　住吉店
アイル薬局　平店
コスモ調剤薬局　植田店
コスモ調剤薬局常磐店
コスモ調剤薬局平中央店

株式会社ユモト薬局上関店
今川薬局いわき小島店
今川薬局いわき常磐店
船戸薬局
中央台鹿島薬局
薬局タローファーマシー谷川瀬店
有限会社　厚生堂薬局　立町店

白河市
ファーコス　つくし薬局
ファーコスめぐみ薬局北店
みなみ調剤薬局
めぐみ薬局
白河調剤薬局

須賀川市
クオール薬局　てらまち店
クオール薬局　須賀川店
クオール薬局　須賀川南店
コスモ調剤薬局須賀川駅前店
サンプラス調剤薬局
須賀川調剤薬局
大町調剤薬局
有限会社フジ薬局

喜多方市
クオール薬局さつき店
クオール薬局せきしば店
クオール薬局喜多方店
コスモ調剤薬局　喜多方店
そうごう薬局　喜多方店
喜多方　あいあい薬局

相馬市
エルム調剤薬局　相馬店
そうごう薬局相馬店
パーム調剤薬局相馬店
パーム薬局東相馬店

二本松市
かすみ薬局
コスモ調剤薬局郭内店
コスモ調剤薬局西池店
コスモ調剤薬局東和町店
コスモ調剤薬局油井店
調剤薬局ツルハドラッグ二本松店
保原薬局油井店

田村市
げんじろう調剤薬局船引店
コスモ調剤薬局中央通り店
コスモ調剤薬局東部台店
ふくだや薬局

南相馬市
アイン薬局南相馬店
かしむら薬局
コスモ調剤薬局原町店
コスモ調剤薬局上町店
コスモ調剤薬局二見町店
コスモ調剤薬局北町店
そうごう薬局　鹿島店
そうごう薬局旭町店
調剤薬局くすりのキクチ

伊達市
おりーぶ薬局　伊達店
げんじろう調剤薬局　梁川店
コスモ調剤薬局　伊達東店
ふたば薬局　保原店
やながわ薬局

中央薬局　伊達店
保原薬局
保原薬局　上保原店
保原薬局　本店
保原薬局伊達店
保原薬局梁川店

本宮市
そうごう薬局　本宮店

伊達郡桑折町
コスモ調剤薬局桑折店
保原薬局桑折店

伊達郡国見町
ふたば薬局　藤田店
日本調剤　国見薬局

伊達郡川俣町
コスモ調剤薬局瓦町店
コスモ調剤薬局五百田店

岩瀬郡鏡石町
クオール薬局かがみいし店

南会津郡只見町
あいあい薬局只見店

南会津郡南会津町
クオール薬局　南会津店

耶麻郡磐梯町
おおぞら薬局

大沼郡会津美里町
有限会社　横町薬局

西白河郡矢吹町
コスモ調剤薬局　矢吹店
しのぶ薬局　新本町店
しのぶ薬局　文京店

石川郡石川町
アイン薬局福島石川店
しんまち調剤薬局
伊藤薬局

田村郡三春町
さくら調剤薬局

双葉郡双葉町
日本調剤　双葉薬局

【茨城県】
水戸市

アルファーム薬局　元吉田店
アルファーム薬局千波店
コヤマ薬局赤塚店
コヤマ薬局本町店
さかど薬局
そうごう薬局　柳町店
フェイス薬局
ホーム薬局
今川薬局水戸赤塚店
三の丸薬局
滝川薬局
調剤薬局あすなろ
日本調剤　水戸薬局
友愛薬局　水戸店

日立市
（有）セキネ薬局
アルファーム薬局大みか店
おぬき薬局
グリーン薬局
メリー薬局
今川薬局日立久慈店
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今川薬局日立田尻店
川又薬局
東金沢薬局
日本調剤日立南薬局
日本調剤日立薬局

土浦市
アイン薬局土浦店
スカイ薬局
すみれ調剤薬局
桃園薬局

古河市
アイン薬局古河店
ホワイト薬局
ローズ薬局
日本調剤　古河薬局

石岡市
コヤマ薬局八郷店
今川薬局石岡店

結城市
くわのみ薬局
すみれ薬局
ハニュウ薬局結城東店
ハニュウ薬局小田林店
ひまわり調剤薬局
中央薬局　結城店

龍ケ崎市
アリス薬局
エース薬局
オリオン薬局
ミルキー薬局
今川薬局　龍ヶ岡店
今川薬局佐貫店
今川薬局龍ヶ崎米町店

下妻市
いちょう薬局
ハニュウ薬局下妻店
日本調剤下妻薬局

常総市
あけぼの薬局　上石下店
あけぼの薬局内守谷店
ひかり薬局篠山店
今川薬局　水海道店
野尻薬局美妻橋店

北茨城市
サンライフ薬局
今川薬局　北茨城磯原店
今川薬局　北茨城中郷店
調剤薬局ツルハドラッグ北茨城店

笠間市
アイン薬局こいぶち店
アルファーム薬局友部店
ひかり薬局
今川薬局　友部旭町店
今川薬局友部中央店

取手市
アイン薬局取手店
そうごう薬局井野台店
今川薬局　藤代店
日本調剤取手薬局

牛久市
まりも薬局
今川薬局牛久店
根本薬局ひたち野店

つくば市
アイン薬局　つくば竹園店
さくら薬局
ハニュウ薬局研究学園店
ハニュウ薬局上ノ室店
ポプラ調剤薬局
今川薬局つくば学園店
今川薬局つくば篠崎店
今川薬局つくば上横場店
今川薬局つくば天久保店
今川薬局つくば北条店
日本調剤　つくば調剤薬局
薬局つくば中央

ひたちなか市
アイン薬局 かつた店
アイン薬局ひたちなか店
ウチダ薬局
おりーぶ薬局
グリーン薬局
佐和中央薬局

鹿嶋市
ひがしやま薬局
プラス薬局

潮来市
今川薬局　潮来店

守谷市
アイン薬局　守谷ひがし野店
アルファーム薬局みずき野店
ひかり薬局守谷ゆりがおか店
今川薬局　守谷店

常陸大宮市
あすなろ薬局
アルファーム薬局　大宮店

那珂市
コヤマ薬局那珂店

筑西市
アルファーム薬局　関本店
アルファーム薬局　協和店
アルファーム薬局筑西店
つくば薬局
ハニュウ薬局玉戸店
ハニュウ薬局川島店
ハニュウ薬局北つくば店
中尾薬局

坂東市
いしつか薬局
コスモ調剤薬局　坂東店

稲敷市
オアシス薬局

神栖市
今川薬局　神栖店
今川薬局　波崎店
今川薬局波崎土合店
田辺薬局鹿島神栖店
田辺薬局知手中央店
日本調剤　鹿島薬局

つくばみらい市
アルファーム薬局　絹の台店

小美玉市
今川薬局　小川店

東茨城郡大洗町
あさひ薬局

東茨城郡城里町
今川薬局　常北店

那珂郡東海村
イースト薬局
ノース薬局

稲敷郡美浦村
アルファーム美浦店薬局

稲敷郡阿見町
センター薬局荒川本郷店

【栃木県】
宇都宮市

アイン薬局岡本店
アイン薬局河内店
アトム薬局
ありす薬局
カロン薬局
くるみ薬局
さくら薬局　宇都宮店
さくら薬局　鶴田店
サフラン薬局
セサミ薬局　山本店
セサミ薬局泉町店
セントラル薬局
そうごう薬局　宇都宮南店
そうごう薬局宇都宮中央店
そうごう薬局宇都宮店
とちぎ薬局　関堀店
とちぎ薬局駅東店
とちぎ薬局瑞穂野店
とちぎ薬局鶴田店
とちぎ薬局平松本町店
とちぎ薬局本店
のぞみ薬局
ハーモニー薬局
ハーモニー薬局　柳田店
ハーモニー薬局西小学校前店
ハーモニー薬局北一の沢店
ハニュウ薬局西川田店
ピノキオファーマシーズ宇都宮西店
ピノキオファーマシーズ雀の宮店
ピノキオ薬局　峰店
ピノキオ薬局プラザ店
ピノキオ薬局陽南店
プライム薬局　たかさご店
プラザ薬局　関堀町店
プラザ薬局国本店
ペパーミント薬局
ホーム薬局
みどり調剤薬局御幸店
やなぜ調剤薬局
ライム薬局
リリー薬局
ルミル薬局
レインボー薬局　宝木店
戸祭薬局
中央薬局
中央薬局　はりがや店
中央薬局　鶴田店
中央薬局　東峰店
中央薬局江曽島店
中央薬局兵庫塚店
日本調剤宇都宮薬局
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有限会社渡辺キヨ薬局
両毛医薬品株式会社　くじら薬局

足利市
アイ・シー薬局
エムズ薬局
おりひめ調剤薬局
かみや調剤薬局足利店
かみや調剤薬局足利南店
グリム薬局
こばと薬局
さとやば調剤薬局
しらゆり調剤薬局
スター薬局
スバル薬局
スマイル薬局
そうごう薬局　富田店
ピノキオファーマシーズ足利店
みやまえ薬局
ミント薬局
やまべ薬局
ライフ薬局
レインボー調剤薬局
わかば薬局
中央薬局足利店
日本調剤足利薬局

栃木市
アーチ薬局
あい調剤薬局
あじさい調剤薬局
アリス薬局
グレイス薬局
なかよし薬局
ピノキオ薬局栃木店
ひばり薬局
ひばり薬局藤岡店
ふたば薬局下都賀
みずしろ調剤薬局
めぐみ薬局　横堀店
ローズ薬局
株式会社メディカルグリーン　あゆみ薬局
株式会社大町調剤薬局
大沢調剤薬局　薗部店
大沢調剤薬局　西支店
大沢調剤薬局今泉店
大沢調剤薬局大平店
大沢調剤薬局日ノ出町店
大沢調剤薬局片柳店
大沢調剤薬局本町店
大沢調剤薬局万町店
日本調剤下都賀薬局
有限会社　山中薬局
有限会社ふれあい薬局
両毛医薬品株式会社　うずま調剤薬局

佐野市
いるか薬局
かみや調剤薬局　石塚店
かみや調剤薬局葛生店
かみや薬局高萩店
スズラン薬局
ふれあい薬局
ポプリ薬局
株式会社かみや薬局　かみや調剤薬局田沼店
株式会社かみや薬局かみや調剤薬局

朝日町調剤薬局
平田薬局
両毛医薬品株式会社　かもめ薬局
両毛医薬品株式会社　ひまわり薬局
両毛医薬品株式会社佐野調剤薬局

鹿沼市
アルファーム薬局　鹿沼店
くらしげ調剤薬局
けやき薬局
さつき薬局
さつき薬局貝島店
すみれ薬局
タンポポ薬局
つくも薬局　上殿
つくも薬局西茂呂
とちぎ薬局鹿沼中央店
とちぎ薬局鹿沼店
ピノキオファーマシーズ鹿沼西店
ピノキオ薬局　鹿沼店
ピノキオ薬局　鹿沼南店
フクシ鹿沼薬局
フクシ千渡薬局
もみのき薬局
石橋町薬局
保健堂鳥居薬局
邦證堂薬局
邦證堂薬局上殿店
有限会社　つくも薬局
有限会社 山川薬局

日光市
アイン薬局鬼怒川店
あおい薬局　日光店
アルファーム今市店薬局
アルファーム薬局並木店
いちご薬局
コスモ調剤薬局　今市店
サン調剤薬局
すぎなみ薬局
せのお調剤薬局
そうごう薬局今市店
とちぎ薬局　今市店
とちぎ薬局日光店
はせがわ調剤薬局　今市本町店
ピノキオ薬局今市店
フタバ快生堂薬局　鬼怒川調剤センター
マロニエ薬局
株）ＭＴファルマ　りんご薬局
株式会社　ＭＴファルマ　森の前薬局
鬼怒川調剤センターたかとく薬局
七里薬局
長谷川薬局
八木沢　薬局

小山市
あおば薬局
いずみ薬局
しろやま調剤薬局
バリュー銀星 銀星薬局喜沢店
ピノキオファーマシーズ東間々田店
ピノキオ薬局小山東店
フラワー薬局
ライズ薬局
間々田調剤薬局
古川薬局

第一調剤薬局
中央薬局小山城北店

真岡市
あさひ薬局
サンテ薬局
すみれ薬局
たんぽぽ薬局
にのみや薬局
ピノキオ薬局　真岡西店
ひばり調剤薬局
プラザ薬局真岡店
中央薬局寺内店
中央薬局真岡店
日本調剤　真岡薬局

大田原市
ピノキオファーマシーズ那須店
ピノキオ薬局　美原店
ピノキオ薬局大田原店
ひまわり薬局富士見店
ファーコス　くろばね薬局
日本調剤　那須薬局
日本調剤大田原薬局

矢板市
カワチ薬局矢板南店
ポニー薬局　矢板店
株式会社　大貫薬局

那須塩原市
あおば薬局那須塩原
ピノキオ薬局黒磯店
ポニー薬局　黒磯店
黒磯中央薬局

さくら市
ドラッグストアＷｉｔｈ卯の里薬局
ポプリ薬局
中央薬局　喜連川店

那須烏山市
オカモト薬局烏山店
にこにこ薬局
ピノキオ薬局　烏山店
ミキ薬局　那須南店

下野市
スマイル薬局
すみれ薬局　石橋店
ピノキオ薬局自治店
ピノキオ薬局南河内店
ふたば薬局
わかば薬局石橋店
石橋調剤薬局
中央薬局国分寺店
有限会社メディカさかえ薬局

芳賀郡益子町
中央薬局ましこ店

芳賀郡市貝町
ピノキオファーマシーズ市貝赤羽店

芳賀郡芳賀町
ファミリー薬局

下都賀郡壬生町
あすか薬局
さくら薬局　壬生店
中央薬局壬生店

下都賀郡野木町
ファーコスのぎ薬局
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下都賀郡岩舟町
エイケン調剤薬局
スカイ薬局岩舟
ラベンダー薬局
中央薬局　岩舟店

塩谷郡高根沢町
アルファーム薬局　高根沢店
とちぎ薬局光陽台店
ピノキオファーマシーズ高根沢店
ピノキオファーマシーズ宝石台店
光陽台薬局

那須郡那珂川町
あゆみ薬局
おがわ森島薬局
とちぎ薬局馬頭店
杉浦薬局
星薬局

【群馬県】
前橋市

50号薬局
ＯＪファミリー薬局
アイランド薬局　堀越店
アイン薬局前橋店
あおば薬局
あすか調剤薬局
あずま調剤薬局
あずみ薬局
おりひめ薬局　時沢店
ぐんま調剤薬局　前橋店
コアラ薬局
コスモ21薬局
しきしま調剤薬局
すずらん薬局
はまだ調剤薬局
ひまわり調剤薬局
ファーコスおぎくぼ薬局
ファーマシー鈴木青柳店
ファイン薬局　紅雲
群大前薬局
若宮調剤薬局
上細井調剤薬局
西片貝調剤薬局
赤城調剤薬局
千代田町薬局
前橋市薬剤師会会営薬局
前橋東薬局
大利根薬局
長岡薬局
同愛会薬局
日本調剤　前橋アイケイ薬局
日本調剤いずみ薬局
有限会社　金子調剤薬局
有限会社　小谷薬局

高崎市
あゆみ薬局
いわはな薬局
オレンジ薬局
ぐんま調剤薬局くらがの店
ぐんま調剤薬局たかさき店
けやき薬局
スカイ薬局　高崎京目
そうごう薬局　井野店

そうごう薬局　佐野店
そうごう薬局　八千代店
そうごう薬局高崎店
たかの薬局
つばさ薬局
トモニティ「キューピー薬局」
ながね薬局
マキエ一貫堂薬局
やまだ薬局
観音寺薬局
高関調剤薬局
沙羅薬局
小林薬局
中居薬局
中泉薬局

桐生市
あおい薬局
あさひ薬局
あしなか調剤薬局
あたご薬局
カトレア薬局
コアラ薬局
コジマ薬局
サンセール薬局
たんぽぽ薬局
トモニティ　「サンロード薬局」
トモニティ　「フォーユー薬局」　店
トモニティ　オリーブ薬局
トモニティ「境野調剤薬局」
にいさと薬局
のぞみ薬局
ひまわり薬局
ファーマみらい「本二薬局」
マルサン薬品　みどり薬局
マルサン薬品東薬局
桐生協同薬局
上毛薬局
日の出薬局
日本調剤　おりひめ薬局
両毛調剤薬局　アイオイファーマシー
両毛調剤薬局ファーマシーフジヤマ
両毛調剤薬局梅田町店

伊勢崎市
（有）タカノ薬局
アイン薬局　伊勢崎店
かけづか薬局
くにさだ薬局
こうせい薬局伊勢崎店
こすもす薬局
こすもす薬局　田中島店
そうごう薬局国定店
ファーコスしょうわ薬局
ファーマみらい「のぞみ薬局」
ホシノ薬局連取店
加藤　薬局
株式会社ファーマみらい「フォーユー薬局佐波東店」
辻薬局
両毛医薬品（株）アイ・キュー

太田市
あおば薬局
エンドー薬局
おおしま調剤薬局
オリーブ薬局

おりひめ薬局　太田店
スカイ薬局　由良
そうごう薬局藪塚店
ヒロ薬局　太田店
ファーマみらい　「東金井薬局」
ふぁいん薬局・飯塚
フルーツ薬局
まちなか調剤薬局
星漢堂薬局
太田みなみ薬局
太田市薬剤師会　会営薬局
大津屋薬局ラブ店
中央薬局　飯塚店
有限会社太田東薬局

沼田市
そうごう薬局　沼田店

館林市
アイリス薬局
そうごう薬局　館林店
三林薬局
有限会社　竹森薬局
両毛医薬品（株）つつじ調剤薬局

渋川市
あおば薬局
ぐんま調剤薬局　渋川店
両毛医薬品（株）アイビー薬局

藤岡市
アイケイ薬局　藤岡店
せせらぎ薬局
西須薬局

富岡市
アイケイ薬局富岡店
かのはら薬局
つばめ薬局
トモニティ「七日市薬局」
トモニティ「東富岡薬局」
有限会社　名和薬局
両毛医薬品（株）えきまえ調剤薬局

安中市
ウイン調剤薬局 松井田店
そうごう薬局　安中店
有限会社つばさ薬局
両毛医薬品株式会社　めだか薬局

みどり市
スカイ薬局かさかけ

吾妻郡中之条町
ウイン調剤薬局 中之条店
ぐんま調剤薬局なかのじょう店

吾妻郡長野原町
羽根尾薬局

吾妻郡嬬恋村
ファーコスほほえみ薬局
嬬恋薬局

吾妻郡東吾妻町
ぐんま調剤薬局　原町店
ワタキュー薬局　原町店
日本調剤原町薬局

利根郡みなかみ町
そうごう薬局新治店

邑楽郡大泉町
薬局もり
薬局もり２号店
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邑楽郡邑楽町
うさぎ調剤薬局
ほうゆう調剤薬局

【埼玉県】
さいたま市北区

おりひめ薬局本郷店
レインボー薬局
工藤調剤薬局　東大成店

さいたま市大宮区
みはし薬局
日本調剤大宮薬局

さいたま市見沼区
はなまる薬局七里店

さいたま市中央区
アイン薬局大宮店
トモニティ薬局
メイプル薬局与野店
田辺薬局大宮中央店

さいたま市桜区
あきがせ薬局

さいたま市浦和区
（有）トミヤ薬局
キリン堂薬局浦和元町店
スミレ薬局浦和店
ファーコスせがさき薬局
竹内薬局　北浦和店
日本調剤浦和仲町薬局
日本調剤北浦和薬局

さいたま市南区
マエノ薬局　浦和店
日本調剤南浦和薬局

さいたま市緑区
アイン薬局浦和店
トモニティ「ヒロ薬局さいたま店」

さいたま市岩槻区
ふれあい薬局岩槻店

川越市
ヒロ薬局川越店
めだか薬局
日本調剤川越アイケイ薬局

熊谷市
いるか薬局
サクラギ薬局

川口市
アイン薬局　川口店
アイン薬局　川口北店
アイン薬局川口栄町店
グリーンファーマシー薬局
スミレ薬局川口店
マユミ薬局
マルシン薬局
みずき薬局
田辺薬局川口新郷店
田辺薬局川口榛松店
日本調剤川口東薬局
日本調剤川口薬局

行田市
アイン薬局行田新店
ミキ薬局埼玉行田店
薬局　もちだ

秩父市
あおぞら薬局

アサヒ調剤薬局
宮側薬局
宮地薬局

所沢市
くすのき台薬局
スエヤス薬局所沢店
すずらん薬局
のぞみ薬局　東狭山ヶ丘店
ファーコスさやま薬局
みどり薬局所沢
太陽薬局
竹内薬局　新所沢店
日本調剤　プロペ通り薬局
北有楽町薬局

飯能市
ふれあい薬局
有限会社　いなり町薬局

加須市
サン薬局
みのり薬局
加茂薬局

本庄市
らいむ薬局

東松山市
薬局　東平
薬局高坂
薬局松山中央
薬局松山本町
薬局東松山

春日部市
そうごう薬局　春日部店
ファーマみらい「みどり調剤薬局中央店」
みどり調剤薬局一の割店
日本調剤春日部薬局
薬局　庄和

狭山市
狭山台薬局

羽生市
つばめ薬局
ひかり薬局

鴻巣市
黒沢　薬局
黒沢薬局　加美町店
黒沢薬局　小松店
黒沢薬局人形町店
黒沢薬局滝馬室店
黒沢薬局北鴻巣店
薬局吹上

深谷市
さくら薬局
なかまち薬局
ひばり薬局かやば店
彩生薬局　東方店
三共ファーマシー原郷店
中央薬局日赤前店

上尾市
薬局上尾

草加市
けやき薬局
けやき薬局松江店
コイケ薬局
コイケ薬局プラスワン
そうごう薬局　草加店

ハート薬局
マミー薬局
わかば薬局草加
株式会社一正堂薬局
住吉薬局
日本調剤松原団地薬局
日本調剤草加薬局

越谷市
えびす薬局
すみれ薬局
ふたば薬局越谷
みどり調剤薬局大袋店
みどり薬局越谷店
わかば越谷
東武薬局新越谷店
藤助薬局

蕨市
スミレ薬局
日本調剤　わらび薬局

戸田市
あおば薬局戸田公園

入間市
アサヒ調剤薬局入間店

朝霞市
フラワー薬局

志木市
ファーマみらい「ヒロ薬局志木店」

和光市
日本調剤和光薬局

新座市
（株）かくの木　木の実薬局
かくの木薬局

久喜市
クラージュ薬局
みどり薬局　　栗橋店

北本市
さいたま薬局　北本店
そうごう薬局北本店

八潮市
そうごう薬局　八潮２号店
そうごう薬局八潮店
日本調剤八潮薬局
有限会社やしお薬局

富士見市
日本調剤ふじみ野薬局

三郷市
そうごう薬局　新三郷店
ひかり薬局
ペリカン薬局
まごころ薬局
三郷しいの木薬局

蓮田市
あおば薬局蓮田
薬局オリーブファーマシー

坂戸市
アイン薬局　坂戸店

幸手市
みすず薬局

日高市
株式会社ハート薬局武蔵台店

吉川市
そうごう薬局　吉川けやき通り店
そうごう薬局　吉川美南店
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そうごう薬局吉川店
ふじみ野市

工藤調剤薬局ふじみ野店
北足立郡伊奈町

あおば薬局伊奈
伊奈オリーブ薬局

入間郡毛呂山町
アポック毛呂岩井薬局
日本調剤埼玉日高薬局
日本調剤毛呂薬局

比企郡嵐山町
ドルフィン調剤薬局
有限会社　サカエ薬局
有限会社島本薬局

比企郡小川町
ミドリ薬局
市川　薬局
小川薬剤師会薬局東小川店
松島薬局
有限会社小川薬剤師会薬局

比企郡吉見町
薬局吉見

比企郡ときがわ町
そうごう薬局　ときがわ店

秩父郡横瀬町
アセルト薬局
ひまわり薬局

秩父郡長瀞町
のがみ薬局

児玉郡上里町
上里調剤薬局
両毛医薬品株式会社むさし上里薬局

大里郡寄居町
寄居薬剤師会薬局

【千葉県】
千葉市中央区

サンチェリー薬局　本千葉駅前店
タカダ薬局あおば店
チェリー薬局　旭町店
フルヤマ薬局　西千葉店
フルヤマ薬局ペリエ店
ヤハギ薬局
桃太郎薬局　本町店
桃太郎薬局かめい店
桃太郎薬局そが店
桃太郎薬局みやこ店
日本調剤青葉薬局
日本調剤椿森薬局
薬局蘇我

千葉市花見川区
チバさくら薬局
まくはり薬局
もみの木薬局

千葉市稲毛区
さくらんぼ薬局　小中台町店

千葉市若葉区
アリ薬局本店
さかもとゆう薬局
フクチ薬局
大宮台調剤薬局
大洋薬局　千城台店
桃太郎薬局わかば店

千葉市緑区
そうごう薬局　おゆみ野店
タカハシ薬局
ファーコスあすみが丘薬局
みつば薬局
調剤薬局ツルハドラッグおゆみ野南店
桃太郎薬局おゆみ野店
桃太郎薬局誉田店

千葉市美浜区
バーミー薬局稲浜店
フルヤマ薬局マリブ店
ベイタウン薬局

銚子市
三崎町薬局
第一薬局

市川市
いちかわ薬局　菅野店
キリン堂薬局市川東店
さくらんぼ薬局　市川南店
ライオン薬局
日本調剤　ワールド薬局
日本調剤　本八幡南口薬局
日本調剤市川南口
日本調剤本八幡北口薬局

船橋市
あすなろ薬局
オレンジ薬局　津田沼店
カネマタ薬局ケイツー店
カネマタ薬局海神店
カネマタ薬局船橋北口店
カネマタ薬局中央店
すこやか薬局
そうごう薬局　薬円台店
ならしの台薬局
ふたば薬局船橋
ほほえみ薬局
みつば薬局船橋
メイプル薬局夏見店
よつば薬局船橋
ライオン薬局
わかくさ薬局
船橋メイプル薬局
前原グリーン薬局
桃太郎薬局　習志野台店
日本調剤　船橋北口薬局
有限会社薬園堂薬局

木更津市
かずさ薬局　桜井店
かずさ薬局　請西店
桃太郎薬局　ほたる野店

松戸市
アサヒ調剤薬局
さくらの木薬局
しいの木薬局
そうごう薬局五香店
ファーコスしいの木西薬局
ファーコスにしくぼ薬局
まつの木調剤薬局
よこお薬局
下矢切薬局
銀杏薬局
小金原調剤薬局
小川薬局

常盤平調剤薬局
竹内薬局　松戸店
田辺薬局新松戸西店

野田市
薬局野田

茂原市
調剤薬局　ツルハドラッグ茂原店
長生薬局　高師店

成田市
そうごう薬局　成田東店
玉造眞鍋薬局
公津の杜　真鍋薬局

佐倉市
日本調剤　下志津薬局
日本調剤そめい野薬局
日本調剤ユーカリ薬局
日本調剤志津薬局

東金市
こぐま薬局
そうごう薬局東金店
ファーコスまきのき薬局

旭市
そうごう薬局　旭店

習志野市
チェリーマート薬局
リジョイス薬局習志野店
桃太郎薬局新やつ店
桃太郎薬局谷津店
日本調剤谷津薬局

柏市
あけぼの薬局西店
アリア薬局南柏店
イルカ薬局
おおい薬局
けんこう薬局
サンプランタン・テラダ薬局
スズラン薬局
つくし薬局光ヶ丘店
みどり薬局
メイプル薬局　柏わかば店
やまなみ薬局　松ヶ崎店
工藤調剤薬局　柏みなみ店
新若柴薬局
日本調剤　柏の葉公園薬局
日本調剤旭町薬局

市原市
おおはしタイム薬局
ケンコー薬局
つるまい薬局
ファーコス　だいした薬局
ベル薬局　姉崎駅前
ベル薬局辰巳台
東邦薬局

流山市
イースト薬局
わかば薬局

八千代市
オリーブ薬局
すずらん薬局
すずらん薬局勝田台店
ファーコスなしのき薬局
今川薬局新八千代店
日本調剤　八千代薬局
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薬局八千代
我孫子市

そうごう薬局ふさ店
日本調剤我孫子薬局

鎌ケ谷市
日本調剤　鎌ケ谷薬局

君津市
ケンモツ薬局
こいと薬局
さんのまる薬局
調剤薬局ツルハドラッグ君津店
調剤薬局ツルハドラッグ中野店

富津市
かずさ薬局富津店

浦安市
田辺薬局浦安高洲店
日本調剤浦安薬局
日本調剤新浦安薬局

印西市
アイン薬局　北総店

いすみ市
日本調剤　国吉薬局

大網白里市
有限会社米澤薬局

印旛郡栄町
いろは薬局

香取郡多古町
あじさい薬局

長生郡長南町
いせや星野薬局

【東京都】
千代田区

キク調剤薬局
クローバー薬局
のぞみ薬局　須田町店
ファーコス　アキバ薬局
わたなべ調剤薬局
二六堂薬局お茶の水店
日本調剤　永田町薬局
日本調剤　飯田橋西口薬局
日本調剤お茶の水中央薬局
日本調剤九段下薬局
日本調剤御茶ノ水橋口薬局
日本調剤飯田橋薬局

中央区
アイ調剤薬局
オバタ薬局
しまづる浜町薬局
チトセ薬局
テトラ薬局
吉田薬局
健ナビ薬局人形町
新川調剤薬局
川名薬局
田辺薬局築地市場店
日本調剤　銀座泰明薬局
日本調剤　日本橋室町薬局
日本調剤　馬喰町薬局
日本調剤築地薬局
望星築地薬局
薬局グリーンファーマシー
柳屋ビル薬局

港区
あおい調剤薬局
キリン堂薬局新橋店
グリーン薬局
スロースタイル薬局
ニック虎ノ門薬局
まゆみ薬局　御成門店
わかば薬局虎の門
慶應義塾大学薬学部附属薬局
虎の門中央薬局
三田調剤薬局
三田薬局
清水薬局
清水薬局
西新橋中央薬局
大黒堂薬局
調剤薬局ツルハドラッグ白金台店
田辺薬局港芝公園店
日本調剤　虎ノ門薬局
日本調剤　御成門薬局
日本調剤　西新橋薬局
日本調剤三田薬局
日本調剤麻布十番薬局
貿易センタービル調剤薬局
薬局　青山
薬局麻布十番
薬樹六本木泉ガーデン薬局
有限会社芝口薬局

新宿区
アイン薬局西新宿店
ウラノ薬局
けやき薬局
トモニティ薬局ビックカメラ新宿西口店
ひろ薬局
ミキ調剤薬局
ミキ薬局　牛込店
ミキ薬局　若松町店
ミキ薬局　第二女子医大通り店
ミキ薬局河田町店
ミキ薬局女子医大通り店
リジョイス薬局新大久保店
わかば薬局　飯田橋
田辺薬局新宿西口店
日本調剤慶應堂薬局
日本調剤新飯田橋薬局
薬局高田馬場

文京区
アップル薬局千駄木店
テトラ薬局
みどり調剤薬局駒込店
株式会社保生堂薬局
紫山堂調剤薬局
紫山堂調剤薬局本店
竹内調剤薬局　湯島店
日本調剤　西千駄木薬局
日本調剤　弥生薬局
日本調剤湯島薬局
日本調剤本郷薬局
不二薬局
薬樹林堂薬局江戸川橋店

台東区
（有）ひさご薬局
アイン薬局　上野店

アイン薬局浅草店
あやめ薬局
セイコー薬局　浅草店
たけの薬局浅草店
ミキ薬局上野店
みすじ薬局
みどり薬局
永生薬局
健ナビＴＥＮ薬局御徒町
工藤調剤薬局 浅草店
車坂薬局
上野薬局
浅野薬局
中村屋薬局
日本調剤　台東薬局

墨田区
だるま堂薬局
トモニティ「ヒロ薬局錦糸町店」
なりひら薬局
ファーコスつつじ薬局
ファーマみらい「みどり調剤薬局太平店」
ミツワ薬局両国駅前店
株式会社ファーマみらい「みどり調剤薬局墨東店」
株式会社ファーマみらい「墨田スカイ薬局」
錦糸薬局
森　薬局
創健薬局
竹内調剤薬局　墨東店
竹内薬局　森下店
両国調剤薬局

江東区
サン薬局
ファーマみらい「みどり調剤薬局毛利店」
マエノ薬局門前仲町店
ミキ薬局西大島店
株式会社柳屋薬局
吉田薬局
高橋薬局ファミロード店
合資会社三森龍天堂薬局
松田薬局
松田薬局　西大島店
深一調剤薬局
仁生堂薬局
大竹薬局清澄白河店
日本調剤江東薬局

品川区
あさひ薬局大井町店
クリーン薬局
ヒロ薬局旗の台店
ポッポ堂薬局八潮店
旗の台天龍薬局
天龍調剤薬局
天龍薬局
田辺薬局荏原町駅店
南大井薬局
日本調剤　旗の台薬局
八潮調剤薬局
薬局しなやく

目黒区
アイン薬局目黒店
あおば薬局
アルコ薬局
アルプス薬局目黒店
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くるみ薬局
そうごう薬局　駒沢店
ツカハラ薬局
ひかり薬局
日本調剤　山手薬局
日本調剤池尻大橋薬局

大田区
（株）ちどりフローラ薬局
アサヒ調剤薬局
アサヒ薬局
アサヒ薬局医大前店
サカイ薬局
そうごう薬局　蒲田駅西口店
なかがわ薬局糀谷店
ファーコスあい薬局
プラザ薬局大森店
ポート薬局
高橋薬局分室
市川薬局
日本調剤　大森日赤前薬局
日本調剤　東邦大前薬局
日本調剤　南久が原薬局
日本調剤蒲田中央薬局
日本調剤蒲田薬局
日本調剤大森薬局
日本調剤梅屋敷薬局
博薬堂薬局
薬局はすぬま
薬局ミドリ・ファーマシー雪谷店

世田谷区
あおば薬局下北沢
そうごう薬局　二子玉川店
つつじ薬局
ハート薬局
はねぎ薬局
ひとみ薬局喜多見団地店
ファーコス用賀三丁目薬局
マルニ薬局
ミキ薬局　下北沢店
ミキ薬局 祖師谷店
メイプル薬局　世田谷店
めぐみ薬局
下馬薬局
花みずき薬局
株式会社ファーマみらい　粕谷薬局
穴沢薬局
光慈堂薬局
佐々浪薬局
桜丘中央薬局
松原マリン薬局
泰平薬局　北口店
泰平薬局経堂店
泰平薬局成城店
泰洋薬局　若林店
泰洋薬局赤堤店
代田橋薬局
田辺薬局奥沢東口店
田辺薬局奥沢北口店
田辺薬局九品仏南店
田辺薬局三軒茶屋店
田辺薬局上野毛本店
田辺薬局深沢新町店
田辺薬局祖師ケ谷店

田辺薬局太子堂前店
田辺薬局二子玉川店
田辺薬局緑ヶ丘南店
日本調剤　烏山駅前薬局
日本調剤　下高井戸駅薬局
日本調剤すみれ中央薬局
日本調剤千歳烏山薬局
日本調剤千歳船橋薬局
日本調剤祖師谷薬局
日本調剤尾山台南口薬局
薬局桜新町ファーマシー
薬局新代田
薬局成城ファーマシー
薬局成城ファーマシー祖師谷店
薬局赤堤ファーマシー
薬局大原

渋谷区
あおば薬局北参道
アルプス薬局渋谷店
さくらが丘薬局
たくみ外苑薬局
ミキ薬局　渋谷店
宮田薬局　初台店

中野区
いずみ薬局
くどう薬局　弥生店
クローバー薬局　南台店
すみれ薬局
そうごう薬局　中野アリス店
なごみ薬局本店
マエノ薬局　中野店
リジョイス薬局　東中野店
わかば薬局
秋葉丈太薬局
青葉調剤薬局
中野ミキ薬局
田辺薬局中野野方店
東京医療生活協同組合くみあい保険薬局
桃園薬局
日本調剤　江古田薬局
日本調剤　鷺ノ宮薬局
日本調剤中野薬局
日本調剤東中野薬局
日本調剤野方駅前薬局
有限会社本町薬局

杉並区
あおば薬局阿佐谷
オノダ薬局
かわばた薬局
そうごう薬局　久我山店
なごみ薬局
ミドリ薬局
メイプル薬局　西荻窪店
清水調剤薬局代田橋店
蔵王薬局
日本調剤南阿佐ヶ谷薬局
薬局阿佐谷ファーマシー
薬局阿佐谷ファーマシーけやき店
薬局阿佐谷ファーマシー神明店
薬局阿佐谷ファーマシー南店

豊島区
さの薬局
株式会社ファーコス　メイプル薬局西池袋店

巣鴨かみむら薬局
調剤薬局ツルハドラッグ南池袋店
田辺薬局豊島長崎店
日本調剤落合南長崎薬局
北池薬局

北区
あけぼの薬局
イワミ堂薬局団地店
ハート薬局　滝野川店
ふくろう薬局
マエノ薬局
マエノ薬局　西が丘店
マエノ薬局赤羽桐ヶ丘店
マエノ薬局赤羽西口店
マリンカ薬局
ミキ薬局　田端店
竹内薬局　赤羽店
竹内薬局　田端新町店
竹内薬局　田端店
有限会社　野口薬局
黎明薬局

荒川区
（有）サイセイ堂薬局
あらかわ虹薬局
さぜ薬局
せきぐち薬局
テイク・イースト尾久薬局
なかまち通り薬局
ひまわり薬局　西日暮里店
ミキ薬局　日暮里店
よしむら薬局
西尾久めぐみ薬局
田辺薬局荒川町屋店
日本調剤宮ノ前薬局
尾久ミキ薬局

板橋区
アイン薬局　板橋店
あおば薬局
かみいた調剤薬局
ケイロン薬局
ケイロン薬局ターミナル店
サーマル薬局
サカエ薬局
サニー薬局
トモニティ「ヒロ薬局　大山店」
ファーコスかみいたばし薬局
ミヤモト薬局
めぐみ薬局氷川町店
高島通り薬局
高島平調剤薬局
志村坂上薬局
竹内調剤薬局　板橋店
竹内薬局　大山店
調剤薬局ツルハドラッグ小竹向原店
南條薬局
日本調剤ときわ台薬局
日本調剤上町薬局
日本調剤上板橋薬局
日本調剤成増薬局
日本調剤大山薬局
薬局トマト

練馬区
アイン薬局練馬店
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あおば薬局田柄
あかり薬局
エリ薬局
オグチ薬局
くどう薬局錦店
くどう薬局高松店
さくらだい薬局四丁目店
サンアイリス薬局大泉学園店
しんどう薬局
そうごう薬局　大泉学園店
たがら薬局光が丘店
ひまわり薬局都民農園店
ファーマみらい「練馬薬局」
リヴィン光が丘調剤薬局
株式会社日の丸薬局
工藤調剤薬局バス通り店
桜台薬局
小田薬局
星薬局
盛運堂薬局
盛運堂薬局　目白通り店
泉ライフ薬局
南堂薬局
日本調剤　マグノリア薬局
日本調剤　高野台薬局
日本調剤練馬桜台薬局
品田薬局
薬局南大泉
練馬区休日・夜間薬局

足立区
あさがお薬局
あやせ薬局
けやき薬局千住店
こぐま薬局
コトブキ調剤薬局足立店
ジオン薬局
しまね薬局
しんめい薬局
はなぞの薬局
ファーコスみやぎ薬局
ファーコス回生堂薬局
よつば薬局西保木間
ライフ薬局綾瀬店
関原すばる薬局
小川薬局
西沢薬局中川店
千住桜木薬局
大師堂薬局
田辺薬局西新井栄店
田辺薬局西新井支店
田辺薬局西新井西店
田辺薬局西新井本店
田辺薬局足立栗原店
田辺薬局足立江北店
日本調剤　北千住薬局
日本調剤西新井薬局
薬局五反野
有限会社　西沢薬局
有限会社　木村薬局

葛飾区
アサヒ調剤薬局柴又店
あやせ薬局　第一支店
せせらぎ薬局

なのはな薬局
ヒラタ薬局
プライム薬局 亀有店
秋山薬局第三支店
上平井クリーン薬局
日本調剤　亀有薬局
日本調剤　新青戸薬局
日本調剤葛飾薬局
日本調剤青戸薬局
日本調剤青砥駅前薬局

江戸川区
アイ薬局一之江店
アイ薬局篠崎店
アップル薬局小岩店
ケミカル薬局　平井店
シオン薬局
セイワ薬局
セイワ薬局　西葛西店
たんぽぽ薬局　本店
ナカハラ薬局
ファーマみらい「トモニティ薬局船堀店」
ファミリエ薬局
まつしま薬局
モリタ薬局
伊奈薬局
江戸川区薬剤師会会営　臨海薬局
千代田薬局葛西店
船堀えきまえ薬局
日本調剤　葛西薬局
日本調剤　小岩南口薬局
日本調剤　西葛西駅前薬局
日本調剤　南小岩薬局
日本調剤小岩薬局
薬局新小岩
有限会社　しのはら薬局

八王子市
アークス薬局
あい薬局
いちょう薬局
うつき薬局
キジマ調剤薬局
たちばなきりん薬局
たちばな調剤薬局
たちばな薬局絹の道店
たちばな薬局片倉店
たなべ薬局
チューリップ散田町薬局
ながふさ薬局
ハートフルファーマシー
ハートフルファーマシーサザンスカ
イタワー店
ひまわり薬局片倉店
めいほう調剤薬局
横山町薬局
下恩方調剤薬局
元八薬局
公園前薬局
高島薬局
三宝薬局北野駅前店
散田町調剤薬局
上川薬局
精美堂薬局
日本調剤　千人町薬局

日本調剤大和田薬局
八王子ミキ薬局
八王子薬剤センター駅前薬局
八王子薬剤センター薬局
北野調剤薬局　高尾店
万町めいほう薬局
明神町調剤薬局

立川市
アイン薬局エキュート立川店
トモニティ薬局ビックカメラ立川店
わかば薬局立川
錦町薬局

武蔵野市
やすらぎ薬局　吉祥寺店
日本調剤武蔵野薬局
武蔵野市薬剤師会調剤薬局

三鷹市
わかば薬局三鷹
岸田薬局
岸田薬局野崎店
日本調剤下連雀薬局

青梅市
みどり薬局千ヶ瀬

府中市
府中メイプル薬局

昭島市
サン薬局
なかや薬局拝島駅前店
ふくしま薬局

調布市
田辺薬局柴崎北口店
薬局つつじヶ丘

町田市
アサイ調剤薬局
ウェルパーク薬局町田旭町
ケーエム薬局　山崎店
しらゆり薬局
たまさかいエール薬局
ひので薬局金井店
みつば薬局町田
みどり薬局町田
綾部薬局
綾部薬局　金井店
綾部薬局成瀬店
曽我薬局
調剤薬局ケーエム桜台店
日本調剤　町田薬局
日本調剤新町田薬局
薬局オガワ
薬局金森
薬局忠生
薬局南成瀬
有限会社　カノウ薬局

小金井市
あおば薬局東小金井
アトム薬局
マエノ薬局小金井店
伯雲堂薬局

小平市
アイン薬局　小平店
あおば薬局たかの台
ぐりむ薬局
ニシワキ調剤薬局
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温故堂漢方　あけぼの薬局
上原薬局
日本調剤花小金井薬局

日野市
あおば薬局高幡
おひさま薬局
日本調剤　高幡不動薬局

東村山市
かたくり薬局
メディカル薬局　美住町店
青葉調剤薬局
日本調剤　萩山薬局
萩山調剤薬局
薬友会けやき調剤薬局

国分寺市
そうごう薬局　西国分寺店
そうごう薬局西国分寺駅前店
リジョイス薬局　国分寺店
日本調剤　国分寺薬局
日本調剤国分寺薬局

国立市
富士見台調剤薬局
木村薬局

福生市
田辺薬局本店
日本調剤加美薬局
日本調剤福生薬局

狛江市
アイン薬局狛江店
いとう調剤薬局上和泉店
サンヨー堂薬局
鎌倉ファーマシー狛江薬局
大塚薬局
薬局野川
薬局和泉

東大和市
トモニティ「ケミカル薬局東大和店」
ファーミック薬局
中央薬局

清瀬市
あすなろ薬局
きよせ北口薬局
ケンコー堂薬局
日本調剤　フジ薬局
日本調剤　旭が丘薬局
日本調剤ひろ薬局
日本調剤まつやま薬局
日本調剤野塩薬局
薬局元町

東久留米市
さいわい薬局
フィールド薬局
三共薬品 三共薬局
田辺薬局南沢店

武蔵村山市
プライム薬局　大南店
プライム薬局　武蔵村山店
みどり調剤薬局
村山中央薬局

多摩市
なのはな薬局

稲城市
わかば薬局稲城

薬局コスモ
あきる野市

さつき薬局　秋川店
みどり薬局
みどり薬局　草花
みどり薬局　東秋留
みどり薬局上町

西東京市
アサヒ調剤薬局田無店
コスモ薬局西東京店

西多摩郡瑞穂町
オレンジ薬局
メイプル薬局瑞穂店

西多摩郡日の出町
みどり薬局日の出

【神奈川県】
横浜市鶴見区

アイン薬局鶴見店
うかい薬局
ササヤ薬局
すずらん薬局
せんねん薬局
せんねん薬局生麦店
ひとみ薬局鶴見豊岡店
梶山みついけ薬局
健ナビ薬局鶴見
健ナビ薬局矢向
汐田薬局
新つるみ薬局
太田薬局
田辺薬局
田辺薬局　市場西中店
田辺薬局下末吉支店
田辺薬局下末吉東店
田辺薬局総持寺前店
田辺薬局鶴見駒岡店
田辺薬局鶴見西口店
日本調剤　東中町薬局
日本調剤鶴見駅前薬局

横浜市神奈川区
アルファー薬局
かたくら薬局
しんまち薬局
ヒロ薬局　横浜店
ふたば薬局横浜
ホケン薬局
わかば薬局横浜
慶成なでしこ薬局
慶成薬局
滝の川薬局
日本調剤　東神奈川薬局
日本調剤新子安薬局
日本調剤大口薬局
飯田薬局　泉町店

横浜市西区
キリン堂薬局三菱重工店
くすりのハッピー幸薬局
さくらんぼ薬局
そうごう薬局　エキニア横浜店
ハート薬局
ベル薬局
加藤回陽堂薬局　みなとみらい店

株式会社五番街ファーマシー
合資会社　吉野薬局
田辺薬局横浜平沼店
藤棚調剤薬局
日本調剤　ＭＭセンター薬局
日本調剤　ＭＭパーク薬局
日本調剤ランドマーク薬局

横浜市中区
アイン薬局　みなと店
カンナイ薬局
トモニティ薬局　馬車道店
ひまわり薬局
加藤回陽堂薬局
加藤回陽堂薬局　長者町店
加藤回陽堂薬局　蓬莱町店
株式会社　田中薬局
調剤薬局マイファーマシー
長者町薬局
田辺薬局山下公園店
日本調剤　元町薬局
日本調剤　石川町薬局
日本調剤　野毛薬局
日本調剤関内駅前薬局
薬局いせざき町
有限会社　日の出薬局

横浜市南区
かいがら坂薬局弘明寺店
カネコヤ薬局
さかえ薬局
だるま薬局
ハート薬局南店
みどり薬局
ミナミファーマシー
メイワ薬局
メイワ薬局　大岡店
りんどう薬局
五番街ファーマシー 浦舟店
光成堂薬局
高根町薬局
庄子薬局
川田薬局　浦舟店
大橋薬局
鶴岡仁成堂薬局 吉野町店
日本調剤　浦舟薬局
有限会社　まゆみ薬局
有限会社　金丸薬局
有限会社　信堂薬局
有限会社　鶴岡仁成堂薬局
有限会社むつみ薬局１丁目店

横浜市保土ケ谷区
そうごう薬局　権太坂スクエア店
ふたば薬局　保土谷
みねおか調剤薬局
よつば薬局狩場
上菅田薬局
石井薬局
田辺薬局横浜常盤店
田辺薬局横浜星川店
日本調剤　星川薬局
訪問健ナビ薬局保土ヶ谷
薬局　和田町
薬保会調剤薬局
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横浜市磯子区
さとう薬局
わかば薬局磯子
わたなべ薬局
森が丘薬局
日本調剤　根岸薬局
有限会社上永谷薬局磯子店

横浜市金沢区
アイ調剤薬局
あおば薬局富岡
ふれあい薬局
ゆたか薬局　金沢文庫店
合名会社　光栄堂薬局
日本調剤　六浦薬局

横浜市港北区
あんず薬局
カメイ調剤薬局　港北店
かもめ薬局
キリン堂薬局慶応日吉店
そうごう薬局　トレッサ横浜店
プラス薬局
マルゼン薬局
よつば薬局綱島
横浜菊名薬局
菊名ふじ薬局
綱島中央薬局
坂本薬局
太尾町薬局
調剤薬局ツルハドラッグ岸根公園店
田辺薬局妙蓮寺駅店
日吉堂薬局
日本調剤　下田町薬局
日本調剤　港北薬局
日本調剤　綱島駅前薬局
日本調剤　新横浜薬局
日本調剤横浜本町薬局
日本調剤綱島西薬局
平安薬局
薬局妙蓮寺

横浜市戸塚区
さくらんぼ薬局
ハマユウ薬局
みどり薬局
仁天堂薬局　西口店
仁天堂薬局本店
仁天堂薬局踊場駅前店
日本調剤　戸塚薬局
日本調剤戸塚原宿薬局
日本調剤東戸塚調剤薬局
日本調剤南戸塚薬局
平安薬局
薬局戸塚西

横浜市港南区
めぐ薬局
田辺薬局港南中央店
日本調剤上永谷駅前薬局
日本調剤上大岡薬局

横浜市旭区
あおば薬局
あさひ薬局鶴ヶ峰店
クラヤ薬局
グリーン薬局
サン薬局駅前店

しらゆり薬局
スマイル薬局　二俣川店
そうごう薬局今宿店
パール薬局
ふたば薬局
ふたば薬局　二俣川店
ベルーデ薬局
みつば薬局
市沢薬局
日本調剤中尾薬局
明日花薬局
明日花薬局２
木須薬局駅前店
薬局鶴ヶ峰

横浜市緑区
あおい薬局
あゆみ調剤薬局
グリーン薬局
ファーマみらい　「ヒロ薬局　鴨居店」
日本調剤　ながつた薬局
日本調剤　みなみ台薬局
日本調剤中山駅前薬局
望星横浜みどり薬局
薬局長津田

横浜市瀬谷区
こだま薬局
タチバナ薬局
ひらもと中央薬局
ファルメックス調剤　瀬谷薬局
メディコ本郷薬局
横浜薬局有限会社
日本調剤瀬谷三ツ境薬局
平本薬局
薬局　瀬谷
薬美堂薬局

横浜市栄区
シーガル調剤薬局本郷店
そうごう薬局大船店

横浜市泉区
あおぞら薬局
ツルヤ薬局
まつおか薬局
ゆたか薬局いちょう店
阿部薬局　中田店
日本調剤　泉山手台薬局
薬局いずみ中央

横浜市青葉区
あおぞら薬局
そうごう薬局　あざみ野店
関水薬局
市ヶ尾ファーマシー
田辺薬局横浜奈良店
日本調剤　青葉台薬局
日本調剤　美しが丘薬局
日本調剤あざみ野薬局
薬局あおば中央
薬局藤が丘
有限会社みどり薬局

横浜市都筑区
なかじま薬局　貝の坂店
見花山薬局
港北グリーン薬局
二子薬局都筑店

日本調剤　センター南薬局
日本調剤ふれあいの丘薬局
日本調剤新ふれあいの丘調剤薬局

川崎市川崎区
Ｆ・Ｐ薬局
アイン薬局　鋼管通店
アイン薬局　川崎店
こばやし薬局東門前店
しょうわ町薬局
しらさぎ薬局
すみれ薬局
なかじま薬局
ファーコスたちばな薬局
ファーコス新たちばな薬局
ふたば薬局川崎
プライム薬局　川崎店
プライム薬局新川通店
みなと薬局
わかば薬局川崎
境町薬局
川崎　すみれ薬局
川崎コスモス薬局
大師薬局
大島リーフ薬局
田辺薬局鋼管通り店
田辺薬局鋼管通支店
田辺薬局川崎大島店
渡田向町薬局
東門前薬局
日本調剤　川崎中央薬局
日本調剤　川崎調剤薬局
日本調剤　川崎東薬局
日本調剤川崎駅前薬局

川崎市幸区
あおば薬局古市場
かえで調剤薬局
グリーン薬局
さくらんぼ調剤薬局
サンアイ薬局幸店
スカイ薬局
セントラル調剤薬局
そよかぜ薬局
よつば薬局　ミューザ川崎
健ナビ薬局鹿島田
日本調剤　新川崎調剤薬局
薬局　幸

川崎市中原区
アイン薬局小杉店
あおば薬局元住吉
ミキ薬局　武蔵小杉店
よつば薬局武蔵小杉
リーフ薬局
わかば薬局小杉
田尻薬局
日本調剤　元住吉駅前薬局
日本調剤　小杉町薬局
日本調剤　武蔵小杉薬局

川崎市高津区
あおぞら薬局
くじら薬局
トモニティ「ヒロ薬局　溝の口店」
中央薬局
田辺薬局川崎高津店
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日本調剤　溝口薬局
薬局川崎のがわ

川崎市多摩区
アイン薬局登戸店
あおば薬局登戸
たま薬局
日本調剤登戸薬局
薬局　新登戸

川崎市宮前区
あおば薬局さぎぬま
あおば薬局宮崎台
えがお薬局　宮前店
かしの木薬局
さぎぬま薬局
さくら調剤薬局
スターファーマシー
バンビーノ薬局
ひかり薬局
よつば薬局さぎぬま
レガロ薬局
わかば薬局梶ヶ谷
宮前平薬局
田辺薬局宮前平橋店
日本調剤宮崎台薬局
薬局サンファーマシー
薬局神木
有限会社プライマリーファーマシー
有馬センター薬局
有馬調剤薬局

川崎市麻生区
しま薬局
みつば薬局栗平店
ワカバ薬局
新百合ヶ丘　たわら薬局
新百合ヶ丘薬局駅前店
千代ケ丘調剤薬局
沢辺薬局
百合丘ホーム薬局
薬局　百合ヶ丘
薬局　百合ヶ丘駅前店
有限会社　たま調剤薬局　千代ヶ丘店

相模原市緑区
プライム薬局　橋本駅前店
紫雲薬局

相模原市中央区
あおば薬局相模原
エムシー薬局　矢渕店
エムシー薬局渕野辺店
カナザワ調剤薬局　相模原駅前店
たんぽぽ薬局
ヒロ薬局　相模原店
わかば薬局矢部
共和薬局
三宝薬局富士見店
柴胡会ちゅうおう薬局
星が丘西薬局
相模原メディカル調剤薬局
相薬よこやま薬局
日本調剤　相模原薬局
矢部薬局
由野台薬局

相模原市南区
アイ東薬局

あけぼの薬局
いろは堂薬局　東口店
コウノ調剤薬局
さくら薬局第二北里店
すがや薬局
ナガタ薬局
ふたば薬局北里
ポプラ調剤薬局
まごころ薬局りんかん店
一美薬局
相模原南メディカル調剤薬局
大岡薬局
調剤薬局クスリのツルハ古淵店
日本調剤　北里薬局
日本調剤相模大野薬局
薬師いろは堂薬局

横須賀市
オリーブ薬局
さくら薬局湘南山手店
サザン薬局
サンユー薬局
スズキ薬局
はまゆう薬局
マリン調剤薬局
マルフジ鶴見薬局
わかば薬局横須賀
わかば薬局田浦
株式会社　シフト　池上調剤薬局
株式会社シフト　一騎塚薬局
小磯薬局
石黒薬局
日本調剤　横須賀薬局
日本調剤　三笠通り薬局
日本調剤　米が浜薬局
日本調剤新横須賀薬局
日本調剤追浜薬局
日本調剤平成薬局
日本調剤緑が丘薬局
不動薬局武支店
薬局若松
有限会社　不動薬局　長坂店
有限会社ヒロ薬局

平塚市
アイリス薬局
アイン薬局平塚店
あおば薬局
こぐま薬局
つかさ薬局
ひかり薬局
よつば薬局とくのぶ
東銀座薬局平塚支店
望星平塚薬局
薬局よこうち
有限会社ハマタケ薬局
有限会社稲元薬局

鎌倉市
（有）メディカルウィングつばさ薬局
あおば薬局
すばる中央薬局　笛田店
ヒロ薬局　大船店
鎌倉調剤薬局
十二所薬局
日本調剤大船薬局

薬局北山
藤沢市

カマヤ薬局Ｃ－Ｘ北店
かもめ薬局　湘南台店
かもめ薬局長後店
くすりのユニオンファーマシー
トモニティ「ヒロ薬局湘南台店」
ひまわり調剤薬局
ひまわり薬局辻堂店
ユニオン調剤薬局　朝日町店
株式会社大島薬局
三栄薬局本鵠沼駅前店
田辺薬局湘南台西店
田辺薬局辻堂元町店
藤沢薬剤師会薬局
南藤沢薬局
日本調剤　辻堂薬局
日本調剤　藤沢薬局
薬局アポテイク渡内店

小田原市
アルファ薬局
エール薬局
さくらんぼ薬局鴨宮店
スマイル薬局
のぞみ薬局
ひかり薬局本店
ミキ薬局　小田原店
みどり薬局
むぎのめ薬局
栄町オクツ薬局
夏目薬局
株式会社平成薬局
蛍田薬局
順天堂薬局中里支店
小田原市休日夜間急患調剤薬局
城山薬局
西湘薬局
川瀬薬局
扇町薬局
長野薬局
日本調剤小田原栄町薬局
芙蓉薬局
風祭薬局
薬局栄町くすりばこ
薬局下曽我くすりばこ
薬局小田原くすりばこ
有限会社　帰陽堂　オギクボ薬局
有限会社わかば調剤薬局

茅ヶ崎市
アスカ薬局　茅ヶ崎本店
あらえ薬局
なかじま薬局　茅ヶ崎店
まつの実薬局
株式会社　寺田薬局
今井薬局緑が浜
桜道薬局
辻薬局トキワ町店
田辺薬局茅ヶ崎南店
日本調剤湘南茅ヶ崎薬局
木下薬局　高田店
薬局　茅ヶ崎
有限会社　アポ　木下薬局
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逗子市
あさひ中央薬局逗子駅前店
はまなす薬局
よつば薬局逗子
白十字薬局池田店

三浦市
なぎさ薬局
株式会社シフト　みさき薬局
三浦海岸薬局

秦野市
そうごう薬局　東海大学前店
ミスト薬局　東海大学前店
やなぎ調剤薬局
日本調剤　秦野薬局
望星おおね薬局
望星渋沢薬局
望星秦野薬局

厚木市
アイン薬局　厚木店
さくらんぼ薬局
そうごう薬局厚木店
なの花薬局
ふたば薬局厚木
ミキ薬局森の里店
ヤマグチ薬局　厚木中町店
厚木つまだ薬局
中町調剤薬局
薬局旭

大和市
あおぞら薬局
トモニティ　桜ヶ丘薬局
ノバ薬局
わかば薬局大和
大和桜ヶ丘薬局
田辺薬局大和鶴間店
南林間薬局
日本調剤　南林間駅前薬局
日本調剤深見薬局
日本調剤中央林間薬局
薬局　南
薬局プラザ
薬局光が丘
雙葉薬局

伊勢原市
そうごう薬局　伊勢原店
ムウ薬局伊勢原店
やまどり薬局
柴胡会いせはら薬局
中央堂みどり薬局
中央堂伊勢原薬局
中央堂桜台薬局
中央堂西沼目薬局
中央堂八幡台薬局
望星沼目薬局
望星本町薬局
望星薬局
有限会社トーク　石田薬局

海老名市
アイン薬局海老名店
日本調剤　さがみ野調剤薬局

座間市
タカノ薬局
タツミ薬局

日本調剤相武台前薬局
綾瀬市

薬局観音台
三浦郡葉山町

たちばな薬局
葉山ひかり薬局一号店
葉山ひかり薬局二号店

高座郡寒川町
すいせん薬局
旭が丘薬局

中郡大磯町
望星大磯薬局

足柄上郡大井町
ファーマシー未来堂

足柄上郡松田町
たんぽぽ薬局
ファーマシーくすりばこ

足柄上郡山北町
太陽薬局

足柄上郡開成町
プライム薬局
有限会社わかば薬局

足柄下郡箱根町
森の薬局
有）　あかね調剤薬局

足柄下郡湯河原町
アイン薬局　湯河原店
ポプラ薬局湯河原中央店

【新潟県】
新潟市北区

アイン薬局松浜店
あい薬局新潟北店
くずづか調剤薬局
ナカザワ調剤薬局
全快堂薬局　くずつか店

新潟市東区
（有）上木戸調剤薬局
おおぞら調剤薬局
にいがた調剤薬局木戸
ハート調剤薬局
はなみずき調剤薬局
メッツ太平薬局
逢谷内調剤薬局
花かいどう薬局
上木戸調剤薬局はなみずき店
石山中央薬局
全快堂薬局臨港店
調剤センター　木戸薬局
日本調剤空港西薬局

新潟市中央区
つけふね薬局
にいがた調剤薬局医学町
はづき調剤薬局　けやき通店
はづき調剤薬局　信濃町店
メッツ横七薬局
メッツ古町薬局
メッツ西堀薬局
よつば薬局　上大川前店
株式会社　本町調剤薬局　せきや店
株式会社　本町調剤薬局　学校町店
株式会社　本町調剤薬局　文京店
株式会社本町調剤薬局

三昭堂薬局
市民調剤薬局とやの店
市民薬局　女池上山店
紫竹おおぞら調剤薬局
曙　調剤薬局
全快堂薬局とやの店
全快堂薬局医学町店
全快堂薬局笹口店
全快堂薬局市民店
全快堂薬局上所店
全快堂薬局川岸町店
長潟調剤薬局
田中町調剤薬局
明石通調剤薬局
有限会社　県庁前調剤薬局

新潟市江南区
あおぞら薬局
うぐいす調剤薬局
よこごし調剤薬局
市民調剤薬局亀田向陽店
鐘木薬局
船戸山調剤薬局
全快堂薬局　亀田店

新潟市秋葉区
けやき調剤薬局
みのり薬局
みゆき町薬局
めぐみ薬局
出戸調剤薬局
全快堂薬局　小須戸店
全快堂薬局新津店
田家みのり薬局

新潟市南区
あおば調剤薬局
あけぼの薬局
アサヒ調剤薬局　中央通店
さくら薬局
にいがた調剤薬局　西白根
全快堂薬局
大通薬局
能登調剤薬局
白根調剤センター薬局
布川薬局

新潟市西区
えちご調剤薬局
おおぼり薬局
こばり調剤薬局
株式会社　本町調剤薬局　黒埼店
坂井調剤薬局
市民薬局
松海が丘薬局
全快堂薬局　黒埼店
全快堂薬局　坂井輪店
全快堂薬局　寺尾店
全快堂薬局　有明店
全快堂薬局ときめき店
全快堂薬局みその店
全快堂薬局寺地店
全快堂薬局小針店
全快堂薬局青山店
調剤薬局和光
平島調剤薬局
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新潟市西蒲区
くにい調剤薬局
サンレモ調剤薬局
すずらん調剤薬局
株式会社本町調剤薬局巻店
巻調剤薬局

長岡市
ＡＢＣ薬局
アイン薬局長岡店
いずみ薬局
エイム調剤薬局
とよだ薬局
ひかり調剤薬局
メッツ川崎薬局
メッツ太陽薬局
メッツ長岡薬局
メッツ長町薬局
わかば薬局　今朝白店
遠藤薬局
蔵王調剤薬局
長岡調剤薬局

三条市
いしがみ調剤薬局
コウヤ調剤薬局
にいがた薬局
ひだまり薬局
メッツ県央薬局
メッツ薬局
メッツ嵐南薬局
荻堀調剤薬局
三条調剤薬局
三条調剤薬局　大島店
新光町調剤薬局
西本成寺調剤薬局

柏崎市
にいがた調剤薬局柏崎
わかくさ薬局
高柳薬局
春日薬局
石川薬局　松美店
中央町薬局
東長浜薬局
柏崎調剤薬局
柏崎薬剤師会　会営薬局

新発田市
おくやま調剤薬局
ようめい調剤薬局
下越薬剤師会支援センター薬局
株式会社　本町調剤薬局　しばた店
三日市薬局
新富町調剤薬局
全快堂薬局　新発田店
全快堂薬局新栄店
中央町調剤薬局
有限会社さとう薬局

小千谷市
あさひ調剤薬局
メッツやすらぎ薬局
宮嶋薬局

加茂市
あさひ薬局　加茂店
かもやま薬局
ユリノキ調剤薬局

加茂駅前薬局
加茂調剤薬局
幸町調剤薬局
穀町調剤薬局
笹菊薬局
諏訪ノ木調剤薬局
石川調剤薬局
千刈薬局
全快堂薬局　加茂店
全快堂薬局柳町店
大郷町調剤薬局
仲町調剤薬局

見附市
本町調剤薬局

村上市
しなの薬局坂町店
にいがた調剤薬局　山居町
まいづる調剤薬局
全快堂薬局大場沢店

燕市
アイン薬局　燕店
オレンジ調剤薬局
さわたり調剤薬局
ソマギ調剤薬局
星　薬局
東町調剤薬局

糸魚川市
ハート調剤薬局　糸魚川店

妙高市
アライ調剤薬局
ひまわり薬局
吉沢薬局
自然堂つるや薬局　新井店

五泉市
あい薬局　南本町店
コスモス調剤薬局
てらざわ調剤薬局
全快堂薬局五泉店

上越市
（有）ユーワイメディスン安江調剤薬局
あおい調剤薬局
くるみ調剤薬局
コクブ薬局
コダマ調剤薬局
しなの薬局　上越店
にいがた調剤薬局　高田
ハート調剤薬局　高田駅前店
はまなす調剤薬局
ひかり薬局
ミユキ調剤薬局
柿崎調剤薬局
鴨島調剤薬局
坂田　薬局「オタテ」
自然堂つるや薬局　春日山店
小町薬局
森本薬局
西高田薬局
大手町薬局
日本調剤高田薬局
有限会社　金谷雄三薬局
有限会社グリーン薬局
有限会社大山薬局
有限会社不二　よしかわ薬局

阿賀野市
越中屋薬局ドラッグホクト
岡山調剤薬局

魚沼市
あんず調剤薬局
いなほ調剤薬局
東町調剤薬局
日本調剤小出薬局

南魚沼市
あさひ薬局　六日町店
なのはな調剤薬局
みなみ調剤薬局
やまと調剤薬局
有限会社ケアーファーム大崎調剤薬局
六日町調剤薬局二日町店

南蒲原郡田上町
たがみ調剤薬局
みどり台調剤薬局

【山梨県】
甲府市
（財）医薬分業支援センター甲府南薬局
あすなろ甲府薬局
ウエノ中央薬局
たけのこ薬局
ファーマみらい「ヒロ薬局甲府店」
マルジン薬局北口店
ミキ薬局甲府南店
みどり薬局富士見店
一般財団法人医薬分業支援センター甲府北薬局
株式会社　赤岡綜合薬局　小瀬店
株式会社ウエノ　ウエノ塩部薬局
株式会社ウエノ　ウエノ朝日薬局
株式会社ウエノ　ウエノ南薬局
株式会社ウエノ　ウエノ薬局
株式会社グッドメディカル　内藤薬局飯田店
光和堂調剤薬局
十字堂ないとう薬局
小沢薬局
仁助堂薬局
竹川薬局　和田
中谷　薬局

富士吉田市
あんず薬局旭店
トモニティ「ヒロ薬局富士吉田店」
トモニティ「富士山薬局」
守山薬局
渡辺薬局
日本調剤　ふじ吉田薬局
日本調剤昭和通薬局

都留市
あんず薬局都留店
クボタ薬局
ハヤカワ薬局
株式会社ウエノ　ウエノ東薬局
都留薬剤師会会営都留調剤薬局
日本調剤つる薬局
有限会社　中村薬局

山梨市
ハーティ加納岩薬局
株式会社　山梨薬剤センター
日本調剤三富薬局
日本調剤八幡薬局

－ 519 －

資
料

 

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成25年年報 資料４	 事業参加薬局一覧

ヒヤリ・ハット年報資料.indd   519 2014/10/15   15:03:47



大月市
秋山薬局
大月市薬剤師会会営大月調剤薬局

韮崎市
若尾薬局

南アルプス市
（有）フカサワ調剤薬局
あすなろ巨摩薬局
アトム薬局　甲西店
アトム薬局鮎沢店
アトム薬局加賀美店
アトム薬局藤田店
アヤメ薬局
トモニティ「かえで薬局甲西店」
トモニティ「中島薬局」
ファーマみらい「かえで薬局白根店」
ゆずのき薬局
漢方薬局一風堂
菜の花薬局　南アルプス店

北杜市
すみれ薬局　白州店
すみれ薬局長坂店

甲斐市
あい薬局
アトム薬局アルプス通り店
りんどう薬局
明治堂　志村調剤薬局
明治堂志村薬局

笛吹市
メロディー調剤薬局石和店
茜調剤薬局
株式会社ウエノ　ＦＫウエノ笛吹薬局
株式会社ウエノ　ウエノ石和薬局

上野原市
ヒロ薬局上野原店
ヒロ薬局大けやき店

中央市
みどり薬局玉穂店
会営調剤薬局
菜の花薬局
調剤薬局ツルハドラッグ山梨中央店

南巨摩郡身延町
有限会社さくら　さくら調剤薬局

中巨摩郡昭和町
アポロ薬局
健康館サワ昭和店

南都留郡富士河口湖町
ふなつ薬局
赤池薬局
日本調剤アイ薬局
日本調剤河口湖薬局

【長野県】
長野市

マツザワ薬局
めだか薬局
ゆう薬局
漢方薬の又三郎薬局
中島薬局
土屋薬局
日本調剤　あがた白樺薬局
日本調剤たかだ白樺薬局
風間薬局

北市土屋薬局
松本市

そうごう薬局松本庄内店
つかま東薬局
ほんじょう薬局
ほんぽ薬局
加賀美薬局
社団法人松本薬剤師会　会営村井薬局
松本村井とをしや薬局
太田薬局
大手コトブキ薬局
長野県薬剤師会会営薬局
日本調剤　松本薬局
日野薬局

上田市
つばさ薬局
二の丸薬局

岡谷市
ファミリー薬局

飯田市
かなえひまわり薬局
かみさと薬局
クオール飯田薬局
下平薬局
柴田薬局
松村薬局
中山薬局
飯田下伊那薬剤師会会営やまなみ薬局
林薬局

諏訪市
あおぞら薬局
リジョイス諏訪薬局
岩波湖畔薬局
大坂屋薬局
二葉薬局

小諸市
さかもと薬局
ほんまち薬局
みかげ薬局

伊那市
おおがや薬局
リジョイス伊那薬局
会営いな薬局
小池薬局

駒ヶ根市
やじま薬局
高仲薬局

中野市
中高薬局
中野西薬局
中野東薬局
中野南宮薬局
中野北薬局
中野薬局

大町市
いちご薬局
はなのき林薬局
れんげ薬局
株式会社　タカミ薬局
有限会社　林薬局

茅野市
アイン茅野横内薬局
アイン本町西薬局

りんどう薬局
矢崎薬局

塩尻市
しらかばのみち薬局
ダイリン薬局

佐久市
小平大行薬局
大田薬局
調剤薬局ツルハドラッグ佐久岩村田店

千曲市
いせや薬局
有限会社　正林堂薬局

安曇野市
（有）アルプス薬局
あづみ野薬局
さくら薬局長野豊科店
そうごう薬局　豊科店
豊科とをしや薬局
有限会社　ナカジマ薬局

南佐久郡小海町
豊里薬局

南佐久郡南牧村
野辺山高原薬局

南佐久郡佐久穂町
東町薬局

諏訪郡富士見町
さくら藤沢薬局

上伊那郡辰野町
日本調剤　辰野薬局
有限会社愛生館薬局

上伊那郡箕輪町
ちとせや薬局

上伊那郡南箕輪村
アルプス薬局

上伊那郡宮田村
塚本薬局

下伊那郡松川町
アップル薬局

下伊那郡高森町
つばさ薬局

下伊那郡阿智村
ささき薬局

下伊那郡豊丘村
びぜんや薬局

木曽郡大桑村
大桑はなの木薬局

北安曇郡池田町
（有）キムラ薬局

北安曇郡松川村
有限会社　内川薬局　板取

北安曇郡白馬村
フジノヤ薬局

下高井郡木島平村
木島西薬局
木島薬局

【富山県】
富山市

かみいいの薬局
クオール薬局下飯野店
ごそうつばさ薬局
チューリップ牛島薬局
チューリップ元町薬局
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チューリップ呉羽薬局
チューリップ砂子田薬局
チューリップ大山薬局
チューリップ大泉本町薬局
チューリップ長江薬局
西尾薬局上飯野店
西野薬局アピタ店
日本調剤　富山大前薬局
富山中央薬局
本郷はなの木薬局
薬局メディック下堀店

高岡市
あい丸の内薬局
あすか薬局波岡店
しきの薬局
タケザワ薬局
タケザワ薬局西店
たなか薬局
チューリップ中曽根薬局
ノムラ薬局
みずほ薬局
株式会社高岡薬局
北陸薬局

魚津市
かもめ薬局吉島店

氷見市
ハッピー長沢薬局

黒部市
うなづき薬局
サエラ薬局黒部店

砺波市
あすか薬局砺波店
チューリップ中神薬局

小矢部市
日本調剤小矢部薬局

南砺市
アイン薬局　南砺店
あすか薬局　福光店
あすか薬局福野店

射水市
アリア薬局富山大門町店
いみず薬局　ひばり調剤
サエラ薬局新湊店
しみず薬局
永野薬局
日本調剤大門薬局

下新川郡入善町
チューリップ入善薬局

下新川郡朝日町
こざわ薬局

【石川県】
金沢市

アイビー薬局
アカンサス薬局
かねだ薬局
キリン堂　長坂薬局
プラス薬局
メロディ薬局
もりの里はなの木薬局
菜の花薬局
大徳はなの木薬局
中森全快堂額乙丸薬局

中森全快堂若宮薬局
中森全快堂上安原町薬局
中村漢方薬局
田上はなの木薬局
日本調剤　金沢西薬局
能村薬局
尾張町アイン薬局
綿谷小作薬局
野町薬局

七尾市
おおなり薬局
パトリア中山薬局
ふじはしまち薬局
中山薬局
日本調剤小丸山薬局

小松市
てまり下牧薬局

輪島市
日本調剤　門前町薬局
日本調剤ワイプラザ薬局
日本調剤輪島薬局

珠洲市
川端　薬局

加賀市
ササハラ薬局
トウダ薬局
トラヤ薬局
小林薬局
大中薬局

かほく市
きくのや薬局
源　薬局

白山市
みかわ薬局
蕪城堂薬局
野々市アイン薬局

能美市
てまり薬局

野々市市
キリン堂　押野薬局
新庄まつだ薬局
中森全快堂新庄薬局
中森全快堂白山町薬局

河北郡津幡町
中村栄安堂薬局
有限会社　西島薬局

鳳珠郡穴水町
穴水アイン薬局

鳳珠郡能登町
たておか薬局
宇出津アイン薬局
宇出津らいふ薬局

【福井県】
福井市

ひまわり調剤薬局
ひまわり調剤薬局北四ツ居店
ひまわり調剤薬局木田店
全快堂薬局　若杉店
全快堂薬局下六条店
全快堂薬局高柳店

敦賀市
カドノ薬局市立病院前店

日本調剤　三島町薬局
小浜市

日本調剤　小浜薬局
勝山市

谷屋山内薬行薬局
鯖江市

全快堂薬局　丹南店
全快堂薬局・水落店

越前市
そうごう薬局越前店
今立らいふ薬局
全快堂薬局　今立店

坂井市
全快堂薬局　東十郷店
全快堂薬局春江町店

吉田郡永平寺町
社団法人福井県薬剤師会　水仙薬局

【岐阜県】
岐阜市
（有）調剤薬局カトレア
あかつき薬局
あらた町調剤薬局
ぎふ西調剤薬局
ぎふ中央調剤薬局
ぎふ東調剤薬局
ケイ調剤薬局
ケイ調剤薬局　鹿島店
ケイ調剤薬局島店
しいのみセンター薬局
しょうなん調剤薬局　やぶた店
しょうなん調剤薬局茜部店
たんぽぽ薬局鹿島町店
ハーズ黒野調剤薬局
ハーズ市橋調剤薬局
ハーズ川部調剤薬局
ハーズ調剤薬局早田美島店
ハーズ調剤薬局忠節店
ハーズ調剤薬局長良店
ハロー薬局　則武店
ハロー薬局　福光店
ハロー薬局さぎ山
ヒロエ薬局
ファイン調剤薬局
伊佐地薬局白菊店
華陽しいのみ薬局
株式会社サカイ薬局
岩田薬局
岐阜薬科大学附属薬局
小川薬局
南しいのみ薬局
日本調剤岐阜中央薬局
平成調剤薬局　茜部店
平成調剤薬局　黒野店
平成調剤薬局　川部店
平成調剤薬局　太郎丸店
平成調剤薬局　長良店
平成調剤薬局　東長良店
平成調剤薬局　八代店
平成調剤薬局　福光店
平成調剤薬局岐大前店
平成調剤薬局鏡島店
平成調剤薬局金町店
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平成調剤薬局本店
大垣市

ケンコー薬局
サニー調剤薬局
ハーズ大垣調剤薬局笠木店
三和薬局
藤江調剤薬局

高山市
いとう薬局ＫＡＴＡＮＯ
スズキ薬局名田町店
ひだ薬局　冬頭店
ゆう薬局
西野薬局

多治見市
たんぽぽ薬局　多治見中央店
ハーズ多治見調剤薬局豊岡店
安藤薬局
山中薬局西友滝呂店
松坂薬局

関市
いるか調剤薬局
くすりのはるか
しいのみ薬局
たんぽぽ薬局関店
ピノキオ薬局　関店
ホソノ薬局
稲口薬局
調剤薬局Ｇ・Ｐ・ファルマ武芸川店
平成調剤薬局　小瀬店

中津川市
くりの木薬局
はなの木薬局
ハロー薬局　加子母店
ハロー薬局　田瀬店
ハロー薬局　付知店
ハロー薬局　福岡中店

美濃市
だん調剤薬局
ハーズ美濃調剤薬局
みの調剤薬局
小林　薬局

瑞浪市
服部薬局宮前店
浪花薬局

羽島市
かわむら薬局
平成調剤薬局　羽島店

美濃加茂市
アイリス調剤薬局
クオールみどり薬局
クオール薬局　加茂店
クオール薬局　美濃加茂西店
クオール薬局　美濃店
シンコー薬局　美濃太田店
看寿堂薬局

土岐市
まつもと薬局
日比野　薬局

各務原市
かとう薬局
ハロー薬局いなば店
ひかり薬局蘇原店
松井薬局

可児市
有限会社　ワコウ薬局

山県市
しょうなん調剤薬局山県店

瑞穂市
コスモス薬局　みずほ店
たなせ調剤薬局
ハーズみずほ調剤薬局
パール調剤薬局　みずほ店
ファイン調剤薬局みずほ局
ほづみ薬局
ホンデン本巣薬局
ミズホ調剤薬局
みずほ薬局
れんげ薬局
本巣薬局中央調剤

飛騨市
日本調剤 神岡薬局

本巣市
寺島調剤薬局　糸貫店
本巣調剤薬局

下呂市
Ｋ薬局
井桁屋あさひ薬局
井桁屋薬局
益田調剤薬局
下呂薬局
宮川薬局

海津市
ハロー薬局海津店

羽島郡笠松町
日本調剤笠松薬局
平成調剤薬局　はーと笠松店

不破郡垂井町
ヒグチ薬局
ひばり薬局
ひばり薬局東神田店

揖斐郡揖斐川町
こころ調剤薬局
日本調剤　三輪薬局

揖斐郡大野町
ピノキオ薬局大野店

本巣郡北方町
アルファ調剤薬局
コスモ調剤薬局　北方店
はら調剤薬局
森薬局グリーロード店

加茂郡白川町
コスモス調剤薬局
ハロー薬局白川店

【静岡県】
静岡市葵区

そうごう薬局北安東店
まえの薬局
石川薬局　沓谷店
薬局メディスン安西店
薬局メディスン静岡本店
薬局メディスン籠上店
有限会社石川薬局

静岡市駿河区
アイン薬局静岡店
アリス高松薬局

アリス薬局
アリス薬局西店
そうごう薬局　下島店
つばさ薬局西店
つばさ薬局登呂店
石川薬局ゼフィルス
石川薬局小鹿店
薬局メディスン高松店
薬局メディスン中田店
薬局メディスン長田店
薬局メディスン敷地店

静岡市清水区
ＭＤ下野薬局
朝陽薬局
日本調剤　桜ヶ丘薬局
日本調剤　殿沢薬局

浜松市中区
アイン薬局浜松住吉店
えびつか薬局
しかたに薬局
シミズ薬局
たかはし薬局
ドレミ薬局
のぞみ薬局
ひかる薬局
ひまわり薬局
レモン薬局住吉店
レモン薬局和合店
杏林堂薬局　聖隷住吉病院前店
杏林堂薬局エキマチ店
杏林堂薬局西伊場店
杏林堂薬局姫街道店
杏林堂薬局浜松医療センター前店
杏林堂薬局富塚店
杏林堂薬局名塚店
日本調剤住吉薬局
浜松センター薬局
薬局アザレア鴨江店
薬局フォーリアひくま店
薬局フォーリア野口店
薬局フォーリア和合店

浜松市東区
アイン薬局　浜松店
ウチヤマ薬局
ハーバル薬局
バンビ薬局
レモン薬局将監店
杏林堂薬局　ピーワンプラザ天王店
杏林堂薬局労災病院前店
西ヶ崎グリーン薬局
天王あきは薬局
薬局フォーリア
薬局フォーリア　将監店
薬局フォーリア小池店
薬局フォーリア中郡店

浜松市西区
おおぞら薬局雄踏店
杏林堂薬局　志都呂店
薬局アザレア　大平台店

浜松市南区
カトレア薬局
さわい薬局
そうごう薬局浜松渡瀬店
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レモン薬局寺脇店
杏林堂薬局芳川店
瓜内薬局
南区ガイド薬局

浜松市北区
おおぞら薬局　都田店
レモン薬局ハート店
レモン薬局三方原店
袴田薬局
三ヶ日ドリーム薬局
初生薬局
日本調剤三方原薬局
薬局アザレア　三方原店

浜松市浜北区
グリーン薬局
ポピー薬局
杏林堂薬局西鹿島駅前店
弘済堂薬局

沼津市
（有）ミス薬局　西条店
アリス薬局 吉田町店
アリス薬局　牛臥店
アリス薬局一本松店
アリス薬局今沢店
アリス薬局松長店
エンゼル薬局　沼津店
さんさん薬局
サンライズ薬局大岡店
つばさ薬局今沢店
ポプラ薬局　香貫店
ももの木薬局三園店
ももの木薬局沼津店
有限会社　ミス薬局

熱海市
株式会社 岡田薬局

三島市
アリスすずき薬局
アリス薬局梅名店
さの薬局長伏
ベル薬局
ポプラ薬局　玉川店
ポプラ薬局壱町田店
ポプラ薬局東本町店
長伏つばさ薬局
薬局ユニオン
有限会社あかし薬局

富士宮市
ポプラ薬局　西小泉店

伊東市
アサカ薬局中央町店
うさぎ薬局　和田店
ポプラ薬局　川奈店
株式会社イトウ薬局松原猪戸店

島田市
成岡薬局井口店

富士市
アリス薬局
アリス薬局富士店
いわまつ薬局
そうごう薬局　富士南店
なかまる薬局
永田町薬局
株）フジイチ薬局　木の宮店

株式会社　フジイチ薬局　中野店
株式会社フジイチ薬局比奈店
慧光薬局
富士こうりん薬局

磐田市
アース薬局
あすか薬局磐田南店

焼津市
クライン薬局
シーガル薬局
ハロー薬局
ユーカリ薬局
大覚寺薬局

掛川市
あすか薬局　大坂店
こぶた薬局　宮脇
さづか薬局
ヘルシー薬局
みんなの薬局
わたしの薬局
掛川中央薬局
健康第一薬局
杉浦薬局
前田薬局
中宿薬局

藤枝市
アイン薬局　藤枝店
アイン薬局駿河台店
エルデ薬局
ひかり薬局
青葉町薬局

御殿場市
アリス薬局
アリス薬局下宿店
ハートフル薬局
小島薬局　新橋店

袋井市
あすか薬局　袋井南店

裾野市
アリスいわた薬局
アリス薬局
アリス薬局裾野店
つばさ薬局裾野店

伊豆市
うさぎ薬局修善寺店

菊川市
そうごう薬局菊川店
ラビィダ菊川薬局
親切堂薬局カモ店
南山堂薬局　小笠店
平和堂薬局

伊豆の国市
うさぎ薬局　大仁店
ももの木薬局
鈴木薬局

牧之原市
アイン薬局榛原店
株式会社大平薬局

田方郡函南町
アリス薬局
田方薬局

駿東郡長泉町
メディオ薬局長泉本宿店

【愛知県】
名古屋市千種区

ちくさ調剤薬局
はるか薬局大久手
みゆきファーマシー　今池店
三聖堂薬局　自由ヶ丘店

名古屋市北区
あじま調剤薬局
あすなろ調剤薬局
アリス調剤薬局
かしの木調剤薬局
きたがわ調剤薬局
こぐま調剤薬局
スカイ調剤薬局　中切店
スマイル調剤薬局
ハロー薬局如意店
ファーマシーイズミ
マルゼン薬局
合資会社ゴトウ薬局
第一中央薬局
中部漢方薬局
平安薬局

名古屋市西区
あいかわ薬局
ハロー薬局　中小田井店

名古屋市中村区
メディカル調剤薬局中村
薬局きらら

名古屋市中区
ませ調剤薬局金山店

名古屋市昭和区
はるか薬局
昭和薬局
日本調剤　南山薬局

名古屋市熱田区
あおば薬局　西高蔵店
あおば薬局　内田橋店
たいほう薬局
ハロー薬局　熱田店
ませ調剤薬局熱田店
日本調剤　金山薬局
白鳥調剤薬局

名古屋市中川区
たんぽぽ薬局中川東店
大島薬局
日本調剤中川薬局

名古屋市港区
フクシマ薬局

名古屋市南区
アベ　薬局
いその薬局
いとう薬局南店
オリーブ薬局
キョーワ調剤薬局　桜本町店
にじいろ調剤薬局
フロンティア薬局明治座
ほんかく薬局
マリン薬局 大磯通店
桐山薬局
相談薬局の大津

名古屋市緑区
うばこやま調剤薬局
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タキ薬局ミドリ店
名古屋市名東区

げんき堂薬局　香流店
名古屋市天白区

えくぼ薬局
ハロー薬局　うえだ店

豊橋市
あゆみ調剤薬局
ゆたか調剤薬局
神谷調剤薬局
神谷薬局
神谷薬局西幸店
中央調剤薬局
中央薬局
日本調剤　豊橋薬局
鈴木薬局

岡崎市
いくた薬局
お～ろら薬局
こうむら薬局
つばさ調剤薬局
どれみ調剤薬局
岡崎第一薬局大門店
山田薬局
太田薬新堂薬局
日本調剤あけぼの薬局
有限会社　江戸屋薬局
有限会社　大西屋薬局

一宮市
あさひ薬局
いろは薬局
ハロー薬局　尾西店
ハロー薬局木曽川店
ファーコス　とみだ薬局
ファーマシーフジシマ
求野薬局

瀬戸市
ウイング薬局
しょうなん調剤薬局　新瀬戸店
ハロー薬局　せと店
ひまわり調剤薬局
ぽぷり薬局せと店
高見日進堂薬局
陶原薬局
日本調剤瀬戸薬局

半田市
プラスアルファ調剤薬局
プラスアルファ薬局
竹内薬局
美濃半薬局

春日井市
ハロー薬局　春日井東野店
ハロー薬局春日井西店
ハロー薬局春日井北店
青空薬局下市場店
調剤薬局ツルハドラッグ勝川店
六神堂薬局

豊川市
イセヤ薬局
サクランボ調剤薬局
スワ薬局三蔵子店
スワ薬局諏訪西店
ユタカ薬局

津島市
カシク薬局
のぞみ薬局
株式会社　浅井薬局
浅井薬局　藤里店
浅井薬局申塚店
野田薬局

碧南市
さくら薬局
ハロー薬局　へきなん店
新美薬局

刈谷市
くすりの村薬局
とも調剤薬局
ヨシケン岩月薬局

豊田市
（有）安藤薬局
あいち調剤薬局　平戸橋駅前店
かも調剤薬局
さくら薬局
ハロー薬局　豊田竜神店
ハロー薬局豊田店
ヘルスバンク　ヤナセ東海調剤薬局四郷店
ヘルスファーマシィはる
メグリア調剤薬局　トヨタ記念病院前店
もちの木薬局　豊田藤岡店
ヤナセ東海調剤薬局うねべ店
ヤナセ東海調剤薬局豊栄店
ヤナセ薬局　美山店

安城市
ハロー薬局安城店

西尾市
ジャンプ薬局
ハロー薬局　西尾店

蒲郡市
ハロー薬局　蒲郡店
鈴木薬局

犬山市
（株）はぐろ薬局
はぐろ薬局犬山店
はぐろ薬局塔野地店
ハロー薬局犬山店
阪神調剤薬局　犬山店
日本調剤堀端薬局

常滑市
エイト鯉江本町薬局
ふくしま調剤薬局

江南市
こちの薬局
日本調剤　江南薬局

小牧市
ナイス薬局こまき店
ハロー薬局北里店

稲沢市
アイン薬局　稲沢店
こうのみや調剤薬局
サワキ薬局
スズラン薬局
ドラッグストア　もりぎん
ピース薬局
ヒラノヤ薬局
小崎　薬局
西光坊薬局

青空薬局
青空薬局　柿山店
青空薬局　高熊店
青空薬局　才蔵野店
青空薬局一色店
日本調剤稲沢薬局

新城市
いずみ薬局
キャッスル薬局
スギヤマ薬局　新城店
三河大野　もみじ薬局

東海市
いとう薬局東海店

大府市
いしがせ薬局
スマイルハート薬局

知多市
いとう薬局つつじが丘店
つつじ調剤薬局
ほのか薬局
新田薬局
有限会社ニッシン薬局

知立市
ホワイト調剤薬局新地店
ホワイト調剤薬局知立南店

尾張旭市
ファーマシー森林公園
日本調剤　平子薬局
緑ヶ丘薬局

岩倉市
ハニーズ薬局岩倉店

日進市
オリーブ薬局
カメイ薬局
コスモス調剤薬局
五色園薬局

田原市
日本調剤　渥美薬局

愛西市
アサヒ薬局
松井薬局
浅井薬局勝幡店

みよし市
三好調剤薬局はちが池店

あま市
ハロー薬局みわ店
甚目寺調剤薬局

長久手市
キョーワ調剤薬局長久手店

丹羽郡大口町
キョーワ調剤薬局大口
ハート調剤薬局
はぐろ薬局大口店

丹羽郡扶桑町
いろは調剤薬局
コーヨー調剤薬局扶桑店
ふそう薬局
和漢堂薬局

海部郡大治町
ハロー薬局　大治店

知多郡南知多町
あすなろ調剤薬局
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【三重県】
津市

（株）日医工三重　チェリー調剤薬局津駅前店
エンジェルハロー薬局
こころ調剤薬局
コスモス薬局　南が丘店
コスモス薬局大門フェニックス店
スマイル調剤薬局フェニックス店
スマイル調剤薬局三重大学病院前
ドレミ薬局
ハロー薬局　一志店
ハロー薬局久居駅メディカルフロア店
ハロー薬局津北店
ファーコス津にしぐち薬局
ほほえみ柳山薬局
むくもと薬局
一志調剤薬局・中町店
一志調剤薬局久居駅前店
一般社団法人三重県薬剤師会会営久居調剤薬局
観音寺調剤薬局
香南調剤薬局
三重調剤薬局 あこぎ店
三重調剤薬局　河芸店
社団法人　三重県薬剤師会　会営津調剤薬局
太陽薬局
日本調剤　三重大前薬局
明薬局

四日市市
（有）近藤団地薬局
あかつき薬局
あゆみ調剤薬局
あゆみ調剤薬局　沖の島店
あゆみ調剤薬局　日永店
いくわ調剤薬局
エンゼル薬局　かすみがうら店
エンゼル薬局　生桑店
エンゼル薬局四日市駅前店
かわら町調剤薬局
きらら調剤薬局
くすの木調剤薬局
コアラ調剤薬局
さかえ調剤薬局
スギヤマ薬局ときわ店
スギヤマ薬局久保田店
スギ薬局富田店
スワ薬局
スワ薬局石塚店
たんぽぽ薬局羽津店
たんぽぽ薬局四日市中央店
とみだ薬局
ドリーム薬局
ナロー調剤薬局
ばん薬局
ひなが調剤薬局
まき調剤薬局
みらい調剤薬局
やさと調剤薬局
わかさ薬局
漢方薬局　近藤薬草店
四日市調剤薬局おおやち店
四日市調剤薬局中央店
城井薬局
諏訪調剤薬局

善快堂薬局　山城店
善快堂薬局かすみがうら店
長谷川薬局
藤戸薬局
楠薬局
美すゞ薬局
平岡回生堂薬局
平岡回生堂薬局あかつき店
平岡回生堂薬局大矢知店
有限会社　小川薬局

伊勢市
おかげ薬局　伊勢病院前店
みどり調剤薬局岩渕店
みどり調剤薬局宮後店
ライフ薬局　西豊浜店
伊勢度会調剤薬局
日本調剤　御薗薬局

松阪市
うれしの調剤薬局
スマイル調剤薬局下村店
センター薬局　中央病院前店
センター薬局済生会病院前店
センター薬局市民病院前店
はあと薬局
はあと薬局鎌田店
まるみ調剤薬局
五反田薬局
水本薬局
大光薬局
調剤薬局　キタオカ松阪店
有限会社メディファム　めぐみ調剤薬局
有限会社ヤスオカ薬局
有限会社司生堂薬局　宮町営業所

桑名市
ありよし調剤薬局
さんあい薬局株式会社　坂の下店
シモザト薬局　桑名店
しょうなん調剤薬局　桑名店
しょうなん調剤薬局　市民病院前店
しょうなん調剤薬局　大央店
ソーラー薬局
ハーブ調剤薬局
ハロー薬局桑名店
ひじり薬局
株式会社小林薬局
株式会社小林薬局京橋支店
株式会社小林薬局三栄町支店
小林薬局　大山田支店
小林薬局桑栄メイト支店
小林薬局星川支店
小林薬局蓮花寺支店
水谷薬局
東方調剤薬局
日本調剤　桑名中央薬局
有限会社　クローバー薬局
有限会社　コンドウ薬局
有限会社　渡辺薬局
陽だまりの丘調剤薬局

鈴鹿市
けやき調剤薬局
サイトウ薬局
スズカ調剤薬局
トミヤ薬局

なの花薬局　東庄内店
ハーブ薬局
ホリ薬局
みだ調剤薬局
やなぎ調剤薬局
リフレ薬局
玉村薬局　若松店
西条調剤薬局
明倫堂鈴鹿薬局
鈴鹿センター薬局
鈴鹿みなみ薬局

名張市
なかよし調剤薬局　名張駅前店
赤井薬局中央店
徳山薬局
名張保険薬局
矢の五薬局　夏見店
矢の五薬局　希央台店
薬局サンキュードラッグ

尾鷲市
イシブチ薬局
イシブチ薬局古戸センター
イシブチ薬局大滝店
くろだ薬局
さくら調剤薬局
紀北調剤薬局病院前店

亀山市
うぐいす薬局
かめやま調剤薬局
タイセイ調剤薬局
東町薬局

鳥羽市
うえむら薬局
村田薬局　ハロー店

いなべ市
かわはし薬局員弁店
はった薬局

志摩市
（有）大木薬局　鵜方店
かんひちや薬局　鵜方店
かんひちや薬局　南張店
かんひちや薬局甲賀店
とばや薬局
伊勢調剤薬局　磯部店
志摩センター薬局
調剤薬局キタオカ

伊賀市
いなこ保険薬局
おはよう薬局　服部店
ドリーム薬局
なかよし調剤薬局　久米店
上野センター薬局

員弁郡東員町
ファミリーサポート薬局
モリワキ薬局

三重郡菰野町
うるだ調剤薬局
かもり調剤薬局
けやき薬局

三重郡朝日町
たんぽぽ薬局三重朝日店

三重郡川越町
四日市調剤薬局とみすはら店
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善快堂かわごえ薬局
多気郡明和町

つじさい薬局大淀寺前店
度会郡南伊勢町

かんひちや薬局病院前店
宿田曽調剤薬局

北牟婁郡紀北町
イシブチ薬局　引本店
紀北調剤薬局紀伊長島支店

南牟婁郡御浜町
あたわ調剤薬局
紀南調剤薬局
神志山駅前薬局
日本調剤　御浜薬局

【滋賀県】
大津市

アイリス薬局
オリーブ薬局
サポート薬局
ひまわり薬局　大津長等店
まの薬局
みつはま薬局
れもん薬局
株式会社友愛　マリー調剤薬局
膳所ゆう薬局
大津ますだ薬局

彦根市
アピス薬局　稲枝店
アピス薬局　沼波店
アピス薬局彦根店
明治薬局ビバシティ店

長浜市
いるか薬局　寺田店
キリン堂調剤薬局長浜店
ファーコスいずみ薬局
長浜調剤薬局

近江八幡市
いずみ薬局
いちえ薬局
かも調剤薬局
きよし堂薬局
キリン堂調剤薬局近江八幡西店
ひまわり薬局　近江八幡店
マイン薬局
ヤクゴ薬局　ぶーめらん店
ヤクゴ薬局　北之庄店
八幡ますだ薬局
北里薬局

草津市
アピス薬局草津店
ドリーム薬局南草津店
パスカル薬局
プラス薬局
リブラ薬局　大路店
滋賀県薬剤師会　会営薬局
南草津プラス薬局

守山市
サン調剤薬局
ますだ薬局守山店
ヤクゴ薬局　守山店

栗東市
みのり薬局

凡凡薬局　御園店
凡凡薬局東店

甲賀市
ひまわり薬局　東名坂店
ひまわり薬局　本店
ひまわり薬局城南店
ひまわり薬局水口店
日本調剤　水口薬局

野洲市
アピス薬局野洲店
ササ薬局　野洲店

湖南市
さいとう調剤薬局石部店
ササ薬局

高島市
そよ風薬局マキノ店
ひかり薬局
フタバ薬局　新旭店

東近江市
つじく薬局
ヤクゴ薬局　平田店
わかば薬局神崎店
有限会社丸山薬局

蒲生郡日野町
ひまわり薬局　わたむき店
ヤクゴ薬局　日野店

犬上郡豊郷町
ヤクゴ薬局　南豊郷店
ヤクゴ薬局　豊郷フラワー店
ヤクゴ薬局　豊郷店

【京都府】
京都市北区

おおみやゆう薬局
キタオオジゆう薬局
しんまちゆう薬局
にしがもゆう薬局
ふれあい薬局・白梅
みやこ薬局　北山店
みやこ薬局紫竹店
加茂川ゆう薬局
原谷ゆう薬局
今宮ゆう薬局
紫野ゆう薬局
大徳寺ゆう薬局

京都市上京区
キリン堂薬局府立医大前店
ほりかわゆう薬局
めぐ薬局
寺の内ゆう薬局
日本調剤　府庁前薬局
日本調剤丸太町薬局
府庁前ゆう薬局

京都市左京区
きたやまゆう薬局
しもがもゆう薬局
まつがさきゆう薬局
らくほくゆう薬局
一乗寺ゆう薬局
宇野薬局
修学院ゆう薬局
日本調剤　京大前薬局
幡枝ゆう薬局

北白川調剤薬局
薬局ウノいわくら
和進会薬局
蓼倉ゆう薬局

京都市中京区
ダイガク薬局むろまち
チカタ薬局
ろっかくゆう薬局
御前ゆう薬局

京都市東山区
こまち薬局
ひまわりゆう薬局
まつばらゆう薬局
東山三条ゆう薬局

京都市下京区
おひさま薬局
ダイガク薬局
ダイガク薬局 四条
厚生薬局
室町ゆう薬局

京都市南区
あゆみ薬局
のぞみ薬局
みなみ薬局
石原薬局

京都市右京区
うずまさゆう薬局
たるみやま薬局
株式会社　カトレア薬局
京北ゆう薬局
嵐山ゆう薬局

京都市伏見区
いちご薬局
きさらぎ薬局
すみぞめゆう薬局
すみぞめ駅前ゆう薬局
ふかくさゆう薬局
ユニカムドラッグ醍醐薬局
久我ゆう薬局
調剤薬局オカモト

京都市山科区
おれんじ薬局
みやこ薬局マツヤスーパー店
みやこ薬局山科店
みやこ薬局本店
みやこ薬局薬大前店
日本調剤　山科薬局

京都市西京区
あゆみ調剤薬局
かつらゆう薬局
かつら川島ゆう薬局
スマイル薬局桂店
そうごう薬局　京都松尾店
リジョイス薬局桂店
株式会社ひまわり薬局　千代原店
株式会社ひまわり薬局　洛西店

福知山市
ふくちやまゆう薬局
榎原ゆう薬局
内記ゆう薬局
日本調剤 福知山薬局
牧ゆう薬局
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舞鶴市
まいづるゆう薬局
三安通り薬局

宇治市
おうばくゆう薬局
おおくぼゆう薬局
リジョイス薬局宇治店
宇治ゆう薬局
中央薬局
南端ゆう薬局
木幡ゆう薬局
六地蔵ゆう薬局

亀岡市
アイン薬局亀岡店
かめおか駅前ゆう薬局
はたご薬局
ファーコスはたご薬局
吉川ゆう薬局

向日市
乙訓調剤薬局おとうみち店
乙訓調剤薬局向日町店

長岡京市
乙訓調剤薬局
開田ゆう薬局
神足ゆう薬局
竹の台調剤薬局
長岡天神ゆう薬局

八幡市
新朝日薬局

京田辺市
カイセイ薬局
たなべゆう薬局

京丹後市
ゴダイ薬局久美浜店
丹後大宮ゆう薬局
日本調剤久美浜薬局

南丹市
そうごう薬局　園部店
日本調剤　船井薬局
八木ゆう薬局

木津川市
山口薬局　木津店
薬局セブンファーマシーくにみ台店
薬局セブンファーマシー木津川台店
薬局セブンファーマシー木津南店

乙訓郡大山崎町
大山崎ゆう薬局

綴喜郡宇治田原町
今川薬局宇治田原町店

相楽郡精華町
うさぎや薬局桜が丘店
キリン堂薬局祝園駅店

船井郡京丹波町
みずほゆう薬局

与謝郡与謝野町
アピス薬局 岩滝店

【大阪府】
大阪市都島区

キリン堂薬局都島医療センター前店
キリン堂薬局都島店
クローバー薬局医療センター前店
クローバー薬局大東町店

クローバー薬局都島店
クローバー薬局都島本通店
クローバー薬局内代店
そうごう薬局都島店
吉川薬局
小島太陽堂薬局

大阪市福島区
カイセイ吉矢薬局
ファーコスふくしま薬局

大阪市此花区
フラワー薬局　春日出店

大阪市西区
あけぼの薬局
あみだ池漢方薬局
カイセイ薬局
カイセイ薬局
クローバー薬局西本町店
クローバー薬局本町店
松浦薬局
北村神鳴堂薬局

大阪市港区
そうごう薬局　市岡店
なぎさ薬局
築港薬局

大阪市大正区
すみれ薬局
そうごう薬局大正店
平尾カイセイ薬局

大阪市天王寺区
アピス薬局天王寺店
エール薬局
カイセイ薬局
丸昌薬局
山田薬局

大阪市浪速区
アピス薬局難波中店
あべや薬局
阪口薬局
森薬局

大阪市西淀川区
すずらん薬局
そよかぜ薬局
マミー薬局
有限会社大阪ファルマプランあおぞら薬局

大阪市東淀川区
あおぞら薬局淡路店
アップル薬局
オリーブ薬局
クローバー薬局井高野店
クローバー薬局上新庄店
コスモスミルフィー薬局
チェリー薬局
ひまわり薬局
ヤマト薬局　淡路店
上田　薬局
西薬局　淡路店
東淀川薬局

大阪市東成区
くすのき薬局

大阪市生野区
オノダ薬局
サーバ生野巽中薬局
サーバ生野林寺薬局

ツル薬局
ファーコスいくの薬局
ふじ薬局
永和薬局
横山薬局
谷川薬局
津田薬局
島岡薬局
北岡　薬局

大阪市旭区
きらら薬局
キリン堂薬局　赤川店
クローバー薬局赤川店
さくらんぼ薬局
そうごう薬局　旭大宮店
マルコ薬局
横田薬局
小出保健堂薬局

大阪市城東区
アピス薬局蒲生店
イムノファーマシーのえ駅前薬局
カイセイ薬局城東店
グリーンファーマシー薬膳薬局
グリーン調剤薬局
さわやか薬局
ダルマ薬局
ひまわり薬局　今福店
モリタ薬局
ヤスダ薬局
よこやま薬局
りんご薬局
わかば薬局
京橋薬局
順心堂城東薬局
清水薬局
西薬局
中央薬局
鈴木薬局

大阪市阿倍野区
あがら薬局
クローバー薬局阿倍野店
ヘルシーデポ薬局ベルタ店
みとう薬局　駅前店
みとう薬局　西田辺店
みとう薬局（昭和町店）
阿倍野カイセイ薬局
上町薬局
全快堂薬局
日本調剤　あべの薬局

大阪市住吉区
あかつき薬局
カメイ調剤薬局　あびこ店
ヘルシー薬局南住吉店
みとう薬局
やすらぎ薬局
乾薬局
西みとう薬局
美戸薬局
命宝堂薬局
有限会社　全快堂薬局

大阪市東住吉区
カイセイ薬局
ひまわり薬局田辺店
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フラワー薬局
今川　薬局
美章園保健薬局

大阪市西成区
ひまわり薬局帝塚山店

大阪市淀川区
アピス薬局　西中島店
クローバー薬局十三店
そうごう薬局　西三国店
タカス薬局
ふれあい薬局
まこと薬局
みどり薬局
もえぎ薬局
十三漢方薬局
日本調剤　新大阪薬局

大阪市住之江区
ハザマ薬局住之江店
浜口西イレブン薬局

大阪市平野区
イヌイ薬局
サンセール薬局
ハザマ薬局瓜破店
ハザマ薬局加美南店
ハザマ薬局喜連店
ハザマ薬局平野センター店
ふくろう薬局
みかさ薬局
青葉堂薬局
平野共栄薬局

大阪市北区
アピス薬局　梅田店
カイセイ薬局
クローバー薬局南森町店
やすらぎ桜橋薬局
駅前第一ビルカイセイ薬局
天満カイセイ薬局
日本調剤　扇町薬局
日本調剤　中津薬局
日本調剤　天神橋薬局

大阪市中央区
おぐら薬局
タキノ薬局
たつみ薬局
ドウニン薬局
ハローファイン薬局
ファースト薬局
ライフ薬局
ワカノウラ薬局
ワカノウラ薬局
ワカノウラ薬局東心斎橋店
塩田薬局
戎橋阪本薬局
心斎橋　一龍堂薬局
竹本薬局
長崎屋薬局
南船場つばさ薬局
南薬剤師会センター薬局
府薬会営中央薬局

堺市堺区
つばさ薬局
ひまわり薬局
ミユキ薬局

一条薬局
堺東川口薬局
山田衛生堂薬局

堺市中区
ファーコス　さわまち薬局
深井ファミリー薬局
深井駅前イレブン薬局
深井清水イレブン薬局
東深井イレブン薬局
福田薬局

堺市東区
あしたば北野田薬局
パートナー大美野薬局
マルイチ薬局北野田店

堺市西区
カイセイ薬局
はまでら薬局
マルイチ薬局
堺市薬剤師会　会営薬局
諏訪ノ森イレブン薬局
木下薬局

堺市南区
サツキ薬局
堺大庭寺イレブン薬局

堺市北区
カイセイ薬局
ささら薬局ぷらすわん
サツキ薬局
そうごう薬局三国ヶ丘店
パートナーもず八幡薬局
パートナー中百舌鳥薬局
川口薬局
長曽根イレブン薬局
豊中薬局
豊中薬局

堺市美原区
ロータス薬局

岸和田市
アクロスプラザ東岸和田イレブン薬局
アピス薬局　岸和田店
キリン堂薬局　岸和田店
ひよ子薬局
山本杏鹿堂薬局

豊中市
あしだ薬局
アピス薬局　緑地公園店
アピス薬局上新田店
カイセイ薬局
カリス薬局
クミ薬局
グリーンメディック薬局
グリーンメディック薬局　緑丘
クローバー薬局柴原店
こころ水谷薬局
サーバ豊中宮山薬局
サーバ豊中少路薬局
そま薬局
タンジョー薬局
ハザマ薬局新千里西町店
ホシ薬局
マキノ薬局
ミカワ薬局
みついち堂薬局

レイ薬局
回生堂薬局
森川薬局緑地店
水谷薬局
西田薬局
西田薬局　服部店
土肥薬局
冨士薬局
服部メディカルセンター森川薬局

池田市
アカネ薬局
アピス薬局　池田店
クローバー薬局石橋店
コスモ薬局
すまいる薬局
すみれ薬局
タケノ薬局
たつなみ薬局
たんぽぽ薬局池田店
はむろや薬局
ひむか薬局　城南店
マスヤ薬局
もとにし薬局
ヤマグチ薬局
合名会社　石橋薬局
城南イレブン薬局
水月薬局
石橋赤壁薬局
大学薬局
天神赤壁薬局
萩原薬局
平成漢方薬局
豊島赤壁薬局
末吉薬局

吹田市
アイン薬局　吹田店
アイン薬局　南千里店
あおば薬局
キリン堂薬局　江坂西店
グリーンメディック薬局　吹田
クローバー薬局（新芦屋店）
クローバー薬局亥子谷店
クローバー薬局五月が丘店
クローバー薬局高浜店
クローバー薬局昭和町店
クローバー薬局吹田店
クローバー薬局千里丘店
クローバー薬局内本町店
クローバー薬局日の出店
マザー薬局
岡村薬局
新京阪薬局
新千里薬局
須磨伊兵衛薬局
大森薬局
虹薬局　南千里店
府薬会営吹田薬局

泉大津市
おづ薬局
上条薬局
泉大津イレブン薬局
泉大津我孫子イレブン薬局
府中リブス薬局
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高槻市
アピス薬局　奈佐原店
アピス薬局日赤前店
キリン堂薬局　高槻野田店
なのはな薬局
日本調剤　高槻アイケイ薬局

貝塚市
カイセイ薬局　貝塚店

守口市
アイン薬局　守口店
アピス薬局　土居店
いわさ薬局
カイセイ薬局　守口店
キリン堂薬局守口店
キンダ薬局
ファミリー薬局
ローズタウン調剤薬局
三晃薬局

枚方市
アピス薬局枚方店
ウシオ薬局
キリン堂薬局　東香里店
くずはローズタウン薬局
ドレミ薬局
ヒムロ薬局
マルゼンくずは薬局
やまもと薬局
ローズタウン調剤薬局
河村薬局
牧野あおば薬局
枚方のぞみ薬局
有限会社　出口薬局

茨木市
アピス薬局　茨木店
アピス薬局　高田店
アピス薬局　南茨木店
アピス薬局花園店
アピス薬局春日店
アピス薬局西駅店
アピス薬局中穂積店
クローバー薬局茨木店
シティー薬局
どんぐり薬局　茨木店
わかほ薬局
茨木さくら薬局
平安堂薬局

八尾市
いぬい薬局
オチ薬局
カイセイ薬局
サン薬局
そうごう薬局　八尾店
プラザ薬局本店
みどり薬局
ヤマムラ薬局
ユゲ薬局
ライフ八尾南薬局
安心堂薬局
小林薬局

泉佐野市
アイアイ薬局
つばさ薬局
ドーミョ薬局

ヒカリ薬局
メルヘン薬局
りんくうタウン薬局
レザン薬局
泉佐野大宮イレブン薬局
南薬局

富田林市
アベニュー薬局
コンフォート薬局
とおやま薬局　サンプラザ店
ミナミ薬局
向陽台薬局
小金台イレブン薬局
中嶋薬局
富田林若松イレブン薬局

寝屋川市
アピス薬局寝屋川店
キリン堂　薬局　東寝屋川店
そうごう薬局　寝屋川店
そうごう薬局　寝屋南店
日本調剤　寝屋川西薬局
日本調剤　寝屋川東薬局

河内長野市
つぼみ薬局
千代田イレブン薬局
府薬会営南河内薬局

松原市
イソノ薬局
いちご薬局
いるか薬局
きらら薬局
セントラル薬局
パートナーぬのせ薬局
わかば薬局
井内薬局
松原阿保イレブン薬局
太田薬局
天美薬局
日の丸薬局
品川薬局

大東市
アイム　イケダ薬局
ファイン薬局住道店

和泉市
コシモ薬局本店
コスモファーマ薬局和泉中央店
タイコー堂薬局　和泉店
光明池駅前イレブン薬局
鶴山台イレブン薬局

箕面市
コウセイ堂薬局
サーバ箕面今宮薬局
なつめ薬局
よつば薬局
今川薬局　箕面店
箕面市薬剤師会薬局

柏原市
ハザマ薬局法善寺店
三晃薬局

羽曳野市
カイセイ薬局

門真市
おくむら薬局

キリン堂薬局大日ベアーズ店
たなべ薬局
やまなか薬局朝日町店

摂津市
クローバー薬局（香露園店）

高石市
あかね薬局
ミズノ薬局
株式会社　アイセイ薬局　高石店

東大阪市
あき薬局
オガワ薬局
カイセイ薬局
カイセイ薬局
くさか薬局
クローバー薬局（小阪店）
スマイル小阪薬局
センリ薬局
ハートさくら薬局
ヨネダ薬局
リープ薬局
リープ薬局　布施店
リープ薬局小阪駅前店
わかば薬局
河内あさひ薬局
山下グリーン薬局
若江スマット薬局
日本調剤東大阪薬局
福田漢方薬局
薬ヒグチ薬局

泉南市
タイコー堂薬局

交野市
サンプラザ調剤薬局交野店

大阪狭山市
キタバ薬局

阪南市
カイセイ　薬局
くるみ薬局
タイコー堂薬局

豊能郡豊能町
としみつ薬局
ハーブ薬局
ファーマシーオカムラ薬局　新光風台店
ファーマシーオカムラ薬局　東ときわ台店

豊能郡能勢町
のせ薬局

泉南郡熊取町
あしはら薬局
くまとり駅前薬局
ドーミョ薬局
ユバ薬局
熊取イレブン薬局

南河内郡太子町
春日薬局

【兵庫県】
神戸市東灘区

かもめ薬局甲南店
ペガサス東灘薬局
株式会社川北薬局
調剤薬局マリーン本山店
日本調剤六甲アイランド薬局
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宝鑑堂薬局
命門堂調剤薬局
有限会社　住吉赤壁薬局

神戸市灘区
シンワ薬局（中央筋店）
メディオ薬局
楠丘薬局
薬局エビラファーマシー

神戸市兵庫区
イトエー薬局　兵庫店
おのころ薬局　大井通店
マリン薬局
三井薬局
神戸いちご薬局
日本調剤神戸大井町薬局
兵庫駅前フレンド薬局
薬局ジャパンファーマシー

神戸市長田区
アイ薬局
かりん薬局
タカハシ薬局
梅ヶ香薬局

神戸市須磨区
あじさい薬局
カイセイ薬局
月見山調剤薬局
清風薬局

神戸市垂水区
フタツカ薬局 西舞子

神戸市北区
キリン堂調剤薬局ステップガーデン店
ほりうち薬局
五葉薬局
新世薬局　西鈴蘭台店
泉台ほりうち薬局
薬局エビラファーマシー

神戸市中央区
ＨＡＴ神戸薬局
エビラ薬局
くすのき薬局
だるま堂薬局
ファーコス　かみつつい薬局
ぽぷら薬局
リジョイス薬局神戸東店
鯉川中央薬局
西村蘭更堂薬局
日本調剤ポートアイランド薬局
日本調剤新神戸薬局

神戸市西区
そうごう薬局　伊川谷店
なでしこ薬局
株式会社西神薬局
桜が丘薬局
池上薬局
日本調剤西神中央薬局

姫路市
あかり薬局
キクヤ調剤薬局
キノシタヤ薬局林田店
コスモス調剤薬局
ゴダイ調剤薬局 増位店
ゴダイ調剤薬局　日赤前店
ゴダイ調剤薬局駅南店

ゴダイ調剤薬局玉手店
ゴダイ調剤薬局日赤前２号店
ゴダイ調剤薬局白国店
ゴダイ薬局　田寺東店
ゴダイ薬局　南駅前店
ゴダイ薬局お溝筋店
ゴダイ薬局モルティひめじ店
シオン薬局
ジオ薬局　車崎店
ジオ薬局　田寺店
ジオ薬局　姫路西店
シスター薬局
すえひろ薬局
セラ薬局　ドリーム店
そよ風調剤薬局
たんぽぽ調剤薬局　香寺店
にぶの薬局
はーと薬局
ハリマ調剤薬局
ヒカリ調剤薬局
ひまわり薬局
ぼうしや調剤薬局　　御着店
ぼうしや調剤薬局　英賀保店
ぼうしや調剤薬局　香呂店
ぼうしや調剤薬局　今宿店
ぼうしや調剤薬局　船場店
ぼうしや調剤薬局　南店
ぼうしや調剤薬局　本町店
ぼうしや調剤薬局しののめ店
ぼうしや調剤薬局しらさぎ店
ぼうしや調剤薬局フェスタ店
ぼうしや調剤薬局花北店
ぼうしや調剤薬局勝原店
ぼうしや調剤薬局城南店
ぼうしや調剤薬局大津店
ぼうしや調剤薬局中島店
ぼうしや調剤薬局東駅前店
ぼうしや調剤薬局八代店
ぼうしや薬局
ホシ薬局
もとみ薬局
ヤギ調剤薬局かいち店
ゆめ調剤薬局
わかば薬局
五大薬局
五大薬局　青山店
五大薬局花田店
今宿みうら薬局
大洋調剤薬局広畑店
中尾調剤薬局　大津店
白浜すえひろ薬局
薬局コットンファーマシー
有限会社　大澤薬局本町店

尼崎市
アイン薬局尼崎店
アイン薬局武庫之荘店
いちご薬局
いちご薬局北店
カイセイ薬局
カイセイ薬局
かりん薬局
キョウエイ調剤薬局
すこやか薬局　塚口店

すみれ薬局
タツミ薬局
つくし薬局
フォレスト薬局武庫川店
吉田調剤薬局
吉田薬局　立花店
日本調剤　尼崎薬局
日本調剤塚口薬局
宝薬堂薬局

明石市
あじさい薬局
さくら堂薬局
さくら堂薬局　西店
サンエイ薬局朝霧南店
のじぎく薬局
フラワー薬局
やぎ薬局
西二見薬局
有限会社共進薬局西明石店

西宮市
アイン薬局　西宮店
アイ調剤薬局
アソシエ薬局
クローバー薬局
なつぎ薬局　北名次店
ニシヤク調剤薬局
のぞみ薬局
ハリマ調剤薬局　ひまわり薬局
山口あさひ薬局
神農堂薬局
相生薬局甲陽園駅前店
薬局アクアファーマシー

洲本市
新世薬局　宇原店
新世薬局　洲本本町店
新世薬局下加茂店
薬局ティエス大野ファーマシー
薬局ハートランド洲本店

芦屋市
ほっと薬局　芦屋店
ライフガーデン潮芦屋イレブン薬局
新世薬局　芦屋東山店
南芦屋浜フレンド薬局
日本調剤 芦屋薬局
有限会社　アダチ薬局　本店

伊丹市
エヌズ薬局
エヌズ薬局　伊丹野間店
キリン堂薬局　伊丹鴻池店
越智　薬局
高麗堂薬局
西野ハート薬局

相生市
薬局サットドラッグ

豊岡市
キロロ調剤薬局
ゴダイ調剤薬局　豊岡千代田店
ゴダイ薬局　日高店
ゴダイ薬局江本店
すずらんもりもと薬局
すずらん薬局
日本調剤日高薬局
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加古川市
あおぞら薬局
あおぞら薬局北在家店
アスター薬局
こすもす薬局
ゴダイ薬局加古川駅前店
ハリマ調剤薬局
ハリマ調剤薬局東加古川店
ホシ薬局
メイキ薬局　水足
メイキ薬局　中野
メイキ薬局　長砂
新世薬局　平津店
中川調剤薬局　一色店
中川調剤薬局　別府店
中川調剤薬局ハイタウン店
中川調剤薬局尾上店
中川調剤薬局平岡店
中川調剤薬局平野店
薬局ジャパンファーマシー加古川店

赤穂市
ゴダイ薬局赤穂駅前店
ゴダイ薬局赤穂店
ドラッグマート薬局
日本調剤赤穂薬局

西脇市
きし薬局
クオール薬局黒田庄店
ヒロタ薬局

宝塚市
キリン堂薬局逆瀬川店
そうごう薬局　宝塚売布店
のぞみ薬局
ノニヤ薬局ソリオ店
小林薬局
薬局エビラファーマシー

三木市
いちご薬局
シルク薬局
すえひろ薬局
ポニー薬局
三木調剤薬局

高砂市
けんこう薬局
ゴダイ薬局大塩店
さーくる薬局
サン薬局
そうごう薬局　高砂店
にじいろ薬局
ユーアイ調剤薬局荒井店
新世薬局　荒井店

川西市
さくら薬局
センター薬局
つるや薬局
ヒグチ薬局
ファーマシーつるや薬局
ミヤケ薬局
楠公堂薬局

小野市
松原薬局

三田市
キリン堂薬局すずかけ台店

そうごう薬局　三田店
北村薬局

加西市
あさひ薬局　剣坂店
繁田薬局　中野店

篠山市
ゴダイ薬局　篠山店

養父市
カワセ薬局
なでしこ薬局八鹿店

丹波市
ゴダイ薬局氷上店
ファイン調剤薬局
有限会社まるいし薬局

南あわじ市
みなと調剤薬局
新世薬局　福良店
薬局ハートランド青木店
薬局ヘルシーピットＢＲＡＶＥＳ

朝来市
オリーブ調剤薬局
ふれあい薬局
大蔵調剤薬局

淡路市
いくし薬局
育波薬局
新世調剤薬局一宮店
新世薬局　岩屋店
新世薬局　新島店
新世薬局　大町店
新世薬局　田井店
新世薬局志筑連上店
淡路調剤薬局　東浦店
薬局ハートランドグランデ津名店

宍粟市
ぼうしや調剤薬局　山崎店
ぼうしや調剤薬局　鹿沢店
小倉薬局

加東市
あんず薬局

たつの市
キノシタヤ薬局　新宮店
キノシタヤ薬局　本町店
キノシタヤ薬局赤とんぼ店
五大薬局揖保川店
神岡調剤薬局

多可郡多可町
石塚薬局

加古郡稲美町
あゆみ薬局
いぶき薬局
中川調剤薬局稲美中一色店

加古郡播磨町
スマイル薬局
播磨町薬局

神崎郡市川町
たんぽぽ調剤薬局
たんぽぽ調剤薬局　瀬加店

神崎郡福崎町
こころ薬局
たんぽぽ調剤薬局　福崎店
吉田薬局

神崎郡神河町
たんぽぽ調剤薬局寺前店

揖保郡太子町
ゴダイ調剤薬局　太子鵤店
北川薬局

赤穂郡上郡町
みかど薬局上郡店

佐用郡佐用町
ゴダイ調剤薬局三河店

美方郡香美町
日本調剤　香住薬局

美方郡新温泉町
アイ・プラス薬局　浜坂店

【奈良県】
奈良市

アイリス薬局
オクムラ薬局
オクムラ薬局　学園前店
カイセイ薬局
キリン堂薬局　北あやめ池店
さくら通り薬局
しあわせ薬局済美店
ショーワ薬局ＪＲ奈良駅前店
ショーワ薬局あやめ池駅前店
ショーワ薬局あやめ池東店
ショーワ薬局宝来店
なのはな薬局
今小路薬局
社団法人奈良市薬剤師会　会営病院前薬局
春日薬局
奈良会営薬局
薬局セブンファーマシー 朱雀店
薬局セブンファーマシー右京店
薬局セブンファーマシー学園前店
薬局セブンファーマシー中町店
薬局セブンファーマシー本店
有限会社ケンエ薬局

大和高田市
アカイ薬局

大和郡山市
アイ薬局　大和郡山店
あすか薬局
いかるが中央薬局
キタムラ薬局
さくら薬局大和郡山店
しあわせ薬局　小泉店
しあわせ薬局片桐店
ショーワ薬局　小泉駅前店
スマイル薬局天井店
タマキ薬局
ハル薬局
ヘルシーストック薬局
まどか薬局
岡　薬局
株式会社　村尾全快堂薬局
郡山ジョイフル薬局　矢田山店
郡山ジョイフル薬局本店
三の丸薬局
小泉薬局
森薬局
中川　薬局
福井　薬局
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木村薬局
薬局メールボックス
薬局メールボックス柳町店

天理市
カイセイ薬局

橿原市
きらら薬局
きらら薬局　橿原南店
くるみ薬局
さかえ薬局
すみれ薬局
そうごう薬局　かしはら店
ヨシダ薬局
日本調剤　橿原薬局
堀本薬局北店

桜井市
サン薬局　桜井店
笠原薬局
桜井さくら薬局
木下薬局

五條市
キリン堂薬局　五條店

生駒市
白庭台薬局

香芝市
アイ薬局　五位堂店
キタ薬局
ここみ薬局

生駒郡斑鳩町
アート薬局
コスモス薬局
薬局いかるが調剤

磯城郡田原本町
メジロ薬局　宮古店

【和歌山県】
和歌山市
（有）松本薬局
エグチ薬局
エグチ薬局　秋月店
エグチ薬局　内原店
エグチ薬局　堀止店
カイセイ薬局
サカエ薬局
そうごう薬局　古屋店
そうごう薬局　友田店
そうごう薬局　和歌浦西店
なかい薬局
ファーコスたくみ薬局
みやび調剤薬局
宮前薬局
中央薬局
日本調剤　和歌山西薬局
福町調剤薬局
和歌山県薬剤師会おくすりセンター薬局

海南市
あおぞら薬局
つくし薬局
保険調剤薬局朝日海南店

御坊市
オレンジ薬局
わかば薬局
古久保薬局

田辺市
ウエムラ薬局
ヒロセ調剤薬局

新宮市
薬局ファーマシーのぐち

紀の川市
エール薬局
そうごう薬局　紀の川店
向日葵薬局

日高郡みなべ町
はあと薬局

西牟婁郡白浜町
アイン薬局南紀白浜店

【鳥取県】
鳥取市

かわばた薬局
なのはな薬局
ひまわり薬局
徳吉薬局
徳吉薬局松並店
日本調剤　的場薬局
有限会社大村薬局城北店

米子市
ウェルネス薬局角盤店
ウェルネス薬局東福原店
ケイ・アイ堂薬局
皆生堂薬局
財団法人恵仁会薬局
有限会社　あすなろ調剤薬局
有限会社アオト薬局

倉吉市
みつわ調剤薬局
株式会社大陽堂薬局
小林薬局
小林薬局マロニエ店
小林薬局ロータリー店
小林薬局東町店
日本調剤　西町薬局

境港市
ウェルネス薬局境港店

八頭郡八頭町
きしだ薬局

東伯郡琴浦町
家森薬局

西伯郡大山町
いな薬局

西伯郡伯耆町
鬼守調剤薬局

【島根県】
松江市

アイアイ薬局
あさひ薬局
あすか薬局
ジオ薬局　春日店
ジオ薬局南田町店
すみれ調剤薬局　八雲店
セラ薬局 ポエム店
そうごう薬局　北堀店
ハーブ薬局本庄店
りんご薬局
調剤薬局ナガトミ

日本調剤松江薬局
乃木調剤薬局
乃木調剤薬局　田和山店
木村薬局宍道東店

浜田市
（有）かなぎ薬局
ウエーブいわみ薬局
ウエーブたまち薬局
ウエーブ中央薬局
かさがら調剤薬局
くすりのファミリア　殿町薬局
くすりのファミリア浜田駅薬局
くまさん薬局
さんさん薬局
シーズ薬局
遠藤薬局
三隅さんさん薬局
三隅薬局

出雲市
Ｄ・Ｃ・Ｂ薬局　医大前店
サンアイリス薬局　平田店
しまね薬局医大前店
まきの薬局
みどり薬局
みどり薬局塩冶店
やまだ薬局
西平田あおぞら薬局
調剤薬局くすりのファミリア
日本調剤　出雲薬局
日本調剤　平田薬局

益田市
（有）松本薬局
グリーン調剤薬局　常盤店
高津オオバ薬局
調剤薬局オオバ
野村大盛堂薬局

安来市
そうごう薬局　安来店

江津市
ウエーブ江津調剤
くすりのファミリア江津薬局
日本調剤江津薬局

雲南市
エイト薬局
おおぎ調剤薬局
さくら薬局
三刀屋中央薬局
大東駅前薬局

仁多郡奥出雲町
小林薬局本店

邑智郡邑南町
くすりのファミリアみずほ薬局

隠岐郡隠岐の島町
ウェルネス薬局　隠岐の島店

【岡山県】
岡山市北区
（社）岡山県薬剤師会会営薬局
（有）成広薬局　はら店
いずみ薬局
いちのみや薬局
エムエム薬局　今店
エムエム薬局　大元店
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おかやま薬局
おかやま薬局　岡北店
おかやま薬局　大安寺店
おかやま薬局津高店
おかやま薬局福渡店
きたぞの薬局　岡大病院前店
きびじ薬局
こやま薬局・青江店
こやま薬局・大供店
サンライズ薬局
ジオ薬局　富原店
ジオ薬局栢谷店
ジオ薬局桃の里店
ふたば薬局
マスカット薬局　一宮店
マスカット薬局青江店
マスカット薬局庭瀬店
マスカット薬局東古松店
マスカット薬局本店
ワタキュー薬局　こころの店
加宝堂薬局
柿の木薬局
高木薬局　一宮店
高木薬局高松店
成広薬局　金川店
晴れのくに薬局　　大元上町店
赤松薬局中仙道店
田辺の薬局
渡辺薬局
日本調剤　御津薬局
日本調剤　天瀬薬局
日本調剤岡大前薬局
畑薬局　平野店
畑薬局庭瀬店
有限会社　ケイ・アイ堂薬局

岡山市中区
おかやま薬局　高島店
こやま薬局・江崎店
さくらんぼ薬局　倉田店
マスカット薬局湊店
モシモシ薬局　本店
有限会社 赤松薬局
有限会社　赤松薬局清水店

岡山市東区
あかり薬局平島西店
あかり薬局本店
おかやま薬局　西大寺店
けしごやま薬局
こやま薬局・松新町店
ひかり薬局　駅前店
ひかり薬局アイ店
ひかり薬局新地店
ひかり薬局本店
有限会社　成広薬局　西大寺支店

岡山市南区
こやま薬局・西市店
こやま薬局・泉田店
こやま薬局・並木町店
こやま薬局・豊成店
ダテ薬局藤田店
ダテ薬局彦崎店
はな薬局
はな薬局東畦店

はな薬局妹尾店
大前薬局

倉敷市
アイ薬局茶屋町店
おかやま薬局　児島店
クレア薬局
そうごう薬局　笹沖店
そうごう薬局　児島店
そうごう薬局　新倉敷店
そうごう薬局　東塚店
そうごう薬局水島中央店
そうごう薬局南春日店
マスカット薬局倉敷店
金光薬局　大高店
庄薬局

津山市
そうごう薬局　勝北店
マスカット薬局　日本原店
大手町薬局メディカルアルファ
美作薬局　城西店
服部薬局　西店

玉野市
コスモス薬局
ダテ薬局　東高崎店
ダテ薬局メルカ店
ダテ薬局宇野店

笠岡市
ウエル薬局
日本調剤　井笠薬局

井原市
すぎはら薬局井原駅前店

総社市
おかやま薬局　総社店
つばさ薬局
ホリエ薬局
マスカット薬局　総社店

高梁市
セラ薬局レインボー店
マスカット薬局高梁店

新見市
そうごう薬局　新見店

備前市
マスカット薬局　備前店
片上薬局

瀬戸内市
こやま薬局・長船店

赤磐市
おかやま薬局　山陽店
おかやま薬局　赤坂店
ゴダイ薬局桜が丘店
みらい薬局山陽桜が丘西店
大手町薬局　メディカルスワミ

真庭市
ほくぼう薬局

美作市
そうごう薬局　湯郷店
マスカット薬局　湯郷店

和気郡和気町
ゴダイ薬局　和気店

都窪郡早島町
ワタキュー薬局はやしま店

勝田郡奈義町
マスカット薬局　奈義店

【広島県】
広島市中区

コスモス八丁堀薬局
コスモス薬局
コスモス薬局　紙屋町西店
コスモス薬局グランドタワー店
コスモス薬局たかの橋店
コスモス薬局京口門店
コスモス薬局胡町店
コスモス薬局紙屋町店
コスモス薬局紙屋町東店
コスモス薬局小網町店
コスモス薬局大手町店
コスモス薬局大手町南店
コスモス薬局白島店
コスモス薬局本通店
すずらん薬局大手町店
すずらん薬局八丁堀店
そうごう薬局フジグラン広島店
ふよう薬局
マザー薬局幟町店

広島市東区
コスモス薬局温品店
そうごう薬局　尾長東店
ノムラ薬局牛田旭店
パンダ薬局
牛田中薬局
東蟹屋調剤薬局

広島市南区
あおぞら薬局向洋店
ひまわり薬局
ポピー薬局
日本調剤　広大出汐薬局
日本調剤みどり町薬局

広島市西区
コスモス薬局　己斐店
そうごう薬局　草津店
なごみ薬局
ハーブ薬局

広島市安佐南区
ぎおん中央薬局
コスモス薬局　相田店
コスモス薬局大町店
コスモス薬局緑井店
そうごう薬局　安川通り店
タウン薬局　安東店
ナカス薬局
パール薬局緑井店
みやなが薬局
もみじ薬局沼田店
相田薬局

広島市安佐北区
コスモス薬局勝木台店
日本調剤 安佐北薬局

広島市安芸区
すみれ薬局
レデイ薬局矢野駅前店

広島市佐伯区
アキ薬局
アポロ薬局
オレンジ薬局
サンケイ薬局－八幡店
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そうごう薬局　五日市中央店
そうごう薬局倉重店
タルタニ薬局五日市店
フラワー薬局　城山店
ブルー薬局
もみじ薬局　藤の木店
豊見薬局

呉市
オーツカ薬局２
オレンジ薬局
コスモス薬局
コスモス薬局　呉中通店
さいとう薬局
そうごう薬局川尻店
のぞみ薬局
ホワイト薬局
労災前のぞみ薬局

竹原市
岡本薬局ファーマシー

三原市
三原薬剤師会　センター薬局
日本調剤　糸崎薬局

尾道市
あい薬局田辺健康館
コスモス薬局尾道店
せとうち薬局
因島市薬剤師センター薬局
因島調剤薬局

福山市
アイン薬局　福山三吉店
くすりの国立前薬局
コスモス薬局引野店
コスモス薬局引野北店
こはる薬局
サン・メディカル薬局道三店
ジオ薬局　御領店
ジオ薬局神辺店
しばた薬局
しんめい堂薬局
すがはら薬局
センター薬局
そうごう薬局　御門店
そうごう薬局　蔵王店
そうごう薬局　福山店
にこぴん薬局瀬戸町店
ファーマシィ　入船調剤薬局
ファーマシィあけぼの薬局
ファーマシィさんて薬局
ファーマシィそよかぜ薬局
ファーマシィだいもん薬局
ファーマシィ伊勢丘薬局
ファーマシィ国立前調剤薬局
ファーマシィ新涯薬局
ファーマシィ野上調剤薬局
ポピー薬局
寿光薬局
青葉台薬局
大門のぞみ薬局
日本調剤　赤坂薬局
有限会社　清水薬局

府中市
ジオ薬局府中店
中央薬局

日本調剤　上下薬局
庄原市

東城もみじ薬局
大竹市

ふれあい薬局
東広島市

あかね薬局
アプコ調剤薬局白市
かがみやま薬局
かなえ薬局
セリア薬局
そうごう薬局　西条店
そうごう薬局　八本松店
永井薬局
賀茂セルム薬局
薬膳薬局　東広島西条店

廿日市市
すずらん薬局阿品台店
フレンド薬局
山陽薬局
純薬（株）第一薬局廿日市
森川薬局対厳山店
陽光台薬局

安芸郡府中町
コスモス薬局　府中本町店
コスモス薬局府中店
そうごう薬局向洋駅前店

安芸郡海田町
コスモス薬局海田東店

安芸郡熊野町
さふらん薬局

安芸郡坂町
有）有豊薬局

山県郡安芸太田町
日本調剤　殿賀薬局

山県郡北広島町
げいほく薬局

【山口県】
下関市

あおぞら薬局
アオバ薬局
アカダ薬局安岡店
アカダ薬局羽山店
アカダ薬局新町店
アカダ薬局長府店
あずさ薬局
あすなろ薬局
アップル薬局
いちのみや薬局勝山店
うしろだ薬局
エーデル薬局
エーデル薬局　豊田店
かじくり薬局
かずき薬局
きさらぎ薬局
きふね薬局
くるみ薬局
くるみ薬局田倉店
こくりつ薬局
さらさ薬局
サンキュードラッグ上田中町薬局
サンキュードラッグ長府薬局

サンキュードラッグ彦島中央薬局
サンキュー薬局　綾羅木本町店
しらゆり薬局
しろくま薬局
すずらん薬局
すみれ薬局
すみれ薬局　垢田店
そうごう薬局 長府店
そうごう薬局下関店
だんしん薬局
ドリーム薬局
のぞみ薬局　金比羅店
ハマダ薬局
はまゆう薬局
はるみ薬局
パワフル薬局
パワフル薬局　横野店
パワフル薬局　小月店
ひとみ薬局
ひまわり薬局生野店
フラワー薬局　菊川店
ベル薬局南部店
みさき薬局
みずき薬局
ミドリ薬局
ラララ薬局
れんげ薬局
ワイズ薬局
安岡駅前薬局
伊藤重光堂薬局
下関薬剤師会薬局
関門薬局
亀屋製薬合資会社　亀屋薬局
亀屋製薬合資会社亀屋薬局細江店
菊川薬局
共立薬局
健和薬局
健和薬局　江の浦店
菜の花薬局
菜の花薬局やまのた
篠原薬局
篠原薬局　黒井店
珠の浦薬局
秋本カラトピア薬局
秋本江の浦薬局
秋本調剤薬局　唐戸店
秋本調剤薬局綾羅木店
秋本東駅薬局
秋本薬局シーモール下関店
秋本薬局細江店
松小田薬局
新くわのやま薬局王司店
新下薬局　幸町店
杉浦薬局
杉山薬局
生野薬局
西日本ファーマシー
川棚薬局
川中薬局
大学堂薬局　梶栗店
竹崎薬局
竹田薬局
田中町薬局
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湯玉駅薬局
日本調剤　豊浦薬局
彦島薬局
本村中央薬局
明日香薬局
木屋川薬局
有限会社　みなと薬局
有限会社 吉村薬局
有限会社いちのみや薬局
有限会社コトブキ薬局
有限会社のぞみ薬局
有限会社のぞみ薬局幸町店
有限会社のぞみ薬局田中町店
有限会社ベル薬局東駅店
有限会社江の浦薬局
有限会社江の浦薬局東駅支店
有限会社稗田薬局
有佐薬局
竜枝商事株式会社　竜枝薬局

宇部市
（有）寿薬局
（有）福田保生堂薬局
アイリス薬局
あい薬局
あおば薬局
あすなろ薬局
アロマ薬局　黒石店
あんず薬局
エビス薬局
おばやま薬局
オリーブ薬局
かめうら薬局
きわ薬局
くすのき薬局
グローバル薬局
こころ薬局
コスモス薬局
さくら薬局
すみれ薬局　北琴芝店
そうごう薬局　宇部新川店
そうごう薬局　宇部店
ときわ公園前薬局
なのはな薬局
なべくら薬局
はら薬局寿町店
ひのき薬局
ひばり薬局
ひまわり薬局
ひらき薬局
ひらばら薬局
ひろ薬局
フォルテ薬局
フジモト薬局　西岐波店
フジモト薬局中野店
まつばら薬局
みさき薬局
みらい薬局
伊藤薬局
磯部薬局支店
磯部薬局新川店
宇部休日夜間薬局
宇部共同薬局
回生堂薬局

株式会社　壱番薬局
宮野薬局
佐村松山町薬局
財団法人朋和会薬局
若松薬局
小羽山薬局
小松原薬局
上宇部あおば薬局
上宇部薬局
西岐波薬局
西本薬局
中板薬局
藤山薬局
平成薬局
有限会社　ドレミ薬局
有限会社　佐村薬局
緑橋薬局

山口市
あいお薬局
アイテル薬局　嘉川店
イケダ薬局
いちのみや大内薬局
オオタ薬局
おごおり薬局
オリーブ薬局
ききょう薬局
クローバー薬局
コスモ薬局
さくら薬局
サンセル薬局
サンセル薬局　大内店
シゲタ薬局
じふく薬局
ソレイユ薬局
トマト薬局
ハーブ薬局
ひなた薬局
ひまわり薬局
ファイン薬局
ホワイト薬局
みき薬局山口店
みほり薬局
メディカルパーク薬局
メロディ薬局
やまて薬局
ヤマネ薬局
よしき薬局
わかば薬局
阿知須薬局
吉村薬局
宮野薬局
光ヶ丘薬局
菜のはな薬局
三の宮薬局
三好薬局
山一薬局立小路店
山口介護保険薬局
山口市薬剤師会薬局
昇陽堂薬局
新町薬局
仁成堂薬局
石川薬局
中央薬局

中領薬局
長谷薬局
不動薬局御堀店
蕗のとう薬局
有限会社　くすりのあまくさ薬局　葵店
有限会社　光栄薬局
有限会社　三好・不動薬局
有限会社三愛薬局

萩市
あおぞら薬局
あおば薬局
さくらぎ薬局
さくら薬局
ささむら薬局
そうごう薬局萩店
そよかぜ薬局
だいだい薬局
ナカモト薬局
はしもとばし薬局
指月薬局
若松薬局
若松薬局吉田町店
青海薬局
長全堂薬局
椿　薬局
土原薬局
東郷薬局　東田町店
萩中央薬局
柏木薬局
薬局エンゼル
有限会社オリーブ薬局
有限会社わかば調剤薬局

防府市
あい薬局
いくも薬局戎町店
いくも薬局大道店
いくも薬局八王子店
いちのみや薬局伊佐江店
いちのみや薬局植松店
いちのみや薬局防府店
えびす薬局
えびす薬局新田店
オーエス中関薬局
カワムラ薬局
シブヤ薬局　下右田店
シブヤ薬局　戎町店
シブヤ薬局　八王子店
そうごう薬局　三田尻店
フェアリー薬局
ふくだ薬局
ふたば薬局
フタミ薬局
フタミ薬局駅南店
ヘイワ薬局佐波店
ヘイワ薬局新田店
ヘイワ薬局仁井令店
まりふ薬局
ムーン薬局高井店
メディカルドラッグピスティー店
めばえ薬局
めばえ薬局田島店
ヨシワラ薬局
家本薬局
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会営国分寺薬局
宮田薬局
佐波薬局
済生堂中央薬局
三栄堂薬局
山内漢方薬局
車塚薬局
寿町薬局
新くわのやま薬局
石が口薬局
多々良薬局
大崎薬局
中関薬局
椎木薬局
天神薬局
防府栄町薬局
有限会社　松崎町薬局
有限会社ヘイワ薬局
藏田　薬局

下松市
あおい薬局
いとう薬局
くるみ薬局
クローバー薬局
しおかわ薬局
そうごう薬局　下松中央店
そうごう薬局　下松店
ひまわり薬局下松店
ファーマシーイシマル東陽店
下松共同薬局
下松中央調剤薬局
健栄薬局
昭和通薬局
星薬局
石丸薬局　末武店
末武薬局
有限会社下松西柳薬局

岩国市
（有）つばさ薬局
あたご薬局
いちご薬局
いちご薬局　室の木店
いちご薬局青葉店
うしのや調剤薬局
オダ薬局
おひさま薬局
こぶし薬局
シロモト薬局
そうごう薬局中津町店
たかもり薬局
つしみ薬局
はなみずき薬局
ひかる薬局周東店
みわ薬局
やまて薬局
横町薬局
岩国薬剤師会会営薬局
錦帯橋薬局
今津調剤薬局
菜のはな薬局
車町薬局
成和薬局　尾津支店
成和薬局高水前店

多田薬局
南岩国薬局
平田壱丁目薬局
有限会社　渡辺薬局
有限会社　美川薬局
有限会社 薬心堂 さくら薬局
有限会社 薬心堂 新町薬局
有限会社 薬心堂 多田薬局
有限会社 薬心堂 中央薬局
有限会社玖珂薬局
有限会社薬方　みかさ薬局
立石薬局

光市
イシマル薬局
いちご薬局光店
オリーブ薬局光店
かしわや薬局きぞの店
かしわや薬局本店
かなえ薬局
きりん薬局
そうごう薬局光店
そうごう薬局三井店
トータス薬局光店
ファミリー薬局
みつい中央薬局
むさし薬局
やまと薬局
レインボー薬局
室積薬局
小松薬局
浅江薬局
島田薬局
日本調剤　虹ヶ浜薬局

長門市
あい薬局　長門店
さくら薬局
ひとまる薬局
フラワー薬局
ミササン薬局
みすず薬局
みすみ薬局
みのり薬局
よしず薬局
わかば薬局
ワダ薬局
芝草薬局
青海薬局
仙崎薬局
長門中央薬局

柳井市
いしはら薬局
イシマル薬局柳井店
いぶき薬局
きたに薬局
こがね町薬局
シクマ薬局
しらかべ薬局
しんえい薬局
つばさ薬局
トータス薬局柳井店
ドレミ薬局
ハート薬局
ハート薬局沖原店

ハート薬局南町店
ひかる薬局
やない薬局
わかば薬局
全国薬局
大才薬局
南町薬局
柳町薬局
有限会社　すみれ薬局

美祢市
ファミリー薬局　秋芳店
マユサン薬局
みね薬局
篠田薬局
秋芳薬局
美秋薬局
美祢シティ薬局
美祢中央薬局

周南市
アイプラス調剤薬局　東山店
あい薬局　徳山店
おだ薬局
オリーブ薬局呼坂店
オレンジ薬局
きたに薬局
くしがはま薬局
くまげ薬局
くまの薬局　周南店
クメファーマシー
くりや薬局
サルビア薬局
とんだ薬局
なの花薬局
ひの木薬局
ひまわり薬局
ひまわり薬局大神店
ふたば薬局
フラワー薬局
ふれあい薬局 宮の前店
ホーム薬局
まちだ薬局
ミドリ薬局
ミユキ薬局
レモン薬局
わかば薬局
磯部薬局
岩崎薬局
亀屋薬局
菊川薬局
古川薬局
御弓町薬局
光星薬局
高橋薬局
桜田薬局
桜木調剤薬局
鹿野薬局
周陽調剤薬局
小西薬局
新南陽薬局
神女薬局
須々万薬局
石丸薬局
石丸薬局　周陽店
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石丸薬局　大神店
石丸薬局桜木店
川口　薬局
川端町薬局
代々木薬局
大内薬局
中溝薬局
東ソーコープ薬局
平成薬局
有）村井団地薬局

山陽小野田市
アイエム薬局
あさ薬局
えいしん堂薬局
おひさま薬局
クローバー薬局
さくら坂薬局
さくら薬局
さゆり薬局
さんよう薬局
すえ薬局
スマイル薬局
つくし薬局
のぞみ薬局
バンビ薬局
ひまわり薬局
ファミリー薬局　中川店
ファミリー薬局　本町店
みずほ薬局須恵西店
みつば薬局
めぐみ薬局
厚狭駅南薬局
小野田駅前薬局
小野田中央薬局
新生薬局
千代町薬局
第一薬局 住吉店
第一薬局小野田バイパス店
第一薬局労災病院前店
日の出調剤薬局

大島郡周防大島町
さくら薬局
ふじたに薬局
みかん薬局
岡田薬局
久賀薬局
銀座屋薬局

玖珂郡和木町
かわち薬局

熊毛郡上関町
花のまち上関薬局

熊毛郡田布施町
城南薬局
日之出薬局

熊毛郡平生町
あおぞら薬局
くるる薬局
ひかる薬局平生店
ひらお薬局
よなみや薬局
周東薬局

阿武郡阿武町
くぼた薬局

【徳島県】
徳島市

ぐんも調剤薬局
さくらんぼ薬局
サトウ薬局
スマイル調剤薬局　鮎喰店
スマイル調剤薬局　国府店
スマイル調剤薬局　国府南店
スマイル調剤薬局　佐古店
スマイル調剤薬局　渭東店
そうごう薬局矢三店
トマト調剤薬局　国府店
トマト調剤薬局　大原店
トマト調剤薬局　末広店
トマト調剤薬局　名東店
トマト調剤薬局応神店
トマト調剤薬局千代ヶ丸店
トマト調剤薬局蔵本店
トマト調剤薬局八万店
わかば薬局
加地薬局
加地薬局南店
社団法人　徳島県薬剤師会調剤薬局
常三島調剤薬局
西須賀調剤薬局
中洲　時計台調剤薬局
中島田調剤薬局
日本調剤蔵本薬局
北常三島調剤薬局
論田調剤薬局

鳴門市
キララ薬局
キリン堂薬局鳴門店
そうごう薬局鳴門東店
トマト調剤薬局大津店
レデイ薬局・鳴門店
杉山調剤薬局鳴門店

小松島市
トマト調剤薬局　横須店
トマト調剤薬局　坂野店
トマト調剤薬局　日赤店
トマト調剤薬局　立江店
トマト調剤薬局　和田島店
トマト調剤薬局中田店

阿南市
トマト調剤薬局　見能林店
トマト調剤薬局　高専前店
トマト調剤薬局　日開野店
トマト調剤薬局　宝田店
トマト調剤薬局羽ノ浦店
トマト調剤薬局宮倉店

吉野川市
トマト調剤薬局　川島店
トマト調剤薬局　知恵島店

阿波市
加地薬局吉野店

美馬市
トマト調剤薬局　穴吹店
トマト調剤薬局　美馬店

三好市
そうごう薬局　阿波池田調剤センター店
そうごう薬局銀座通店

トマト調剤薬局　池田店
名西郡石井町

スマイル調剤薬局石井店
有限会社　杉山薬局

那賀郡那賀町
トマト調剤薬局　那賀店
トマト調剤薬局　木頭店
トマト調剤薬局上那賀店

海部郡美波町
トマト調剤薬局　日和佐店
共和調剤薬局

海部郡海陽町
スマイル調剤薬局　海南店
スマイル調剤薬局さつき店
スマイル調剤薬局ししくい店

板野郡松茂町
トマト調剤薬局　松茂店

板野郡北島町
スマイル調剤薬局
スマイル調剤薬局　北村店
トマト調剤薬局鯛浜店

板野郡上板町
トマト調剤薬局上板店

美馬郡つるぎ町
アイ調剤薬局半田店

【香川県】
高松市
（有）友愛薬局
ウルス調剤薬局「国分寺」
きむら調剤薬局牟礼店
ジオ薬局　三谷店
ジオ薬局　前田店
セラ薬局ライフ店
そうごう薬局　高松メディカルモール店
そうごう薬局番町店
ツヤマ薬局 医大前店
トモエ薬局「栗林」
ミドリ薬局
ラポー薬局
レデイ太田調剤薬局
レデイ薬局・十川店
レデイ薬局・木太店
岡本調剤薬局
株式会社中山スズラン堂薬局浜ノ町店
久間薬局
久間薬局　円座本店
久間薬局　多肥店
京町薬局　番町店
栗林公園前薬局
元木薬局　太田店
香川県薬剤師会調剤薬局
三野薬局
社団法人　高松市薬剤師会調剤薬局「亀岡」
社団法人香川県薬剤師会営薬局県庁前
日本調剤　高松中央薬局
有限会社　すみれ漢方施薬院薬局
有限会社　正木薬局　古高松南店
有限会社　辻上薬局　高松店
有限会社　辻上薬局今里店
有限会社　南天堂薬局
有限会社　友愛薬局レインボー通り店
有限会社アインス　一宮薬局
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有限会社アインス　林町薬局
丸亀市

あいる調剤薬局
アロハ薬局
いろは堂薬局
コアラ薬局
ジオ薬局　飯山店
みもざ薬局
株式会社サン調剤薬局
株式会社正木　正木薬局　川原店
京町薬局　山北店
正木調剤薬局
辻上薬局　郡家店
有限会社　辻上薬局　原田調剤薬局
有限会社　辻上薬局　御供所店
有限会社　辻上薬局　城北調剤薬局
有限会社　辻上薬局城西店
有限会社アインス　土器薬局
有限会社かやまち調剤薬局今津店
有限会社辻上薬局

坂出市
しろがね薬局
そうごう薬局　坂出店
ふじみ調剤薬局
フレンド調剤薬局谷町店
みずほ調剤薬局
旭町調剤薬局
京町薬局　西庄店
正木薬局かも店
有限会社　正木薬局　あおい調剤薬局
有限会社アインス　オレンジ薬局

善通寺市
（社）香川県薬剤師会営西部調剤薬局
日本調剤　善通寺薬局
有限会社アインス　調剤薬局ハーモニー

観音寺市
そうごう薬局観音寺店
ナショナル調剤薬局
ふじや薬局
第健調剤薬局

さぬき市
くま薬局　志度店
レデイさぬきしど調剤薬局
有限会社　辻上薬局　長尾店
有限会社松村薬局 しど調剤薬局
有限会社松村薬局　津田店

東かがわ市
松村薬局
松村薬局大内店
有限会社松村薬局　松村調剤薬局
有限会社松村薬局本店

三豊市
そうごう薬局　さぬき豊中店
そうごう薬局　さぬき詫間店
ナショナル薬局みの
株式会社正木　あおぞら調剤薬局

小豆郡土庄町
大石調剤薬局
有限会社西崎薬局

小豆郡小豆島町
調剤薬局げんきまん

木田郡三木町
くま薬局　三木店

ジオ薬局　三木店
ジオ薬局　平木店

綾歌郡宇多津町
アカネ調剤薬局
瀬戸調剤薬局

綾歌郡綾川町
スエ薬局
有限会社　辻上薬局綾上店
有限会社　辻上薬局陶店

仲多度郡琴平町
（有）シマヤ真鍋薬局
そうごう薬局　琴平店

仲多度郡多度津町
かんばら調剤薬局
ほほえみ薬局
レデイ薬局多度津店

仲多度郡まんのう町
四條薬局
有限会社アインス　マンノウ薬局

【愛媛県】
松山市

あい薬局　椿店
あい薬局三津店
えばら薬局
オー・エム薬局
きぬやま薬局
しば薬局
センター薬局
ティーズ薬局　福音寺店
ティーズ薬局山越店
ティーズ薬局北久米店
トマト調剤薬局樽味店
ハッピー薬局
メディコ21土居田駅前調剤薬局
メディコ21薬局・和気店
レデイ一番町調剤薬局
レデイ拓川調剤薬局
レデイ中央調剤薬局
レデイ土居調剤薬局
レデイ薬局鷹子店
レデイ薬局南江戸店
レデイ薬局日赤前店
レデイ六軒家調剤薬局
桑の実薬局
松山ハロー薬局
辻町薬局
日本調剤　松山南薬局
日本調剤平和通薬局
北条薬局

今治市
アベ薬局
コスモ調剤薬局松木店
そうごう薬局　松本町店
メディコ21今治東調剤薬局
レデイ薬局近見店
今治おかもと薬局
平野あさくら薬局
平野グリーン薬局
平野屋薬局
平野調剤薬局
平野拝志薬局
平野八町薬局

有津おかもと薬局
宇和島市

アーチ薬局
アタゴ薬局
いわまつ薬局
コスモス薬局
ダテまごころ薬局
ダテ薬局
パール薬局
はまゆう薬局
ひまわり薬局
ホリバタ薬局
みかん薬局
みしま薬局
みゆき薬局
愛ファーマシー（株）　ワレイ薬局
京町薬局
日本調剤　南楽薬局
白雲薬局
保険調剤薬局リトル

八幡浜市
そうごう薬局　千代田町店
そうごう薬局　八幡浜店
そうごう薬局港町店
双岩薬局

新居浜市
あおぞら薬局
レデイ薬局新居浜西店

西条市
クローバー薬局西条店
コスモ調剤薬局
ハート調剤薬局
庄野薬局中央店
真成堂セリ薬局
西条調剤薬局
日本調剤壬生川薬局

大洲市
とみす薬局
メディコ21東大洲調剤薬局

伊予市
レデイいよ米湊調剤薬局
伊予なの花薬局

四国中央市
アイン薬局　四国中央店
そうごう薬局三島店
レデイ伊予三島調剤薬局
日本調剤川之江薬局

西予市
さくら薬局
メディコ21薬局・れんげ店
メディコ21薬局・宇和店
卯之町薬局
日本調剤西予薬局

東温市
エビスヤ薬局　志津川店
みなら薬局
メディコ21薬局・重信店
光琳堂薬局　川内店

上浮穴郡久万高原町
久万調剤薬局

伊予郡松前町
ハッピー薬局　松前店
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北宇和郡松野町
虹の森薬局

【高知県】
高知市

アクア薬局
あけぼの薬局
カイセイ薬局
くろしお薬局追手筋店
サダ薬局
さつき薬局
さつき薬局大膳町店
しもじま薬局
ダイリン薬局
つちばし薬局　あたご店
つちばし薬局　梅ノ辻店
つちばし薬局　本店
つちばし薬局一宮店
テラオ薬局
なのはな薬局
ひじま薬局
ひつざん薬局　朝倉店
ふれあい薬局
ベル薬局
ベル薬局　池店
ベル薬局　百石店
ペンギン堂薬局
ポピー薬局
ポプラ薬局
ますがた薬局
よさこい薬局
旭サテライト薬局
稲本薬局
岡本平和薬局
高知県薬剤師会 会営薬局
高知東薬局
四国調剤薬局　しののめ店
四国調剤薬局さんばし店
四国調剤薬局はるの店
四国調剤薬局やえもん店
四国調剤薬局りょうま店
四国調剤薬局高須店
四国調剤薬局南久万店
四国調剤薬局日赤通り店
四国調剤薬局福井店
上町薬局
城西薬局
新田町うさぎ薬局
正木梅花堂薬局
相生薬局
土佐道路薬局
日本調剤高知薬局
八国はかり薬局
病院通薬局　みなみ店
病院通薬局あぞの店
病院通薬局みさと店
薬局清流けら店
有限会社くろしお薬局朝倉西店

安芸市
病院通薬局　あき店

南国市
くろしお薬局十市店
なんごく薬局

四国調剤薬局　しのはら店
四国調剤薬局くれだ店
四国調剤薬局南国店
西田順天堂薬局
西田順天堂薬局　オオソネ店
西田順天堂薬局　中町店
西田順天堂薬局明見店
西田調剤薬局

土佐市
よこまち薬局
病院通薬局

須崎市
モリタ薬局

四万十市
ときわ薬局
みくも薬局
木戸竹葉堂薬局

香南市
のいちご薬局

香美市
あい薬局　びらふ
こばな薬局
ベル薬局山田店
薬局清流

安芸郡田野町
なぎさ薬局
はまゆう薬局

安芸郡芸西村
わじき薬局

土佐郡土佐町
高知調剤薬局　田井店

吾川郡いの町
いの薬局
ベル薬局伊野店
ローズ薬局
松田薬局
病院通薬局いの店

高岡郡中土佐町
くれ薬局
くれ薬局　西店

高岡郡佐川町
（有）くろしお薬局　佐川店
あおば薬局

高岡郡越知町
セーフティカプセルネットキグラ薬局
セーフティネットカプセル　サン薬局

高岡郡日高村
ほりおか薬局東店

高岡郡四万十町
調剤薬局技術センター
有限会社　武田金草堂薬局

【福岡県】
北九州市門司区

きりん調剤薬局
サンキュー薬局　門司港店
本間薬局

北九州市若松区
キクヤ薬局
若戸大橋調剤薬局
島郷調剤薬局
有限会社井上調剤薬局
有限会社井上薬局

北九州市戸畑区
あすなろ薬局
あやめが丘調剤薬局
オハナ調剤薬局
グリーン薬局
ふれあい薬局　戸畑店
みのる調剤薬局
わかな調剤薬局
石田調剤薬局
沢見薬局
白水薬局
明治町調剤薬局
有限会社　天神薬局

北九州市小倉北区
（有）まさき薬局
アイエス薬局
オーエス中井中央薬局
おひさま薬局
オレンジ薬局
さわやか薬局
サン薬局霧が丘店
すずらん薬局　霧ヶ丘店
そうごう薬局小倉大手町店
タケシタ調剤薬局　金田店
タケシタ調剤薬局　馬借店
とも２番薬局
ニック調剤薬局センター
のぞみ薬局
ひまわり薬局　ＪＲ小倉駅新幹線口店
ゆうしん薬局　下富野店
医療センター前薬局
角田調剤薬局
堺町調剤薬局
松田薬局
上富野調剤薬局
聖薬局　真鶴店
仙敷薬局
船場ビル調剤薬局
調剤薬局　信栄ファーマシー
天神橋薬局
到津調剤薬局
薬局メディックス

北九州市小倉南区
（有）コトブキ薬局
きさらぎ薬局　葛原店
クラウン薬局
コトブキ薬局横代店
サン薬局　曽根店
そうごう薬局下曽根駅前店
そうごう薬局九州労災東店
そうごう薬局九州労災南店
そね東調剤薬局
ひまわり薬局
ひらかわ薬局
下曽根調剤薬局
葛原調剤薬局
蒲生調剤薬局
若園調剤薬局
青空こども薬局
曽根調剤薬局
湯川調剤薬局
武内薬局

（有）　和田調剤薬局
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有限会社　あそう薬局
有限会社　志徳調剤薬局

北九州市八幡東区
すずらん薬局山王店
そうごう薬局八幡中央店
ドラッグイレブン薬局ＪＲ八幡駅店
まつお起命堂薬局
マツダ薬局
みどり調剤薬局
一城薬局
梶原調剤薬局
共友調剤薬局有限会社
協同昭和薬局
市民薬局
春の町調剤薬局
八幡薬剤師会薬局
有限会社　岸本薬局

北九州市八幡西区
（有）ひきの調剤薬局
ウエキ薬局
おおはた薬局
クローバー調剤薬局
サンキュードラッグコスパ相生薬局
サンキュードラッグ黒崎駅前薬局
サンクス調剤薬局
サンファルマ調剤薬局香月店
サン薬局
すずらん薬局浅川台店
そうごう薬局香月店
たかのす薬局
とも調剤薬局
ひつじ薬局
ほくちく薬局
ほしの薬局黒崎店
永犬丸みらい薬局
学園台薬局
共友調剤薬局　本城
池田薬局
日本調剤医生ヶ丘薬局
有限会社　あしびき薬局
有限会社　ちひろ薬局
有限会社　ひかり調剤薬局
有限会社　三喜薬局
里中薬局
脇園薬局

福岡市東区
あかり薬局九大前店
あかり薬局九大東
ドレミ薬局香椎店
ニック調剤薬局　塩浜店
ニック調剤薬局　三苫店
ふじの薬局　九大前店
まさおか薬局香住ヶ丘店
まさおか薬局美和台店
誠心堂九大前薬局
青葉調剤薬局
奈多松原薬局
有限会社　ハート薬局
有限会社　馬出薬局
裕生堂薬局　九大前店
瑠璃薬局

福岡市博多区
あかり薬局

アコー調剤薬局
アルカス薬局
ケーシーエー薬局
シティ薬局浦田
スマイル薬局　麦野店
ニュー七星漢方調剤薬局
パピヨン薬局
まさおか調剤薬局
まさおか薬局
株式会社　大賀薬局　呉服町店
株式会社　大賀薬局　祗園店
株式会社星薬局　博多駅前店
株式会社大賀薬局市民病院前店
十字堂薬局
誠心堂薬局
大賀薬局吉塚駅東口店
大賀薬局中呉服町店
大賀薬局店屋町店
朝日調剤薬局
日本調剤九大前薬局
有限会社シティ薬局
裕生堂薬局昭和通り店

福岡市中央区
（有）秀洋堂薬局　六本松店
おの調剤薬局ＦｏｒＹｏｕ
ささおか調剤薬局
セジマ調剤薬局　天神三和ビル店
セジマ調剤薬局　薬院店
そうごう薬局　天神中央店
どんぐり薬局
パステル薬局
ピノキオ薬局平和店
マイルド調剤薬局
マロニエ薬局
ヨシタケ薬局　笹丘店
株式会社大賀薬局薬院大通り店
光安調剤薬局
新日本薬局
太陽薬局
大賀薬局　天神ビル店
大賀薬局　福ビル店
大賀薬局北天神店
第一薬科大学附属ハッチェリー薬局
日本調剤福岡中央薬局
日本調剤福岡天神薬局
福岡市薬剤師会薬局
和光けご調剤薬局

福岡市南区
（有）いずみ薬局
おひさま薬局　桧原店
つくし薬局
ニック調剤薬局　井尻店
のばら薬局
ひろき調剤薬局　花畑店
ひろき薬局横手店
メガ調剤薬局　日赤通り店
ライト薬局
井上調剤薬局
塩原薬局
株式会社太陽薬局　筑紫丘店
株式会社太陽薬局　長住７丁目店
株式会社大賀薬局野多目店
菊水薬局

壮健調剤薬局
太陽薬局 ピア高宮店
太陽薬局 九州中央病院前
太陽薬局 西長住店
太陽薬局屋形原店
有限会社　花畑薬局
老司調剤薬局

福岡市西区
（有）コーシン薬局
いちご薬局
クローバー薬局
つよいこ薬局
ニック調剤薬局　西の丘店
ヒマワリ薬局
ヤマサキ薬局
吉田薬局エクセル店
大賀薬局　学研都市店
津田薬局
有限会社フクオカ薬局

福岡市城南区
オリーブ薬局
カイセイ薬局荒江店
かわもと薬局
くらら薬局
くらら薬局　田島店
せお調剤薬局
セジマ調剤薬局　別府店
ルーエ薬局
ログ調剤薬局
株式会社アサヒ調剤薬局ハト薬局
株式会社大賀薬局地下鉄福大前店
七隈調剤薬局
太陽薬局 長尾店
藤野薬局
福岡市薬剤師会薬局七隈店
薬局すずらんファーマシー
友神堂薬局友丘店

福岡市早良区
（有）愛の樹調剤薬局
オレンジ通り薬局
きた薬局
くらら薬局　賀茂店
しか薬局
セガミ薬局百道ＳＲＰ店
そうごう薬局西新店
タカラ薬局　荒江
ニック調剤薬局　飯倉店
ペリカン薬局
マルエー薬局
むろみ調剤薬局
リョーワ薬局早良店
西三調剤薬局
大賀薬局　荒江店
大賀薬局　西新店
大賀薬局野芥調剤店
大信薬局　タウン店
藤島調剤薬局
日本調剤高取薬局
有田四角調剤薬局
裕生堂薬局　室見店
裕生堂薬局干隈店
瑠璃薬局　西新店
和光センター薬局
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大牟田市
くぬぎ薬局
グリーン薬局
さくら薬局
そうごう薬局四箇店
そうごう薬局青葉町店
そうごう薬局大牟田上町店
そうごう薬局田隈店
株式会社　めぐみ薬局
三気堂薬局南大牟田店
三里調剤薬局
市民薬局
大黒町薬局
有限会社不知火メディクスセンター薬局

久留米市
あいあい薬局
あい調剤薬局
あおぞら薬局
あかね調剤薬局
あすなろ薬局
えだみつ薬局
かぶとやま調剤薬局
かみつ調剤薬局
きみ薬局
きりん薬局
グレイス調剤薬局
コーヨー調剤薬局日吉町店
コーヨー薬局　北野町店
コスモス調剤薬局
さか井薬局
サンプラス薬局
そうごう薬局　田主丸店
そうごう薬局久留米医大前店
タカラ薬局　原古賀
タナカ調剤薬局
チトセ調剤薬局
つかさ薬局
のぞみ調剤薬局
のなか調剤薬局
ひいらぎ薬局
ペンギン調剤薬局
まんまる薬局
ミツヨシ薬局
みやせ調剤薬局
学園通り薬局
株式会社大賀薬局国分店
健康堂薬局
広又調剤薬局
溝上薬局　久留米医大前店
志塚島調剤薬局
小森野調剤薬局
松齢堂薬局
城南薬局
杉岡調剤薬局
西町調剤薬局
津福調剤薬局
田主丸調剤薬局
東合川調剤薬局
東合川調剤薬局南店
内野薬局
日吉町ふれあい薬局
日本調剤　久留米薬局
本町調剤薬局

薬局すわの
有限会社　篠山調剤薬局
有限会社せいほう調剤薬局
有限会社筑水調剤薬局
和容堂薬局

直方市
けんこう薬局
そうごう薬局　下境店
そうごう薬局直方店
赤松薬局
直方鞍手薬剤師会会営薬局
有限会社　つかさ薬局

飯塚市
（有）サンケイ薬局
キューピー薬局
きらきら薬局
さくら調剤薬局
スマイル薬局
スマイル薬局立岩店
タケシタ調剤薬局　筑豊店
ニック調剤薬局　穂波店
マイルド薬局
庄司薬局
保険調剤天道薬局
北辰薬局
有限会社　ホワイト薬局
有限会社サンコー調剤西町薬局
瑠璃薬局川津店

田川市
サンララ薬局
ぞうさん調剤薬局
ふるしろ薬局
松本調剤薬局伊加利店
大蔵薬局宮尾店
有限会社　純正堂薬局
林薬局

柳川市
しらとり薬局
そうごう薬局　柳川本城町店
ハート薬局
ほのぼの薬局昭代店
新生堂薬局柳川店
中島調剤薬局
茂庵町調剤薬局
矢加部調剤薬局

八女市
さかいだ薬局
タイヨードー薬局黒木店
ハート薬局
ユートク調剤薬局
黒木薬局
千寿薬局
大島調剤薬局
宅間田調剤薬局
日の出薬局
八女中央調剤薬局

筑後市
インター薬局
くらかず薬局
ハート薬局
ひよこ薬局
ワタナベ薬局筑後店
一条調剤薬局有限会社

金子薬局
山の井調剤薬局

大川市
榎津薬局
東町調剤薬局

行橋市
（有）西泉薬局
アイン調剤薬局
かわかみ薬局
かわかみ薬局　行橋駅前店
かわかみ薬局　泉中央店
そうごう薬局　行橋中央店
そうごう薬局行橋新田原店
そうごう薬局行橋店
そうごう薬局行橋南店
そうごう薬局行橋北泉店
そうごう薬局在宅調剤センター行橋店
ツヴァイ薬局
のぞみ薬局
亀屋薬局
有限会社　菜のはな薬局

豊前市
そうごう薬局八屋店

中間市
ファミリー薬局

小郡市
すくすく調剤薬局
そうごう薬局　小郡中央店
そうごう薬局小郡東野店
ヤマサキ薬局　小郡店
調剤薬局ウエル
有限会社つつみ調剤薬局

筑紫野市
イワイ薬局
かなおか薬局　駅前店
花梨堂薬局
美しが丘薬局　東店
本町調剤薬局
有限会社　美しが丘薬局

春日市
いしばし薬局
うしじま調剤薬局
ひまわり薬局
春日野調剤薬局
上白水薬局
有限会社サカモト調剤薬局

大野城市
華林堂調剤薬局
中央薬局あけぼの店
中央薬局つつい店

宗像市
社団法人宗像薬剤師会会営宗像センター薬局

太宰府市
中央薬局おおざの店

古賀市
すずらん薬局千鳥店

うきは市
せき　薬局
そうごう薬局吉井西店
にいはる薬局

宮若市
アイン薬局　宮田店
三気堂薬局宮田店
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嘉麻市
有限会社サンコー調剤薬局
有限会社スマイル薬局稲築店

朝倉市
Ｔ．Ｔ．Ｃ．薬局
あさくら調剤薬局
えびす薬局
サンアイ調剤薬局甘木本店
ファミリー薬局　昭和通り店
ファミリー薬局医師会病院前店
ファミリー薬局地蔵茶屋店
ファミリー薬局来春店
フラワー薬局甘木店
フラワー薬局杷木店
フレンズ薬局
小田調剤薬局
西町調剤薬局
渡辺調剤薬局
内田薬局
馬場町薬局

みやま市
そうごう薬局瀬高店
そうごう薬局渡瀬店
下庄薬局
松尾薬局
川野調剤薬局

糸島市
ステップ薬局
ハート調剤薬局
ふれんど薬局
産の宮調剤薬局
志摩調剤薬局

筑紫郡那珂川町
すみれ薬局

糟屋郡新宮町
株式会社古賀薬局新宮店

遠賀郡岡垣町
ヤスダ調剤薬局
有限会社やちご薬局　海老津支店

嘉穂郡桂川町
一丸薬局
有限会社マミー薬局

朝倉郡筑前町
フラワー薬局　大久保店
フラワー薬局　朝日店
福神調剤薬局三輪店

三井郡大刀洗町
そうごう薬局大刀洗店

三潴郡大木町
あさひ調剤薬局
大角調剤薬局
有限会社　花田薬局

八女郡広川町
くるみ調剤薬局

田川郡香春町
エンゼル薬局香春店

田川郡糸田町
原田薬局
有限会社コスモス大熊調剤薬局

田川郡川崎町
たかは調剤薬局
ヒロックス薬局
有限会社ライフ調剤薬局

田川郡福智町
コトブキ薬局

京都郡苅田町
ミナト調剤薬局
京町調剤薬局
凜調剤薬局

築上郡吉富町
げんきな薬局

【佐賀県】
佐賀市

アイ薬局
アサヒ薬局
あさひ薬局開成店
アルナ薬局国立佐賀病院東側店
アルナ薬局堀川店
いけだ薬局みなみ店
えぐち薬局
くぼ薬局 医大通り店
こうの薬局
コーソ薬局諸富店
サンハ－ト薬局
そうごう薬局　佐賀兵庫店
ツルカメ薬局
トーエイ薬局
なべしま薬局
のぐち薬局医大西通り店
のぞみ薬局
ふくしま薬局通小路店
やまぐち薬局兵庫南店
ゆめとも薬局
よしおか薬局　寺井店
よしおか薬局　尼寺店
よしおか薬局太田店
ロングサン薬局
杏心調剤薬局
宇都宮薬局諸富店
栄城薬局
株式会社愛敬薬局嘉瀬町支店
久保薬局　　中町店
久保薬局西与賀店
久保薬局中の小路店
溝上薬局　本店
諸富センター薬局
昭栄調剤薬局
神代薬局
神代薬局　若宮店
神代薬局　松原店
神代薬局　神野東店
神代薬局　大和店
神代薬局　北部バイパス店
神代薬局　本庄店
神代薬局　木原店
神代薬局黒川店
神代薬局枳小路店
内川薬局
内川薬局　神野店
虹の薬局
日新薬局
日本調剤 鍋島薬局
八幡小路薬局
福島　薬局
本田薬局

唐津市
あさひ薬局　山本店
あさひ薬局　松南店
あさひ薬局　浜玉店
あさひ薬局　本店
あさひ薬局からつ駅前店
あさひ薬局市民グラウンド前店
イノウエ薬局船宮店
かわぞえ薬局
辻薬局　生駒店
辻薬局　刀町店
辻薬局栄町店
辻薬局市役所通り店
唐津東松浦薬剤師会薬局
有限会社酒井薬局

鳥栖市
さつき薬局
ファイン薬局
一光堂漢方薬局
東町わたや薬局
福田調剤薬局

多久市
アイ薬局東多久店
スピカ薬局
溝上薬局　多久店
虹の薬局　多久店

伊万里市
アルナ薬局大川野店
うらのさき薬局
さよがわ薬局
溝上薬局伊万里ながおさ店
三和薬局
誠心堂薬局　あすなろ店
誠心堂薬局寿通り店
誠心堂薬局本店

武雄市
アルナ薬局武雄店
アルナ薬局北方店
おおの薬局
けんこう薬局
けんこう薬局　新武雄店
さくら薬局
みまさか薬局
有限会社　武雄杵島会営薬局

鹿島市
アルナ薬局鹿島店
アルナ薬局浜町店
アルバ薬局
北鹿島薬局
祐信堂薬局

小城市
いしまつ薬局
神代薬局セリオ牛津店

嬉野市
ＪＲ九州ドラッグイレブン薬局築城店
キタ薬局
キタ薬局　中町店
そうごう薬局　塩田店
ドラッグイレブン薬局中川通り店
嬉野薬局まとば支店
信衆堂調剤薬局
中央薬局　嬉野店
中央薬局　吉田店
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神埼市
おのうえ薬局
せふり薬局
チトセ薬局アニー店
つばさ薬局
ひかり調剤薬局
神埼薬局　枝ヶ里支店
神埼薬局　神埼橋店
神埼薬局　朝日支店
神埼薬局　本堀支店
神埼薬局本店

神埼郡吉野ヶ里町
あさひ薬局　吉野ヶ里店
エイト薬局　目達原店
チクシ薬局
高島薬局
神埼薬剤師会薬局
福田薬局

三養基郡基山町
くらの薬局
ひまわり薬局　基山店

三養基郡みやき町
（有）鳥栖三養基薬剤師会会営薬局
エイト薬局三根店
くぼ薬局　北茂安店
有限会社　シンエイ薬局

西松浦郡有田町
アルナ薬局有田店
ヒラオ薬局　中部店
江口薬局

杵島郡江北町
アルナ薬局江北店
ロングサン薬局　江北店

杵島郡白石町
ショーエイ薬局　福富店
坂本健康堂薬局
有限会社　江頭薬局

藤津郡太良町
アルナ薬局太良店

【長崎県】
長崎市

あおぞら調剤薬局
あずさ薬局　飽の浦店
いちのせ薬局
おおはま調剤薬局
かえで薬局「大橋」
コスモス調剤薬局
こはる薬局
さいかわ薬局
サンタ薬局
シーボルト通り薬局
たしろ薬局
どりぃむ薬局
なごみ薬局
ひとみ薬局
プラス１薬局
まい薬局
みちのお薬局
花丘町調剤薬局
海岸通り薬局
滑石薬局
滑石薬局（北陽店）

宮崎薬局
宮崎薬局バス通り店
高木調剤薬局
出島薬局
嵩下薬局
正和薬局大学前店
大浦中央調剤薬局
竹村永楽堂薬局
中村薬局ハヤマ店
長崎市薬剤師会薬局
日本調剤　桜馬場薬局
日本調剤　長崎住吉薬局
有限会社梶村薬局

佐世保市
あんず薬局
かまち薬局　元町店
かわかみ薬局
かわさき薬局 吉井店
かわさき薬局鹿町店
すこやか薬局
トラスト薬局
のどか薬局
のどか薬局　京坪店
ひろた薬局
ファーマシー川原薬局
まつお薬局早岐店
ゆうゆう薬局
ゆたか調剤薬局
よしむら調剤薬局
わかば薬局
井手薬品（株）井手薬局
菊水堂薬局広田店
権常寺かわはら薬局
今泉薬局
今泉薬局清水店
梅本薬局
薬剤師会会営薬局
有限会社吉牟田薬局光町店
有限会社吉牟田薬局泉福寺店
有限会社吉牟田薬局相浦店
有限会社吉牟田薬局大野店
有限会社吉牟田薬局日野店
有限会社今泉調剤薬局宮田町店
有限会社今泉調剤薬局戸尾町店
有限会社今泉調剤薬局相生町店
有限会社今泉調剤薬局本島町店

島原市
そうごう薬局白土湖店
たぐち薬局
島原薬剤師会薬局

諫早市
いずみ薬局
こまち薬局
そうごう薬局　真崎店
そうごう薬局小長井店
ローズマリー薬局
日本調剤　永昌薬局
八坂薬局

大村市
そうごう薬局　大村駅前店
そうごう薬局　大村店
そうごう薬局　大村東店
久原薬局

諏訪薬局古賀島店
諏訪薬局三城店
長崎中央調剤薬局

平戸市
アップル調剤薬局
のぞみ薬局
生月調剤薬局
田平薬局

松浦市
いまぶく薬局
タンポポ薬局
有限会社みくりや調剤薬局

五島市
株式会社福江薬局
尼忠薬局
侑徳薬局

西海市
せいひ調剤薬局

雲仙市
キザキ薬局上石田店
国見調剤薬局

南島原市
亀山薬局 白崎店

西彼杵郡長与町
なの花薬局

西彼杵郡時津町
日本調剤　時津薬局

北松浦郡佐々町
すまいる薬局

南松浦郡新上五島町
あおかた調剤薬局
大洋堂薬局

【熊本県】
熊本市中央区
（有）中村盛大堂薬局
あいあい薬局
あおぞら薬局
あさがお薬局
あさひ調剤薬局
うさぎ薬局　帯山店
くすりのハーモニーみなみくまもと薬局
くまもと西部薬局
さくらんぼ薬局
シモカワ萩原調剤薬局
シモカワ薬局センター店
のぞみ薬局
ミカサ薬局
メリー薬局
株式会社ファーコス　本荘いちご薬局
呉服薬局
広田薬局
高橋薬局
国立前薬局
水前寺ごふく薬局
保険調剤みらい薬局
薬局フェミネックス
有限会社　県庁通薬局
有限会社細工町薬局

熊本市東区
あさがお薬局画図店
あさがお薬局戸島店
いちかど薬局
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いちかど薬局　新外店
おざき薬局
ことう薬局
さくら調剤薬局　小峯店
さくら調剤薬局月出店
シルク調剤薬局
しんなべ薬局
なないろ薬局　長嶺店
ハート調剤薬局
ペンギン薬局
メロディー薬局
月出薬局
健軍ファーマシー薬局
太陽堂薬局　日赤前店
日本調剤熊本薬局
保険調剤薬局アシスト
薬局セントラルファーマシー長嶺

熊本市西区
（有）松林堂薬局　田崎店
ケンコウ堂薬局上熊本店
さくら調剤薬局　上熊本店
みなみ調剤薬局
出町薬局
聖心堂薬局
田崎調剤薬局
有限会社　エコー薬局

熊本市南区
（有）松林堂薬局　南高江店
Ｋパーク薬局
さくら調剤薬局　浜線店
しらふじ調剤薬局
とみあい薬局
とみなが薬局
なないろ薬局　田迎店
ムラセ薬局
りぼん薬局
草津屋薬局

熊本市北区
（有）松林堂薬局　北部店
イルカ調剤薬局
うえき町薬局
くすの木薬局
サン薬局　龍田店
スマイル薬局
すみれ調剤薬局
そうごう薬局　田原坂店
つばさ薬局
みのり調剤薬局
むさし塚駅前調剤薬局
りんどう薬局
三進堂薬局
植木あおぞら薬局
深浦薬局
麻生田調剤薬局
有限会社かねこ調剤薬局

八代市
ひおき調剤薬局
やちわ調剤薬局
りんどう薬局
ヱビス薬局日置店
鏡調剤薬局
松高調剤薬局
日本調剤　八代薬局

平山新町調剤薬局
人吉市

あけぼの薬局
さくら調剤薬局瓦屋店
さくら調剤薬局西間店
さくら調剤薬局総合病院前店
たんぽぽ薬局
ひまわり薬局
まえだ薬局
みずき薬局
鬼木調剤薬局

荒尾市
あけぼの薬局
たんぽぽ薬局
なのはな薬局
瀬戸薬局　山浦店
有限会社　瀬戸薬局

水俣市
あじさい薬局
おれんじ薬局
みつば調剤薬局
みなまた駅前薬局
吉富薬局
合資会社　下田薬局
谷川薬局
南福寺調剤薬局
日本調剤　天神町薬局
日本調剤水俣薬局
薬局平和調剤センター
薬局平和調剤古賀町店
有限会社やまだ薬局

玉名市
あさひ調剤薬局
そうごう薬局　玉名店
そうごう薬局立願寺店
つばめ薬局
ハート薬局

山鹿市
こじか薬局
熊入さくら薬局
江上薬局　グリーン・ファーマシイ
江上薬局大橋通
山鹿いちご薬局
城北中央薬局

菊池市
きくち薬局
そうごう薬局　菊池店
ノムラ薬局泗水店
フラワー薬局
高江バス停前薬局
深川調剤薬局
西本真生堂薬局泗水店
有限会社　七城中央薬局
有限会社　泗水中央薬局

宇土市
ひまわり薬局

上天草市
カミタニ薬局
コジマ薬局

宇城市
ウイング薬局
おかだけ調剤薬局
まつばせ薬局

宇城薬局
良寛堂薬局

阿蘇市
有限会社　内牧中央薬局

天草市
（有）グリーン薬局
（有）ゆう薬局
あい薬局
あまくさ薬局
エーピー薬局
きたおか薬局
くすうら薬局
しらす薬局
シンワ薬局
すばる薬局
スモト薬局
センター薬局
デイ薬局
ほんど北薬局
わかば薬局
港町調剤薬局
東町調剤薬局
有限会社ハート薬局

合志市
いちご薬局
ひなぎく薬局

下益城郡美里町
みさと薬局

玉名郡長洲町
そうごう薬局有明長洲店

菊池郡大津町
大津岩下薬局大津支店

菊池郡菊陽町
つぼみ調剤薬局
よつば調剤薬局
生活の杜薬局

阿蘇郡小国町
ゆう薬局
小国調剤薬局

阿蘇郡南阿蘇村
はなしのぶ薬局
白川水源薬局

上益城郡益城町
いいの薬局

上益城郡甲佐町
コーセイ薬局

上益城郡山都町
はままち薬局
まこと薬局
山都もみじ薬局
蘇陽調剤薬局

八代郡氷川町
めろん薬局

球磨郡多良木町
きりん薬局　原田店
多良木いちご薬局

【大分県】
大分市
（株）国立前調剤薬局
（有）なか薬局　ふるごう店
（有）なか薬局宮崎店
ＯＰＡ薬局
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あき調剤薬局
アトム薬局
ながとみ薬局竹中店
ながとみ薬局敷戸店
ゆう調剤薬局　猪野店
ゆう調剤薬局ななせ店
ゆう調剤薬局まつおか店
安東調剤薬局車木店
永冨調剤薬局　羽屋店
永冨調剤薬局　鶴崎店
永冨調剤薬局だのはる店
永冨調剤薬局下郡店
永冨調剤薬局寒田店
永冨調剤薬局春日店
永冨調剤薬局大在店
永冨調剤薬局田中店
永冨調剤薬局萩原店
永冨調剤薬局判田店
永冨調剤薬局府内店
永冨調剤薬局米良店
永冨調剤薬局明野店
株式会社永冨調剤薬局本店
坂ノ市杉原調剤薬局
輔仁薬局佐賀関店
有）安東調剤薬局　玉沢店
有限会社なか薬局
有限会社安東調剤薬局　賀来店
有限会社安東調剤薬局　明野店

別府市
アルファ薬局
キムラ薬局亀川店
くろーばー薬局
永冨調剤薬局　別府秋葉通り店
有限会社キムラ薬局

中津市
そうごう薬局中津店
ふるた薬局宮夫店
ふるた薬局池永店
ワタナベ薬局上宮永店
沖代薬局
大貞薬局
有限会社フタバ薬局
有限会社臼杵薬局豊田町支店

日田市
あやめ薬局
三栄薬局　咸宜店

佐伯市
しもかわ調剤薬局
しろやま調剤薬局
中村調剤薬局

臼杵市
そうごう薬局　臼杵コスモス店
永冨調剤薬局臼杵店
永冨調剤薬局市浜店
萬里薬局洲崎店

豊後高田市
たかだ調剤薬局

杵築市
（有）城山調剤薬局北浜支店
たていし調剤薬局
城山調剤薬局　中央支店
有限会社城山調剤薬局

豊後大野市
おおの調剤薬局
ふるさと薬局
まえはら調剤薬局
日本調剤　緒方町薬局
有限会社　おおの調剤薬局　東店

由布市
永冨調剤薬局　はさまジャスコ前店
永冨調剤薬局はさま店

速見郡日出町
永冨調剤薬局日出店

【宮崎県】
宮崎市

あおき薬局
あじさい薬局
クローバー薬局
つばさ薬局
まなべる薬局
マリーズ薬局　柳丸
よつば薬局
愛健調剤薬局
永楽町調剤薬局
誠調剤薬局
大宮調剤薬局
瞳薬局
日本調剤　宮大前薬局
日本調剤　高千穂通薬局
日本調剤　池内薬局
有限会社　江平調剤薬局
有限会社松の実薬局

都城市
あい薬局上町店
かかりつけ薬局支援センター
きたはら薬局
キャロット薬局
さわやか薬局
そうごう薬局　たかお店
そうごう薬局　たかお南店
そうごう薬局　山田店
そうごう薬局広原店
そうごう薬局都原店
たかお薬局
トロン薬局
プリマリー薬局
ふれあい薬局庄内店
ふれあい薬局川東店
わかば薬局
高城薬局
中原町薬局
調剤薬局　日研
都北町薬局
東町薬局
姫城薬局

延岡市
あさひ薬局
カイ薬局　一ヶ岡店
こうの薬局
しおはま調剤薬局
ひむか薬局はまご店
延岡医薬分業支援センター
平和堂調剤薬局
北小路調剤薬局

日南市
あい薬局
すみれ吾田薬局
すみれ大堂津薬局
すみれ中央薬局
すみれ薬局有限会社
マリーズ薬局　南郷
マリーズ薬局　風田
堺薬局
木山調剤薬局

小林市
アイン薬局　小林店
ハーモニー薬局
二葉薬局　小林南店
二葉薬局　堤
二葉薬局細野
二葉薬局野尻
保険調剤薬局つつみ
有限会社　二葉薬局

日向市
ケーアイ調剤薬局　日向店
さくら薬局
スバル薬局
そうごう薬局　亀崎店
なかよし薬局
みみつ調剤薬局
財光寺薬局
福原薬局曽根店
平岩調剤薬局
有限会社やました薬局

西都市
（有）のぞみ薬局
さいと薬局
さくら調剤薬局
長嶺薬局
有限会社　みどり薬局
有限会社　調剤薬局　心愛メディック

えびの市
きらり薬局
二葉薬局　加久藤
二葉薬局京町

北諸県郡三股町
コアファーマシー

西諸県郡高原町
二葉薬局　高原

東諸県郡綾町
綾ほうゆう薬局

児湯郡川南町
オレンジ調剤薬局

東臼杵郡門川町
日向市・東臼杵郡薬剤師会　会営薬局

【鹿児島県】
鹿児島市

アクア薬局　花棚店
アトム薬局二号店
すばる薬局
そうごう薬局市役所通店
てらわき薬局
ドゥ・ラポール薬局
フラワー薬局
むれがおか調剤薬局
やまもと薬局　伊敷台店
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わかくさ薬局
奥公園前薬局
郡元薬局
鹿児島県薬剤師会薬局
鹿児島調剤薬局
清風薬局
西駅調剤薬局
石井薬局株式会社
朝日通り薬局
島津薬局
日本調剤　下竜尾薬局
福元薬局
薬局ホームケアファーマシー西鹿児島店
有限会社　健生堂薬局

鹿屋市
ひとみ薬局

枕崎市
つばき薬局

阿久根市
出水郡薬剤師会会営薬局　阿久根店

出水市
あじさい薬局
クレイン調剤薬局
クレモア薬局
そうごう薬局　出水店
トクモト薬局

指宿市
そうごう薬局　開聞店
そうごう薬局　指宿店
なのはな薬局
ハート薬局
指宿会営薬局

垂水市
ヘルシー薬局　垂水店
宮田薬局
垂水市民薬局
垂水調剤薬局

薩摩川内市
あさがお薬局
こころ調剤薬局
サンライズ薬局
そうごう薬局　永利店
そうごう薬局　御陵下店
そうごう薬局　川内店

日置市
きりん薬局
ドラッグイレブン薬局伊集院店
吹上調剤薬局
平成薬局

曽於市
スーパードラッグイレブン岩川店やまのうち薬局
テルセラあおい薬局
まごころ調剤薬局
財部調剤薬局
曽於薬剤師会薬局

霧島市
あおぞら薬局
くにみ薬局　隼人店
けやき薬局
ことり薬局
そうごう薬局　隼人店
とざか薬局
とざか薬局隼人店

ニック調剤薬局国分西店
はーぶ薬局
ひまわり薬局
みなと調剤薬局
寺脇薬局
霧島市民薬局
霧島市民薬局中央

いちき串木野市
有）保険調剤つばさ薬局串木野
有限会社　おがわ調剤薬局

南さつま市
さつき薬局
ハラダ薬局
ばんせい薬局
ほんまち薬局
武田調剤薬局

志布志市
グリーン薬局
有明薬局

奄美市
あさひ龍生堂薬局
ながはま調剤薬局
なごみ薬局
ひろ薬局
ムラタ薬局久里店
大島調剤薬局
中江薬局
平井薬局
有限会社　ムラタ薬局
和光薬局

南九州市
しんまち薬局

伊佐市
大口伊佐会営薬局
菱刈薬局

姶良市
（有）ゆり調剤薬局
くにみ薬局加治木店
クローバー薬局
ゆうき薬局
中ノ丸薬局
帖佐調剤薬局

薩摩郡さつま町
ひなた薬局
フタヤ薬局　湯田店
青空薬局

姶良郡湧水町
くるみ薬局

肝属郡錦江町
ＮＰＯ法人　肝属調剤薬局
ライフ薬局　田代店

肝属郡肝付町
肝属やぶさめ薬局

熊毛郡南種子町
のぞみ薬局　公立病院前店
元気薬局

【沖縄県】
那覇市

うるま薬局
くまのみ薬局
すこやか薬局　おもろまち店
すこやか薬局　沖赤店

すこやか薬局　小禄店
すこやか薬局新都心店
そうごう薬局　安里店
そうぞう薬局　新赤十字前店
ハーモニー薬局寄宮店
ひるぎ薬局新赤十字前店
三原薬局
日本調剤　久茂地薬局
日本調剤　那覇中央薬局

宜野湾市
あかみち薬局
すこやか薬局　宇地泊店
すこやか薬局　野嵩店
のだけ薬局

石垣市
あらや薬局
あらや薬局　新川店
ちゅら島薬局
はと薬局
調剤薬局やえやま

浦添市
すこやか薬局　宮城店
すこやか薬局　牧港店
そうごう薬局　浦添当山店
つくし薬局
福寿薬局

沖縄市
アイン薬局知花店
すこやか薬局　美里店
すこやか薬局　泡瀬店

うるま市
すこやか薬局　具志川店

宮古島市
吉田薬局

南城市
すこやか薬局　大里店

国頭郡恩納村
恩納薬局

中頭郡読谷村
すこやか薬局　よみたん店

中頭郡北谷町
すこやか薬局北谷店

中頭郡西原町
がじまる薬局
すこやか薬局　西原店
会営薬局うえはら

島尻郡南風原町
あらかわ薬局
すこやか薬局　新川店
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資料５	 医療事故防止事業部　運営委員会名簿

平成25年12月31日現在

　　飯　田　修　平	 公益社団法人全日本病院協会　 常任理事
　　飯　田　英　男	 奥野総合法律事務所・外国法共同事業　 弁護士
　　生　野　弘　道	 一般社団法人日本病院会　常任理事
　　國　土　典　宏	 東京大学医学部附属病院　肝胆膵・人工臓器移植外科　教授
◎　堺　　　秀　人	 医療法人仁泉会　 理事
　　佐　相　邦　英	 一般財団法人電力中央研究所　原子力技術研究所
　　　　　　　　　　　ヒューマンファクター研究センター　センター長
　　嶋　森　好　子	 公益社団法人東京都看護協会　 会長
　　曽布川　和　則	 公益社団法人日本薬剤師会　 常務理事
　　高　杉　敬　久	 公益社団法人日本医師会　常任理事
　　野　本　亀久雄	 公益財団法人日本医療機能評価機構　 理事
　　長谷川　敏　彦	 日本医科大学　特任教授
　　原　田　悦　子	 筑波大学　人間系心理学域　教授
　　町　野　　　朔	 上智大学　生命倫理研究所　教授
　　松　月　みどり	 公益社団法人日本看護協会　 常任理事
　　丸　木　一　成	 国際医療福祉大学　常務理事
　　瀬古口　精　良	 公益社団法人日本歯科医師会　常務理事
　　山　口　育　子	 ＮＰＯ法人ささえあい医療人権センターＣＯＭＬ　理事長

◎ 座長
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資料６	 薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　総合評価部会名簿

平成25年12月31日現在

　　岩　瀬　利　康	 獨協医科大学病院　薬剤部　副部長
　　河　戸　道　昌	 日本製薬団体連合会　安全性委員会　医薬品安全使用対策検討部会
　　金　野　良　則	 気仙中央薬局　薬剤師
　　小松原　明　哲	 早稲田大学　理工学術院　創造理工学部　経営システム工学科　教授
　　島　田　光　明	 公益社団法人日本薬剤師会　理事
◎　土　屋　文　人	 一般社団法人日本病院薬剤師会　 副会長
　　野　本　亀久雄	 公益財団法人日本医療機能評価機構　 理事
　　前　田　正　一	 慶應義塾大学大学院　健康マネジメント研究科　准教授
　　三　國　　　亨	 末広みくに調剤薬局　薬剤師
　　山　内　豊　明	 名古屋大学大学院　医学系研究科　基礎看護学領域　教授

◎ 座長
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平成 26年 10月 30 日　発行

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業
平成 25年　年報

編　　集　　公益財団法人 日本医療機能評価機構

発　　行　　公益財団法人

印　　刷　　第一資料印刷株式会社

日本医療機能評価機構
　　　　　　郵便番号　101-0061

東京都千代田区三崎町１丁目４番 17号
　　　　　　東洋ビル
　　　　　　電話　03-5217-0281

　公益財団法人日本医療機能評価機構 ( 以下「本財団」という ) は、本報告書に掲載する内容について、善良なる市民および医療の質に関

わる仕事に携わる者として、誠意と良識を持って、可能なかぎり正確な情報に基づき情報提供を行います。

　また、本報告書に掲載する内容については、作成時点の情報に基づいており、その内容を将来にわたり保証するものではありません。

　したがって、これらの情報は、情報を利用される方々が、個々の責任に基づき、自由な意思・判断・選択により利用されるべきものであ

ります。

　そのため、本財団は、利用者が本報告書の内容を用いて行う一切の行為について何ら責任を負うものではないと同時に、医療従事者の裁

量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものでもありません。




